に ロロ AN ロロ AA 


法 月 縮 太 郎 ミ ステ リー 塾 海外 編 
複雑 な 級 人 芸術 


法 月 縮 太 朗 


ミス テリ ー 通 に な る た め の 1 0 0 冊 ( 海 外 編 ) 


三信 め ピー ター ー ラ ヴ ウ ゼ イ 、 デ ャ キン スソ & フ ォ ー ク ーー 「 箱 大 
グラ チョ (セーター トラ ルツ ) 


子供 た ち は (幽霊 ) に な る 一 『 消 えた 少年 た ち 』。 (オー スン ・ ス 
コッ ト ・ カ ー ド ) 


組 育 の イギリス 人 一 『 わ が 子 は 殺人 者 』 (パト リッ ク ・ ク ェ エン ティ 
コメ う 


スパ イ 小 説 を 二乗 し た スパ イ 小 説 一 "ライ プラ リー・ フ ァイル 』 
し 上 あ ペ プン ルー) 


「 ポ ラー ル の 法王 」- も う ひ と り の ルプ ラン - 一 - "殺人 四重奏 
まま ル ッ ル プラ ) 


謎 解き の 鬼 一 "騙し 絵 の 和 。( ジ ル ・ マ ゴー ン ) 


作家 オー サー、 脚 本 家 ラ イタ ー、 編 集 者 エディ ター、 探 偵 ス ルー ス 
ーー 0 肛 カ レシ ダー』 (エリー・ タ イー クラ ) 


"タフ , ノヴェル と 知 的 パズル の 結合 一 『 死者 の 長い 列 。 (ロー レ 
ンス ・ プ ロッ ク ) 


スペ シャ ル X の 此 劇 一 "暗黒 大 陸 の 悪 震 』( マイ ケル ・ ス レイ ド ) 


"カジュアル,, な 本 格 - 一 『 A BC 殺人 事件 。( アガ サ ・ ク リス 
テイ ) 


鬼 に 金棒 一 『 魔術 師 』 (ジェ フリ ー・ デ ィ ー ヴ ァ ー ) 
この 人 を 見 よ 一 "魔法 』 (クリ スト ファ ー・ プ リー スト ) 


ヴェ ー ル を 脱い だ 「 第 二 の 光 輪 へ ヘイロー」 一 『 書 魔 の 宋 光 』 (ジョ 
< 正 テ タス ) 


か れ ら は 一 人 で は 生き られ な い 一 『 北 米 探偵 小説 論 』( 野崎 六助 ) 


初期 クイ ー ン 論 
ー カ 三 二 年 の 傑作 群 を めぐ っ て 
密室 一 クイ ー ン の 場合 


many tales| |」 た くさ ん の 物語 


複雑 な 毅 人 芸術 The Complex Art of Murder 


批評 家 と いつ う 因 人 - あ と が き に か えて 


ミス テリ ー 通 に な る た め の 1 0 0 冊 ( 海 外 
編 ) 


序 ザ ・ ベ スト ・ マ スト ・ ダ イ 


ミス テリ ー の ベス ト 表 作り が 楽し か っ た の は 、 せ い ぜ い 二 十 代 の 
半ば ぐら いま で だ 。 そ の 頃 ま で は 私 的 な リス ト 作 り が 、 自 分 の ミス 
テリ ー 観 を 他人 に 伝え る た め の 、 有 効 な 表現 手段 に な りつ る と 信じ 
て いた 。 そ う 値 じ ら れ た の は 、 読 者 の 間 で ミス テリ ー の スタ ンダ ー 
ド と いう 幻想 が 共有 され て いた か ら だ ろう 。 漠然 と し た も の で あっ 
て も 、 遊 び の 土台 と な る よう な 、 な に が し か の 共通 認識 が 存在 し て 
いた よう な 気 が す る 。 だ か ら こ そ 、 ど ん な に ヘン テコ な リス ト で 
も 、 ス タン ダー ド か ら の 倫 差 の 大 小 に よっ て 、 個 人 の 嗜好 を 測定 す 
る こと が で きた の だ っ た 。 


だ が 、 そ れ は も う 一 昔 も 前 の 話 。 今 や スタ ンダ ー ド 幻想 な ど と い 
う も の は どこ に も 見 当たら ず 、 目 に 入る の は 短期 の トレ ンド 予想 表 
か 、 の っ ぺけ り と し た 総 花 的 カタ ログ ば か り 。 要 する に 、 ミ ステ リー 
百 五 十 年 の 歴史 その も の が 急速 に 風化 し 、 蒸 発し か か っ て いる と い 
うこ と 。 若 年 寄り じみ た オタ ク の 繰り 吉 と 受け 取ら れ て も 仕方 な い 
が 、 こ れ は 本 当 に 、 実 感 と し て そう な の で ある 。 《 た か が ミス テ 
リー、 暇 つぶし の 遊び じゃ な いか 》 と うそ ぶ い て ば か り けり も いら れ な 
1! 


「 週刊 文春 」 で (東西 ミス テリ ー ベ スト 1 0 0 〉 が 選出 され 、 現 在 
の ブー ム の 下地 を 作っ た の が 一 九 人 五 年 。 こ の へ ん が 分 水 人 と 見 て 
まち が いな い 。 ち ょ うど その 時 私 は 二 十 歳 だ っ た 。 翻 訳 物 に 限っ て 
いえ ば 、 か ろう じ て 歴 史 の も の さ し を 当て て ミス テリ ー を 読む こと 
の で きた 最後 の 世代 に 属し て いる と 思う 。 こ れ は 世代 論 で は な く 、 
八 〇 年 代 以 降 の 出版 状況 か ら 逆 算 す れ ば 、 当 然 そ うい う 結 論 に な 

る 。 室 前 の ミス テリ ー・ プ ブー ム の 裏 に は 、 年 々 刻々 書店 の 店 頭 か ら 
消え て いく 本 た ちの 声 な き 類 鳴 が 張り つい て いる か ら だ 。 時代遅れ 
の 作品 が 消え て いく の は 、 別 に 今 に 始ま っ た こと で は な いけ れ ど 、 
我々 は どこ か の 時 点 で 量 的 な リミット を 越え て し まっ た の だ 。 


そこ で 、 今 回 の 百 冊 リス ト で は 、 保 守 反 動 ・ 権 威 主 義 の ポー ズ に 
徹し て 、 失 われ た スタ ンダ ー ド を 復活 させ よう と も くろ ん だ 。 特 に 
若い 読者 に 向け て 、 嘘 で も いい か ら 、 教 科 書 的 な ガイ ド を 作ろ うと 
意気 込ん で いた の で ある 。 と ころ が 、 文庫本 の み と い う 縛 り に 加 


え 、 品 切 ・ WS この 意図 は 早々 に 挫折 。 それ で 
も 一 応 ミ ステ リー 史 に 寄り 添い つつ 、 ジ ャ ン ル 別に 項目 を 作っ て み 
た の だ が 一 悪戦 音 閉 果 で き 上 が っ た の は 、 何だ か わけ の わか ら 
な い 、 半 分 や け く そ な リ スト と あい な っ た [ この 原稿 を 書い た の は 
ー 九 九 七 年 十 月 で 、 リ スト 作成 時 の デー タ も その 時 点 の も の 。 九 八 
年 以降 の 文庫 新刊 は まっ た く フ ォ ロ ー し て いな い の で 、 カ タロ グ と 
し て は だ いぶ 古び て いる 。 た だ し 操 タイ トル の 在庫 情報 に 関し て の 
み 、 〇 年 現在 の 出版 デー タ と 差し 替え て お いた ] 。 


原則 と し て 一 作家 一 作品 ( ひと り だ け 例 外 が ある ) に 限定 し 、 
フー ズ ・ フ ー 的 な も の を 目指 し た の だ が 、 正 走 吉 っ て 、 胸 を 張っ て 
定番 百 冊 と 喜 い 切れ る も の で は な い 。 自分 の 好み を 優先 し て 項目 を 
立て た せい で 、 普 通 小 説 寄 り の サス ペン ス や 犯 因 小 説 、 冒 険 ア ク 
ショ ン 、 国 際 情 報 ・ 謀 略 小説 、 ノ ワー ル 系 、 リ ー ガ ル ・ サ スペ ンス 
な ど が ご っ そり 抜け 落ち て し まっ た か ら だ 。 具 体 的 に は 、 PH 八 イ 
スミ ス 、 ロ ス ・ ト ー マ ス 、 Al マク リー ン 、 GL ライ アル 、F 
フォ ー サ イス 、 RLH ラ ドラ ム 、 ALll ヴ ァ ク ス 、 SS 日 トウ ロー と いっ た 
メジ ャ ー ど ころ の 名 前 が な い 。 こ れ ら の 欠落 に つい て は 、 ど うか 見 
逃し て くだ さい と 頭 を 下げ る し か な い 。 た だ し その 分 、 エ ンタ ー テ 
イン メン ト の 大 雑 揚 な くく り で な く 、 ジ ャ ン ル と し て の ミス テリ ー 
と いう つ カラー を 鮮明 に 出し た つも りな の だ が .…………。 


1 ミス テリ ー 幼 年 期 


エド ガー・ ア ラン ・ ポ ボー『 モ ル グ 街 の 導 人 事件 』( 新潮 文庫 ) 
ウィ ルキ ー・ コ リン ズ 『 和 白衣 の 女 』 上 中 下 (岩波 文庫 ・ 品 切 ) 


コナ ン ・ ド イル 『 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 冒険 』( 創 元 推理 文 
庫 ) 


ロバ ー ト ・LH フ ィ ッ シュ 『 シ ュ ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 冒険 』( 八 ヤ 
カワ 文庫 ) 


GLIKL」 チ ェ ス タ ト ン 『 プ ブラ ウン 神父 の 童心 』( 創 元 推理 文庫 ) 
MLIDL」 ポ ボー スト 『 ア プ ブナ ー 伯 父 の 事件 簿 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 


HLICLI ベ イリ ー『 フ ォ ー チ ュ ン 氏 の 事件 薄 』( 創 元 推理 文庫 ) 
小 座 信 光 編 『 0L|」 ヘ へ ヘンリ ー・ ミ ステ リー 傑作 選 』 (河出 文庫 ) 
江戸 川 乱歩 編 『 世界 短編 傑作 集 3 』( 創 元 推理 文庫 ) 

エラ リー・ ク イー ン 編 『 ミ ニ ・ ミ ステ リ 傑 作 選 』( 創 元 推理 文庫 ) 


十 國 中 九 冊 が 短編 集 な の は 、 偶 然 で は な い 。 ミ ステ リー と いう 
ジャ ン ル は 短編 に 始ま り 、 短 編 の 形式 に よっ て 育ま れ た か ら で あ 
る 。 と いう わけ で 、 ま ず は セオ リー 通り 、 探 偵 小説 の 元祖 ポー の 作 
品 か ら 。 名 探偵 第 一 号 オ ー ギ ュ ス ト ・ デ ュ パ ン が 登場 する 「 モ ル グ 
街 の 角 人 事件 」「 マ リー・ ロ ジェ エ の 怪 事件 」「 姿 まれ た 手紙 」 の 
三 編 を まとめ て 読め る の が この 本 。 コ リン ズ の 長編 は 『 月 長石 』 と 
いう の が 定石 だ が 、 こ こ で は P R も か ね て 最近 よう や く 文 庫 で 読 
る よう に な っ た 『 白 放 の 女 』 を 。『 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 冒 
険 』。 に 関し て 、 余 計 な 説明 は 不 必要 だ ろう 。 ポ ー が 探偵 小説 の 生み 
の 親 な ら 、 ド イル は 育て の 親 。 次 の フィ ッシュ は も っ と 後代 の 作品 
だ が 、 ホ ー ム ズ ・ パ ロディ の 代表 例 と し て つい で に 並べ る 。「 ア ダ 
ム 爆 弾 の 怪 」 に は ぶっ と び ! (死語 ) 。 チ ェ ス タ ト ン の ブラ ウン 神 
父 は 、 逆 説 と トリ ッ ク の 宝庫 で ある と 同時 に 、 ミ ステ リー と いう 
ジャ ン ル に 批評 的 な 自意識 を 芽生 えさ せ た 張 本 人 。 続 いて は 、 創 元 
推理 文庫 の 好 企 画 《 ホ ー ム ズ の ライ バル た ち 》 か ら 、 通 好み の 二 
冊 。 古 典 な ら で は の 乱暴 な トリ ッ ク が 痛快 な 『 ア プ ナ ー 伯 父 の 事件 
簿 』。 ポ ー ス ト は 後に アメ リカ 探偵 小説 の バッ クボ ー ン と な る 《 法 
と 正義 8 と いつ テーマ の 先駆 者 だ と 思う 。 フォー チュ ン 氏 は 、 短 編 
ミス テリ ー の 全盛 期 と 長編 主体 の 黄金 時 代 ( 2 を 参照 ) を 橋渡し す 
る いぶ し 銀 の よう な 存在 。 現 代 に も 通じ る 作風 で 、 今 読ん で も 古く 
な い 。 OH ヘン リー の 短編 は 広義 の ミス テリ ー と 呼べ る も の が 多 
く 、 切 れ の いい クラ イム ・ ス トー リー の お 手 本 と いっ て よい だ る ろ 
う 。 乱歩 編 『 世界 短編 傑作 集 』 全 五 巻 は 、 探 偵 小 説 の 入門 書 と し て 
これ 以上 望め な い 素 晴らし い ア ン ソ ロジ ー。 「 偶 然 の 審 電 」「 密 室 
の 行者 」「 二 場 の ソー ス 」 等 トリ ッ キ ー な 傑作 目白 押し の 第 3 巻 が 
ベス ト か 。 黄金 期 以降 の ミス テリ ー 短 編 の 変化 の 流れ を 押さ える に 
は 、 世 界 ミ ステ リ 全 集 『37 の 短 訪 』 ( 早川 書房 ) を 読む の が 一 番 だ 
が 、 文 庫 化 され て な い の で 、 代 わり に クイ ー ン が 編ん だ 世界 一 面白 
い シ ョ ー ト ・ シ ョ ー ト の アン ソロ ジー『 ミ ニ ・ ミ ステ リ 傑 作 選 』 を 
挙げ て お く 。 


2 探偵 小説 の 黄金 時 代 


ELCL ベ ント リー『 ト レン ト 最 後 の 事件 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 
ALIELIWL メ ー ス ン 『 矢 の 家 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 

ロナ ルド ・ AH ノッ クス "陸橋 殺人 事件 』( 創 元 推理 文庫 ・ 品 切 ) 
イー デン ・ フ ィ ル ポッ ツ 『 痢 か ら の 声 』 ( 創 元 推理 文庫 ・ 品 切 ) 
ドロ シー・LL セ イヤ ー ズ 『 不 自然 な 死 』( 創 元 推理 文庫 ) 
ヴァ ン ・ ダ イン 『 僧 正 級 人 事件 』( 創 元 推理 文庫 ) 


アン トニ イ ・ バ パー クリ ー 『 毒 入り チョ コレ ー ト 事件 』( 創 元 推理 文 
庫 ) 


フラ ン シ ス ・ ア イル ズ "殺意 』( 創 元 推理 文庫 ) 
エラ リー・ ク イー ン 『 ギ リシア 柚 の 謎 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 


アガ サ ・ ク リス ティ ー『 そ し て 誰 も いな く な っ た 。』( 八 ヤ カ ワ 文 
庫 ) 


ディ クス ン ・ カ ー『 緑 の カプ セル の 謎 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 


ー 九 二 〇 - 三 〇 年 代 に か け て 、 英 米 で は フェ アプ レイ 精神 に 則っ 
た 知 的 ゲー ム を 柱 と する 長編 本 格 ミ ステ リー が 大 流行 し た 。 こ れ を 
移し て 、 黄 金 時 代 と いつ うつ 。『 ト レン ト 最 後 の 事 件 』 は 、 そ の 先駆 け 
と な っ た 作品 で 、 探 偵 が 容疑 者 の 女性 に 恋し て し まう の が プロ ッ ト 
の 特色 。 メ ー ス ン 『 矢 の 家 』 は サス ペン ス フ ル な 展開 と 、 ア ノー 探 
偵 の 個性 的 な キャ ラク ター で 読ま せる 。 カ トリ ッ ク の 大 司教 ノッ ク 
ス は 、 探 偵 小 説 の ルー ル を 定め た 《 ノ ックス の 十戒 》 で 有名 。『 陸 
橋 殺 人 事件 。 は 八 ス に 構え た 本 格 パ ロディ の 代表 作 で 、 ク ソ 真 面目 
な 読者 を か ら か うつ よう な 作風 は 、 後 出 の バー クリ ー に も 通じ る と こ 
ろ が ある 。 フ ィ ル ポッ ツ の 長編 で は 、 乱 歩 が 絶賛 し た 『 赤 和 毛 の レ ド 


メイ ン 家 』 よ り も 、 探 偵 と 犯人 の 手 に 汗 握 る 心理 闘 争 を 描い た 『 間 
か ら の 声 』 の 方 が 面白 か っ た の で 、 そ っ ち を 。 セ イヤ ー ズ の " 不 自 
然 な 死 』 は 、 そ の 『 聞 か ら の 声 』 の 影響 を 受け た 《 犯 人 小説 ) と し 
て 再 評価 され る べき 作品 。 有名 な 自然 死 ト リッ ク の ハウ ダニ ッ ト 興 
味 よ り 、 動 機 や 犯人 像 の 工夫 が 斬新 な の だ 。 《 推 理 小 説 作法 の 二 十 
則 》 を 提唱 し 、 ア メリ カ 探 偵 小説 の 中 興 の 祖 と な っ た の が ヴァ ン ・ 
ダイ ン 。 今や すっ か り 人 骨董 品 扱い され て いる が 、 マ ザー・ グ ー ス の 
連続 見 立て 殺人 を 扱っ た 『 僧正 級 人 事件 』 は 、 半 世紀 後 の サ イコ ・ 
スリ ラー の 流行 を 予 訓 し た よう な 傑作 。 『 毒 和信 り チ ョ コレ ー ト 事 

件 』 で 、 ひ と つの 事件 (前 出 「 偶然 の 審 記 」 を 参照 ) に 六 通 り の 解 
決 を つけ る と いう は な れ わ ざ を 演じ た バー クリ ー が 、 ア イル ズ 名 義 
で 発表 し た の が 、 犯 人 の 視点 か ら 犯 行 を 描い た 倒 令 長編 の 代表 作 

"殺意 』 。 本 格 ミ ステ リー の 御 三家 クイ ー ン 、 ク リス ティ 、 カ ー は 
別格 の 存在 な の で 、 今 回 の リス ト で は 気軽 に 選ん で みた 。『 ギ リ シ 
ア 枢 の 謎 』 は 挑戦 パ ズ ラ ー の 限界 に 挑ん だ 級 密 な 大 作 。 『 そ し て 誰 
も いな く な っ た 。』 は 、『 僧 正 』 と 並ぶ パ マ ザー・ グ ー ス 級 人 の 名 作 。 
《 心 理学 的 推理 小説 》 と 銘打た れ た 『 緑 の カプ セル の 謎 』 は 、 十 八 
番 の 密室 物 で は な い が 、 カ ー の 技巧 の 極致 と いう べき 作品 。 


3 アフ ター・ ザ ・ ゴ ー ル ドラ ッシュ 


ニコ ラス ・ プ ブレイク 『 野 獣 死 すべ し 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


エド マン ド ・ ク リス ピン 『 お 楽し み の 埋 葬 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ・ 品 
切 ) 


クリ スチ アナ ・ ブ ラン ド 『 ジ ェ ゼ ベル の 死 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
DLIMLI デ ィ ヴ ァ イ ン 『 兄 の 級 人 者 』( 現代 教養 文庫 ) 

ジョ イス ・ ポ ボー ター『 切 断 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ・ 品 切 ) 

アイ ザッ ク ・ ア シモ フ 『 黒 後 家 次 時 の 会 1 』( 創 元 推理 文庫 ) 
ルー ス ・ レ ン デ ル 『 指 に 傷 の ある 女 』( 角川 文庫 ・ 品 切 ) 

ウィ リア ム ・LLI デ アン ドリ ア 『 ホ ッ グ 連続 疫 人 』( 八 ヤ カ ワ 文 


庫 ) 
ピー ター・ ラ ヴ ゼ イ 『 偽 の デュ ー 和 警部 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
PLIDL|I ジ ェ イ ムズ "皮膚 の 下 の 頭 蓋 骨 』 ( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


プレ イク は 桂冠 詩人 CLIDLI ル イス の 筆名 で 、 ポ スト 黄金 期 ( 四 
〇 年 代 - ) の 英国 新 本 格 ( MI イネ ス 、MLI ア リン ガム 、 AL ガー ヴ 
ら ) の 代表 格 。『 野獣 死 すべ し 』 は 、 倒 叙 と フー ダニ ッ ト を 融合 さ 
せ た 画 期 的 な 構成 で 、 バ ー ク リー と セイ ヤー ズ の 影 響 も うか が え 
る 。 ク リス ピン 『 お 楽し み の 埋 葬 』 は 、 田 舎 町 の 選挙 戦 の ドタバタ 
騒ぎ に フェ ア な パズル を か ら め た 愉快 ・ 痛 快 な 長編 。 黄金 時 代 に も 
引け を 取ら な い 女 流 人 ルー ドコ ア 本 格 作家 ブラ ンド の 劇場 ミス テリ ー 
『 ジ ェ ゼ ベル の 死 』 は 、 二 転 三 転 する 解決 と 背筋 の 凍る 必殺 トリ ッ 
ク で 名 高い 作品 。 九 四 年 に 初 紹介 され た ディ ヴァ イン は 、 六 〇 年 代 
英国 パ ズ ラ ー の 強力 な 隠し 玉 。 処 女 作 『 兄 の 毅 人 者 』 は 、 モ ダン な 
装い に 周到 な 構成 を 秘め た 良質 な フー ダニ ッ ド s。 スス ヨッ ドラ シ 
ド ・ ヤ ー ド 史上 最低 の 警部 ) ドー ヴァ ー・ シ リー ズ の 頂点 に 立つ 
『 切 断 』 は 、 ボ ポー ター ー 女 史 の プラ ッ ク な ユー モア が 省 吾 する フェ ミ 
ニズム 探偵 小説 の 元祖 ( ? ) 。 ア シモ フ は 、 S F ミス テリ ー の 記念 
碑 的 傑作 『 鋼鉄 都 市 。 も 捨て が た い が 、 安 楽 椅子 探偵 アー ムチ ェ 
ア ・ デ ィ テ クティ ヴ 物 の 新古 典 『 黒 後 家 昌 昧 の 会 1 』 を 推す 。 給 仕 
の ヘン リー が 見 事 な 名 探偵 ぶり を 発揮 する 粒 よ り の 短編 集 。 レ ン デ 
ル は ケ レン 味 が っ た 異常 心理 物 だ け で な く 、 正統 派 の 謎 解き に 徹し 
た ウェ クス フォ ー ド 警部 シリ ー ズ も お 忘れ な く 。 秀作 『 指 に 傷 の あ 
5 は 地味 な 話 だ と 思っ て 甘く 見 る と 、 足 元 を すく われ る こと 確 

古典 的 な ミッ シン グリ ンク ・ テ ー マ を 鮮やか に 現代 に 牙 ら せ 、 
本 格 マ ニア を 狂 斉 させ た の が 、 デア ンド リア 『 ホ ッ グ 連続 人 』。 
最後 の 一 行 が 泣か せま す 。『 偽 の デュ ー 警 部 』 は 、 一 刀 二 〇 年 代 の 
大 西洋 横断 豪 華 客 毅 を 舞台 に 、 疾 り に 凝っ た 設 定 で 読者 を つ な ょ ら せ 
用 。 『 皮 膚 の 下 の 頭蓋 骨 は 英国 推理 界 の 重鎮 P ジェ イム ズ 
が 、 現 代 本 格 に 新地 平 を 開い た 野心 作 。 舞台 は 久 島 、 『 女 に は 向 か 
な い 職 業 』 で 詩人 警官 ダル グリ ッシュ と 共演 し た 女 探偵 コー デリ ア 
が 、 絢 燃 豪 華 な 毅 人 劇 に 巻き 込ま れる 。 


4 アメ リカ 探偵 小説 の 自立 


ダシ ー ル ・ 八 メッ ト 『 マ ル タ の 鷹 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 

ELISL ガ ー ド ナー『 管 理 人 の 飼 猫 』( 創 元 推理 文庫 ・ 品 切 ) 

レッ クス ・ ス タウ ト "料理 長 が 多 す ぎる 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 

レイ モン ド ・ チ ャ ンド ラー『 さ ら ば 愛し き 女 よ 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 
クレ イグ ・ ラ イス 『" 素晴らし き 犯 日 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 

ウィ リア ム ・ ア イリ ッシュ 『 夜 は 千 の 目 を 持つ 』( 創 元 推理 文庫 ) 
パッ ト ・ マ ガー 『 七 人 の お ば 。』 ( 創 元 推理 文庫 ) 


ウィ リア ム ・ PL マッ ギ ヴ ァ ー ン 『 最 悪 の と き 』( 創 元 推理 文庫 ・ 
品 切 ) 


パト リッ ク ・ ク ェ エン ティ ン 『 二 人 の 妻 を も つ 男 』( 創 元 推理 文庫 ) 
ロス ・ マ ク ド ナ ルド 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 
マー ガレ ッ ト ・ ミ ラー『 ま る で 天使 の よう な 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


ハー ド ボ イ ルド 、 い や アメ リカ 探偵 小説 を 代表 する 最高 傑作 が 、 
人 ハメット 『 マ ル タ の 應 』 。 不 滅 の キャ ラク ター、 サ ム ・ ス ペー ド を 
生み 、 三 人 称 客 観 指 写 で 貫 か れ た 本 書 は 、 ほ と ん ど ア ンチ ・ ミ ステ 
リー の 域 に 達し て いる 。 ガ ー ド ナー の 人 弁護士 ペリ ー・ メ イス ン ・ シ 
リー ズ は 、 ス ピー ディ な 展開 と 謎 解き の 面白 さ が マ ッ チ し て ( = ア 
メリ カン ・ フ ー ダ ニッ ト の 特徴 ) 、 多 作 だ が どれ を 読ん で も ハズ レ 
が な い 。『 管 理 人 の 飼 猫 』 は 、 数 ある 代表 作 の ひと つ 。 ス タウ ト の 
小説 は 、 蘭 と 美食 を 愛す る 巨漢 の 安楽 椅子 探偵 ネロ ・ ウ ルフ の 魅力 
を 最大 限 に 発揮 する よう に 、 プ ロッ ト が 組み 立て られ て いる 。 『 毒 
蛇 』『 腰 抜け 連盟 』 が 最も 成功 し た 例 だ が 、 両 方 と も 入手 困難 。 そ 
こ で 、 ウ ルフ が 旅行 先 で 事件 に ぶつ か る グル メ ・ ミ ステ リー『 料 理 
長 が 多 す ぎる 』 を 挙げ る 。 チ ャ ンド ラー『 さ ら ば 愛し き 女 よ 』 は 、 
ご 存じ フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ と 大 鹿 マ ロイ の 奇妙 な 友情 を 軸 に 、 悪 
女 ヴ ェ ル マ の 人 生 を 浮き 彫 に 。 マ ロイ の 最期 は 哀れ だ っ た 。 ジ ャ 
スタ ス 夫 妻 と マロ ー ン 弁護 士 の 爆笑 トリ オ が 本 拠 地 シカ ゴ を 離れ 、 


ニュ ー ヨ ー ク で 大 騒動 を 繰り 広げ る の が 、 ラ イス 『 素 晴らし き 犯 

固 』。 死体 の 首 を 切断 し て すげ 替え る 理由 が ふる っ て いる 。 都 会 的 
叙情 派 ア イリ ッシュ (= コー ネル ・ ウ ー ル リッ チ ) の 長編 で 一 番 好 
き な の は 、『 夜 は 千 の 目 を 持つ 』。 超 自然 的 な 要素 が 濃い の で 、 今 
な ら ホ ラー に 分 類 さ れる か も 。『 七 人 の お ば 』 は 、『 被 害 者 を 捜 

せ ! 』 で デビ ュー し た 異色 女流 マガ ー の 第 二 作 。 回 想 形式 を 用 い 

て 、 犯 人 と 被害 者 の 両方 を 捜す と いう 着想 が 光る 。 悪 徳 警 官 物 で 売 
けり 出 し た マッ ギ ヴ ァ ー ン の 『 最 悪 の と き 』 は 、 熱 血 社会 泊 人 ハー ド ボ 
イル ド の 典型 。 五 〇 年 代 ア メリ カ 本 格 を 代表 する ク ェ ン ティ ン の 最 
高 傑作 が 、『 二 人 の 妻 を も つ 男 』。 カ ー『 皇帝 の 喫 ぎ 煙 草 入れ 』 の 


本 歌 取り で は な いか と い 
CC ド ボ イ ル 本 所 を 替 有 人 な が ら 、 本 格 真 っ 青 の 訓 守備 争 を 


時 人 和 スマ 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の 静 議 な ラス ト ・ 
シー ン は 忘れ が た い 。 ロ スマ ク の 奥方 ミラ ー の 『 ま る で 天使 の よう 
な 。』 は 、 不 思 議 な 味わい の 私 立 探偵 小説 だ が 、 傑 出し た テク ニッ ク 
で 最後 に あっ と 吉 わ せる 。 


5 フレ ンチ は お 好き ? 


ー リ ス ・ ル ブラン 『 怪 盗 紳士 リュ パン 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 
ガス トン ・ ル ルー "黄色 い 部 屋 の 謎 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 
ジョ ル ジ ュ ・ シ ム ノ ン 『 男 の 首 黄色 い 犬 』( 創 元 推理 文庫 ) 
ビ ピエール ・ カ ミ 『 エッフェル 塔 の 潜水 夫 』( ち くま 文 庫 ・ 品 切 ) 
ボア ロー& ナ ルス ジャ ッ ク 『 悪 魔 の よう な 女 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 
セバス チア ン ・ ジ ャ プリ ゾ 『 シ ン デ レラ の 諾 』 ( 創 元 推理 文庫 ) 


カト リー ヌ ・ ア ルレ ー『 わ ら の 女 』( 創 元 推理 文庫 ) 
ミッ シェ ル ・ ル プ ブラン 『 帝 人 四重奏 』( 創 元 推理 文庫 ・ 品 切 ) 


ビ ピエール ・ シ ニア ッ ク 『 ウ サギ 料理 は 殺し の 味 』( 中 公文 庫 ・ 品 
切 ) 


プリ ジッ ト ・ オ ベー ル 『 マ ー チ 博士 の 四 人 の 息子 』( 八 ヤ カ ワ 文 
庫 ) 


フレ ンチ ・ ミ ステ リー ( 計 ・ ク ロフ ツ 作 品 の 意 に 疾 ず ) は 、 日 本 
で は 受け な いら しい 。 た し か に 一 筋 縄 で は 行か な い 小 説 が 多い けれ 
ど 、 一 度 八 マ る と や みつ き に な る 。 が 、 予想 以 上 に 入手 困難 な 本 が 
多く て 、 セ レク ト に 苦 壇 し た 。 ル プ ブラン "怪盗 紳士 リュ パン 』 は 、 
怪 溜 ルパン 初 登場 の 短編 集 。 短 編 の ルプ ラン は 、 惜 し げ も な い ト 
リッ ク ・ メ ー カ ー な の で ある 。 密室 ・ 人 間 消失 ・ 意 外 な 犯人 と 三 拍 
子 揃っ た 歴史 的 傑作 『 黄 色 い 部 屋 の 謎 』。 少年 探偵 ルー ル タ ビ ー ユ 
の 出生 の 秘密 に 人 迫る 続編 黒衣 婦人 の 香り 』 も お 見 逃し な く 。 フ ラ 
ンス の 国民 的 名 探偵 メグ レ 警 視 の 初期 の 代表 作 を カッ プリ ング し た 
の が 、 シ ム ノ ン 『 男 の 首 黄色 い 犬 』。「 男 の 首 」 は ドス ト エ フス 
キー ば り の 心理 スリ ラー。『 エッフェル 塔 の 潜水 夫 』 は 、『 ル ー 
フォ ッ ク ・ オ ル メ ス の 冒険 』 で 名 高い ナン セン ス 作 家 カ ミ ( 証 ・ 
『 異 邦人 』 の カミ ュ と は 別人 ) の コミ ッ ク 長 編 。 最 近 映 画 が リ メ イ 
ク さ れ た 『 吉 魔 の よ つ な 女 』 は 、 怪奇 性 を 強く 押し 出し た サス ペン 
ス 。 合 作 コ ン ビ の 片割れ ナル スジ ャ ッ ク に は 、『 読 ませ る 機械 = 推 
理 小説 。 と いつ 評論 も ある 。 悪 女 サ スペ ンス に 定評 の ある 女流 アル 
レー の 世界 的 ヒッ ト 作 『 わ ら の 女 』。 ヒロ イン に 対し て 容赦 し な い 
結末 が 大 き な 反 響 を 呼ん だ 。 さ て 、 次 は ジャ プリ ゾ の 問題 作 。 《 こ 
の 物語 で 、 私 は 探偵 で す 。 証 人 で す 。 被害 者 で す 。 そ の うえ 犯人 な 
の で す 》 一 一 人 四 役 の は な れ わ ざ に 挑 ん だ 『 シ ン デ レラ の 諾 』 は 、 
フラ ンス 的 洗練 を 極め た 《 大 人 の た め の 残 酷 童話 》 。 技 巧 的 な プ 
ロッ ト と 映画 的 な 文体 で 人 気 を 博 し た ルプ ラン が 、 女 優 級 し の 四 自 
返し の 真相 を 華麗 な 告白 ロン ド 形 式 で 描い た 『 級 人 四重奏 』。 奇怪 
な 論理 が 作品 世界 を 支配 する 妨 る べき 傑作 『 ウ サギ 料理 は 殺し の 
味 』 は 、 フ レン チ ・ ミ ステ リー の 最終 兵器 。 期 待 の 異 能 新 人 オ ベ ー 
ル の 処女 作 『 マ ー チ 博士 の 四 人 の 息子 』 は 、 折 原 一 みた いな 構成 と 
イキ の いい 語り 口 で 読ま せる 。 ( 蛇足 ) 統 玉 ト リッ ク の 名 品 、 カ 
サッ ク 『 級 人 交差 点 』( 創 元 推理 文庫 ) は 本 が 品 切 な の と 、 到 命 的 
な 翻訳 ミス が ある せい で リス ト 沙 ち [ 二 〇 OO 年 、 平 岡 敦 に よる 完 


全 新 訳 版 『 毅 人 交叉 点 』 が 同文 庫 か ら 刊 行 さ れ た 。 併 録 の "連鎖 反 
応 』 も オス ス メ ] 。 


6 あい つの 名 は ポリ スマ ン 


ロイ ・ ヴ ィ カ ー ズ “迷宮 課 事件 簿 I』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
ヒラ リー・ ウ ォ ー 『 失 貴 当 時 の 服装 は 』( 創 元 推理 文庫 ) 
エド ・ マ クベ イン 『 殺 意 の 模 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


MLI シ ュー ヴァ ル & Pl ヴァ ー ル ー『 ロ ゼア ン ナ 。』 (角川 文庫 ・ 品 
切 ) 


コリ ン ・ デ クス ター『 ウ ッ ド スト ッ ク 行 最終 バス 』 ( 八 ヤ カワ 文 
庫 ) 


スチ ュ ア ー ト ・ ウ ッ ズ 『 警察 署長 』 上 下 ( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 
マイ クル ・Z ロ リュ ユー イン 『 刑 事 の 誇り 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
ジェ イム ズ ・ エ ルロイ 『 プ ラッ ク ・ ダ リア 。』( 文春 文庫 ) 
マイ クル ・ デ ィ ブ ディ ン 『 血 と 影 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 


警官 探偵 小説 と 集団 捜査 を 描く 警察 捜査 小説 の 境界 線 は 疾 常 に あ 
いま い だ が 、 こ こ で は 一 括 し て 扱う 。 倒 叙 的 手法 ( 犯 固 実 話 風 ) 
と 、 ま ぐれ 当たり 的 解決 の アイ ディ ア で 新鮮 な 衝撃 を 与え た の が 、 
ヴィ カー ズ の 迷宮 課 シ リー ズ 。 《 怪 奇 と 幻想 の 光 に 透 射 され た 独特 

の リア リズ ム 》 と は クイ ー ン の 評 。 ア メリ カ の 地方 都市 を 舞台 に 、 
失 貴 し た 女子 大 生 を 捜査 する 警察 の 活動 が 丹念 に 描か れる 『 失 貴 当 
時 の 服装 は 』 は 、 五 〇 年 代 か ら の 警察 小説 の 隆盛 を 先導 し た 初期 の 
傑作 。 い つう まで も な く 、 こ の ジャ ン ル を 代表 する 双璧 と いえ ば 、 個 
性 的 な 刑事 群像 を 描い た マク ベイ ン の 87 分 署 シ リー ズ ( 『 級 意 の 
要 』 は 、 五 九 年 の 異色 作 。 爆弾 の エピ ソー ド は 『 踊 る 大 捜査 線 』 で 
も 使っ て いた ) と 、 高 度 福祉 国家 スウ ェ ー デ ン の 十 年 間 の 社会 変化 


を 全 十 巻 の 大 河 長 編 に 書き 込ん だ マル ティ ン ・ ベ ッ ク ・ シ リー ズ 
(『 ロ ゼア ン ナ 』 は 、 六 五 年 発表 の 第 一 巻 ) に と ど め を 刺す 。 

『 ウ ッ ド スト ッ ク 行 最終 バス 』 は 、 《 問 絶する 名 探偵 》 モー ス 和 警部 
の 初 登場 作 。 今 や デクスター は 英国 本 格 派 の 大 御所 に な っ て し まっ 
た が 、 最 初 は わり と 警察 小説 っ ぽい タッ チ だ っ た 。 米 ジョ ー ジ ア 州 
の 架空 の 町 を 舞台 に 、 因 縁 浅 か ら め ぬ 三 代 の 警察 細長 の 人 生 と 迷宮 入 
事件 の 解決 を 年 代 記 風 に 綴っ た ウッ ズ の 大 作 『 和 警察 署長 』。『 刑 
事 の 誇り 』。 は イン ディ アナ ポリ ス の 貧乏 探偵 アル バー ト ・ サ ム ス ン 
物 で 売り 出し た リュ ー イ ン が 、 失 貴人 課 の パウ ダー 警部 補 を メイ ン 
に 据え た 傍系 シリ ー ズ の 第 二 作 。 複数 の 事件 が 同時 進行 する モジ ュ 
ラー 形式 の プロ ッ ト と 、 車 椅子 の 女性 刑事 と パウ ダー の タフ な や り 
と り が 圧巻 。 《 暗 黒 の L A》 四部 作 の 皮切り と な っ た 『 プ ブラック ・ 
ダリ ア 』 は 、 実 在 の 妨 婦 猟奇 級 人 事件 ( 四 七 年 ) に 材 を 取っ た エル 
ロイ の 出世 作 。 暴 力 と 狂気 の 面 ば か り 強 調 さ れる が 、 ロ スマ ク 譲 けり 
の 入念 な プロ ッ ト に も 注目 し て ほし い 。 英国 の 実力 派 デ ィ ブ ディ ン 
の 『 血 と 影 」 は 、 イ タリ ア 和 警察 の ゼン 警視 シリ ー ズ 第 二 作 。 ゼ ン は 
政治 的 な か け ひ きか ら 、 捨 て 石 と し て 建設 業界 の ドン の 密室 毅 人 を 
捜査 する 羽目 に 。 腐 敗 し た 官僚 組織 の 中 で 、 い か に 失脚 を 免 ま ぬ か 
れる か と いう つう サバイバル 小説 の 趣 と 、 す れ っ か らし の ユー モア ガ が 特 
色 だ 。 


7 スパ イ ・ ス トー リー 


エリ ッ ク ・ ア ンプ ラー『 あ る スパ イ へ の 墓碑 銘 』 ( 創 元 推理 文庫 ・ 
品 切 ) 


ジョ ン ・ ル ・ カ レ "寒い 国 か ら 帰 っ て きた スパ イ ョ 』( 八 ヤ カワ 文 
庫 ) 


ディ ッ ク ・ フ ラン シス 『 血 統 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 

レン ・ デ イト ン 『 ベ ルリ ン ・ ゲ ー ム 。』 (光文社 文庫 ・ 品 切 ) 
ロバ ー ト ・ リ テル 『 最 初 で 最後 の スパ イ 』 ( 新潮 文庫 ・ 品 切 ) 
カー ト ・ ヴ ォ ネ ガッ ト ・ ジ ュ ニ ア 『 母 な る 夜 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 


ゲ グレ アム ・ グ リー ンジ 『 ヒ ュー マジ ・ フ ァ ク ター』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
プラ イア ン ・ フ リー マン トル 『 消 され か けた 男 』( 新潮 文庫 ) 


N 


る 語 ゾウ ハー『 パ ンド ラ 抹 殺 文 書 』( 八 


スタ ン ・ リ ー『 ラ イブ プラ リー・ フ ァイル 。』 上 下 ( 創 元 ノ ヴェ ルズ ) 


米 ソ の 冷戦 終結 に よっ て 、 ス バイ 小説 は すっ か り 時 代 遅 れ に な っ 
て し まっ た 。 こ の ジャ ン ル の 滑落 ぶり は 目 を 覆 うば か り 。 そ も そ も 
アン プラ ー の 小説 か らし て 、 手 軽 に 読め ない の だ か ら 、 あ と は 推し 
て 知る べし 。 『 あ る スパ イ へ の 墓碑 銘 』 は 、 南 仏 の ホテ ル を 舞台 に 
し た 巻き 込ま れ 型 スパ イ 小 説 。 こ の ジャ ン ル が 本 格 ミ ステ リー か ら 
派生 し た も の で ある こと を うか が わせ て 興味 深い 。 巨 匠 ル ・ カ レ の 
ベス ト ・ ワ ー ク は 、 や は り リス マイ リー 三 部 作 だ ろ つ 。 で も 一 冊 に 絞 
る な ら 、 エ ボック メーキング な 『 寒 い 国 か ら 帰 っ て きた スパ イ 』 が 
順当 か 。 ラ スト が 鮮烈 な 『 血 統 』 は 、 実 は スパ イ 小 説 で は な く 、 ス 
パイ が 主人 公 の 冒険 小説 。 ど うし て も フラ ン シ ス の 競馬 シリ ー ズ を 
入れ た か っ た の で 、 苦 肉 の 策 。 デ イト ン は 『 イ プク レス ・ フ ァ イ 
ル 』 か “ベル リン の 葬送 』 を 取り た い の に 、 両 方 と も 品 切 な の で 、 
《 ゲ ー ム 、 セ ッ ト 、 マ ッ チ )》 三 部 作 の 皮切り 『 ベ ルリ ン ・ ゲ ー ム 。』 
を 。 ル ・ カ レ の 物真似 みた い だ が 、 デ イト ン 節 は 健在 。 知 的 ゲー ム 
に 徹し た リ テ ル の 作風 は 、 本 格 フ ァ ン に も オス ス メ 。 と ころ が 、 

『 ル ウィ ンタ ー の 人 選 命 』『 迷 いこ ん だ スパ イ 』 の 亡命 二 部 作 が 、 や 
は り 人 入手 困難 。、 そこ で 、 コ ル タ サ ル の 短編 を 思わ せる メタ ・ ス パ 
イ ・ フ ァ ン タ ジ ー『 最 初 で 最後 の スパ イ 』 が 昇格 。 ヴ ォ ネ ガッ ト 
『 母 な る 夜 』 は 、 ナ チ 宣 伝 部 員 に な りす まし た アメ リカ 人 劇作 家 の 
自伝 形式 を 借り て 、 時 代 に 弄 ば ぱ ば れ た スパ イ の 癌 喜 劇 的 な 肖像 を 浮き 
上 が ら せ る 秀作 。 南 アフ リカ の 人 種差 別 政 策 を 背景 に 、 《 祖 国 と は 
何 か ? 》 を 問う グリ ー ン 『 ヒ ュー マン ・ フ ァ ク ター』 も 、 絶 対 に 落 
と せな い 名 作 。 デ タン ト 期 の 窓際 族 ス パイ が 人 生 を 賭け た 大 バク チ 
を 打つ 『 消 され か けた 男 』 は 、 チ ャ ー リ ー・ マ フィ ン ・ シ リー スズ 第 
一 作 。 ス ピー ディ な 展開 と ドン デン 返し が 鮮やか な 『 パ ンド ラ 抹 訂 


文書 』 は 、 ス バイ 小説 と いつ より 、 劇 画 チッ ク な 課 略 小説 と いつ ベ べ 
きか 。 あ ら ゆ る 場所 に 仕掛 けら れ た 牙 視 カメ ラ と 盗聴 装置 が 《 神 の 
視点 》 を 擬態 する 『 ラ イブ プラ リー・ フ ァイル 』 は 、 ポ スト 冷戦 期 を 
象徴 する メタ ・ エ スピ オナ ー ジ ュ の 怪 作 。 


8 追憶 の ネオ ・ ハ ー ド ボイル ド 


ドナ ルド ・ EL ウェ スト レイ ク 『 級 し あい 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ・ 品 
切 ) 


ジェ イム ズ ・ ク ラム リー『 酔 い ど れ の 誇り 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
ロバ ー ト ・ BL パー カー 『 約 束 の 地 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


ステ ュ ア ー ト ・ カ ミン スキ ー『 ロ ビン ・ フ ッ ド に 鉛 の 玉 を 。』( 文春 
文庫 ・ 品 切 ) 


LLHALH モ ー ス 『 オ ー ル ド ・ デ ィ ッ ク 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ・ 品 切 ) 
ロー レン ス ・ ブ ロッ ク 『 八 百 万 の 死に ざま 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 


マー ク ・ シ ョ ア 『 俺 は レッ ド ・ ダ イア モン ド 。』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ・ 品 
切 ) 


スタ ン リ イ ・ エ リン 『 間 に 踊れ ! 』 ( 創 元 推理 文庫 ・ 品 切 ) 
ポー ル ・ オ ー ス ター『 シ ティ ・ オ ヴ ・ グ ラス 。』 (角川 文庫 ) 
ディ ッ ク ・ ロ クティ 『 有 眠れ る 犬 』 (扶桑 社 ミ ステ リー ) 


七 〇 年 代 か ら 八 〇 年 代 半 ば に か け て 、 《 ネ オ ・ ハ ー ド ボイル ド )》 
と 総 秋 され る 作品 が 数 多く 紹介 され た 。 古典 的 ハー ド ボ イ ルド の 本 
歌 取 り / パ ロディ と いう 傾向 が 強く 、 六 〇 年 代 ラ ディ カリ ズム の 退 
潮 と ヴェ トナ ム 戦 争 の 敗北 を 背景 に に アン チ ・ ヒ ー ロ ー と 化し た 探 
偵 が 続々 と 登場 する 。 デビュー 当初 ハ メッ ト の 後継 者 と 目 さ れ て い 
た ウェ スト レイ ク の 『 し あい 』 は 、『 血 の 収穫 :』 へ の オマ ー ジ ュ 


と し て 書か れ た も の 。 文庫 に な っ て いな い が 、 タ ッ カ ー・ コ ウ 名 義 
で 発表 され た ミッ チ ・ ト ビン ・ シ リー ズ は 、 ネ オ ・ ハ ルー ド ボ イ ルド 
第 一 号 と 呼び た い 。『 酔 い ど れ の 誇り 』 は 、 ア ル 中 探偵 ミロ の 人 造形 
が 圧倒 的 。 ラ スト の 衝撃 も 忘れ が た い 。 パ ー カ ー の スペ ン サ ー・ シ 
リー ズ は 、 八 び 〇 年 代 的 ライ フス タイ ル の 教科 書 と し て 、 か つて 一 世 
を 風魔 し た 。 シ リー ズ と し て 読む な ら 、 世 評 の 高い 『 初 秋 』 よ り 作 
風 の 固まっ た 『 約 束 の 地 』 か ら 入 る の が いい と 思う 。『 ロ ビン ・ 
フッ ド に 鉛 の 玉 を 』 は 、 四 〇 年 代 の 八 リ ウッ ド を 舞台 に し た 軽 ハ ー 
ド ボ イ ルド で 、 映 画 マ ニア に は こたえ られ な い は ず 。 史 上 最 年 長 の 
老 タ フ ガ イ が 登場 する 『 オ ー ル ド ・ デ ィ ッ ク 』 は 、 ハ ー ド ボイル 
ド ・ フ ァ ン に と っ て は か な り けり 辛 球 な 作品 。 そ れ に 比べ る と 、 最 近 は 
すっ か り 好 々 爺 と な っ て し まい 、 少 し 物足りな い プ ロック の マッ 
ト ・ ス カ ダ ー・ シ リー ズ の 代表 作 は 、 や は り リコ レー 一 重度 の アル 中 で 
死 の 淵 を さま よう 『 八 百 万 の 死に ざま 』。 映 画 『 タ クシ ー ド ライ 
バー』 の ハー ド ボ イ ルド 版 と いえ る の が 、『 俺 は レッ ド ・ ダ イア モ 
ンド 』。 八 メッ ト の パロ ディ で ある と 同時 に 、 現 実 と 虚構 が 交錯 
る サイ コ 小 説 の テイ スト も 。 サ イコ が か っ て いる と いえ ば 、『 闇 に 
踊れ ! 』 も そう 。 私 立 探偵 の 捜査 を 描い た 章 と 、 黒 人 差別 主義 者 の 
老 教授 の ファ ナ テ ィ ッ ク な 語り の 二本立て 。 エ リン に は "第 八 の 地 
獄 』 と いう 感動 的 な 傑作 も ある の だ が 、 こ れ は 入手 困難 。 『 シ 
ティ ・ オ ヴ ・ グ ラス 』 は 、 オ ー ス ター の 《N Y 三 部 作 》 の 第 一 作 
で 、 カ フカ や 安部 公房 の 作風 を 思わ せる 。 十 四 歳 の 少女 と 四 十 二 歳 
の 探偵 の 珍道 中 を 、 両 者 の 視点 か ら 交替 に 描い た 『 眠 れる 犬 』 は 、 
懐 の 深い 大 人 の エン ター テイ ン メ ント 。 


9 一 発 屋 ( ? ) た ち 


ジョ セ フ ィ ン ・ テ イ 『 時 の 娘 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
アイ ラ ・ レ ヴィ ン 『 死 の 接 史 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ) 
ビル ・ SL バリン ジャ ー『 消 され た 時 間 』( 八 ヤ カワ 文庫 ) 


DLHALI ス タン ウッ ド 『 エ ヴァ ・ ラ イカ ー の 記憶 』 ( 文春 文庫 ・ 品 
切 ) 


リチャード ・ ジ ェ サ ッ プ "摩天楼 の 身代金 』( 文春 文庫 ・ 品 切 ) 


ヘン リー・ デ ンカ ー "復讐 法廷 』 ( 文春 文庫 ・ 品 切 ) 


ウィ リア ム ・ ヒ ョ ー ツ バー グ 『 堕 ちる 天使 。 ( 八 ヤ カワ 文庫 ・ 品 
切 ) 


リチャード ・ ホ イト 『 シ スキ ユー の 対決 』 ( 八 ヤ カワ 文庫 ・ 品 切 ) 


マー ティ ン ・ ク ルー ズ ・ ス ミス "ゴー リキ ー・ パ ー ク 』 上 下 ( ハ ヤ 
カワ 文庫 ) 


「 一 発 屋 」 と いう 小見出し を 付け た が 、 か な り い いい 加減 な くく りな 
の で 、 あ まり 真 ま に 受け な いで ほし い 。 た と えば 、 歴 史 ミ ステ リー 
の 古典 『 時 の 娘 』 の 作者 テイ は 、 本 国 で は 一 発 屋 で も 何で も な い は 
ず だ が 、 日 本 で は これ だ け の 人 みた いな 印象 が 強い [ その 後 、 テ イ 
の 未 訳 長 編 が 立て 続け に 紹介 され 、 作 者 の イメ ー ジ も ずい ぶん 変 

わっ た ] 。 ベ ッ ド ・ デ ィ テ クティ ヴ の 手法 は 、 高 木 代 光 が 『 成 吉 思 
汁 の 秘密 』 で 踏襲 し た 。『 死 の 接 史 』。 の レヴ ィ ン は 、『 ロ ー ズ マ 

リー の 赤ちゃん 』 や 『 プ ラジ ル か ら 来 た 少年 』 な どの 秀作 が ある に 
も か か わら ず 、 私 の 中 で は 、 一 発 屋 の イメ ー ジ が ピッ タリ 来る 人 な 
の で ある 。 と に か く 、 こ の 本 の イン パク ト は すご か っ た 。 倒 叙 ・ 本 
格 ・ サ スペ ンス の 三 部 構成 が あま り に も 見 事 に 決ま っ た 、 二 十 三 歳 
の 新人 と は 思え な い 傑 作 。 バ リン ジャ ー は 、 叙 述 ト リッ ク の 大 技 を 
得意 と し た 作家 で 、『 消 され た 時 間 』 は 一 発 ネ タ ・ サ スペ ンス の 典 
型 。『 エ ヴァ ・ ラ イカ ー の 記憶 』 は タイ タニ ッ ク 号 の 沈没 を テー マ 
に し た 壮大 な スケ ー ル の 傑作 。 長い ブ ラン ク 後 の 第 二 作 『 七 台 目 の 
ブガッティ 』 は 、 ま っ た く 話 題 に な ら ず 。 ジ ェ サ ッ プ の 邦訳 は 『 摩 
天 楼 の 身代金 だ け だ と 思う [ これ は まち が い 。『 さ すら い の 革 命 
航路 。、 リ チャ ヤー ド ・ テ ルフ ェ ア 名 義 の スパ イ 小 説 ( モン ティ ・ 

ナッ シュ ・ シ リー ズ ) な ど が 訳 さ れ て いる 。 〇 一 年 、 ポ ー カ ー 小 説 
の 古典 『 シ ン シ ナ ティ ・ キ ッ ド 。』 (扶桑 社 ミ ステ リー ) が よう や く 
本 に な っ た の も 、 ま だ 記憶 に 新しい と ころ ] 。 高層 ビル 爆破 を 予告 
する 犯人 と 警察 の 知恵 比べ を 描い た 犯 固 小説 で 、 現 金 受け 渡し の 手 
段 が 秀 抜 。 デ ンカ ー の "復讐 法廷 ぶ は 、 娘 の 復讐 を 暫 う 父親 が 司法 
制度 の 壁 に 挑む び エ モー ショナ ル な 秀作 。 オ カル ト ・ ハ ー ド ボイル ド 
と いう 新 機軸 を 打ち 出し た 『 ち る 天使 』 は 、 映 画 『 エ ン ゼ ル ・ 

ハー ト 。』 の 原作 。 最 近 発表 され た 第 二 作 は 、 コ ナン ・ ド イル と 八 

リー・ フ ー デ ィ ニ が 、 ポ ー の 小説 の 連続 見 立て 殺人 に 挑む と いつ 変 
な 小説 らし い [ 『 ポ ー を めぐ る 導 人 』。 九 八 年 、 扶 桑 社 ミ ステ リー 
刊 ] 。」、 オ フ ビ ー ト な ウェ スタ ン 調 人 ハー ド ボ イ ルド 『 シ スキ ユー の 対 


決 』 は 、 ご く 一 部 の み で 異常 に 盛り 上 が っ た カル ト な 傑作 。 最 後 の 
スミ ス は 基本 的 に B 級 作 家 な の だ が (サイ モン ・ ク イン 名 義 の 《 異 
端 審問 官 イ ンク イジ ター》 シリ ー ズ と か ) 、 旧 ソビエト 連邦 を 舞台 
に 、 人 民 警 察 の 捜査 官 が 主人 公 の 『 ゴ ー リ キー・ パ ー ク 。』 は 、 超 話 
題 作 と な っ て 映画 化 も され た 。 その 時 点 で は 、 誰 も ソ連 が 崩壊 する 
な ん て 、 予 想 も し て いな か っ た の だ が 。 ( 蛇足 ) 《 史 上 最強 の 一 発 
屋 ) 、 ル シア ン ・ ネ イム "シャ ドー81 』 は 、 今 回 の リス ト か ら は 
あえ て 外す こと に し まし た 。 あ し か ら ず 。 


10 ミス テリ ー は 進化 する ? 


ホル へ ・ ル イス ・ ボ ル ヘ へ ス 『 伝奇 集 』( 岩波 文庫 ) 
イタ ロ ・ カ ル ヴ ィ ー ノ 『 冬 の 夜 ひ と り の 旅人 が 』( ち くま 文庫 ) 
スタ ニス ワ フ ・ レ ム “捜査 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 


ジョ ー ジ ・AL エ フィ ンジ ャ ー『 重 力 が 衰え る と き 』( 八 ヤ カ ワ 文 
庫 ) 


フィ リッ プ ・ カ ー『 偽 り の 街 』( 新潮 文庫 ・ 品 切 ) 

ロバ パー ト ・ ブ ロッ ク 『 サ イコ 』( 八 ヤ カ ワ 文庫 ) 
トマ ス ・ 八 リス 『 羊 た ちの 沈黙 』( 新潮 文庫 ) 

ピー ター・ ス トラ ウ プ 『 コ コ 』 上下 (角川 文庫 ・ 昭 切 ) 
アン ドリ ュー・ ク ラヴ ァ ン "秘密 の 友人 』 ( 魚 川 文庫 ) 


RIIDH ウ ィング フィ ー ル ド 『 ク リス マス の フロ スト 。』 ( 創 元 推理 
文庫 ) 


ボル ヘ へ ス の 短編 集 に は 、 メ タ ・ ミ ステ リー の 真 著 と いう べき 作品 
が 幾つ も 入っ て いる 。 「 アル ・ ム ター シム を 求め て 」「 八 岐 の 園 」 
「 刀 の 形 」「 死 と コン パス 」( 最近 AL」I コ ックス が 映画 化し た ) は 


必読 。 つ いで に メタ ・ ミ ステ リー の 知ら れ ざ る 傑作 と し て 、 ウ ラ 

ジー ミル ・ ナ ボコ フ 『 セ バス チャ ン ・ ナ イト の 真実 の 生涯 』 を ぜひ 
と も 入れ た か っ た の だ が 、 文 庫 に な っ て な い の で [ 九 九 年 、 め で た 
く 講 談 社 文芸 文庫 に 収め られ た ] 、 か わり に カル ヴィ ー ノ の 長編 を 
共 げ て お く 。 そ の も の ずばり 、「 読 者 」 が 探偵 と し て 活躍 する 至福 
の 物語 。 具 体 的 な 内 容 は 、 読 ん で の お 楽し み 。 レム 『 捜査 』 の 舞台 
は な ぜ か イギリス で 、 続発 する 死体 蘇生 事件 ( ! ) を 捜査 する 警察 
小説 の 体裁 を 取っ て いる 。 S F で は な い の だ が 、 普 通 の ミス テリ ー 
で な いこ と も 確か 。 S F 畑 の 作家 を も つう ひとり 。 エ フィ ンジ ャ ー の 
『 重 力 が 衰え る と き 』 は 、 近 未来 イス ラム 社会 を 舞台 に し た 電脳 

ハー ド ボ イ ルド の 傑作 。 こ こ だ け の 話 、 馳 星 周 『 不 夜 城 』 の 元 ネ タ 
は 絶対 これ だ と 思う 。 一 方 、 ナ チ ス 統治 下 の ベ ルリ ン を 舞台 に 選ぶ 
と いう コロ ンプ ブス の 卵 的 発想 で 、 う る さ が た の ハー ド ボ イ ルド 読者 
を 喰 ら せ た の が 『 偽 り の 街 』。 続 いて は サイ コ 物 を 四 國 。 ヒッ チ 

コッ ク の 映画 に よっ て 、 こ の ジャ ン ル の 古典 の 地位 を 固め た ブロッ 
ク の 『 サ イコ 』 を 外す わけ に は いか な い 。 そ の 後 、 サ イコ ・ ス リ 

ラー/ シ リア ル ・ キ ラー 小説 の ジャ ン ル は 凄まじ い ブ ー ム を 巻き 起 
こし た が 、 中 で も 双璧 と いえ る 傑作 は 『 羊 た ちの 沈黙 』。 と 『 コ コ 』 
に 尽き る だ ろう 。 前 者 は レク ター 博士 と いう 史上 空前 の キャ ラク 

ター を 完成 させ 、 後 者 は 《 ブ ルー・ ロ ー ズ 3} 三 部 作 に まで 発展 し 

た 。 ク ラヴ ァ ン は 、 キ ー ス ・ ピ ー タ ー ス ン 名 義 の 事件 記者 ウェ ルズ 
の シリ ー ズ も 人 気 が 高 い 。 先 の 読め な い 裏 サイ コ ・ ス リラ ー 『 秘 密 
の 友人 』 は 、 我 孫子 武丸 が 絶賛 し て いる の で リス ト に 追加 。 近 年 最 
大 の 収穫 『 ク リス マス の フロ スト 。』 は 、 《 二 十 四 時 間 戦 う 男 》 フロ 
スト 警部 の 孤軍 奮 開 ぶり が た ま ら な いい 一 以上 百 冊 、 私 も 寝 て いな 

し い !。 


リー ド で 偉 そ うな こと を 書い た わりに は 、 も の すご く 人 偏っ た セレ 
クト に な っ て し まっ た 。 本格 偽 重 と まで は 吉 わ な い に し て も 、 事 件 
ー 捜 査 一 解決 と いう 王道 パタ ー ン に 即 し た 作品 が 大 半 だ と 思う 。 事件 
そっ ちの け で 、 登 場 人 物 の 性 格 を 掘 し 下げ て いく タイ プ の 小説 は 、 
ま ぎ ざら わし く な る と いけ な い の で 、 今 回 は わざ と 切り 捨て た よう な 
と ころ も ある 。 まあ 実際 は 、 私 の 好み が 反映 し て いる に すぎ な い の 
直ら 


八 〇 年 代 以 降 の 女性 作家 の 作品 が 皆無 な の も 、 心 残り の ひと つ 。 
特に サラ ・ パ レツ キー や スー・ グ ラフ トン の 名 前 が な い の は 到 命 的 
だ が 、 こ の 領域 に 関し て は 、 本 号 [ この 原稿 は 「 小 説 TRTPPE 
R 」 一 九 九 七 冬季 号 に 掲載 され た ] の 特集 「 女 探偵 の 読み 方 」 に 譲 
!) た し 1 ( 一 応 、 重 複 を 避け た つも りな の だ が ) 。 


それ に し て も 、 版 元 が 東京 創 元 社 と 早川 書房 の 二 社 に 集中 し て い 
る の は 、 や お む を えな いと し て 、 有 角川 文庫 の 海外 部 門 が 品 切 続出 な の 
に は まい っ た 。 ユ ー モ ア ・ ミ ステ リー の 礁 トニ ー・ ケ ン リ ッ ク を 入 
れ 損なっ た の は 、 そ の せい で ある 。 今回 の リス ト 作 成 を 通じ て 、 作 
品 の 評価 と その 本 が 残っ て いる か どう つか は 、 ほ と ん ど 関 係 な いこ と 
を あら た め て 痛感 し た 。 吉 い 換 えれ ば 、 本 当 に 面白 い ミ ステ リー を 
読み た いな ら 、 読 者 の 側 に も 、 お の ず と 《 攻 め 》 の 姿勢 が 必要 と さ 
れる と いう こと で ある 。 毎年 発表 され る ベス ト 10 だ けが 傑作 な の で 
は な い 。 読 む お に 値 する ミス テリ ー の 宝石 は 、 も っ と 広い 寺 囲 に 埋 
まっ て いる 。 


三 人 の ピー ター - ラ ヴ ゼ イ 、 デ ィ キ ンス ン 
& フォ ー ク ~- 


ーー 作 犬 クラ ブ ョ (ピー ター マラ ウ セ ゼイ ) 


「 も っ と ゆっ くり 行っ て くれ た まえ 」 


運転 し て いる 警官 は 、 素 走 に サー ド ギ ア に 入れ 、 車 は 広い 通り を 
の ろ の ろ と 走り 始め た 。 


ビ ピー ター・ デ ィ キ ンス ン 『 ガ ラス 箱 の 蝶 』 


「 間 抜け な ドラ イ バ ー ど も に 気 を つけ ろ 」 運転 手 に 向かっ て ど な っ 


「 この サイ レン な ら 誰 だ っ て 気がつき ます よ 、 警 視 


「 う ん 。 し か し な 、 誰 も が きみ の 予想 どおり に 行動 する と は か ぎら 
ん の だ 」 


避 三 ニー ャ ラウ ゼイ ! 放 内 クラ フュ 


ピー ター・ ラ ヴ ゼ イ の 話題 作 『 猟 大 クラ ブ 』 を 読ん だ 一 二 年 連続 
CWA 賞 受賞 と か 、 ミ ステ リ 愛 好 会 を めぐ る 稲 上 の 密室 毅 人 事件 と 
か いう 噂 を 聞い て 、『 偽 の デュ ー 警 部 』 ばり の 豪華 客船 ミス テリ を 
予想 し た の は 、 私 の 早とちり だ っ た の だ が 。 舶 と いっ て も 、 運 河 に 
停泊 する 住居 用 の ナ ロ ウ ボー ト の こと で 、 舞 台 は いつ も 通り の バー 
ス 、 ピ ー タ ー・ ダ イヤ モン ド は 警視 に 復職 し て いる 。 


ラヴ ゼイ と いう 作家 は (ドイ ツ 製 の 優秀 な 錠前 ) が よほど お 気 に 
入り らし い 。『 マ ダム ・ タ ッ ソ ー が お 待ち か ね 』 で も 、 本 書 と 似 た 
よう な 使い 方 を し て いた 。 密室 の 解明 が 二 段 構え に な っ て いて 、 私 
は ある 箇所 で 鮎川 哲 取 の 『 鍵 孔 の な い 席 』 を 連想 し た が 、 そ うい う 
話 で は な い 。『 三 つの 権 』 を 引き 合い に 出す わり に トリ ッ ク は 小 味 
な も の だ が 、 最 新 警 備 シ ステ ム に 守ら れ た 切手 が 盗ま れる くだ けり を 
あっ さり 端 折 っ て 、 プ リ ミ テ ィ ヴ な 手口 に こだわ る と ころ が 、 八 イ 
テク 嫌 \ の ラヴ ゼイ の 真骨頂 な の だ 。 前作 『 バ ー ス へ の 帰還 』 で 
も 、 冒頭 の 脱獄 シー ン が そう いう 書き 方 に な っ て いて 、 こ の 職人 的 
な ロー ファ イ 路 線 は 、 昨 今 の ミス テリ 界 で は 貴重 むものである 。 


いか に も マニ アッ ク な 設定 を 作り な が ら 、 解 決 は 軽く さば いて み 
せる の も 、 ラ ヴ ゼ イ の 一 筋 縄 で は 行か な いと ころ だ 。 フ ー ダ ニッ ト 


と し て は 、 前 作 の 方 が より 正攻法 の 謎 解き に 徹し て いる の で 、 あ え 
て タッ チ を 変え た の か も し れ な い 。 お むしろ 、 マ ニア どう し が ミス テ 
リ 談 議 に 花 を 咲か せる 場面 が 生き 生き と 描か れ て いて 、 私 な ん か は 
本 筋 よ り も 、 そ っ ちの 方 が 気 に な っ た 口 で ある 。 


あく まで も 登場 人 物 の 口 を 通し て 、 尻 尾 を つか まれ な い 書 き 方 を 
し て いる の で 、 作 者 の 地 声 が 記さ れ て いる わけ で は な い が 、 そ の や 
り と りか ら ラ ヴ ゼ イ の ミス テリ 観 (本 書 を 読む お 限り 、 相 当 な オタ ク 
の よう で ある ) や 同業 者 へ の 評価 を 推測 する と いう 楽し み が あ る 。 


「 フ ー ダ ニッ ト 派 と 、 暴 力 派 と 、 両 極端 に 分 か れつ つ あ る 」 お 膝元 
イギリス の 読者 に 対す る 一 種 の 替 立 ち は 、 作 者 自身 の 感 居 に ちがい 
な いと し て も 、 画 廊 を 経営 し て いる ジェ シカ を 除い て 、 ミ ステ リ 愛 
好 会 の メン バー が 社会 的 成功 者 と は いえ な い 人 物 ば か りな の は 、 ラ 
ヴ ゼ イ の 皮肉 な の か 、 英 国 の 現状 が そう な の か 。 『 薔 薇 の 名 前 』 フ 
リー ク の 老 嬢 に 執 効 に か らん で みせ る の は 、 ミ ステ リ ・ プ ロ パ ー の 
意地 みた いな も の を 垣間見 せ て ニヤ ニヤ させ る し 、 犯 人 か ら の 謎 か 
け の くだ り を 読む と 、 や っ ぱり モー ス 和 警部 の 人 気 に 対す る ライ バル 
意識 が ある ん だ ろ つ か 、 と 勘 繰 っ て みた く な る 。 


その 中 で 、 こ れ は きっ と 作者 の 偽 ら ざる 本 心 な の だ ろう 、 と 思わ 
れ た の は 、 ピ ビー ター・ デ ィ キ ンス ン に つい て 触れ た 次 の 箇所 だ 。 


「 ル パー ト だ っ て た ま に は ピー ター・ デ ィ キ ンス ン を 読ん で みれ ば 

いい の よ 。 豊か な 想像 力 を 駆使 し て 、 篤 嘆 に 値する プロ ッ ト と セッ 
ティ ング を 生み だ し ( 中略 ) し か も 、 手 が か り と 正当 な 捜査 を 踏ま 
えた 、 み ご と な 謎 解き 小説 に 仕上 げ て いる 。 あ れ を 読め ば 、 彼 も 感 
心して 、 こ れ ま で の パタ ー ン か ら 抜 け だ す は ず だ わ 」( 9 章 ) 


この 台詞 せり ふ に 目 が 留まっ た の は 、 ラ ヴ ゼ イ 自 身 、 か な けり ディ 
キン スン の 小説 を お 手 本 に し て いる の で は 、 と 思わ せる ふし が ある 
か ら だ 。 第 二 次 大 戦 下 の (記憶 の 中 の 級 人 〉) を 扱っ た 『 苦 い 林檎 
酒 』 や 皇 太子 を 語り 手 に し た 『 殿 下 と 騎手 』 な ど 、 デ ィ キ ンス ン 的 
主題 ( 詩 ) に チャ レン ジ し た と お ぼ し き 作 品 が ある し 、 ピ ー タ ー・ 
ダイ ヤ モ ン ド の シリ ー ズ も 、 も と も と は 、 デ ィ キ ンス ン の ジェ イム 
ズ ・ ピ ブル 警視 を 念頭 に 置い て 書か れ た も の で は な い だ ろ うか が 。 


周知 の よう に 、 デ ィ キ ンス ン の ピ ブ ル 警 視 は 、 一 作 ご と に どん ど 
ん 落ち ぶれ て いく シリ ー ズ 探偵 と し て 人 造形 され て いる (邦訳 が な い 
の で 詳し く は 知ら な い が 、 シ リー ズ の 最終 巻 で 、 ピ ブル は 老人 ホー 
ム に 入る らし い ) ) 。 死体 と 見 ま が つ よう な 姿 で 登場 し 、 い き な り 退 


職 し て し まう 『 最後 の 刑事 』 の ピー ター・ ダ イヤ モン ド は 、 私 の に 
らん だ と ころ 、 ラヴ ゼイ 版 ビ ブル と いっ た 趣 の 主人 公 な の だ 。 犯人 
に 襲 われ て 、 危 うく 一 命 を 落と し か ける と ころ まで 、『 ガ ラス 箱 の 
時 。 と 似 て いる 。 


続く 『 単 独 捜 査 」 で も 、 自 閉 症 の 少女 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 持 
と うと する ダイ ヤ モ ン ド の 熱意 は 、『 眠 り と 死 は 兄弟 』 の 眠り 病 に 
置 さ れ た 子供 た ち に 振り 回 され る 退職 警 志 ピ ブ ル を 和 初 徳 と させ る 。 
中 盤 以降 の 破天荒 な スト ー リ ー 展 開 も 、 デ ィ キ ンス ン の ポス トコ ロ 
ニア ル ・ ス リラ ー を 思わ せる と ころ が な くも な い 。『 バ ー ス へ の 帰 
還 』 で 、 人 生 下 り 坂 路線 は 中 断 さ れ て し まっ た よう だ が 、『 猟 犬 ク 
ラブ 。』 の 書き 出し を 読む と 、 つ い 『 ガ ラス 箱 の 暴 』 の 冒頭 を 連想 せ 
ず に は いら れ な い - も ちろ ん 、 ダ イヤ モン ド ・ シ リー ズ の 魅力 の す 
べ て を ディ キン スン の 小説 に 帰す の は 、 誇 大 妄想 すれ すれ の 亭 強 付 
会 だ と し て も 、 デ ィ キ ンス ン 同 様 、 ラ ヴ ゼ イ の 作品 が 二 年 連続 CW 
A 賞 の 貯 準 に 輝い た と いう の は 、 な ん と な く 因 縁 め いた 出来 事 の よ 

な 気 が す る 。 


以下 は 、 全 然 関 係 な い 蛇足 。 ピ ー タ ー・ ダ イヤ モン ド と いう 命名 
の 由来 に つい て 、 夏 聞 に し て 私 は 何 も 知 ら な い が 、『 単独 捜査 』 を 
読ん で いて 、 お や っ と 思っ た 記述 が ある 。 


「 風 が 強い の で 、 レ イン コー ト を 着 て き て よかっ た と 思っ た - 一 これ 
が コロ ン ボ 刑事 の に 似 て いる な ど と は 思っ た こと も な い が 。 正確 に 
いつ うなら 、 こ れ は トレ ンチ コー ト で 、 し っ か り し た 裏地 と 、 ボ タン 
を か けれ ば 胸 当 て に も な る フラ ッ プ が つい て いた 。 こ れ に 帽子 と く 
れ ば 、 ど う 見 た っ て 、 ピ ー タ ー・ フ ォ ー ク より も ボガート だ 」(26 
章 ) 


ラヴ ゼイ は 芸 が 細か い 。 ミ ステ リ 映 画 の ファ ン な ら 、 ピ ー タ ー・ 
フォ ー ク が ハン フリ ー・ ボ ガー ト (と いう か 、『 マ ル タ の 鷹 』 の サ 
ム ・ ス ペー ド ) も どき の タフ な 私 立 探偵 に 拓 し た の を 覚え て いる だ 
ろう 。 豪華 キャ スト が そろ っ た 探偵 パロ ディ 映画 の 傑作 『 名 探偵 登 
場 』 で 、 ピ ー タ ー・ フ ォ ー ク が 演じ た 探偵 の 名 前 は 、 サ ム ・ ダ イヤ 
モン ド と いつ の で ある 。 


( 往 ) 宮脇 孝雄 『 書斎 の 旅人 』 に 、 次 の よう な 記 述 が ある 。「 た と 


えば 、 ピ ー タ ー・ デ ィ キ ンス ン な ど は 、 六 、 七 年 前 か ら 回 想 ミ ステ 
リ と で も いう べき 一 群 の 作品 を 断続 的 に 発表 し て いる 。 題 名 を 参 げ 
れ ば 、『 一角獣 の 死 , と か 、『" 後 知恵 』 と いっ た 長 騙 が それ に 当 た 
る 。 少年 や 少女 と し て 三 〇 年 代 や 四 〇 年 代 の 大 人 の 世界 を 体験 し た 
主人 公 が 、 そ の 四 十 年 後 、 当 時 の こと を 回 想 し 、 昔 の 出来 事 に 新 し 
い 光 を 当て る - 一 その 結果 、 単 な る 事故 死 と 思わ れ て いた 出来 事 が 実 
は 角 人 で あっ た と 気がつい た り 、 自 分 の 周辺 で 大 き な 陰 斉 が 企 て ら 
れ て いた の を 知っ た りす る 」(「25 第 二 次 世界 大 戦 の 影 」、 吉 友 
され て いる 作品 は いずれ も 未 訳 ) 


また ディ キン スン は 、 和 架空 の 英国 王室 の プリ ン セ ス ・ ル イー ズ が 
語り 手 と な る 『 キ ング と ジョ ー カ ー。』 と その 続編 Skeleton-in- 
Waitng を 書い て いる 。 


子供 た ち は 〈 幽 吉 ) に な る 


ーー 『 消 えた 少年 た ち 』。 (オー スン ・ ス コッ ト ・ カ ー ド ) 


ここ で は 、 一 九 九 七 年 に 翻訳 され た オー スン ・ ス コッ ト ・ カ ー ド 
の 小説 "消え た 少年 た ち 』 ( 小尾 美佐 訳 ・ 早 川 書房 刊 ) に つい て 書 
く こ と に する 。 こ れ は どう いう 小説 か 。 取 っ か か り と し て 、『 ア ル 
ジャ ー ノ ン に 花束 を 』『24 人 の ビリ ー・ ミ リガ ン 』 の 作者 ダニ エ 
ル ・ キ イス が 本 書 に 寄せ た 推薦 文 を 、 翻 訳書 の 帯 か ら 引 いて みる 。 


《 家 族 の 愛 と は 何 な の か 、 信 じ る と は どう いう こと か を 教え て くれ 
る 、 魂 を 揺さぶる 感動 的 な 作品 だ 》 


作者 の カー ド は 、『 エ ンダ ー の ゲー ム 』 や 『 ソ ング マス ター』 な 
ど で 知 られ る アメ リカ の 人 気 S F 作家 。 し ば し ば あざ と すぎ る と い 
う 批 剤 を 浴び る ぐらい 、 ス トー リー テリ ング の 巧 さ に は 定評 が あ 
る 。 た だ し 『 消 えた 少年 た ち 』 は S F で は な い 。 ア メリ カ 南 部 の 小 
さ な 町 で 起こ る 連続 少年 失 貴 事 件 の 頭 末 が 物語 の 重要 な 背景 に な っ 
て いて 、 最 終 的 に 異常 な 大 量 角 人 犯 の 正体 が 明か され る が 、 ミ ステ 
リー の 範 瞳 に 入る 作品 と も いえ な い 。 と いつ より 、 こ うし た 題材 は 
アメ リカ の 日 常 の 一 部 と な っ て いて 、 も は や ミス テリ ー の 専売 特許 
低 ほ な く な うさ う で し まつ た よう だ 。 


物語 の クラ イマ ックス で スー パー ナチ ュ ラ ル な ね 出来事 が 起こ る の 
で 、 ジ ャ ン ル に こだわ る な ら フ ァ ン タ ジ ー、 あ る い は ゴー スト ・ ス 
トー リー と 呼ぶ べき だ ろう 。 ディケンズ の 『 ク リス マス ・ キ ャ ロ 
ル 』 が そう で ある よう に 。 し か し 、 実 際 に 読ん だ E 象 は 、 お し ろ 普 
通 小 説 に 近い 。 典 型 的 な 現代 アメ リカ 家族 小説 で 、 大 雑 把 な 比較 だ 
が 、 ジ ョ ン ・ ア ー ヴ ィング の 『 ガ ー プ の 世界 』『 ホ テル ・ ニ ュー 八 
ンプ シャ ー。』 な どの 雰囲気 と 相 通 じ る も の が ある 。 た だ し 、 ア ー 
ヴィ ング の 小説 が 半 世 紀 に 及ぶ 大 家族 の 年 代 記 と し て 書か れ て いる 
の に 対し て 、『 消 えた 少年 た ち 』 の 主要 登場 人 物 は 親子 二 世代 の 核 
家族 に 限定 され 、 作 中 で 経過 する 時 間 も ほ ば ぼ 十 ヵ月 程度 で ある 。 


さわ り を 紹介 し て みよ う 。 ス テッ プ ・ フ レッ チャ ー は 三 十 二 歳 、 
八 つ を か し ら に 三 人 の 子持ち で 、 女 房 の ディ アン ヌ は 四 人 目 を 妊娠 
中 。 時 は 一 九 八 三 年 、 ア メリ カ は レー ガ ノ ミ ックス に よる 不景気 の 
まっ た だ な か で ある 。 コ ンピュータ ・ ゲ ー ム の 名 作 (ハッ カー・ ス 
ナッ ク ) を 独力 で 開発 し 、 を 団 選 で 歴史 学 の 学位 まで 取っ た 凄腕 プ 
ログ ラマ の ステ ッ プ だ が 、 今 で は ロー ン と 税金 の 支払 い に 追わ れ 
て 、 新 興 ソ フト 会 社 の 雇 わ れ マ ニュ アル 作成 者 の 職 に 就 か ざる を え 
な い 。 父 親 の 就職 に 伴い 、 フ レッ チャ ー 一 家 は 住み な れ た マイ ホー 
ム を 後に し て 、 ノ ー ス カロ ライ ナ 州 スト ゥ ベン と いう 町 に 引っ 越し 
て くる 。 


彼ら の 新生 活 は 、 順 風 満山 か ら 程 遠い 。 も と も と ナイ ー プ ブ な 気質 
の 長男 ステ ィ ー ヴ ィ が 転校 先 の 小学 校 の クラ ス で 理不尽 な いじ め に 
遭い 、 学 校 で は 完全 に 孤立 し て し まう 。 両親 の 心配 を よそ に 、 ス 

ティ ー ヴ ィ は 「 新 し い (友達 ) が で きた 、 い つも 一 緒 に 遊ん で い 

る 」 と 吉 う の だ が 、 その (友達 ) の 姿 は 誰 に も 見 え ず 、 ス ティ ー 

ヴィ は 相変わらず ひと り ぼ っ ち だ と し か 思え な い 。 息子 は 寂し さ の 
あま り 、 頭 の 中 で こし ら え た (空想 の 友達 ) と 過ごす 、 自 分 だ け の 
世界 に 閉じ こも っ て いる の で は ある まい か と 両親 は いぶ か し む が 、 
有効 な 処方 箋 は 見 当たら な い 。 


ステ ッ プ と ディ アン ヌ の 夫婦 は 、 ほ か に も 数 多く の トラ ブル を 抱 
えて いる 。 ス テッ プ は 職場 の 上 司 と い が み 合い 、 常 に 転職 を 考え て 
いる が 、 借 金 苦 の せい で 思う に まかせ な い 。 社 の お 抱え プロ グラ マ 
の ギャ ロウ グラ ス は 腕 は いい が 、 細 女 わ いせ つの 前 歴 を 持ち 、 ど う 
や ら ス テッ プ の 娘 ベ ッ ツ ィ を 狙っ て いる よう だ 。 一 方 、 家 を 守る 
ディ アン ヌ も 身重 の 体 で 幼い 弟妹 た ちか ら 目 が 離せ な いつ うえ に 、 新 
居 で は な ぜ か 不定 期 的 に コオロギ や 次 昧 が 大 発生 し 、 そ の た びに 家 
中 が パニ ッ ク に な る 。 


息 つ く 暇 も な く 、 次 々 と 襲い か か っ て くる トラ ブル の 連続 。 喧嘩 
と 仲直り を 繰り 返し な が ら 、 ト ラブ ル を し の いで いく エピ ソー ド の 
積み 重ね に よっ て 、 ス テッ プ と ディ アン ヌ 双 方 の 人 生 観 ・ 家 族 観 が 
浮き 彫り に され て いく の だ が 一 。 


この 小説 に は ひと つ 大 き な 特 徴 が あっ て 、 フ レッ チャ ー 一 家 は 散 
度 な モル モン 教 の 信徒 な の で ある 。 し た が っ て 、 物 語 の か な り の 部 
分 が 、 ス テッ プ と ディ アン ヌ の 教区 活動 の 詳細 な 描写 に 充て られ て 
いる 。 二 人 は 優等 生 的 な 信者 で 、 す ぐに スト ッ ゥ ベン 教区 の 信頼 を 勝 
ち 取 る が 、 舘 徒 の 中 に は 「 困 っ た 人 た ち 」 も いて 、 予 吉 者 気取り の 
シス ター・ ル スー ル や 、 自 分 は 神 だ と いつ 妄想 に 取り つか れ た 青年 
リー ら の 吉 動 が 夫婦 を 深刻 に 悩ま せる 一 幕 も ある 。 


聞く と ころ に よれ ば 、 作 者 の カー ド 自 身 が 熱心 な モル モン 教徒 で 
ある と いう 。 こ れ に 限ら ず 、 モ ル モ ン 教 の 教義 を 下敷 き に し た 作品 
が 多く て 、「 話 作り の 技量 は 認め る が 、 あ の 説教 臭い と ころ が 
に の あと かー 」 と 反発 を 覚え る 読者 も 少な が く な いそ うだ 。 た し か に 
本 書 で も 、 そ うい う 面 が 鼻 に つく 箇所 は な き に し も あら ず だ が 、 作 
中 の 記述 を 見 る 限り で は 、 世 俗 的 な 道徳 と 意外 に 大 差 な い 議 論 が ほ 
と ん ど な の で 、 そ れ ほ ど 目 くじ ら を 立て る よう な も の で は な い 。 し 
か も 、 本 書 で の 夫婦 の 教区 活動 は 、 家 族 と 地域 社会 の 密接 な 関わ り 
を 描く と いう 重要 な 役割 を 担っ て いる 。 作者 の 意図 は 別 と し て 、 ご 


近所 付き 合い の 延長 みた いな と ころ が あっ て 、 逆 に これ 抜き で は 、 
地方 都市 を 舞台 に し た 家族 小説 と し て の リア リティ が 逐 し く な っ て 
し まう か も し れ な い 。 


夫婦 は さま ざま な 苦難 、 と り わ け 、 危 険 に 満ち た 現代 社会 で 子供 
を 育て る こと の 困難 と た え ず 直面 する の だ が 、 ス テッ プ も ディ アン 
ヌ も 、 決 し て 強い 父 と それ を 支え る や さ し い 母 と いう ステ ロタ イプ 
に 描か れ て いる わけ で は な い 。 ス テッ プ は よき 父親 た らん と し て 、 
息子 の ステ ィ ー ヴ ィ に 繰り 返し 「 正 義 」 に つい て 教え よう と する 

が 、 自 ら の 弱 さ か ら 目 を そ び け る こと が で きず 、 そ の た びに 迷い 、 
供 巡 する 。 典型 的 な の は 、 ス ティ ー ヴ ィ に 冷酷 な 仕打ち を し た 女 教 
師 を 責め る 場面 で 、 ス テッ プ は 自分 も 相手 と 同じ サディ スト に すぎ 
な い の で は な いか と 思い 惑う 。 


そう や っ て 沙 ち 込ん で いる 夫 を 励ま し 、 力 づけ る の は 妻 の ディ ア 
ン ヌ の 役割 だ が 、 彼 女 も また 子育て に 関し て 、 大 き な ジ レン マ を 抱 
えて いる 。 ディアン ヌ は 幼い 子供 た ち が 危 険 な 目 に 遺 わ な いよ う 、 
た え ず 監視 し 続け る こと が 正しい こと な の か 、 自 信 が 持て な い 。 ス 
テッ プ は も ちろ ん 、 デ ィ ア ン ヌ も 、 現 実 世界 に お いて 神 は 無力 で あ 
り 、 ひ と り ひ と り の 人 間 が 神 の 加護 な し に 、 独 力 で 生き 延び て いか 
な けれ ば な ら な いこ と を 認め て いる 。 に も か か わら ず 、 い や 、 だ か 
ら こ そ 、 デ ィ ア ン ヌ は 子供 た ちか ら 目 を 離す こと が で き な い 。 


カー ド は 作 中 で 、 イ ギリ ス の ロッ ク ・ グ ルー プ 、 ポ リス の 世界 的 
な ヒッ ト 曲 (見 つめ て いた い 〉 を 効果 的 に 使っ て いる 。 デ ィ ア ン ヌ 
は この レコ ー ド を 聞き な が ら 、 こ う 考 える 。 《 奇 妙 な ラブ ・ ソ ング 
だ っ た 。 女 が な に を や ろう と 、 男 は 女 を 見 張っ て いる 。 どう や ら 男 
は 女 を 愛し て は いな いよ うだ 。 好意 すら も っ て いな い 。 そ れ は 、 彼 
女 の お 愛想 笑い の こと 、 な ん で も 自分 の も の だ と 喜 い 張る こと 、 約 
束 を や ぶる こと な ど を 歌っ て いる 。 そ れ も 徹 底 し て 韻 を ふん で い 
た 》 


し か し 、 こ の レコ ー ド は 、 フ レッ チャ ー 一 家 に 対す る 匿名 の 脅迫 
者 が 、 悪 意 を 持っ て (お まえ た ち を 監視 し て いる 〉) こと を 伝え る た 
め に 送っ て きた も の な の で ある 。 そ の 一 方 で 、 デ ィ ア ン ヌ は 子供 た 
ちの 安全 を 確保 する た め に 、 片 時 も 目 を 離さ ず 、 じ っ と 見 守っ て い 
る 行為 も 、 や は りこ れ と 同じ 監視 に ほか な ら な い の で は な いか と 思 
う 。 親 か ら 子 に 向かっ て 一 方 的 に 見 つめ る 視線 は 、 い つ で も 抑圧 に 
転化 し つる 。 ス テッ プ に まとわりつく 狂信 者 の 青年 リー の エピ ソー 
ド も 、 こ の 問題 と 切り 離す こと は で き な い 。 す べ て を 見 通す 神 、 そ 
の 因 龍 と 加護 と は 、 一 種 の 監視 に も 等 し いか ら で あ る 。 


と ころ で 、 こ の 文章 の 冒頭 で 、『 消 えた 少年 た ち 』 は ゴー スト ・ 
スト ー リ ー で ある と 述べ た 。 本 書 の 感動 的 な 結末 は 、 物 語 の 意外 な 
展開 と 密接 に 結び つい て いる の で 、 あ まり 詳し く 内 容 に 触れ る と 、 
読者 の 興味 を そい で し まう こと に も な りか ね な い 。 き わ ど いと ころ 
だ が 、 そ れ で も 一 吉 だ け 書 いて し まう と 、 タ イト ル に な っ て いる 
(消え た 少年 た ち ) は 、 最 後に (幽霊 ) と な っ て 家族 の 前 に 再び 現 
われ る 。 い つう つま で も な く 、 (幽霊 ) と は (見 つめ て いる も の ) の こ 
と で ある 。 フレッチャー 一 家 は さま ざま な トラ ブル を 乗り 越え て 、 
スト ゥ ベン の 町 に 定着 する が 、 最 終 的 に 家族 の 絆 を 強く 結び つけ る 
の は 、 親 か ら 子 へ の 監視 の 視線 で は な く 、 聖 な る 子供 で ある が ゆえ 
の 受難 に よっ て (幽霊 ) と な っ た 少年 の まな ざし な の だ 。 


ここ で 本 書 の スト ー リ ー か ら 離 れ て 、 乱 暴 に 結論 めい た こと を 吉 
うと 、 家 族 と いう 物語 を 成立 させ る た め に は 、 (幽霊 ) の 視線 が 不 
可 欠 な の か も し れ な し !。 従来 それ は 過去 の 世代 の 記憶 、 た と えば 
( 先祖 の 霊 ) と いっ た 吉 い 方 で 表わさ れる も の に よっ て 、 ア プリ オ 
リ に 確保 され て きた よう で ある 。 た また ま 思 い 浮 か ん だ 本 を 引き 合 
い に 出 す と 、 九 年 、 村 上 春樹 の 翻訳 で 日 本 で も 話題 に な っ た 、 や 
は り 同 じ モ ル モ ン 教徒 の 血 を 引く 家族 の 呪 わ れ た 年 代 記 『 心 臓 を 貫 
か れ て 』 (マイ ケル ・ ギ ル モ ア ) で は 、 そ うし た 過去 か ら の まな ざ 
し の 呪 纏 が 全編 に 及 ん で いた よう に 思う つ 。 


だ が 、 も は や 過去 の 世代 の (幽霊) は 、 現 代 の 家族 の 物語 を 支え 
る 強力 な 視点 た りえ な く な っ て いる よう な 気 が す る 。 お むしろ それ は 
子供 た ち 、 未 来 の 世代 の ( 幽 圭 ) が 現在 の われ われ に 向かっ て 、 後 
ろ る 向き に 投げ か ける 視線 に よっ て し が 確保 で き な い の で は な いか 。 
お ろ ん こ こ で 吉 っ て いる の は 、 水 子 信仰 の よう な も の と は 無縁 だ 
が 、 本 書 の 翻訳 と 同じ 年 に 、 神 戸 の 中 学生 が 書き 記し た (透明 な 存 
在 〉) の まな ざし と は 、 ど こ か で つなが っ て いる か も し れ な い 。 


組 育 の イギリス 人 


ー『 わ が 子 は 毅 人 者 』( バ パト リック ・ ク ェ ン ティ ン ) 


年 和 李 の 入っ た ミス テリ ファ ン の 間 で は よく 知ら れ て いる よう に 、 
パト リッ ク ・ ク エン ティ ン は 、 本 名 リチャード ・WLH ウ ェ ッ プ ( 一 
用 (ーー も の すう どじ ピュー スム て ウイ ー ラ ー( 一 九 二 三才 ) よ 
る 合作 ペン ネー ム で ある 。 二 人 は いずれ も イギリス 生ま れ の 帰化 ア 
メリ カ 人 で 、 コ ン ビ が 誕生 し た の は 一 九 三 六 年 。 ち な み に 年 長 の 
ウェ ッ プ は コン ビ 結 成 以 前 の 三 一 年 か ら 、QL パ トリ ッ ク 名 義 で 二 
人 の 女性 と 相次い で 合作 を 試み て お り (ウェ ッ プ の 単独 作 を 含め 
て 、 五 冊 の 長編 が ある ) 、 ウ ィ ー ラ ー は 三 番 目 の パ ー ト ナー だ っ た 
居る の 。 


ウェ ッ プ & ウィ ー ラ ー は パト リッ ク ・ ク ェ エン ティ ン 名 義 の ほか 

に 、QLH パ トリ ッ ク と ジョ ナ サ ン ・ ス タッ グ の 三 つ の ペン ネー ム を 
使い 分 け 、 ウ ェ ッ プ が 体調 を 崩し て 合作 コン ビ を 解消 する 一 九 五 二 
年 まで の 十 六 年 間 に 、 合 計 二 十 五 冊 の 長編 と 数 多く の 中 短編 を 世に 
送り 出し た 。 そ の うち クエ ェ ン ティ ン 名 義 の 合作 長編 は 九 作 を 数 え 、 
中 南米 を 舞台 に し た ウー ルリ ッ チ 風 サ スペ ンス の 佳 品 『 追 跡 者 

( 五 〇 ) を 除く すべ て の 作品 に 、 演 劇 ブ プロ デュ ー サ ー の ピー ター・ 
ダル ー ス と 女優 の アイ リス 夫妻 が 登場 する 。 


ピー ター と アイ リス は 、 原 題 を Puzzle for- で 統一 し た 《 パ ズ 
ル ・ シ リー ズ 》 の 第 一 作 『 痛 狂 院 殺人 事件 』( 三 六 ) で 、 精 神 科 医 
レン ズ 博 士 の 経営 する 療養 所 の 患者 どう し ( アル 中 の ピー ター と 神 
経 衰 弱 の アイ リス ) と し て 知り 合い 、 退 院 し た 二 人 は 次 作 『 伴 優 パ 
ズル 。』 ( 三 八 ) で めで た く 和 結婚 する 。 こ の 二 作 で は 、 二 人 の 後見 人 
的 立場 に ある レン ズ 博 士 が 探偵 役 を 務 つ と め (クレ イグ ・ ラ イス の 
マロ ー ン 弁護 士 と ジャ スタ ス 夫 妻 の トリ オ に 数 年 先駆 け て いる 点 に 
注意 ) 、 犯 人 探し を メイ ン に 据え た パ ズ ラ ー の 要素 が 強い が 、 戦 時 
色 の 濃い 第 三 作 『 呪 われ た 週末 』( 四 四 ) 以降 レン ズ 博 士 は 姿 を 消 
し 、 本 格 的 構成 より も サス ペン ス を 重視 し た 作風 に 転じ て いく 。 


シリ ー ズ の 進行 と と も に 、 ダ ルー ス 夫 妻 は 典型 的 な お し どり 探偵 
の パタ ー ン を 離れ て 、 た び た び 深刻 な 夫婦 の 危機 に 瀬 す る 羽目 に な 
けり 、 終 盤 の タイ トル か ら は Puzzle for- の 文字 も 消え て し まう 。 二 
人 が 最悪 の 危機 を 迎え る の は シリ ー ズ 第 八 作 『 女 郎 ぐ も 』( 五 二 ) 
で 、 ア イリ ス が ジャ マイ カカ に 旅行 中 、 パ ー テ ィ で 知り 合っ た 小説 家 
志望 の 娘 ナ ニー に 惹か れ た ピー ター は 、 彼女 に 自宅 の フラ ッ ト を 仕 
事 部 屋 と し て 提供 する 。 と ころ が 、 ア イリ ス が 帰国 し た 当日 、 夫 妻 
は 自宅 の 寝室 で 首 を 吊っ て いる ナニ ー を 発見 。 現 場 に は ピー ター と 
の 不倫 を 匂わ せる 遺書 が 残さ れ て いた が 、 組 人 課 の トラ ント 和 警部 

( QH パ トリ ッ ク 名 義 の 作品 に 登場 する 常連 キャ ラク ター で 、 こ の 


作品 か ら ク ェ ン ティ ン 名 義 に 合流 する ) は 自殺 に 疑問 を 感じ 、 ピ ー 
ター を 追及 し は じ め る 。 ア イリ ス に も 見 放さ れ 、 絶 体 絶命 の 窮地 に 
陥 お ちい っ た ピー ター は 、 濡 れ 衣 を 晴らし 、 妻 の 信頼 を 回 復 す る た 
め に 、 た っ た ひと り で 事件 の 真相 究明 に 乗り 出す が ..………….。 天 真 温 
な 文学 少女 ナニ ー の 恐る べき 正体 が 徐 じ ょ 々 じ ょ に 浮き 彫り に な っ 
て いく 後半 の 展開 は 、 シ リー ズ 中 で も 一 、 二 を 和 争う 迫真 の で き ば え 
で 、 長 らく 邦訳 が 絶版 に な っ て いる の が 惜しま れる 秀作 だ が 、 こ の 
『 女 郎 ぐ も 』 を 最後 に に 、 ダ ルー ス 夫 妻 は ク ェ ン ティ ン 作 品 の 主役 の 
座 か ら 退 し り ぞ き 、 同 時 に ウェ ッ プ & ウィ ー ラ ー の 合作 時 代 も 終わ 
!) を 告げ る 。 


ウェ ッ プ と の コン ビ を 解消 し た 後 、 ウ ィ ー ラ ー は ク ェ ン ティ ン 名 
義 を 引き 継ぎ 、 ひ と り で 作品 を 執筆 し は じ め る 。 そ の 皮切り と な っ 
た の が 一 九 五 四 年 の 『 わ が 子 は 終 人 者 』( 本 書 ) で 、 さ ら に 翌年 に 
は 、 戦 後 の 代 表 作 と し て 名 高い 『 二 人 の 妻 を も つ 男 』 を 発表 。 こ の 
二 作 に よっ て クエ ェ エン ティ ン の 作風 は 完成 し 、 作 品 の 水準 も ピー ク に 
達し た と いっ て いい だ ろう 。 参考 まで に 同時 代 の アメ リカ 探偵 小説 
の 動向 を 見 て お く と 、 五 四 年 に は 『 ガ ラス の 村 』 ( エラ リー・ ク 
イー ン ) 、『 犠 牲 者 は 誰 だ 』( ロス ・ マ ク ド ナ ルド ) 、『 暴 力 教 
室 』 ( エヴァ ン ・ ハ ンタ ー ) な ど が あり 、 五 五 年 に は 『 狙 っ た 獣 』 
( マーガレット ・ ミ ラー ) 、『 歯 と 爪 』。 ( ビル ・ SL バリン 
ジャ ー ) 、『 最悪 の と き 』( ウィリアム ・ PH マッ ギ ヴ ァ ー ン ) が 
出 て いる 。 とりわけ 「 ア メリ カ の 家庭 の 慈 典 」 と いつ 主題 に 真正 面 
か ら 取 り 組 ん だ 作家 と いう 意味 で 、 こ の 時 期 の ク ェ ン ティ ン は 、 ク 
イー ン と ロス ・ マ ク ( あるいは 、 ミ ラー ) を つ な く 橋渡し 的 な 役割 
を 果たし た と いっ て よし !!。 


ウィ ー ラ ー は その 後 も 円 悪し た 筆致 で 、 コ ンス タン ト に 良質 の 作 
品 を 刊行 し つづ けた が 、 六 〇 年 代 か ら は 劇作 家 と し て の 仕事 が 主 と 
な けり 、 六 五 年 の Family Skeletons ( ウィ ー ラ ー の 単独 長編 と し て 
は 、 七 作 目 に 当たる ) を 最後 に 、 足 か け 三 十 年 に 及ぶ パト リッ ク ・ 
ク ェ ン ティ ン と し て の 活動 に 終止 符 を 打つ 。『 二 人 の 妻 を も つ 男 』 
の 小森 収 氏 の 解説 に 詳し く あ る よう に 、 七 〇 年 代 に は ミュ ー ジ カル 
の 脚本 家 と し て 大 成功 を 収め 、 七 三 年 と 七 九 年 に は トニ ー 賞 を 受 
賞 、 本 国 で は 演劇 界 で の 名 声 が ク ェ ン ティ ン の 知名 度 を 上 回 っ て い 
る と いう 。 ア メリ カ 探 偵 小説 文壇 は 惜しい オ 能 を 舞台 に 奪わ れ た こ 
と に な る が 、 ひ ょ っ と し た ら ウ ィ ー ラ ー 本 人 に と っ て は 、 ブ ロー ド 
ウェ イ で の 成功 こそ が 本 望 だ っ た の か も し れ な い ( ピー ター・ ダ 
ルー ス が そう で あっ た よう に ) 。 


前 置き が 長く な っ た が 、 こ こ か ら が 本 題 で ある 。 作者 の プロ 
フィ ー ル に 多く の 筆 を 費やし た の は 、 こ の 『 わ が 子 は 殺人 者 』 が 
ウィ ー ラ ー に と っ て の ソロ デビ ュー に 当たる 、 意 義 深い 作品 で ある 
こと を 強調 し た か っ た か ら だ 。 心 に 期す る も の が あっ た の だ ろう 、 
本 書 の 行間 か ら は 、 独 り 立 ち し た ウィ ー ラ ー の 執筆 に か ける 新た な 
意気 込み が ヒシ ヒシ と 伝わっ て くる 。 物語 の 主人 公 兼 語り 手 を 務め 
る の は 、 シ ェ ル ドン ・ ア ンド ・ ダ ルー ス 出 版 会 社 の 共同 経営 者 
ジェ ー ク ・ ダ ルー ス (ピー ター・ ダ ルー ス の 兄 と いう 設定 に な っ て 
いる ) 。 ジ ェ ー ク の 妻 フ ェ リ シア は 三 年 前 に 原因 不明 の 自殺 を 遂 
げ 、 そ れ 以 来 ひ と り 息 子 ビ ル と の 関係 も モ ギ クシ ャ ク し て いた 。 小 説 
家 志 望 の ビル は 、 文 学修 業 の た め に ロー マ に 行き た いと 吉 い 出し て 
父親 を 悩ま せる が 、 ち ょ うど その 矢先 、 ジ ェ ー ク を 現在 の 地位 に 引 
き 立 て て くれ た 思 人 で あり 、 無 二 の 親 友 で も ある 社長 の ロニ イ ・ 
シェ ルド ン が 、 旅 行先 の イギリス か ら 無 名 の 貧乏 作家 ベー ジル ・ レ 
イト ン と その 家族 を 引き 連れ て 帰国 する 。 


ロニ イ は 資産 家 の お 坊ちゃん で 、 ジ ェ ー ク の 支え が な けれ は ば 会 社 
経営 も まま な ら な い 人 物 だ が 、「 隠れ た 天 オ 」 を 発掘 する オ 能 が あ 
る と 自負 し て お り 、 師 屈 な イギリス 人 作家 レイ トン を アメ リカ の 文 
壇 に 売り 込ん で 一 山 当 て よう と 画策 し て いる 。 し か も 独身 主義 者 
だ っ た は ず の ロニ イ は 、 若 く 美 し い レ イト ン の 娘 ジ ェ ー ン に 一 目 惚 
れ し て 、 す で に 彼女 を 妻 に 迎え た と いつ うつ 。 ロ ニ イ と は 親子 ほど も 年 
の 離れ た 新妻 ジェ ー ン に 会 っ た ジェ ー ク は 、 漠然 と し た 不安 を 覚え 
る が 、 彼 の 予感 は まもなく 最悪 の 形 で 的 中 する 。 結婚 披露 の パー 
ティ で 知り 合っ た ジェ ー ン と 息子 の ビル が 、 道 な ら ぬ 恋 に 落ち て し 
まっ た の だ ! ジェ ー ク は 若い 二 人 の 暴走 を な ん と か 抽 え よう と す 
る も の の 、 努 力も 空 び な し く 、 二 人 の 関係 は ロニ イ に ば れ て し ま 
う 。 激 怒 し た ロニ イ は ジェ ー ク に 絶交 を 吉 い 渡す が 、 そ の 王 後 、 
ジェ ー ク は ロニ イガ が 自宅 で 何者 か に 射殺 され た こと を 知る 。 現場 に 
残さ れ た 拳銃 は 、 血 気 に は や っ た ビル が 持ち 出し た も の で 、 状 況 証 
拠 の すべ て が 息子 の 犯行 を 指し 示し て いる の だ っ た .…………。 


ビル の 無実 を 信 じ る ジェ ー ク は 、 人 息子 の 濡れ 衣 を 晴らし 、 父 子 の 
絆 を 取り 戻す た め に 、 た っ た ひと り で 真犯人 を 探し 出す 決意 を 固め 
る 。 前 作 に 引き つづ いて 、 角 人 課 の トラ ント 警部 が 登場 し 、 そ の 修 


道代 めい た と ら え どこ ろ の な い キ ャ ラク ター で ダル ー ス 父子 を 翻弄 
する が 、 幾 度 も 厚い 壁 に 了 胃 は ば まれ な が ら 、 そ の つど ジェ ー ク は 上 勇 
気 を 稚 い 起こ し 、 人 息子 を 救う た め の 孤 立 無援 の 闘い を 止 や め よ うと 
は し な い 。 や が て その 間 い の 中 か ら 、 妻 フェ リシア の 自殺 の 真相 
と 、 ロ ニ イ を 取り 巻く 人 々 、 そ し て 、 親 友 で あっ た ロニ イ 自 身 の 父 
くべ き 素 顔 が 明らか に な っ て いく - こ うし た プロ ッ ト は 、 先 に 紹介 
し た 『 女 郎 ぐ も 』 と 重なる と ころ も 多い の だ が 、 他 方 、 本 書 で 
ジェ ー ク が 置か れ た 立場 は 、『 女 郎 ぐ も 』 に 代表 され る 「 巻 き 込 ま 
れ 型 」 サ スペ ンス の 行き 方 と は 決定 的 な 一 線 を 画 し て いる 。 


ー 品 に いえ ば 、「 巻き込ま れ 型 」 サ スペ ンス の 主人 公 の 行動 の ベ 
クト ル は 、 事 件 が 起こ る 以前 の 秩序 立っ た 日 常 と 安定 し た 人 間 関 係 
を 回 復 す る こと に 向け られ る 。 し た が っ て 、 主 人 公 に 降り か か る ト 
ラブ ル の 原因 は 、『 女郎 ぐ で も 』 の ナニ ー が そう で ある よう に 、 日 常 
の 「 外 部 」 か ら 侵 入 し て くる 。 だ が 、 本 書 の ジェ ー ク ・ ダ ルー ス や 
『 二 人 の 妻 を も つ 男 』 の ビル ・ ハ ー デ ィング が 直面 させ られ る の 
は 、 か つて の 自分 が 属し て いた 生活 その も の が 其 は な は だ し い 央 早 
の 上 に 成り 立っ て お り 、 そ こ へ 戻る こと は も は や 不可 能 だ と いつ 厳 
し い 自 己 認識 に ほか な ら な い 。 な ぜ な ら 、 慈 劇 の 根 は 、 彼 ら が 所 属 
する 日 常 と 秩序 の 「 内 部 」 に 巣 食 っ て いる の だ か ら 。 彼ら の 自己 回 
復 に 中 途 半 端 な 妥協 の 入る 余地 が な い の は 、 そ の せい で ある 。 お の 
れ の 現在 と 過去 を いっ さい 曰 紙 に 戻し て 、 ま っ た く 新 し い 人 間 関 係 
を ゼロ か ら 再 建 す る こと 。『 わ が 子 は 毅 人 者 』 や 『 二 人 の 妻 を も つ 
男 』 が 現在 で も 読者 の 胸 を 打つ の は 、 そ の よう お な 自己 発見 と 再生 の 
プロ セス を 、 中 流 上 層 階 級 ア ッ パ ー ミ ドル クラ ス の 成功 者 で あっ た 
中 年 男性 の 肖像 を 通し て 、 し っ か り と 描き きっ て いる か ら だ ろう 。 


こう し た 主人 公 た ちの 試練 は 、 作 者 で ある ウィ ー ラ ー が 下面 し た 
創作 環境 の 変化 と も 無縁 で な いか も し れ な い 。 作家 と し て 独り 立ち 
し た 彼 の 傍 か た わら に は 、 長 年 の パー トナ ー だ っ た ウェ ッ プ の 姿 は 
な い 。 本 書 の プロ ッ ト の 主軸 を 構成 する ジェ ー ク と ロニ イ の 二 人 三 
脚 は 、 次 作 の 主人 公 ビ ル ・ ハ ルー ディ ング と 彼 の 田 し ゅ うと で ある 出 
版 社 社長 Cl 」 の 関係 に そっ くり 引き 継が れ て いく が 、 つ うつ が っ た 見 
方 を する と 、 こ うし た 設定 は か つて 先 間 格 の ウェ ッ プ に 才能 を 見 込 
まれ 、 合 作 の パー トナ ー に スカ ウト され た ウィ ー ラ ー 自 身 の 境 遇 が 
か な り けり 投影 さ れ て いる の で は な い だ ろ うか 。 


20 ロニ イ ・ シ ェ ル ドン は 、 大 学 を 出 た ば か り の 私 を 即座 に 引き 
立て て 、 シ ェ ル ドン ・ ア ンド ・ ダ ルー ス 出 版 会 社 で 平等 の 権利 を も 


つ 共 同 経 営 者 に し て くれ た 千 万 長者 で ある ば か り で な く 、 私 の た だ 
ひと り の 親友 で も あっ た 。 ……. 私 が ロニ イ 和 皇帝 に た いし て 、 式 部 長 
官 の 役割 を 演じ て いた の は 、 い か に 彼 が 、 そ の よう な 役割 を 果たす 
私 を 必要 と し て いる か を 知っ て いた か ら で あ る 。 (一 ニーー 三 頁 ) 


ウェ ッ プ & ウィ ー ラ ー の 合作 が どの よう な 形 で 行 お こ な わ れ て い 
た か 知る すべ が な い 以 上 、 ど ちら が 皇帝 で 、 ど ちら が 式 部 長官 の 役 
割 を 演じ て いた の か 、 な ど と 余計 な 容 せ ん 軸 さ く を し て も 仕方 が な 
い の だ が 、 少 な く と も ウェ ッ プ と の コン ビ を 結成 し た 当時 、 ウ ィ ー 
ラー が ロン ドン 大 学 を 出 て 、 ア メリ カ に 渡っ て きた ば か り の 二 十 四 
歳 の 無名 の 文学 青年 だ っ た こと は まち が いな い 。 そ し て 、 十 六 年 に 
及ぶ 二人三脚 に ピリ オド を 打ち 、 ひ と けり の 作家 と し て 再 ス ター ト 地 
点 に 立っ た 四 十 代 の ウィ ー ラ ー が 、 自 みず か ら の 過去 を あら た め て 
振り 返 ろ つう と する の は し ご く 当 然 の こと だ ろう 。 本書 の 冒頭 に は 、 
文学 へ の 情熱 に 取り つか れ た 息子 の 顔 に か つて の 自分 を 発見 し て 、 
父親 の ジェ ー ク が 戸惑う ラシー ン が ある が 、 こ の くだ けり に は 作者 本 人 
の 懐 旧 的 な 感情 が に じみ 出 て いる よう な 気 が す る 。 


が な に か 時 間 の 混乱 か ら 二 十 年 の 歳 月 が と り の ぞ か れ 、 そ こ が 
私 が 初め て 借り た マン ハッ タン の 家具 つき の 部 屋 で あり 、 董 あし の 
よう に 青 っ ぽく 、 懐疑 に も くじ けず 、 頑 強 に 、 大 学 新聞 の 編集 と 
シー ズン 蹴 し ゅ う 球 きゅう 選手 を つと め た と いう 実績 だ け を 頼み と 
し て 、 世 界 を 征服 し よう と 決意 し て いる か の よう で あっ た 。 (一 四 
貞 ) 


と ころ で 、 ジ ェ ー ク と ロニ イ の 骨 が ら み の 関係 が 、 本 書 の 縦 余 を 
形作っ て いる と すれ ば 、 緊 密 に 構成 され た 物語 の 横 余 を 織り な す の 
は 、 ベ ー ジ ル ・ レ イト ン と いう 作家 の 異常 な エゴ イス ト ぶ り に ほか 
な ら な い 。 ロ ニ イ と レイ トン と いう 二 人 の 人 物 造形 が 一 対 の 鏡像 の 
よう に 浮か び 上 が っ て くる 本 書 の ラス ト は 、 ま さ に ク ェ ン ティ ン の 
独 場 と いっ て よい が 、 こ れ に 関し て も う ひ と つつ 興味 深い の は 、 レ 


イト ン と その 家族 が 「 英 国 直 輸入 」 の 人 物 群 と し て 設定 され て いる 
点 だ ろう つ 。 ク ェ ン ティ ン の 小説 で は 、 大 西洋 を 越え て アメ リカ に 

や っ て きた イギリス 人 が 、 単 な る お 飾り の ゲス ト に と ど ま ら ず 、 ス 
トー リー を を 左右 する 重要 な 役割 を 演じ る こと が 珍し く な い 。 こ れ は 
ウィ ー ラ ー の 単独 作品 に 限ら ず 、 ウ ェ ッ プ と の 合作 に も 共通 する 特 
徴 で 、 最 初 に 触れ た 『 交 狂 院 殺 人 事件 。 な ど は その 顕著 な 例 だ し 、 
それ 以外 に も イギリス 出身 の お 高く と まっ た 女優 や 、 ロ ンド ン で 大 
当たり を 取っ た 劇作 家 が 出 て こない 作品 を 探す 方 が び ず か し い ほ ど 
で ある 。 ク エン ティ ン の 作風 が 典型 的 な アメ リカ 風俗 を 扱っ て いる 
だ け に 、 か えっ て そう いう 癖 が 目 を 引く 。 


た ぶん この 特徴 は 、 二 人 の 作者 が イギリス 出身 だ っ た こと に 起因 
する と 見 て いい だ ろう 。 こ れ は ちょ うど 、 生 きっ 粋 すい の アメ リカ 
人 で あり な が ら 祖 国 以 上 に イギリス を 愛し 、 イ ギリ ス で の 生活 が 長 
か っ た ジョ ン ・ デ ィ ク スン ・ カ ー と 正反対 の ケー ス に 当たる は ず で 
ある 。 そ うし た 観点 か ら ウ ェ ッ プ & ウィ ー ラ ー と カー の 作風 を 比べ 
て みた ら 、 面 白い か も し れ な い ( た だ し クエ ェ エン ティ ン 名 義 よ り 、 
QL パ トリ ッ ク / ジ ョ ナ サ ン ・ ス タッ グ 名 義 の 作品 の 方 が 、 比 較 サ 
ンプ ル と し て は ふさ わし そう だ が ) 。 ハ ー ド ボイル ド の 世界 に 目 を 
転じ れ ば 、 生 まれ こそ アメ リカ 人 だ が 、 イ ギリ ス で 青少年 期 を 過 ご 
し 、 す っ か り けり 英国 人 気質 に 染まっ て 帰国 し た レイ モン ド ・ チ ャ ンド 
ラー の よう な 人 も いる 。 フィリップ ・ マ ー ロ ウ の 正体 ( ? ) が ハリ 
ウッ ド の 虚飾 の 中 に 紛れ 込ん だ 英国 人 ジェ ント ルマン だ っ た よう 
に 、 ク ェ ン ティ ン の 作風 も 、 典 型 的 な アメ リカ 産 探偵 小説 の スタ イ 
ル の 中 へ 、 ひ そ か に イギリス の 血 を 導入 する こと に よっ て 産み 出さ 
れ た の で は な い だ ろ つか 。 


た と えば 、 ク ェ ン ティ ン は 華やか な 演劇 界 や 映画 界 の 裏面 を 好 ん 
で 題材 に 選ん だ が 、 シ ョ ー ビ ジ ネス の 世界 が ほか の どこ より も 、 英 
米 間 の 人 的 な 「 交通 」 が 盛ん な 場所 で ある こと は いつ まで も な い 。 
ある い は 、MWA の 特別 賞 を 受賞 し た 短編 集 『 金 庫 と 老 汐 』 ( 太 
ー ) に 収め られ た 短編 に は 、 イ ギリ ス を 舞台 に し た も の が 何 編 か 
あっ て 、 江 戸川 乱歩 編 『 世 界 短編 傑作 集 5 』 に も 選ば れ た 秀作 「 あ 
る 紋 人 者 の 肖像 ( 親 紋 し の 肖像 ) 」 や 第 二 次 大 戦 下 の 全寮 制 の 私 学 
を 舞台 に し た 「 姿 を 消し た 少年 」 な ど は 、 生粋 の アメ リカ 人 作家 に 
は 絶対 に 書け な い 世 界 だ ろう 。 こ うし た 持ち 前 の 英国 テイ スト が 、 
強者 ぞろい の アメ リカ 探偵 小説 界 の 中 で 、 ラ イ バ ル た ちと 一 線 を 画 
する 有効 な 武器 に な る こと を 、 ク ェ ン ティ ン は よく 知っ て いた に ち 
が いな い )。 


五 〇 年 代 の ク ェ ン ティ ン の 作品 が 、 ア メリ カ 探 偵 小説 に は 稀 な 
「 文 学 性 」 を 備え て いる と 評価 され た の は 、 お そら くそ の せい も あ 
る だ ろう 。 初期 の 《 パ ズル ・ シ リー ズ 》 で も 、 ラ イス や ウー ルリ ッ 
チ を 思わ せる 典型 的 な アメ リカ 探偵 小説 の スタ イル を 用 いな が ら 、 
イギリス 出身 らし い 折り 目 正 し さ が 随 所 で 発揮 され 、 ア メリ カ 人 作 
家 が し ば し ば 陥り が ちな 構成 の 破綻 を 免れ て いる 。 名 を 知ら れ て い 
る わり に 《 パ ズル ・ シ リー ズ 》 が 日 本 で あま り 受 け な か っ た の は 、 
こう し た イギリス 的 な 秩序 立っ た 構成 感覚 が 、 破 天 荒 な アメ リカ 探 
偵 小説 の 中 で は 、 か えっ て 人 凡 市 に 映 う つつ っ て し まっ た せい で は な い 
か 。 


"深夜 の 散歩 』 の 中 で 、 丸 谷 オ 一 氏 は ク ェ ン ティ ン を 評 し て 、 次 の 
よう に 書い て いる 。 


彼 が 優れ た 職人 で ある こと は 、 彼 の 本 が どれ も これ も 、 き ちん と 
し た 構成 を 持っ て いる 、 仕 上 げ の よい 出来 ば え の も の で ある こと を 
見 て も 間 る だ ろう 。 彼 は 潮 酒 な ウェ ル ・ メ イド ・ ノ ヴェ ル の 作者 な 
の で ある 。 ク ェ ン ティ ン の 本 は すべ て 、 見 事 な 細工 物 の よう に 典雅 
な 秩序 を 示し て いる の だ 。 


も ちろ ん 、 彼 の 小説 の 舞台 が ほとん ど 常 に 中 流 上 層 の 家庭 で ある 
こと も 忘れ て は な ら な い だ ろ う 。 生活 は 安定 し て いる し 、 登 場 人 物 
は か な り 知 的 で ある 。 そ うい う 祭 件 が あれ ば こそ 、 あ の 秩序 感 は 生 
れる の で ある 。 


(「 ダ ブル ・ ベ ッ ド で 読む 本 」 ) 


こう し た 典雅 な 作風 が 、 伝 統 的 な イギリス の 風俗 小説 の 書き 方 を 
踏 棚 し た も の で ある こと に 、 だ れ し も 異論 は な い だ ろ う 。 パ トリ ッ 
ク ・ ク ェ ン ティ ン と いう 名 の 「 イ ング リッ シュ マン ・ イ ン ・ ニ ュー 
ヨー ク 」 が 、 石 〇 年 代 アメ リカ 控 條 小説 を 代表 する 傑作 を 書い た と 
いう の は 、 二 征 世紀 の ミス テリ 史 を 振り 返る うえ で も 、 大 常 に 興味 
深い 出来 事 で ある 。 


スパ イ 小 説 を 二乗 し た スパ イ 小 説 


= ライ アラ リー ャ ワラ アテ イル j」 バズ タ ジュ リー ) 


イン ター ネッ ト 時 代 を 先取 り し た 、 奇 想 天 外 、 型 破り の スパ イ 課 
略 小 説 で ある 。 


舞台 は アメ リカ 合衆国 の 首府 ワシ ント ン 。 大 統領 の 側近 八 リ ー・ 
ダン は 、 国 家 的 な 極秘 プロ ジェ クト OFF を 遂行 する べく 、 さ ま ざ 
まな 専門 技能 に 秀 ひ いで た 少数 精鋭 の アナ リス ト 十 二名 を 招集 し 、 
究極 の 謙 報 機関 〈 図 書館 ライ ブラ リー ) を 創設 する 。 そ の 裏 で OF 
F 計画 に 関す る 機密 漏洩 を 恐れ た ダン 館長 は 、 館 員 の 一 人 チャ ー 
リー・ イ ー バ ハート に 命じ て 同僚 を 監視 させ て いた が 、 イ ー バ ハー 
ト は 「 真 実 中 毒 症 」 に 精神 を 人 触 お し ば まれ て 自殺 。 そ の 後釜 と し 
て 、 廃 棄 物 の 収集 分 析 を 専門 と する 人 類 学者 ウォ ルター・ ク ー リ ッ 
ジ ( 通 秋 ガー ビッ ジマ ン ) に 白羽 の 矢 が 立て られ る 。 


ダン の 指示 で ひそ か に 館員 の 私 生活 を 監視 し 始め た クー リッ ジ 
は 、 国 家 存亡 の カギ を 握る "ベス ト & プ ライ テス ト , た ちの 堕落 と 
性 的 倒 錯 に 大 へ き 易 えき し な が ら 、 ひ ょ ん な きっ か け で 図書 館 の メ 
ン バ ー の 中 に 裏切り 者 が 潜ん で いる こと を 嘩 ぎ つ け る 。「 ドク 
ター 」 と 稼 す る 内 通 者 は 、 図 書館 の 廃止 を た くら お ガー ヴィ 上 院 議 
員 と エマ スン 派 な る 勢力 に 、 政 府 の 最高 機密 で ある OFF 計 画 の 全 
貌 を リー ク し よう と し て いる らし いり 。 


"ダン の 難問 , 一 メン バー 全員 が すべ て の 情報 を 共有 する 図書 館 で 
は 、 座 か が 裏切り に 気づい て も 、 裏 切り 者 が し っ ぽ を 出す まで 、 気 
づい た も の は 秘密 を 守ら な けれ ば な ら な い (そう し な いと 、 裏 切り 
者 も 自分 が 追わ れ て いる こと を 知っ て し まう か ら ) 一 と 稼 さ れる パ 
ラド ックス に 陥っ た クー リッ ジ は 、 独 力 で "ドク ター」 の 正体 を 暴 
こう と 決意 する 。 だ が 、 彼 の 行く 手 に は 思い も よら な い 真 実 と 幾多 
の 試練 が 待ち 受け て いた .……。 


ざっ と さわ り の 部 分 を 紹介 し て みた が 、 こ れ だ け で は 本 書 の 奇妙 
奇天烈 な 持ち 味 は 伝わら な い だ ろ う 。 早い 話 が 、 か な けり ヘン な 小説 
な の だ 。 ユニーク, と か 異色 の , と いっ た 形容 で は お さま ら な 
い 控 破 り の 着想 を 、 本 気 な の か 冗談 な の か 痢 然 と し な い オ フ ビ ピー ト 
な 文体 で 綴っ た めっぽう 風変わり な 作品 で ある 。 上 内 体 的 に は どこ が 
どう 控 破 りか と いう と 、 ま ず 第 一 に 図書 館 と いう 組織 の 設定 が と ほ 
う も な い 。 


表向き は 、 合 衆 国 の 間 課 報 機関 が 集め た 膨大 な 情報 を ブー ル す る 


機関 で 、 予 算 も 人 員 も 限ら ちら れ て いる 。 し か し その 実体 は 、 全 世界 の 
あり と あら ゆる 情報 を 人 人手 し な けれ ば な ら な い 、 と いう パラ ノイ ア 
的 な 理念 を ほぼ 実現 し た スー パー 情報 セン ター に ほか な ら な い 。 こ 
と 情報 収集 能力 に 関す る 限り 、 実 在 と 架空 を 問わ ず 、 こ れ ま で に 書 
か れ た 無数 の スパ イ 小 説 の 中 で も 補 前 絶後 、 史 上 最強 の 権能 を 与 え 
られ た 課 報 機関 で ある と 断 吉 し て も いい だ ろう 。 


な に し ろ 、C T A、 国 防 情報 局 DT A、 国 家 安全 保障 局 N S A、 
その 他 も ろ も ろ の 政府 機関 や 民間 の シン クタ ンク が 手 に 入れ た 情報 
の すべ て を 知っ て いる ぐら い は 序の口 で 、 独 自 の ルー ト で 至る と こ 
ろ に マイ クロ カメ ラ と 盗聴 器 を 仕掛 け 、 は て は ター ゲッ ト の 自宅 か 
ら 出 る ゴミ を 回 収 し 分 析 す る と いう スト ー カ ー ま が い の 手 口 まで 用 
いて 、 国 内 外 の 要 注 意 人 物 の 一 参 手 一 投 足 を 二 十 四 時 間 体 制 で モニ 
ター し て いる と いつ の だ か ら 。 そ う や っ て 集め られ た 情報 は 、「 コ 
ンピュータ ・ イ ン ポ ボー タン ス 」 と 名 付け られ た 自動 検索 プロ グラ ム 
に よっ て サン プリ ング され 、 (参考 図書 室 リ ファ レン ス ・ ル ー ム ) 
の スク リー ン に 次 々 と 映し 出さ れ て いく 。 館員 た ち は 刻 々 と 移り 変 
わる 世界 の あら ゆる 秘密 を 目 ま の 当たり に で きる わけ で 、 こ れ は も 
う 、 ほ と ん ど 全 知 全能 の 神様 の 仕事 を 診 代 わり する よう な も の だ 。 


こう いう 設定 が 設定 な の で 、 物 語 は 必然 的 に スパ イ 小 説 の パロ 
ディ 、 も し く は メタ ・ エ スピ オナ ー ジ ュ と で も いう べき 、 不 奈 理 な 
迷宮 小説 の 雰囲気 を 帯び て くる 。 学究 的 な アマ チュ ア に すぎ な い 
クー リッ ジ が 不慣れ な 現場 工作 に 身 を 投じ る 羽目 に な り 、 絶 体 絶命 
の ピン チ に 次 か ら 次 へ と 見 舞 わ れ な が ら 、 命 か ら が ら 生き 延び る と 
いう 話 の 運び は 、 作品 の 底 を 流れ る アメ リカ の 政治 体制 に 対す る 根 
深い 懐疑 も 含め て 、 米 スパ イ 小 説 の 大 御所 ロバ ー ト ・ リ テル の 

『 チ ャ ー リ ー・ ヘ ラー の 復讐 』 を 和 初 ほう 移 ぬ ふつ と させ る が 、 そ れ だ 
け で は な い 。 本 書か ら は リ テ ル の チェ スゲ ー ム 的 な 構成 と オフ ビー 
ト な ユー モア を デジ タル 感覚 で リミックス し 、 も っ と 劇画 チッ ク に 
誇張 し た よう な 趣 お も お き が 感じ 取れ る 。 


ドク ター の 意外 な 正体 を 徐々 に あぶ り 出 し て いく 手 の 込ん だ プ 
ロッ ト 、 随 時 挿入 され る 「 廃 棄 物 分 析 レ ポー ト 」 の まこ と し や か な 
書き っ ぷり 、 後 半 で 登場 する レオ ニー ド と いう 出色 の キャ ラク ター 
ーー ひとつ ひと つ 拳 げ て いく と キリ が な い 。 作 中 に 出 て くる 謙 報 活動 
の エピ ソー ド は どれ も これ も 機知 に 富ん だ 、 一 筋 縄 で は 行か な いも 
の ば か り 。 そ も そ も 主 人 公 が ゴミ 分 析 の 専門 家 と いう 設定 か らし 
て 、 か な り 人 を 食っ て いる 。 物語 の 中 盤 で 彼 に 与え られ る 東ドイツ 


へ の 出張 任務 は 、 は っ きり 吉 っ て まとも で は な いし 、 そ れ に 続く 国 
境線 で の 大 が か りな 活劇 シー ン も 、 荒 唐 無 積 を 絵 に 描い た よう な も 
の だ 。 


と ころ が 、 そ の 出張 先 で 東側 の エー ジェ ント と 接触 し 、 腹 の 探り 
合い を する あたり か ら ス トー リー は いっ そう グロ テス ク な 狂 忠 の 度 
合い を 深め 、 ク ー リ ッ ジ の 中 か れ た 立場 も で ん どん あや ふ や に な っ 
て いく 。 彼 は 自分 が 盤面 の 駒の 動き を 読ん で いる プレ イヤ ー な の 
か 、 そ れ と も 顔 の 見 えな い 指 し 手 に 操 ら れ て 右往左往 する ゲー ム の 
駒 に すぎ な い の か 、 導 別 す る こと が で き な い 。 あ た か も ルイ ス ・ 
キャ ロ ル の 『 鏡 の 国 の アリ ス 』 の 世界 に 迷い 込ん で し まっ た よう 


に 。 


コピ ー ラ イタ ー の 経験 を 生か し た 吉 葉 に 対す る 圧倒 的 な セン ス の 
よさ と 、 趣 向 を 凝ら し た 語り 口 も 、 そ うし た オフ ビー ト な 印象 に 拍 
車 を か け て いる 。 細かい 章 割 り と スピ ー デ ィ で 意表 を 突く 場面 転換 
は 、 ス クリ ー ン に 映し 出さ れ た サン プリ ング 映像 の 描写 と シン クロ 
し て 、 奇 妙 な 酷 めい 町 て い 感 を 生じ させ る が 、 視覚 的 な 文体 が も た 
ら す 効果 は それ だ け で は な い 。 こ の 作品 の いち ば ん 常軌 を 逸し た と 
ころ は 、 あ ら ゆ る 場所 に 設置 され た マイ クロ カメ ラ と 姿 聴 器 を 通じ 
て 、 図 書館 の コン ピュ ー タ 画面 が し ば し ば 小説 の 神 の 視点 , と 
そっ くり な ふる まい を する と いう 点 で ある 。 作 中 で カギ と な る よう 
な 出来 事 が 、 実 は コン ピュ ー タ 端末 の モニ ター の 中 で 起こ っ て いた 
と 明か され る 場面 が た び た び 挿入 され て 、 読 者 は その つど 上 膨 量 め ま 
い を 覚え る は ず だ 。 象徴 的 な の は 、 ク ー リ ッ ジ が モニ ター に 映っ た 
自分 自身 の 表情 を 見 て 注 然 自 拓 す る くだ けり 。 こ の シー ン は 合わ せ 鏡 
の 中 で 入れ 子 に な っ た 像 が 無限 に 反復 され る さま を 連想 させ て 、 作 
中 の 表現 を も じ る な ら 、 ま さ に 本 書 が 「 ス パイ 小説 を 二乗 し た スパ 
イ 小 説 」 に ほか な ら な いこ と を 告げ て いる 。 


老婆 心 な が ら 、 こ こ で ちょ っ と 一 吉 。 本 書 が 発表 され た の は 、 東 
冷戦 が 終わ り に 近づい た 一 九 八 五 年 の こと で ある 。 こ の 年 、 ゴ ル 
バチ ョ フ が ソ連 共産 党 の 書記 長 に 就任 、 ペ レス トロ イカ 政策 を 打ち 
出し た が 、 西 側 諸国 の 対応 は まだ 半信半疑 だ っ た 。 一 方 、 レ ー ガ ン 
政権 下 ひ アメ リカ で は 対ソ 強硬 論 が 声高 に 叫ば れ 、 軍 産 複合 体 の 主 
導 で 「 ス ター・ ウ ォ ー ズ 計画 」 ( 戦略 防衛 構想 S D T ) と 呼ば れる 
ミサ イル 防衛 シス テム に 募 大 な 予算 が 投じ られ よう と し て いた 。 本 
書 は そう いう 時 代 状 況 を も ろ に 反映 し て お り 、 リ ベラ ル な 反戦 論 
スタ ン ・ リ ー (『 ス パイ ダー マン 。』 の 原作 者 と は 別人 ) が 、 ア メリ 


カ の 右傾 化 に 警鐘 を 鳴ら す た め に この 小説 を 執筆 し た こと は 想像 に 
か た く な い )。 


と ころ が 、 読 者 も よく ご 存じ の よう に 、 そ れ か ら 数 年 の 間 に 国 際 
情勢 は 劇 的 な 変貌 を 遂げ る 。 この 本 が 翻訳 され た 八 九 年 に は 、 東 西 
冷戦 の 象徴 だ っ た ベル リン の 壁 が 崩壊 、 九 一 年 に は ソ連 も あっ け な 
く 解 体 し 、 米 ソ 対 立 と 第 三次 世界 大 戦 の 脅威 と いう 作品 の 前 提 そ の 
も の が 雲 散 霧 消し て し まっ た こと に な る 。 む ろ ん こ れ は 本 書 に 限っ 
た 話 で は な く 、 国 際 謀略 ・ ス パイ 小説 の ジャ ン ル 全体 が 壊滅 的 な ダ 
メー ジ を 被 こ うむ っ た わけ だ が 、 特 に この 小説 の 場合 、 原 書 の 刊行 
時 期 と 翻訳 の タイ ミン グ が 最悪 で 、 わ が 国 で は し か る べき 評価 を 受 
け そ こね た と いう つ 不 幸 な 過去 を 背負 っ て いる 。 


し か し 、 だ か ら と いっ て この 本 が と っ くに 賞味 期限 切れ で 、 ゴ ミ 
箱 へ 直行 か と いう と 、 そ れ は 大 間違い だ 。 た し か に 米 ソ 対 立 を 背景 
に し た 駆け 引き に 、 ち ょ っ と 鼻 は な 白 じ ろ ん で し まう つと ころ も な い 
で は な い が 、 こ の 小説 の 本 当 の 面白 さ は そん な と ころ に は な いか ら 
で ある 。 上 内 体 的 に いう と 、OF F 計 画 に 関わ る 当時 の 最新 情報 は 内 
容 が 古び て し まっ て 興 き ょ う を そ が れる が 、 図 書館 と いう 究極 の 謙 
報 機関 を めぐ る 五 里 表 中 の スト ー リ ー は 、 い ま 読 ん で も 抜群 に 面白 
いし 、 壮 大 な スケ ー ル の ホラ 話 と し て よく で き て いる 。 


それ どこ ろか 、 ポ スト 冷戦 期 の 情報 戦 を 先取 り し た サイ バー・ エ 
スピ オナ ー ジ ュ 感 覚 は 、 発 表 当 時 は 誇大 妄想 的 な 絵 到 事 か 、 ト ン デ 
モ 本 の 一 種 の よう に 受け 取ら れ て いた と し て も 、 イ ンタ ーネット が 
爆発 的 に 普及 し コン ピュ ー タ 端末 が 家電 と な りつ つ あ る 現在 の 目 で 
読 お と 、 め ちゃ くち ゃ リア ル に 感じ られ る は ず で ある 。 国防 総省 ペ 
ンタ ゴン の 高等 研究 計画 局 A R P A が 対 核 防衛 戦略 の 要 か な め と し 
て 開発 し た 全米 軍事 通信 ネッ トワ ー ク 「ARPA ネ ッ ト 」 が 、 イ ン 
ター ネッ ト の 前 身 で ある こと は よく 知ら れ て いる が 、 電 子 工学 エン 
ジニ ア の 経歴 も 持つ スタ ン ・ リ ー は 、 七 〇 年 代 か ら 八 〇 年 代 前 半 に 
か け て の コン ピュー タ 基 礎 技 術 の 長 足 の 進歩 を 熟知 し て いた に ち が 
いな い 。 


すでに 記し た よう に 、 本 書 は 十 五 年 前 の 作品 な の だ が [ この 解説 
は 二 〇 OO 年 四 月 の 再版 時 に 付 さ れ た も の ] 、 コ ンピュータ ・ ネ ッ 
トワ ー ク と 最 先端 テク ノロ ジー を 駆使 し た デジ タル 監視 シス テム の 
ヴィ ヴィ ッ ド な 描写 は 、 九 八 年 に 公開 され て 話題 に な っ た ハイ テ 
ク ・ サ スペ ンス 映画 『 エ ネ ミ ー・ オ プ ・ ア メリ カ 』 (トニ ー・ ス 


コッ ト 息 督 ) と 比べ て も まっ た く 朋 色 が な いと 思う 。 一説 に よる 
と 、 こ の 映画 で 披露 され た スパ イ ・ テ クノ ロジ ー の 大 半 は 、 技 術 的 
に は 二 十 年 前 か ら 可 能 な も の だ っ た らし い が 、 仮 に そう で あっ て も 
十 五 年 の タイ ムラ グ を 考慮 すれ ば 、 こ うし た 面 で の 本 書 の 予見 性 は 
驚く べき も の だ し 、 吉 い 換 えれ ば や っ と 作品 に 時 代 が 追い つい た こ 
と に な る 。 


せっ か く 引 き 合 い に 出 し た の で 、 も う 少 し 『 エ ネ ミ ー・ オ プ ブ ・ ア 
メリ カ 』 に つい て 人 朋 れ て お く と 、 こ の 映画 に 登場 し た こと で 広く 存 
在 を 知ら れ 、 全 米 の 観客 を 震 振 さ せ た 国 防 総省 の 情報 収集 機関 が 、 
ー 九 五 二 年 に 設立 され た 国家 安全 保障 局 N S A で ある 。 N S A の 主 
た る 情報 源 は 、 ア メリ カ を 盟主 と する アン グロ サク ソン 諸国 (UK 
U S A 協 定 国 ) が 世界 中 に 張り めぐ ら せ た 通信 傍受 シス テム 「 エ 
シュ ロン 」 で 、 ス パイ 衛星 を 管理 する 国家 偵察 局 N R O の 協力 も 得 
な が ら 、 無線 ・ 電 話 ・ テ レッ クス ・ イ ンタ ーネット 通信 ・ 海 底 ケ ー 
ブル ・ 軍 艦 の スク リュ ー 音 ・ ミ サイ ル の 発射 音 に 至る まで 、 地 球 上 
の あり と あら ゆる 通信 ・ 電 磁 信 号 を 傍受 し 、 解 読 す る こと を 目的 と 
し て いる と いう 。「 エ シュ ロン 」 と N S A の 活動 の 全貌 は 未 い まだ 
に 最高 機密 の ヴェ ー ル に 包ま れ て お り 、『 エ ネ ミ ー・ オ プ ・ ア メリ 
カ 』 の スタ ッ フ も 取材 を 拒否 され て 、 ジ ェ イ ムズ ・ バ パ バム フ ォ ー ド の 
著書 『 パ ズル ・ パ レス 。』( 八 二 ) の 記述 を 参考 に シナ リオ を 書い た 
そう で ある 。 N S A の 存在 は 、 本 書 で も ちゃ っ か り 図 書館 の ダシ に 
使わ れ て いる が (上 巻 六 六 真 ) 、 お そら く ス タン ・ リ ー も バム 
フォ ー ド の 内 幕 本 に イン スパ イア され た に ちがい な い 。 N S A の 活 
動 を モデ ル に し な が ら 、 さ ら に 想像 を ふく ら ま せ て それ を 上 回 る 図 
書館 と いつ 究極 の 謀 報 機関 を 構想 し た の で は な い だ ろ つか 。 


『 エ ネ ミ ー・ オ プ ブ ・ ア メリ カ 。』 は 、 国 家 的 規模 の 情報 管理 シス テム 
に よっ て 、 個 人 の プラ イバシー が た や すく 侵害 され る さま を 描い た 
作品 だ が 、 同 様 の 問題 意識 は 、 監 視 す る 側 の 視点 か ら 綴 られ た 本 書 
に も 、 隠 し テー マ と し て 組み 込ま れ て いる よう に 思う 。 テ クノ ロ 

ジー の 進化 に と も な い 、 国 家 に よる 監視 シス テム の あり よう も 大 き 
く 変 化し つつ ある 。 た と えば 姿 聴 と いう と 、 九 思 年 に 成立 し た 通信 
傍受 法 の 休 文 も そう な の だ が 、 未 だ に エン ジニ ア が つき っ きり で 

ヘッ ド フ ォ ン を 耳 に 押し 当て て 、 み た いな イメ ー ジ が つき まとっ て 
いる 。 し か し 、 そ うし た イメ ー ジ は アナ ログ 時 代 の 遺物 に すぎ な 

い 。 デ ジタル 通信 が 主流 に な っ た 現在 で は 、 む し ろ 膨 大 な デー タ の 
中 か らい か に 目的 の 情報 を ビ ピックアップ する か が 問題 な の だ 。 重要 
な の は リア ル タ イ ム の 監視 ・ 姿 聴 で は な く 、 コ ンピュータ に 鞭 積 さ 
れ た 過去 の デー タ に アク セス し て 、 そ れ を 効率 よく 検索 し 、TPO 


に 応じ て 再現 ・ 再 構成 する こと が で きる と いう 考え 方 で ある 。 本書 
で は ここ の と ころ が きっ ちり と 押さ えら れ て いて 、 国 家 に よる 情報 
管理 を 主題 と し た 小説 と し て 、 現 在 も アク チュ アリ ティ を 失っ て い 
な い 。 そ うい う 側 面 に お いて も 、 本 書 は アッ プ ・ ト ゥ ・ デ ー ト に 高 
い 評価 を 与え られ る べき だ と 思う が 、 読 者 の 感想 は いか が な も の で 
あろ つか 。 


残念 な が ら 、 こ こ で 枚数 が 尽き た 。 最 後 は ずい ぶん 硬い 話 に な っ 
て し まっ た が 、『 ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル 』 と いう 作品 の 型破り な 
面白 さ の 一 端 で も 、 読 者 に 伝わっ て くれ れ ば と 思う 。 作者 の スタ 
ン ・ リ ー は デビ ュー 作 で ある 本 書 に 続い て 、 第 二 作 『 ゴ ッ ド ・ プ ロ 
ジェ クト 。』( 九 〇 ) を 発表 し た が 、 そ の 後 本 国 で も 新作 は 出 て いな 
いよ うだ 。 ち な み に 『 ゴ ッ ド ・ プ ロジ ェクト 。』 の 方 は 、 タイ トル が 
如 に ょ 実 じ つ に 示し て いる よう に 、 本 書 の 奇想 を さら に 上 回 る ス 
ケー ル の で か い ホ ラ 話 な の で 、 こ の 本 が 気に入っ た 読者 は ぜひ 探し 
て 読ん で ほし い )。 


「 ボ ラー ル の 法王 」- も うつ ひとり の ルプ ラン 


ン 


ーー "殺人 四重奏 』 (ミッ シェ ル ・ ル プラ ン ) 


1 作者 に つい て 


ー 九 九 六 年 六 月 二 十 日 、「 ポ ラー ル の 法王 」 と 呼ば れる 男 が パリ 
で 急逝 し た 。 吉 き ょ う 年 ね ん ズ 十 六 歳 。 死 の 評 前 まで 、 フ ラン ス 届 
指 の ミス テリ 雑誌 「 ポ ボラ ー ル 」 の 編集 を 指揮 し て いた と いう 。 生前 
の 業績 を 稼 た た える た め に 故人 の 名 を 冠 し た 賞 が 創 計 婦 さ れ 、 ブリ 
ジッ ト ・ オ ベー ル " 森 の 死神 』 が 栄え ある 第 一 回 の 受賞 作 に 選ば れ 
た の は 、 そ の 翌年 の こと で ある 。 


日 本 で は 過去 の 作家 と いう イメ ー ジ が 強かっ た せい か 、 彼 の 計 報 
は ほとん ど 話 題 に な ら な か っ た ( それ 以前 に も 、 映 画 『 薔薇 の 名 


前 』( 八 年 、 アノ ー 台 上 ) の 共同 脚 本 に 参加 
し て いた らし い の だ が ) 。 そ も ぞ も フラ ンズ の ミス テリ ・ シ ー 


関す る 情報 が 之 し ! う え に 、 未 訳 作品 の 紹介 が と だ え 、 吉羽 の ある 
旧作 も あら か た 絶版 に な っ て し まっ た の だ か ら 、 彼 の 名 が 忘れ られ 
て いく の は 仕方 の な いこ と か も し れ な い )。 

晩年 は 本 国 で も 「 ネオ ・ ポ ラー ル の 法王 」( J 
マン シェ ッ ト ) の 名 声 の 除 に か すん で し まっ た よう だ が 、 「 ポ ラー 
ル の 法王 」 と いう 呼び 名 は けっ し て ダテ で は な か っ た は ず で ある 。 
彼 は 戦後 も っ と も 成功 し た ミス テリ 作家 の ひと り で ある と 同時 に 、 


評論 家 と し て も 大 き な 足 跡 を 残し 、 フ ラン ス ・ ミ ステ リ の 発展 と 向 
上 に 尽く し た 大 御所 的 存在 だ っ た の だ か ら 。 


彼 の 名 は 一 ミッ シェ ル ・ ル プラ ン 。 


ルプ ブラ ン の 消息 を 聞い て 、「 あ あ 、 懐 か し い 」 と 思う 人 は 、 負 
り の マニ ア か オー ルド ファ ン の 部 類 に 入る の で は な い だ ろ うか 。 
ちば ん 近い と ころ で は 、 一 九 九 四 年 に 社会 思想 社 の 現代 教養 文庫 
ら 『 パ リ は 眠ら な い 』 ( 六 六 ) が 翻訳 され た が 、 か つて ルプ ラン が 
初 紹介 され た 時 ほど の イ ン バ パク ト は な か っ た し 、 そ れ を きっ か け に 
再 評価 の 声 が 高まっ た と いう 噂 も 聞か な い 。 お そら く 、 初 め て 本 書 
を 手 に し た 若い 読者 に は 、 ま っ た く な じみ の な い 作 家 だ ろ つ か ら 、 
まず 簡単 な 経歴 を 記し て お く (以下 の 記述 は 、 お も に 創 元 推理 文庫 
旧版 の 厚木 淳 氏 、『 未 亡 人 』 ほ か の 負 木 豊 氏 の 解説 、 お よび ミッ 
シェ ル ・ ル プ ブラン 、Jean-Paul Schweighaeuser 共 著 の Le guide 
du 《Polar》 を 参考 に し た ) 。 


ミッ シェ ル ・ ル プラ ン ( 本 名 ミッ シェ ル ・ カ ド ) は 、 一 九 三 〇 年 
に パリ で 生ま れ た 。 大 学 入 学資 格 六 カロ レア を 得 た の ち 、 漫 画家 、 
ミュ ー ジ ッ ク ホ ー ル の 歌手 、 セ ー ル スマ ン 、 バ ー テ ン な どの 職 を 
転々 と し 、 五 三 年 順 か ら 小 説 を 書き 始め る 。 速 筆 で 知ら れ 、 デ 
ビュ ー 下 後 か ら 複数 の ペン ネー ム を 用 いて 作品 を 発表 し て いた が 、 
Caveau de famille ( 54 ) が 注目 され た の を きっ か け に 、 プ レス ・ 

ド ・ ラ ・ シ テ 社 の 《 謎 アン ・ ミ ステ ー ル 》 文庫 か ら 、 ルブラン 名 義 
の 第 一 作 Alias un tel (CTA の 秘密 捜査 員 リ チャ ー ド ・ サ ヴィ ル が 
活躍 する スパ イ 小 説 ) を 刊行 。 そ れ に 続く ルブラン 名 義 の 第 二 作 
『 殺人 四重奏 』 ( 本 書 ) で 一 九 五 六 年 度 の フラ ンス 推理 小説 大 賞 を 
受賞 し 、 一 躍 フ ラン ス ・ ミ ステ リ 文 壇 の 龍 児 と な っ た 。 


( 往 ) MM ルブラン と 日 本 語 で 書く と 、 ア ル セ ー ヌ ・ リ ュ パ ン の 生 
み の 親 モー リス ・ ル ブラ ン と まぎらわしい が 、 フ ラン ス 語 の 表記 で 
は 、Leblanc ( モー リス ) と Lebrun ( ミッ シェ ル ) で 、 ま っ た く ス 
ベ ペル が ちがう 。 と ころ が 、 ミ ッ シ ェ ル 氏 は 自国 で いち ば ん 好き な 推 
理 作家 と し て 、 モ ー リ ス ・ ル ブラ ン の 名 を 挙げ て いる か ら 面 白い 。 


「 子 供 の ころ か ら モ ー リ ス ・ ル ブラ ン と その 主人 公 ア ル セ ー ヌ ・ 
リュ パン の 影 絡 を つう けた 。 リュ ユ パン は 小説 の 主人 公 の あら ゆる 資格 
を 集め て いる 。 つ まり 、 姿 賊 で ある と 同時 に 捜査 貞 に も な っ て い 
る 」(「 作 者 と の 誌上 エン ター ヴ ュ 」/『 ミ ッ ド ウエ イ 水 爆 実験 』 
の 巻末 に 収録 ) 


また 彼 は ルブラン 名 義 の ほか に 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ル ノワ ー ル 、 ミ ッ 
シェ ル ・ ル クレ ル 、 オ リヴ ァ ー・ キ ング 、 ロ ー レ ンス ・ ネ ルソン 、 
ピエ ー ル ・ ア ン デ ュー ズ 、 ル ー・ ブ ラン な どの ペン ネー ム も 用 い 


た 。 前 の 三 つ は 、 プ レス ・ ド ・ ラ ・ シ テ 社 で 書き 始め る 以前 の も の 
で 、 こ の 時 期 の | 旧作 は 《 謎 》 文庫 か ら 出 し 直さ れ た 時 、 ル プラン 名 
義 に 改め られ て いる 。 


受賞 後 の ル ブラ ン は 、 《 謎 》 文庫 を ホー ム グ ラ ウン ド に 、 三 ヵ月 

に 一 冊 と いう 驚異 的 な スピ ー ド で 矢継ぎ早 に 長編 を 発表 、 そ の 作品 
は 次 々 と 映画 や TV、 ラ ジオ ドラ マ に 脚色 され た 。 彼 自 身 も 映画 や 
TV の シナ リオ を 手がけ 、 三 十 に な る や な ら ず で 、 フ ラン ス ・ ミ ス 
テリ 界 き っ て の 売れ っ 子 に の し 上 が っ て いく 。 


参考 まで に 、 こ の 時 期 の フラ ンス 推理 小説 大 賞 の 受賞 者 を 見 て い 
く と 、 フ レデ リッ ク ・ ダ ー ル 『 避 え る 旋律 』 ( 五 六 、 受 賞 は 翌年 
度 ) 、 フ レッ ド ・ カ サッ ク 『 日 曜日 は 埋葬 し な い 』 ( 五 八 ) 、 ユ 
ベー ル ・ モ ン テ イ エ 『 か まき り 』( 太 〇 ) 、 セ バス チア ン ・ ジ ャ プ 
リゾ 『 シ ン デ レラ の 詞 』 (ニニ ) な ど 、 錦 そう 々 そう た る メン バー 
が 顔 を そろ えて いる 。 ボ アロ ー& ナ ルス ジャ ッ ク の 成功 を きっ か け 
に 、 フ ラン ス の 新しい サス ペン ス 小 説 が 黄金 時 代 を 迎え て いた 頃 
で 、 当 時 の ルプ ラン は その 立て 役者 の ひと り だ っ た こと に な る 。 


と いっ て も 、 ル プ ブラン の 作風 は サス ペン スー 一 辺 倒 で は な い 。 前 記 
の リチャード ・ サ ヴィ ル が 活躍 する スパ イ 小 説 の シリ ー ズ (『 ミ ッ 
ドウ エイ 水爆 実験 。 ほか ) を 始め と し て 、 映 画 記 者 マッ クス ・ ベ ル 
サッ ク を 主人 公 に し た 軽 ハ バー ド ボ イ ルド (日 本 に は 未 紹介 ) 、 劇 作 
家 ア ラン ・ ヴ ィ ネ ル が 探偵 役 を 務め る 軽 本 格 ( 『 ま ち が え た 番号 』 
ほか ) 、 さ ら に 犯 因 小説 、 ユ ー モ ア 小 説 に も 手 を 伸ばす な ど 守 備 範 
囲 の 広 さ を 誇っ て いた 。 


多 作 な うえ に ジャ ン ル に こだわ ら な い 幅 広い 作風 の 持ち 主 だ が 、 
いずれ の 作品 に も 共通 する 特徴 と し て 、① 展 開 の テン ポ が 速い こ 
と 、 ぐ ② 最 終局 面 で どん で ん 返し が いく つも 用 意 さ れ て いる こと 、③ 
複雑 な プロ ッ ト を 破 は 綻 た ん な くま と め る 構成 力 に 秀 で て いる こ 
と 、 な ど が 拳 げ られ る 。 こ れ ら の 特徴 は ブリ ジッ ト ・ オ ベー ル に も 
当て は まる よう な 気 が す る が 、 ル プ ブラン の 場合 、 天 性 の 器用 さ に 加 
えて 、 青 年 時 代 に 積ん だ 豊富 な 経験 が 小説 の ディ テー ル を 支え て い 
る こと も 、 作 家 と し て の 強み の ひと つと いっ て いし いい だ ろう 。 さ ま ざ 
まな 人 種 が 集 つ どう カフ ェ や レス トラ ン の 描写 ひと つ 取 っ て も 、 実 
に 達者 な も の だ し 、 映 画 界 を 舞台 に し た 本 書 や 、 画 商 が 主人 公 の 
『 暦 作 』 な ど 、 内 幕 物 の 作品 に は 定評 が ある 。 


ルプ ブラ ン の 作品 が 映像 化 に 向い て いる の は 、 ま さ に こう し た 長所 
を 備え て いる か ら だ 。 ち な み に 本 国 フ ラン ス の みな ら ず 、 八 〇 年 代 
の 日 本 で も ルプ ラン の 原作 が TV ドラ マ 化 され た こと が ある 。 『 土 
曜 ワイ ド 劇 場 』 の 『 誘 惑 さ れ て 地獄 行き ・ 鮮 や か な ダブ ルト リッ 
ク 』( 作 一 、 テ レビ 朝日 ) と 、『" 木曜 9 時 の 女 』 の 『 不 倫 の 女 シ 
リー ズ ・ か り そ め の 未亡人 』( 八 三 、 テ レビ 朝日 ) が それ で 、 前 者 
は 『 罪 へ の 誘い 』、 後 者 は "未亡人 』 を 脚色 し た も の 。 た だ し 午 者 
は 未 見 な の で 、 出 来 の よし あし は わか ら な い 。 


ルブラン の 活躍 の ピーク は 一 刀 太 二 、 三 年 頃 で 、 一 時 、 病 気 そ の 
他 の 理由 か ら 執 筆 を 中 断 、 働 き ざ か けり の 年 齢 で ノル マン ディ の 田舎 
に 隠 い ん 棲 せ いし て 、 再 起 を 危ぶま れ た 時 期 も ある らし い ( 一説 に 
は 映画 、T V の 性 来 性 に 慕 観 し た せい と も いわ れる ) 。 その 後 、 七 
〇 年 代 に 入っ て か ら 執 筆 を 再開 し 、『 オ ー ト ルー ト 大 爆破 』( 七 
七 ) 、Le Geant ( 79 ) な どの 意欲 作 を 発表 、 健 在 ぶ ぷり を 示し た 。 前 
者 は 、 バ カン ス で 混み 合う オー トル ー ト ( フラ ンス の 高速 道路 ) を 
舞台 に 、 そ こ に 集う 人 間 和 群像 を カッ トバ ッ ク の 手法 で 描き な が ら 、 
クラ イマ ックス の 大 惨事 に 向け て 疾走 する パニ ッ ク 小 説 で 、 高 速 道 
路 を ひと つの 社会 に な ぞ ら えて 、 一 種 の 全体 小説 を 目指 し た 作品 と 
いえ る だ ろう 。 後者 は 未 訳 だ が 、 郊 外 の 大 型 ス ー パ ー が 地域 に も た 
ら す 影 絡 と いう テー マ を 、 同 心 円 的 な 構成 で 描い た 作品 。 こ の 二 作 
は 、 実 験 的 な 手法 と 社会 的 な 視野 を 兼ね 備え た ルプ ラン 後期 の 代表 
作 と し て 、 本 国 で は 高い 評価 を 受け て いる 。 


三 十 年 間 に 八 十 作 以上 の 小説 を 発表 し た ルプ ラン だ が 、 実 作者 と 
し て 活躍 し た の は 、 お も に 五 〇 ~ 七 〇 年 代 に か け て で 、 そ の 後 は お 
し ろ 、 評 論 家 、 オ ル ガ ナ イザ ー と し て の 活動 が 目立っ て いた よう で 
ある 。 一 九 人 七 年 に は 、 彼 の 全 著作 に 対し て ポー ル ・ フ ェ ヴ ァ ル 賞 
が 贈ら れ て お り 、 こ れ は そう し た 活動 も 含め て 、 功 労 者 的 な 評価 を 
受け た か ら だ ろう 。 「 EQ 」( 力 思 年 五 月 号 ) の 「 フ ラン ス ・ ミ ス 
テリ ー 傑 作 選 」 に 寄せ られ た 長島 良三 氏 に よる プロ フィ ー ル に は 、 
次 の よう な 記述 が ある 。 


ミッ シェ ル ・ ル プラ ン に は 作家 と し て の オ 能 の ほか に 、 リ ー ダ ー 
と し て の オ 能 が ある 。 こ ちら の オ 能 の ほう が 、 フ ラン ス ・ ミ ステ 
リー の 発展 に 大 きく 貢献 し た に ちがい な い 。 彼 は 一 九 六 四 年 に 《 潜 
在 推理 小説 工房 》 ( Ouvroir de litterature policiere potentielle : 通 


稼 OULIPOPO ウ リポ ボ / 引用 者 計 ) を 設立 し て 、 新 し い 作 家 た ち に 
ミス テリ ー を 研究 させ た り 、 実 験 的 な 作品 を 書か せ た !) し た 。 み ず 
か ら は 《 ミ ステ リー 年 負 》 (Lannee du Polar ) も 出版 し た 。 こ の 
《 ミ ステ リー 年 鑑 》) と いつ の は 、 そ の 年 に 出 た 内 外 の すべ て の ミス 
テリ ー を 網 維 し 、 そ れ ら の 作品 の 一 つ ひ と つ に 粗筋 を つけ 、 短 い コ 
メン ト を つけ 、 最 後に 点数 を つけ る と いう も の 。 ま た 、 ア ン ソ ロジ 
スト と し て いく つも の 短編 集 を 編ん で いる 。 


それ だ け で は な い 、 彼 は 《Polar ポ ラー ル 》 と いう ミス テリ ー 雑 誌 
も つく っ た (フラ ンス で は 、 ミ ステ リー の こと を roman policier あ 
る い は polar と いう が 、 最 近 若 い 人 た ち は ほ と ん ど が polar と いう つう 吉 
い 方 を する ) 。 こ の と きま で フラ ンス 語 版 《E QMM》 し か な か っ 
た し 、 こ の 雑誌 に は 翻訳 も の し か 載せ て いな か っ た た め 、 フ ラン ス 
人 作家 だ け の 短編 を 集め た 《Polar》 が 、 新 人 作家 た ち に 与え た 影響 
は 大 きい 。 


『 海 外 ミ ステ リー 事典 』 の 権田 萬 治 氏 の 紹介 に よれ ば 、 こ の 「 ポ 
ラー ル 」 と いう 雑誌 は 、 ルブラン の 盟友 フラ ン ソ ワ ・ ゲ リフ の 絹 集 
で 、 一 九 七 思 年 四 月 の 創刊 か ら 、 二 度 の 休刊 を 経 へ な が ら も 、 出 版 
社 を 変え て 発行 を 継続 し て いる と いう 。 そ の 誌面 は 、「 ア イリ ッ 
シュ 、 JJ トン プス ン 、 レ オ ・ マ レ 、 JLIMLI ケ イン な どの 欧米 の 推 
理 作家 の 資料 に 重点 を 置 き 、 イ ンタ ビュ ー、 未 発表 原稿 、 映 画 化 さ 
れ た 作品 一 覧 、 著 作 書誌 な どの ほか 、 突 っ 込ん だ 評論 な ど を 掲載 し 
た 。 ま た 、 映 画 、 本 、 テ レビ 、 マ ン ガ な ど に つい て の 時 評 コ ラム も 
連載 し 、 優 れ た 研究 誌 と し て 評価 され た 」 。「 ポ ラー ル ,」 誌 の 編集 
方 針 は 、 ル ブラ ン の 守備 範囲 の 広 さと 該 博 な 知識 を 如 実 に 反映 し て 
いる よう だ 。 


ルブラン 自身 の 編集 に な る 『 ミ ステ リー 年 氏 .』 は 、 一 九 八 〇 年 か 
ら 八 四 年 に か け て 、 出 版 社 を 変え な が ら 毎 年 刊行 され て いた 
LAlmanach du Crime が その 前 身 で ( 時期 的 に 重なっ て いる の で 、 

「 ポ ラー ル 」 創刊 と 連動 し た 企画 だ っ た の で は な いか ) 、 版 元 を ラ 
ム ゼ イ 社 に 定め 、LLAnnee du Polar と いう スタ イル に な っ た の は 、 
八 五 年 か ら で あ る 。 ル ブラ ン は 七 思 年 に 設立 され た フラ ンス の 推理 
小説 擁護 普及 団体 《8 1 3》 (正式 名 稼 は 、813 les Amis de 1a 
Litterature Policiere ) の 共同 発起 人 に も 名 を 列 つ ら ね て お り 、 こ の 
頃 か ら そ うし た 活動 に ウェ イト を 置く よう つう に な っ た こと が うか が え 
る 。 


( 計 ) ルブラン は また 翻訳 家 と し て も 活躍 し 、 エ ル モ ア GR 
ド 、 ウ ディ ・ ア レン 、 グ ルー チョ ・ マ ルク ス 、 ジ ョ ン ・ ア ー ヴ ィ ン 
グ 、 ジ ャ ッ ク ・ フ ィ ニ イ 、 ジ ェ イ ムズ ・M の 
グー ディ ス ( 『 深 夜 特捜 隊 』 の 作者 で 、 フ ラン ソ ワ ・ ト リュ ユ フ ォ ー 
監督 『 ピ アニ スト を 撃て 』 の 原作 者 ) ら の 作品 を 仏 訳 し た 。 


この ライ ン ナ ッ プ を 見 る と 、 ル プラ ン の 翻訳 が 映画 と 関わ り の 深 
い ア メリ カ 作 家 に 集中 し て いる こと が わか る 。 こ うし た こだわ り の 
姿勢 は 、 彼 が 書い た 小説 の 作風 と も 無 緑 で は な さそ うだ が 、 そ れ に 
つい て は 節 を 改め て 述べ る こと に し よう っ 。 


2『 終 人 四重奏 』 に つい て 


すでに 触れ た よう に 、 本 書 は 一 九 五 六 年 度 の フラ ンス 推理 小説 大 
賞 を 受賞 し た ミッ シェ ル ・ ル プラ ン の 出世 作 で あり 、 代 表 作 と いっ 
て いい だ ろう 。 ニ コラ ス ・ プ ブレ イク 『 野 獣 死 すべ し 』 と は 正反対 の 
手法 で 、 犯 人 探し の 謎 解き 興味 と 倒 紋 サス ペン ス の 交 力 を ミッ クス 
する の に 成功 し て お り 、 う が っ た 表現 を する な ら 、 フ ラン シス ・ ア 
イル ズ が "殺意 』 で 開拓 し た 領域 に 、 ア ント ニ イ ・ バ パ バークリー 名義 

『 毒 入り チョ コレ ー ト 事件 』 で 試み た 多重 解決 方 式 を 再 由 入 し た 
よう な 構成 の 作品 で ある 。 


本 書 で は 先 に 挙げ た ルブラン の 長所 が 遺 羽 な く 発揮 され て いて 、 
特に 中 盤 か ら 終 盤 に か け て どん で ん 返し を 連発 し 、 ひ ね り の 利 い た 
SS クラ シッ ク の 四 楽 章 ソ ナタ を 思わ せる プ 

ロッ ト の 構築 美 が いさ さか も 揺るが な い 。 作者 自身 、 お 気に入り の 
作品 だ っ た よう で 、 の ち に 訳者 か ら 「 あな た の 作品 で いち ば ん 好き 
な 作品 は ? 」 と 問わ れ た 際 に も 、 ル プラ ン は 本 書 の 名 を 挙げ 、「 以 
後 わ た し は 、 そ れ 以 上 の 成功 作品 を 書い た が 、『 級 人 四重奏 』 に は 
な つか し い 愛 情 を 抱い て いる 」 と 回 答 し て いる (前 出 作者 と の 誌 
上 イン ター ヴ ュ 」 より ) 。 


本 書 が 翻訳 され た の は 、 今 か ら 四 十 年 前 、 一 九 太一 年 の こと で あ 
る 。 日 本 の 読者 に と っ て ルブラン の 小説 は これ が 初 紹 介 だ っ た が 、 
戦後 フラ ンス ・ ミ ステ リ の 新しい 潮流 を 感じ させ る 作品 と し て 、 た 


い へ ん な 好評 で 迎え られ た よう だ 。 た と えば 、 当 時 『 宝 石 』 で 海外 
ミス テリ 時 評 「 みす て り い ・ が い ど 」(『 地 獄 の 読書 録 』 所 収 ) を 
連載 し て いた 小林 信彦 氏 は 、『 級 人 四重奏 』 に 五 つ 星 満点 中 、 四 つ 
星 の 高 得点 を 与え て 次 の よう に 評 し て いる 。 


最近 、 ミ ステ リ イ 好 き で 有名 な 人 に あう と 必ず 話 が 出る の が 、 こ 
の 小説 で ある 。 


この 作者 は 、 リ ノ ・ ヴ ァ ン チュ ラ 主 演 の スリ ラー 映画 の シナ リオ 
を 書く た め に 来 日 中 の 答 だ が 、 誰 か 会 っ た 人 が ある だ ろう か 。 探偵 
雑誌 が イン タビ ュ ウ を し な い の は 、 タ イマ ン の そし り を 免れ まい 
が 、 つ まり 、 そ れ ほ ど 日 本 で は 知ら れ て いな い 、 と いう こと か も 知 
れ め ぬ 。 


ー 品 に いえ ば 、 こ れ は ミス テリ イ 版 「 イ ヴ の 総 て 」 で ある 。 


か つて 、 自 分 を ひろ っ て くれ た スタ ー を 蹴 落 し て 、 ト ッ プ スタ ー 
の 座 に つい た シル ヴィ ー が 終 さ れる 。 シ ル ヴ ィ ー の 前 夫 と 、 シ ル 
ヴィ ー に 蹴 落 され た 女優 の 二 人 が 「 私 が 犯人 で す 」 と 自首 し て くる 
が 、 よ く 調 べ る と 、 級 人 方 法 が まる で 違っ て いる 。 


事件 の 記述 者 が 変る ご と に 、 事 件 は 二 転 、 三 転 し 、 最 後に は ちゃ 
ん と サゲ が ある 。 


三 カ 月 に 長 師 を 一 國 ず つ 書 く 人 だ そう だ が 、 同 じ 多 作 で も 、 ど こ 
が 面白 い の か サッ パリ 分 ら ぬ シム ノン と 違っ て 、 こ れ は 頂け る 。 


スト ー リ ー・ テ リン グ が 軽快 で ある と 同時 に 、 ス タイ ル が すご く 
気 が き いて いる 。 例 えば 、 シ ナリ オ ・ ラ イタ ー の 回 想 が シナ リオ 用 
語 で 書い て あっ た り 、 主 人 公 が 「 この 台詞 は プレ ヴェ ー ル 調 だ 」 と 
咳 いた り 、「 彼女 は 『 霧 の 波止場 』 の ミシェル ・ モ ル ガ ン みた いな 
ベレ ー を か ぶっ て いた 」 と いう 形容 が ある 。 ま た 、 エ ド ヴ ィ ー 
ジュ ・ フ ィ エ ー ル を ひど い コ トバ で コキ お ろ る し て お いて 、 こ れ は 作 
中 人 物 が そう 吉 っ た の で 、 作 者 の 意見 で は な い 、 と いつ う 「 計 」 が つ 
いて いた りす る 。 カ ー タ ー・ ブ ラウ ン と な らぶ オ 人 と いえ よう が 、 
プロ ッ ト が プラ ウン より し っ か り し て いる の が 強み で ある 。 こ の 本 
は 訳 も いい の で 、 こ うい う 訳 で ルブラン の も の を も う 少 し 読ん で み 
た いと 思う 。 


ルプ ラン な ん て 、 第 一 、 名 前 が いい じゃ な いで すか 。 


文中 、『 イ ヴ の 総 て 』 と ある の は 、 ジ ョ ゼ フ ・LL マ ン キ ー 
ウィ ッ ツ 監督 の 古典 的 名 画 "All about Eve" ( 一 九 五 〇 ) の こと 。 い 
うま で も な く 、『 サ ン セ ッ ト 大 通り 』 ( 五 〇 ) と 並ぶ 人 リウ ッ ド の 
バッ クス テー ジ 物 の 最高 傑作 で 、 女 優 志願 の 少女 イヴ ( アン ・ バ ク 
スタ ー ) が 利用 で きる も の すべ て を 偶 欲 に 利用 し 、 ベ テラ ン 女 優 
マー ゴ (ベティ ・ デ イヴ ィ ス ) を 踏み つけ に し て 、 ス ター の 座 を 得 
る まで を 回 想 形式 で 描い た 作品 で ある 。 


冒頭 、 権 威 ある 演劇 賞 の 授賞 式 で 栄冠 を 勝ち 取っ た イヴ を 見 つめ 
る マー ゴ と 、 周 囲 の 関係 者 た ち 。 彼ら の 胸中 は 穏やか で は な か っ 
た 。 「 観客 に は イヴ の 表 お も て の 顔 し か 見 えて いな い 。 で も 、 私 た 
ち は イ ヴ の すべ て を 知っ て いる 」 。 そ こ か ら 物 語 は イヴ と マー ゴ の 
出会い の シー ン へ と 遡 さ か の ぼっ て いく .……… 。 こ う 書 け ば 、『 毅 人 
四重奏 』 の プロ ッ ト が 『 イ ヴ の 総 て 』 を 下敷 き に し て いる こと は 明 
ら か だ ろう 。 本書 で も 、 ス ター 女優 シル ヴィ ー の 死 を 振り 出し に 、 
周囲 の 関係 者 が 彼女 と の 関わ り を 回 想 す る エピ ソー ド を オム ニ バ ス 
風 に 綴り な が ら 、 シ ル ヴ ィ ー と いう 悪女 の 肖像 と 宿命 的 な 未 路 を 
徐々 に 浮か び 上 が ら せ て いく と いう 手法 が 用 いら れ て いる の だ か 

ら 。 


( 計 ) 旧版 の 厚木 淳 氏 の 解説 に よれ ば 、 本 書 の 原題 Pleins Feux sur 
Sylvie は 、「 蜂 の 巣 に な っ た シル ヴィ ー 」 と いう 意味 だ そう だ が 、 
フラ ンス 語 の feu ( 英語 の fire に 当たる 。feux は 複数 形 ) に は 、「 射 
撃 、 発 砲 」 の ほか に 「 和 灯火 、 照 明 」 と いう 意味 も ある 。 こ の 題名 に 
は 「 (女優 と し て ) 脚光 を 浴び る シル ヴィ ー 」、 あ る い は 「 シ ル 
ヴィ ー の 人 物 像 に 多面 的 な 光 を 当て る 」 と いう ニュ アン ス も ある の 
で は な いか 。 


それ だ け で は な い 。 回想 形式 と いえ ば 、 ビ リー・ ワ イル ダー 釈 督 
の 『 サ ン セ ッ ト 大 通り 』 で も 、 同 様 の 手法 ( ブー ル に 浮か ん だ 男 の 
死体 の アッ プ か ら 、 物 語 が 過去 へ と フラ ッシュ バッ ク す る ) が 用 い 


られ て いる わけ だ が 、 ル プラ ン は 『 イ ヴ の 総 て 。 の みな ら ず 、 ワ イ 
ル ダ ー 作 品 の 方 も か な り 参 考 に し た よう な ふし が ある 。 


回 想 形 式 に 犯人 探し の 興味 を 盛り 込ん だ 点 が そう だ し 、 後 半 で 語 
り 手 を 務め る ミッ シェ ル ・ バ ロ オ と いう 青年 は 、『 サ ン セ ッ ト 大 通 
り 』 の 豪 恥 に 隠棲 する 往年 の 大 女優 (グロ リア ・ ス ワン ソン ) に 取 
り 入 ろう と する 若い シナ リオ ・ ラ イタ ー ( ウィリアム ・ ホ ー ル デ 
ン ) の 役柄 を 、 巧 み に 換 骨 奪 胎 し た キャ ラク ター に ほか な ら な いか 
ら だ 。 そ つう いう 意味 で 、 本 書 は " はじめに 八 リ ウッ ド あ りき 」 と 
いっ て も 、 け っ し て 過 吉 で な いよ うな 出自 の 作品 な の で ある 。 


小林 値 彦 氏 が 「 宝 石 」 の 時 評 の 中 で 、 シ ム ノ ン と カー ター・ プ ラ 
ウン を 引き 合い に 出し な が ら 、 フ ラン ス ・ ミ ステ リ の 大 御所 の シム 
ノン を くさ し て 、 ア メリ カン ・ ペ ー パ ー バ ッ ク ・ ラ イタ ー の 典型 の 
よう な 軽 ハ ー ド ボイル ド 作 家 ブ ラウ ン ( 実際 に は 、 イ ギリ ス 生 まれ 
の オー スト ラリ ア 作 家 な の だ が ) に 比較 し て いる 点 は 、 ル ブラ ン の 
作風 を 考え る うえ で も 、 ず いぶ ん 示唆 的 な こと の よう に 思わ れる 。 
こう し た 比較 か ら 明 ら か な の は 、 ミ ッ シ ェ ル ・ ル ブラ ン が フラ ンス 
の お 家 芸 的 な 心理 小説 の 伝統 より 、 八 リウ ッ ド 映画 や ジャ ズ 、 ハ ー 
ド ボ イ ルド 等 に 象徴 され る 戦後 アメ リカ 文化 の 強い 影響 を 受け た 世 
代 の 作家 だ と いう こと で ある 。 


ま ) 一 九 三 〇 年 生ま れ の ルプ ラン は 、. ジ ャ ン 
D 生 めのう ゴダール や クロ ー ド ・ シ ャ ブロ ル ( と も に 三 〇 年 生ま 


れ ) 、 クラン シワ トリ ュ フ ォ ー や ルイ ・ マ ル ( と も に 三 二年生 ま 
れ ) と いっ た ヌー ヴェ ル ・ ヴ ァ ー グ の 映像 作家 た ちと 同 世 代 で 、 脚 
光 を 浴び た 時 期 も 、 五 〇 年 代 後半 か ら と 重なっ て いる 。 


ルブラン 自身 、 映 画 界 と 関わ り が 深い こと を 思え ば 、 ひ ょ ん な こ 
と か ら ヌ ー ヴ ェ ル ・ ヴ ァ ー グ の 一 員 と し て 世に 出 て いて も お か し く 
な か っ た の で は な いか 。 フ レッ ド ・ カ サッ ク (二年生 まれ ) や セ 
バス チア ン ・ ジ ャ プリ ゾ ( 三 一 年 生ま れ ) に も そう いう つと ころ が あ 
る し 、 脱 線 つ いで に 吉 え ば 、 小 林 信 彦 ( 三 二年生 まれ ) も 彼ら と 同 
じ 世 代 に 属し て いる 。 だ か ら 、 波長 が 合う の は 当然 か も し れ な い 。 


フラ ンス の 暗黒 小説 ロマ ン ・ ノ ワー ル が ハー ド ボ イ ルド の 洗礼 を 
受け る こと に よっ て 誕生 し た こと は 周知 の 事実 だ が 、 一 九 五 〇 年 代 
以降 に 台頭 し た 心理 サス ペン ス 派 の 作家 た ち に も 、 ア メリ カ 文 化 の 
影響 が 色濃く 認め られ る 。 先行 者 の ボア ロー & ナル スジ ャ ッ ク に し 
て も 、 ウ ィ リ アム ・ ア イリ ッシュ や パト リッ ク ・ ク ェ ン ティ ン 、 パ 
トリ シア ・ ハ イス ミス 、 あ る い は ヒッ チコ ッ ク の 映画 に よっ て 、 サ 
スペ ンス の 可能 性 に 目 を 開か れ た と 吉 っ て いる の だ か ら ("推理 小 
説 論 - 一 恐怖 と 理性 の 弁証法 』 ) 。 つ まり 、 フ ラン ス の 戦後 サス ペン 
ス と いう ジャ ン ル は 、 基 本 的 に フラ ンス の 伝統 的 な 心理 小説 と 同時 
代 の アメ リカ ・ ミ ステ リ の 混血 児 に ほか な ら な い の だ が 、 当 時 の サ 
スペ ンス 派 の 作家 た ちの 中 で 、 も っ と も アメ リカ 的 な も の に 強く 憧 
れ 、 そ の 影響 を スト レー ト に 作品 に 反映 させ た の が 、 ミ ッ シ ェ ル ・ 
ルブラン だ っ た と いえ る の で は な いか 。 


ルブラン が アメ リカ へ の 憧 し ょ う 屋 けい を 作品 の 持ち 味 に し て い 
た の は 、 ル ブラ ン 名 義 の 第 一 作 が C T A の 秘密 捜査 員 を 主人 公 に し 
て いる こと や 、 ア メリ カ 人 風 の 別 名 義 を 用 いて いる こと 、 そ れ に ア 
メリ カ の 小説 を 数 多く 翻訳 し て いる こと な どか ら も うか が える だ ろ 
う 。 実際 、 ルプ ラン の 小説 に は アメ リカ の ミス テリ を か な り 研 究 し 
た らし い 痕 跡 が あっ て 、 一 例 を 挙げ る と 、 劇 作家 アラ ン ・ ヴ ィ ネ ル 
と その 妻 フ ロラ ンス が 活躍 する 連作 は 、 パ トリ ッ ク ・ ク ェ エン ティ ン 
の 《 パ ズル ・ シ リー ズ 》 (演劇 プロ デュ ー サ ー の ピー ター・ ダ ルー 
ス と 、 女 優 の 妻 ア イリ ス が 登場 する ) の フラ ンス 移植 版 的 な 雰囲気 
が 濃厚 な の だ 。 こ れ は た ぶん 、 た また ま 付 て し まっ た の で は な く 、 
最初 か ら 狙っ て 書い て いる ケー ス だ と 思う ( ク ェ ン ティ ン の 小説 
は 、 当 時 の フラ ンス で は か な り 人 気 が 高 か っ た よう で ある ) 。 


いつ の ま に か 、 話 が 『 毅 人 四重奏 』 か ら だ いぶ それ て し まっ た 
が 、 も う ひ と つ 本 書 の 構成 で 面白 い の は 、 シ ル ヴ ィ ー 肖 害 事 件 の 捜 
査 が 、 死 体 発見 当日 の 朝 八 時 か ら そ の 日 の 午後 八 時 まで 、 わ ず か 十 
二 時 間 の 出来 事 と し て 描か れ て いる こと だ ろう 。 事件 を 担当 する 
トゥ ッ サ ン 和 警部 は 、 前 夜 か ら の 睡眠 不足 を 訴え な が ら 、 一 刻 も 早く 
捜査 を 終わ ら せ て 、 家 に 帰り た が っ て いる の だ か ら 、 メ グレ 警視 の 
粘り 腰 と は えら いち が い だ 。 テ ン ポ の 速い 現在 進行 形 の 捜査 シー ン 
が 、 容 疑 者 た ちの 過去 形 の 告白 と 時 間 的 な 対比 を な すこ と に よっ 
て 、 オ ム ニ バ ス 風 の 回 想 形 式 が より いっ そう の 効果 を 上 げ て いる こ 
と は いつ まで も な いり 。 


トゥ ッ サ ン 警 部 は 、 ル プラ ン の 小説 の 常連 キャ ラク ター で 、 本 書 
以外 に も 、『 因 へ の 誘い 』『 モ ンタ ー ジ っ ュ 写真 』『 ま ち が え た 番 
号 』 な どの 作品 に 登場 し 、『 未 亡 人 』 に も 名 前 だ け 出 て くる 。 本書 
で は 、 狂 吉 回 し 的 な 役割 を 振ら れ て 少し 損 を し て いる が 、『 因 へ の 
誘い 』『 ま ち が え た 番号 』 の 二 編 で は 、 有 人 能 な 捜査 官 ぶ り を 発揮 し 
て 、 ち ゃ ん と 真犯人 を 追い つめ て いる 。 と びき り 強 烈 な キャ ラク 
ター と いつ うつわ け で は な い が 、 ル プ ブラン 作品 の 中 で は 、 わ けり と 象 に 
残る 好人 物 だ と いつ こと を 付け 加え て お く 。 


謎 艇 さ の 鬼 


ー "騙し 絵 の 村 』 (ジル ・ マ ゴー ン ) 


ジル ・ マ ゴー ン の 長編 が 訳 さ れる の は 、『 幸 運 の 逆転 』 ( エリ ザ 
ベス ・ チ ャ ッ プ リン 名 義 ) 、 ロ イド 首席 警部 & ヒル 部 長 刑 事 シ リー 
ズ の 『 パ ー フ ェクト ・ マ ッ チ ョ 』『 牧 師 館 の 死 』 に 続い て 、 こ の 『 騙 
し 絵 の 模 』 で 四 冊 目 を 数 える 。 紹 介 の 順序 は 行っ た り 来 た り し て い 
る が 、 本 書 は 一 九 人 七 年 に 発表 され た マ ゴ ー ン の 第 四 長 編 に 当たる 
の で 、 つ まい 具合 に 数 が そろ っ た こと に な る 。 


と いう つの も 、 こ の 作品 は 堂々 た る 本 格 派 の 四 番 打者 、 満 を 持 し て 
の 主砲 の 登場 と 呼ぶ に ふさ わし い 風 格 を そなえ た 傑作 に ほか な ら な 
いか ら だ 。 本書 の 圧倒 的 な 読後 感 、 九 回 軸 ツ ー ア ウト か ら 豪 快 な 逆 
転 サ ヨナ ラ 満 塁 ホ ー ム ラン を か っ と ば す よ うな 、 ラ スト 十 ペ ー ジ の 
目 も 略 く ら お は な れ わ ざ を 前 に する と 、『 パ ー フ ェクト ・ マ ッ チ 』 
の スマ ー ト な 切れ 味 も 、 小 粒 に 見 えて か すん で し まう 。 月 並み な た 
と えば か り で 申し 訳 な い が 、 そ れ ぐ らい 興奮 させ られ る 作品 な の で 
す よ 。 


シリ ー ズ 外 の 単発 作品 な の で 、 マ ゴー ン 未 体験 の 読者 に も めん ど 
くさ い 説 明 抜 き で 薦 す すめ られ る し 、 す で に 彼女 の 実力 と オ 能 の 片 
鱗 に ふれ て 注目 し て いる 読者 に も 、 本 書 は 決定 的 な イン パク ト を 王 
える だ ろう 。 十 三 年 前 の 作品 だ が [ この 解説 は 二 〇 OO 〇 年 十 二 月 の 
邦訳 時 に 付 さ れ た も の ] 、 現 役 バ リバ リ の 書き 手 に よる 正統 洲 パ ズ 
ラー と いう 意味 で は 、『 ホ ッ グ 連続 殺 人 』( WLILLI デ アン ドリ 
ア ) 以来 の マス ター ピー ス と いっ て も いい 。 こ の 『 騙 し 絵 の 棋 』 を 
きっ か け に 、 日 本 で も ジル ・ マ ゴー ン の 人 気 が い っ き に 爆発 する こ 
と は 確実 で ある 。 


こと に 英 米 黄金 時 代 の パ ズ ラ ー の 魅力 に 取 ! り つか れ 、 現代 本 
格 」 と 呼ば れる 諸 作 品 に 対し て 、 今 いち 物足りな い 思 い を 抱き つづ 
け て いる コン サヴァ ティ ヴ な 読者 か ら 、 拍 手 喝 補 を も っ て 迎え られ 
る の で は な い だ ろ つう か 。 本 書 の プロ ッ ト の と び 抜 けた 巧妙 さと 練り 
込み の すご さ は 、 ク リス ティ 、 プ ブラ ンド の 二 大 女流 の 傑作 に 比 計 す 
る と いっ て も 過 吉 で は な いか ら だ 。 マ ゴー ン の ゴ 能 に 惚れ 込ん だ 森 
英俊 氏 な ど は 、 本 書 を 評 し て 「 戦 後 の 本 格 ミ ステ リ の ベス トス リー 
に 入る ほど の 傑作 で ある 」 (『 世 界 ミ ステ リ 作 家事 典 [ 本 格 派 
騙 ] 』 ) と 絶賛 し て いる 。 さすが に 私 は そこ まで 断 吉 する 勇気 は な 
いけ れ ど 、 少 な く と も 過去 四半 世紀 ( クリス ティ 亡き 後 、 と いっ て 
も いい ) の ベス トス リー に 入る こと は まち が いな いと 思う 。 


思わ ず ハ リセ ン の 音 が 聞こ えて きそう な 書き 出し に な っ て し まっ 
た が 、 斉 解 の な いよ う 吉 い 添 えて お く と 、 ジ ル ・ マ ゴー ン は けっ し 
て 古 色 蒼 然 た る 「 昨 日 の 作家 」 で は な い 。 彼女 の 経歴 や 作風 に つい 
て は 、 創 元 推理 文庫 既刊 の 森 英 俊 、 三 橋 暁 両氏 の 解説 を 参照 し て も 
ら つ うつ こと に し て 、 そ こ に も ある よう に 、 マ ゴー ン は 伝統 的 な フー ダ 
ニッ ト に 主眼 を 据え な が ら 、「 リ アル な 人 間 の リア ル な 関係 を 描こ 
うと する 」 まぎれ も な いい! 現代 ミス テリ の 書き 手 な の で ある 。 「 男 女 


の 構 徴 に じ て い る と い 風 三橋 暁 ) は 
7 当 科 出 の 入 人 小曲 あめ ウォ ー マ ッ ト を 自在 に 使い ご な し て 
出生 REUD の ジリ ー ズ を 見 れ ば 、 マ ゴー ン の 今日 的 な スタ ン 
ス と セン ス の よさ は 明らか だ 。 


ノン シリ ー ズ の 本 書 に し て も 、 伝 統 的 な フー ダニ ッ ト を 支え る 古 
風 な シチュ エー ショ ン が 、 た と えば コー ジー 派 の よう な 形 で 現代 に 
時 る わけ で は な いし 、 あ る い は ピー ター・ ラ ヴ ゼ イ の 『 猟 犬 クラ 
プ 』 み た い に 、 あ か ら さ まな パロ ディ と し て 描か れる わけ で も な 
い 。 で は どう いう も の か と いう と 、 い ちば ん 近い の は 、 陰 影 を 帯び 
た 存在 感 の ある キャ ラク ター が 、 絵 室 事 で な い 背 景 と 屈折 し た 人 間 
関係 の 中 で 探偵 役 を 務め る 、 六 〇 年 代 の DLIMLI デ ィ ヴ ァ イ ン の 路 
線 で は な い だ ろ うか 。 


本 書 の 主人 公 ビ ル ・ ホ ルト は 、 デ フォ ルト の 名 探偵 や プロ の 警察 
官 で は な く 、 本 来 は 市 井 の 平 凡人 で ある 。 と ころ が 彼 は 、 幼 な じみ 
の アリ ソン と 私 立 探偵 を 殺し た 疑い で 逮捕 され 、 無 実 の 央 で 終身 刑 
を 宣告 され て し まう 。 十 六 年 間 服役 し た 後 、 仮 釈放 で 出獄 し た ホル 
ト は 、 自 分 を 陥れ た 真犯人 を 見 つけ 出し 、 復 税 を 果たす た め に 生ま 
れ 育 っ た 街 へ 帰っ て くる (辛酸 を な め た 主人 公 が 故郷 の 駅 に 降り 立 
つ 巻 頭 の 描写 は 、 デ ィ ヴ ァ イ ン の 『 ロ イス トン 事件 』 の タッ チ を 思 
わせ る ) 。 容疑 者 は か つて の ホル ト の 仕事 仲間 で あり 、 家 族 で あっ 
た (グレイ ストーン ) 社 の 役員 た ち -。 


マ ゴ ー ン は 冒頭 か ら お 得意 の カッ トバ ッ ク の 手法 を 駆使 し て 、 過 
去 の 殺人 (一 九 七 年 ) と 現在 の 再 捜査 ( 八 六 年 ) を 交錯 させ 、 読 
者 を 用 意 周到 な 謎 解き 空間 へ 引き ずり 込ん で いく 。 さ り げ な い 記 述 


の 中 に も 、 事 件 解決 の 伏線 が ちり ば め ら れ て いる の で 、 油 断 で き な 
い 。 こ れ が アメ リカ の 同 傾向 の 作品 な ら 、 肉 体 的 な 暴力 に 訴え る 場 
面 が 出 て くる の に 対し て 、 ホ ルト は 容疑 者 に 心理 的 な プレ ッ シ ャ ー 
を か ける 程度 で 、 ( ある シー ン を 除い て は ) スト イッ ク な 探求 者 の 
態度 を 月 さ な い 。 


服役 中 に 遺産 を 相続 し て 金 に は 困ら な い 設 定 な の に 、 大 が か りな 

罠 を 仕掛 け て 真犯人 を あぶ り 出 そう と する わけ で も な いし 、 事 件 の 
黒幕 が 彼 の 口 を ふさ ご うと し て 自ら 墓穴 を 掘る よう な 腰砕け の 展開 
に も な ら な い 。 ホ ルト は 出所 後 の 衣 食 住 だ け 確保 す る と 、 そ の 足 で 
(グレ イス トー ン ) 社 の 月 例 役員 会 議 に 乗り 込み 、 犯 人 探し へ の 協 
力 を 取り つけ る 。 あ と は た だ 、 ひ た すら 事件 の 関係 者 へ の 尋問 と 証 
吉 内 容 の 検討 を 繰り 返す だ け な の だ 。 彼 の 無実 を 信じ て 再 調査 に 協 
力 する 女性 記者 ジャ ン が 、 再 三 リ ラッ クス する よう に 説得 し て も 、 
まっ た く 耳 を 傾け よ つ うと は し な い !。 


つま り ホ ルト は 、 復讐 の 一 念 に 凝り 固まる あま り 、 純 度 百 パ ー セ 
ント の 推理 マシ ー ン 、 文 字 通り 「 謎 解き の 鬼 」 と 化し て し まう わけ 
で ある 。 ア マチ ュ ア 探偵 が 物語 を 支配 する 必然 性 と し て 、 こ れ 以 上 
強力 な 設定 は 考え られ な し い 。 


本 書 で 扱わ れる 過去 の 毅 人 が 一 九 七 〇 年 に 起こ っ た こと に な っ て 
いる の は 、 た ぶん その 前 年 の 十 二 月 、 イ ギリ ス 議 会 が 一 般 刑 法 犯 に 
対す る 死刑 の 廃止 を 決め た か ら だ ろう 。 そ う で な けれ ば 、 主 人 公 は 
二 件 の 課 級 で 死刑 を 宣告 され て いた は ず だ か ら 、 こ の 小説 の 設定 は 
それ 以前 に は 成立 し な か っ た こと に な る の で は な いか 。 ま た これ は 
偶然 か も し れ な い が 、 ホ ルト が 収監 され て いた 十 六 年 間 と いう の 
は 、 い わ ゆ る 「 英 国 病 」 が 深刻 化し て 、 イ ギリ ス 社 会 が どん 底 を 迎 
えて いた 時 期 と も 重なっ て いる 。 


ちな み に イ ギリ ス 初 の 女性 首相 サッ チャ ー の 登場 が 七 九 年 、 
フォ ー ク ラン ド 戦 争 は 八 二 年 の で き ご と で ある 。 ロ ンド ン 市 場 が 国 
人 金融 セン ター と し て 活気 を 取り 戻す きっ か け に な っ た 証券 取引 所 
の 改革 、 い わ ゆ る 「 ビッ グ バ ン 」 が スタ ー ト し た の は 八 玉 年 十 月 の 
こと だ か ら 、 イ ギリ ス 和 経済 の 復興 と 主人 公 の 人 生 の 浮き 沈み が 歩 語 
を 合わ せ て いる よう に 読め な くも な い 。 


こう いう と ころ は 、 意 図 す る と し な いと に か か わら ず 、 ジ ル ・ マ 
ゴー ン が 現代 社会 の さま ざま な 動き に 敏感 な 書き 手 で ある こと の 証 


左 と いえ よう 。 も っ と も 、 十 六 年 ぶり に シャ バ に 出 た ホル ト が 「 今 
浦島 」 的 な 感 慌 を 持つ 場面 は あっ て も 、 そ うし た 時 代 の 推移 に 関す 
る 記述 は 必要 最小 限 に 宮 えら れ て いる 。 お むし る ろ 作 者 の 筆 は 、 こ れ ま 
で に 紹介 され た 作品 と 比べ て も 、 よ り い っ そう 古風 な パ ズ ラ ー の シ 
チュ エー ショ ン を 描く こと に 徹し て いる よう だ 。 も ちろ ん 現代 的 な 
要素 も 見 逃 せ な い の だ が 、 そ れ を 料理 する 際 の 作者 の 手つき が 、 い 
い 意 味 で も の すご く 古 風 な の で ある 。 


ー 例 を 挙げ よう 。「 ス トー キン グ ・ ホ ー ス 」 と いう 原題 は 、 隠 れ 
馬 ( 獲物 に 忍び 寄る た め に 猟師 が 身 を 隠す 馬 、 ま た は 馬 形 の 物 ) を 
指す 吉 葉 だ が 、 転 じ て 、 口 実 、 見 せ か け と いう 意味 に も 用 いら れ 
る 。「 レッ ド ・ ヘ リン グ 」 (猟犬 の 注意 を そら す た め の 赤い 鯨 に し 
ん ) が ミス ディ レク ショ ン の 意 で 使わ れる の と 似 た よう な 含み が あ 
る わけ で 、 要 する に こう つい つう タ イト ル を つけ る の は 、 「 読者 よ 其 か 
る る な か れ 」 と 自信 満々 で 挑戦 状 を た た きつ け て いる に 等 し い 。 そ 
れ も 照 れ 隠 し や 思わ せ ぶ り と か で は な く 、 本 書 の 場合 、 マ ゴー ン は 
た ぶん 本 気 で 読者 に 挑ん で いる 。 


その こと は 、 語 り 口 の 選択 に も 関連 し て いる よう だ 。 森 英 俊 氏 は 
マ ゴ ー ン 作品 の 特徴 の ひと つと し て 、「 各 章 を 短く 区 切り 、 三 人 称 
に 一 人 移 の 視点 を 加え 、 関 係 者 の 心理 の 一 部 を 描写 する 」 と いう 叙 
述 の テク ニッ ク を 指摘 し て いる 。 関係 者 の 心理 所 写 の 中 に 犯人 の 視 
点 を まぎれ 込ま せ 、 ダ ブル ・ ミ ー ニ ング を 駆使 し て 読者 に それ と 悟 
ら せ な い ク リス ティ 、 プ ブラ ンド 中 系 の 高等 技術 で 、 マ ゴー ン は この 
技法 を 自家 薬 籠 中 の も の と し て いる の だ が 、 本 書 で は あえ て その 得 
意 技 を 封じ 、 探 偵 役 で ある ホル ト の 視点 か ら の み 事 件 を 描い て い 
る 。 吉 い 換え れ ば 、 小 手先 の テク ニッ ク に 頼ら な いで 、 真 っ 向 か ら 
ガチ ンコ の 真剣 勝負 を 挑 も うと いう 態度 の 表れ で は な いか 。 


こう いう 態度 は 、 下 手 を する と アナ クロ に な りか ね な いと ころ だ 
が 、 八 〇 年 代 後 半 の 作品 と し て そん な に 違和感 が な か い の は 、 そ も そ 
も 主人 公 自 身 が 、 過 去 か ら 上 っ た 亡霊 の よう な 人 物 と し て 造形 され 
て いる せい だ ろう 。 気取っ た 吉 い 方 を すれ ば 、 黄 金 期 と 現代 の 時 代 
的 隔たり が 、 ビ ル ・ ホ ルト の 失わ れ た 十 六 年 の 歳 月 に 二重化 され て 
いる わけ で 、 最 近 ト マス ・ HLI] ク ッ ク も 似 た よう な 手法 を 繰り 返し 
使っ て いる の だ が 、 ま あ 本 書 に 関し て は 、 そ うい う 小 ざか し い 理 屈 
は 不要 か も し れ な いしい!。 


ホル ト は 仮釈放 中 の 身 だ か ら 、 な る べく 警察 と の 接触 は 避け た 
い 。 だ か ら 、 警 察 の 捜査 活動 が 過去 の ファ イル に 綴 じ 込ま れ て 、 現 
在 の 物語 に まっ た く 介 入 し な いこ と に も ちゃ ん と 理由 づけ が な され 


て いる 。 こ れ は 古風 な パ ズ ラ ー を 書く た め の 技 法 的 な 要請 か らき た 
設定 だ ろう し 、 ホ ルト の 執念 と 焦燥 感 が 、 謎 解き 一 頁 線 の プロ ッ ト 
に 人 息 詰 まる サス ペン ス を も た らし て いる の は 、 い うつ まで も な いこ と 
で ある 。 


だ が 、 そ れ だ け で は な い 。 探偵 役 を 見 舞っ た 慈 惨 な 境 遇 も 、 練 けり 
に 練っ た プロ ッ ト の 効果 を 最大 限 に 高め る た め 、 マ ゴー ン が 打っ た 
周到 な 布 生 に ほか な ら な い 。 読者 は 知らず 知 ら ず の うち に ホル ト に 
感情 移入 し て 、 事 件 を 彼 の 目 を 通し て 再 構成 する よう に 仕向 けら れ 
て し まう 。 家族 も 同然 の 近しい 人 々 に 裏切ら れ て いた こと を 知り 、 
次 々 と 明らか に され る 新 事実 を 前 に し て 、 か つて の 自分 の 吊 か さ に 
身 み 問 も だ えす る ホル ト 。 そ の 悔し さと や りき れ な さま で 、 ア リ ソ 
ン 角 し の 真相 か ら 読 者 の 注意 を そら す ミ ス デ ィ レ クシ ョ ン と し て 利 
用 する の だ か ら 、 胃 お そる べし マ ゴ ー ン 、 と いう より ほか は な い 。 


四 週 間 に わ た る ホル ト の 捜査 は 、 行 く 先々 で 二 転 三 転 し 、 容 疑 者 
た ちの 離 が 犯人 で あっ て も お か し く な い 。 読者 は ほとん ど 五 里 到 中 
の 状態 で 、 い よい よ ク ライ マッ クス に な だ れ 込 ん で いく の だ が 、 つ 
い に 真 相 に 達し た ホル ト は ジャ ン を 連れ て ふた た び ひ 役 員 会 議 に 乗り 
込み 、 戦 々 恐 々 と する 容疑 者 一 同 を 前 に し て 、 


「 さて 皆さん 、 今 こそ 真犯人 を - 一 」 


と や り 始 め る 。 こ こ で ニヤ リ と する 読者 も 少な く な い だ ろ つう 。 こ 
の あま り に も 古風 で 、 大 時 代 な 本 格物 に つき も の の 「 大 団 円 」 に 突 
入 し て か ら が 、『 騙 し 絵 の 棋 』 と いう 作品 の 最大 の 見 せ 場 で ある 。 


ホル ト の 幕開け の 台詞 が また すご い 。 「 五 千 八 百 二 日 間 。 そ れ だ 
け の 期間 を 、 お れ は 刑務 所 の 中 で すご し た 」「 普通 と は 逆 の 順番 だ 
一 最初 が 地獄 。 次 が 四 週 間 の 精 獄 。 そ し て 今日 が 、 人 生 最 初 の 日 
だ 」( 二 六 六 具 ) 


モン テ ・ ク リス ト 伯 も か く や 、 と いう ぐら い の 大 見 得 で は な い 
か 。 


これ だ け の 大 見 得 を 切っ て 、 肝 心 の 謎 解き が ショ ボ か っ た ら 、 目 
も 当て られ な いこ と に な る の だ が 、 本 書 に 関し て そん な 心配 は いっ 
さい 無用 で ある 。 ロ イド & ヒ ル ・ シ リー ズ の 上 學 訳 作 で は 、 解決 編 は 
も っ と 小 味 な 演出 を し て いる か ら 、 マ ゴー ン も この プロ ッ ト に は よ 


ほど 自信 が あっ た の だ ろう 。 と に か く こ の 大 団 円 に 見 られ る テ > 
ショ ン の 高 さ は 、 尋 常 で は な い 。 


作 中 に 「 読者 へ の 挑戦 」 が 挿入 され て いる わけ で は な い が 、 マ 
原 ン は 伝統 的 な フー ダニ ッ ト の 作法 通り 、 き ちん と 読者 の 前 に 手 
袋 を 投げ て よこ す - 一 それ も 二 度 に わた っ て 。 最初 の チェ ッ ク ポ イン 
ト は 、 ホ ルト が 役員 会 議 に 乗り 込む 17 章 ( 二 五 八 頁 ) の 手前 で 、 こ 
れ は 話 の 自 取 りか らい っ て も 定石 で ある 。 こ の 段階 で 解決 に 必要 な 
すべ て の デー タ は 出そろっ て いる が 、 真 相 を 見 抜く の は 至難 の 業 だ 


ご 
つう 。 


ホル ト は 容疑 者 た ち を それ ぞ れ 犯人 と 見 立て た 推理 を 順 繰り に 開 
陳 し 、 動 機 と 機会 の 両面 か ら 検討 を 加え て 、 ひ と り ひ と り そ の 可能 
性 を 否定 し て いく 。 エ ラリ ー・ ク イー ン 風 の 消去 法 と は 趣 が 異な る 
が 、 そ の 否定 の 根拠 に も いろ いろ 工夫 が 凝ら し て あっ て 面白 い 。 と 
ころ が 、 物 語 が 大 詰め を 迎え て も 、 マ ゴー ン は 最後 の 切り 札 を 伏せ 
て いる の だ 。 


「 だ が 」 ホ ルト は か まわ ず に 喜 っ た 。「 お れ は どこ で 間違っ た の か 
気づい た 」( 二 八 思 頁 ) 


あな た が 辛抱 強い 読者 な ら 、 右 の 引用 部 分 で 手 を 止め て 、 も う 一 
度 マ ゴー ン の 仕掛 けた 謎 に チャ レン ジ す る こと を お 勧め する 。 比 
較 、 照 合 、 評 価 。 け っ し て 次 の ペー ジ を めく ら な いよ うに ! た だ 
し この 箇所 で 読む の を 中 断 し よう と 思っ た ら 、 よ ほぼ ほど の 妨 耐 力 が 必 
生生 白 す る と 、 私 は 我慢 で き な か っ た 。 そ し て 、 

里 霧 中 の まま 、 次 の ペー ジ の 最後 の パラ グラ フ を 読ん だ 瞬間 、 目 
PP 


ここ に 至っ て 、 ホ ルト の 推理 は 事件 を 根底 か ら ひ っ くり 返し て し 
まつ うつ 。 も ちろ ん それ 自体 驚き な の だ が 、 こ の 小説 の 書き 方 で は 、 そ 
れ は ちょ っ と 無理 筋 で は な いか 、 ど うつ や っ て 収拾 を つけ る ん だ ? 
と 思わ せる よう な ひっ くり 返し 方 な の で ある 。 に も か か わら ず 、 真 
の 解決 編 は それ か ら 十 ペー ジ 足 ら ず で 終わ っ て し まう 。 


最後 の 19 章 の 謎 解き は 、 ま さ に 鳥肌 モノ 。 マ ゴー ン は も の すご く 
手 の 込 ん だ アク ロバ ッ ト を 披露 し て 、 完 劇 な きま で に 読者 を ノッ ク 


アウ ト し て し まう 。 畳み か ける よう に 圧縮 され た 十 ペ ー ジ 足ら ず の 
解決 の 中 に 、 三 角 跳 び ひみ た いな ロジ ッ ク の 飛躍 が あり 、 あ る い は 容 
疑 者 を 消去 する た め に 用 いら れ た 手がかり が 、 そ の まま 犯人 を 指摘 
する 決め 手 に 反転 する と いう 超絶 技巧 の は な れ わ ざま で 用 意 さ れ て 
いる 。 説明 に 費やさ れる 枚数 を 最小 限 に 切り つめ て いる 分 、 全 編 に 
張り めぐ ら さ れ た 伏線 の 妙 が し っ か り 脇 を 固め て いる し 、 逆 に この 
くだ けり は 下手 に 説明 し すぎ る と 、 あ まり に も あく どす ぎる 印象 を 与 
え か ね な し り 。 


あら た め て 解決 編 を 最初 か ら 読 み 邊 す と 、 そ こ に 至る まで の ホル 
ト の 長 広 舌 も 、 こ の 圧縮 され た ラス ト へ の 布石 で あり 、 伏 線 と 手 が 
か り の お さら い の 役 目 を 果たし て いる こと が わか る 。 た だ 単に ブラ 
ンド ば り の 複数 の 推理 を 開陳 し て 、 テ クニ ッ ク を 誇示 し て いる だ け 
で は な い 。 ギ リ ギ リ ま で 削ぎ 落と し た 一 撃 必 殺 の 解決 に 必要 な 推理 
の ポイ ント を あら か じ め 読 者 に 確認 し 、 心 の 準備 を させ よう と いう 
気配 りな の だ 。 マ ゴー ン が 二 度 に わた っ て 読者 に 挑戦 し て いる と い 
うつ の は 、 正 確 に は そう いう 意味 で ある 。 


そし て 、 こ れ だ け の 手間 暇 を か けた か ら こ そ 、 最 後 の 最 後 で くっ 
きり と 立ち 上 が る 構想 の 鮮やか さと 抜け 目 な さ 。 ミ ス デ ィ レ クシ ョ 
ン の 使い 方 と いい 、 マ ゴー ン が クリ ステ ィ の 作風 を 強く 意識 し て い 
る の は 誰 の 目 に も 明らか だ ろう が 、 こ の 『 し 絵 の 棋 』 を 読む と 、 
彼女 が 凡 百 の クリ ステ ィ ・ フ ォ ロ ワー と は 比較 に な ら な い ほ どの 高 
み に 達 し て いる こと が わか る 。 内 容 に 触れ る の で あま り 詳 し く は 書 
け な い けれ ど 、 本 書 は 『 鏡 は 模 に ひび 割れ て 』 以 来 、 ク リス ティ の 
お 気に入り の パタ ー ン と な っ た ある 謎 の 趣向 に マ ゴ ー ン が 挑戦 し た 
作品 だ と いっ て いい い 。 の みな ら ず 、 こ の 謎 は まっ た く 一 筋 縄 で は い 
か な いや けり 方 で 処理 され て いて 、 そ の 処理 の 仕方 が や は けり 、 い か に 
も クリ ステ ィ 的 な の だ 。 


いう な れ ば クリ ステ ィ 的 な 着想 と テク ニッ ク を た すき 掛け し た よ 
うな プロ ッ ト で 、 け っ し て 複雑 な トリ ッ ク を 弄 し て いる わけ で は な 
い の に 、 あ る 一 点 を きっ か け に 事件 の 構図 が が ら り と 様変わり し て 
し まう 本 書 の ケレ ン の 見 事 さ に は 、 読 者 は も ちろ ん 、 本 家 の 女 王 隊 
下 で さえ 舌 を 巻く の で は な い だ ろ つか 。 


最後 に も うつ ひと つ 、 蛇 足 め いた こと を 。 
これ に 先だって 『 牧 師 館 の 死 』 を 読ん だ 時 、 事 件 が 地味 な つえ 


に 、 容 疑 者 た ちの 心理 描写 が くど すぎ る よう な 気 が し て 、 謎 解き の 
切れ 味 に 欠け る 印象 を 持っ た 覚え が ある 。 し か し 今回 、 本 書 を 読 
で 少し 考え を 改め る 必要 に 人 迫 ら れ た 。 一 日 に 限ら れ た 関係 者 の 中 で 
容疑 が 転々 と と す る フー ダニ ッ ト と いっ て も 、『 騙 し 絵 の 棋 』 と 『 牧 
師 館 の 死 ,。 で は 、 ま っ た く 方 向 性 が 異な っ て いる 。 あ る 意味 で は 、 
正反対 と いっ て も いい!。 


『 牧 師 館 の 死 , は 、 本 書 の 次 に 書か れ た 第 五 長編 だ が 、 そ こ で マ 
ゴー ン が 心理 の 綾 を 重視 し た 濃密 な 人 間 ド ラマ を 描い た の は 、『 鹿 
し 絵 の 橋 』 に 最も 不足 し て いた 部 分 を 補い た いと いう 野心 が あっ た 
せい で は な い だ ろ うか 。 仮 に そう だ と すれ ば 、 ひ と つの パタ ー ン に 
充足 する こと な く 、 伝 統 的 な フー ダニ ッ ト の 可能 性 を さら に 広げ て 
いこ うと する アグ レッ シ ヴ な 作者 の 姿勢 を 、 あ ら た め て 見 直さ な け 
れ ば な ら な いよ うな 気 が する 。 


作家 オー サー、 脚 本 家 ラ イタ ー、 編 集 者 エ 
ディ ター、 探 偵 ス ルー ス 


ーー 2B 昌 計 レ シンター ョ て エラ リー クイ ニシ ) 


すぐ れ た 実 作者 で ある と 同時 に 、 偉 大 な 編集 者 で も あっ た エラ 
リー・ ク イー ン は 、「 ミス テリ の アン ソロ ジー は 、 種 々 雑多 な ス 
トー リー の 単なる 寄せ 集め で は な く 、 中 心 的 な コン セプト や テー マ 
で 特徴 づけ られ た 有機 的 統一 体 で な けれ ば な ら な い 」 と いう 考え の 
持ち 主 で し た 。 『 犯罪 カレ ンダ ー。』( 一 九 五 二 ) は 、 そ うし た 持論 
が 自作 に 適用 され た 初め て の 短編 集 で 、 本 全体 を 一 年 間 の カレ ン 
ダー に 見 立て 、 毎月 の 有名 な 行事 や 記念 日 に ちな ん だ 十 二 の 犯 固 を 
描く 、 と いう 凝っ た 構成 に な っ て いま す 。 


本 書 に まとめ られ た 十 二 編 は 、 一 九 四 六 年 か ら 五 一 年 に か け て 断 
続 的 に 、 ク イー ン 自 身 が 編集 する 《E QMM》 誌上 に 発表 され まし 
た (カレ ンダ ー と いう コン セプト が 、 月刊 誌 の 編集 長 な ら で は の ア 
イデ ィ ア で ある こと は いつ まで も あり ませ ん ) 。 書誌 的 な デー タ は 
下巻 《7 月 ~-12 月 ) の 解説 に 譲り ます が 、 凝 っ た 構成 と と も に 好 事 
家 の 目 を 引く の は 、 こ れ ら の 短編 が 、 一 九 三 九 年 か ら 四 八 年 まで の 
九 年 間 、 ア メリ カ 本 国 で 放送 され た 人 気 ラ ジオ ドラ マ 《 エ ラリ ー・ 
クイ ー ン の 冒険 》 The Adventures of Ellery Queen の オリ ジ ナ ル 脚 
本 を 、 作 者 自ら の 手 で 小説 化し た も の だ と いう こと で す 。 


ラジ オド ラマ 脚本 の ノリ ヴェ ライ ズ と いう と 、 そ れ だ け で 敬遠 し て 
し まう 読者 も いる か も し れ ま せん 。 し か し 、 そ れ は 早計 と いつ も の 
で す 。 本 書 に I め られ た 作品 の 元 に な っ た シナ リオ は 、 ダ ネイ と 
リー が 週 一 本 の ペー ス で 脚本 を 共同 執筆 し て いた 四 〇 年 代 前 半 ま で 
の も の に 限ら ちら れ て いま すし 、 小 説 化 に 当たっ て は 、 ま さ に 「 ク イー 
ン 節 」 と し か 吉 い よう の な い ブ リリ アン ト な 文体 に よっ て 、 細 心 の 
ツヤ 出し 仕上 げ ( calender ) が 施さ れ て いる か ら で す 。 


思う に 、 ア ン ソ ロジ スト と し て も 超一流 だ っ た クイ ー ン は 、 全 米 
で 大 当たり を 取っ た ラジ オド ラマ ・ シ リー ズ の 自選 ベス ト ・ ダ ズン 
を 編む よう な 気持 ち で 、 シ ナリ オ を 取捨 選択 し 、 こ れ ら の 短編 を 書 
き 継 いで いっ た の で し ょ うつ 。 その つも り で 読む と 、 ベ ペダン テ ィ ッ ク 
な 修辞 を 駆使 し た 各 編 の 導入 部 イン トロ ダク ショ ン も 、 編 集 者 ク 
イー ン が 脚本 家 ク イー ン の 仕事 に 付 し た 注釈 、 作 品 解題 の よう に 見 
えて きま す 。 そ うし た 意味 で 、 本 書 の コン セプト は 「 一 石 三島 」 の 
妙 案 だ っ た こと に な り ま す が 、 こ れ は 四 十 代 の 半ば に さしかかっ た 
小説 家 ク イー ン に と っ て も 、 ず いぶ ん と 心 の 躍る 、 愉 し い 作 業 だ っ 
た に ちがい あり ませ ん 。 


それ て 過 【 \ 出 し た の で す が 、 中 村 真 一 郎 氏 は ミス テリ エッ セイ を 
集め た 『 深 夜 の 散歩 』 ( 福永 武彦 ・ 丸 谷 オ ー と 共著 ) の 中 で 、『 ク 


イー ン 検 窪 局 』( 一 九 五 五 ) を 取り 上 げ 、 次 の よう に 書い て いま 
す 。「 つ まり この 書物 は 、 ク イズ で あり 、 パ ズル で あり 、 余興 な の 
で ある 。 だ か ら 、 ひ た すら 愉し いわ け で 、 こ れ ら の 短篇 は それ ぞ 
れ 、 ク イー ン 氏 の 長 訪 の パロ ディ ー に な っ て いる と 云っ て も いい わ 
け で ある 。 ク イー ン 氏 自身 が 、 ク イー ン 氏 の 声色 を や っ て みせ て く 
れ て いる と 云っ て も いい わけ で ある 」(「 ク イー ン 検 察 局 で 」) 


この 指摘 は 『 ク イー ン 検 察 局 ,』 だ け で な く 、 ラ ジオ ドラ マ の 脚本 
に 肉 付 け し た 『 犯 固 カ レン ダー 』 と いう 書物 に も 、 そ っ くり その ま 
ま 当 て は まり ます 。 事実 、 本 書 に は あか ら さ まな 自作 の パロ ディ が 
含ま れ て いま すし 、 そ れ 以 外 に も 、 キ ャ プ テ ン ・ キ ッ ド の 財宝 の あ 
けり か を 探す 冒険 物語 風 の 「 針 の 目 」 や 、 八 品 ウ ィ ン の 仮装 パー ティ 

で 殺人 ゲー ム の 真っ 最 中 に 事件 が 起こ る 「 さ れ た 猫 」 、 ア ル セ ー 
ヌ ・ ル パン 顔負け の 怪盗 と 名 探偵 の 対決 を 描い た 「 ク リス マス と 人 
形 」 の よう に 、 遊 び 心 と 余裕 に 満ち た 「 ひ た すら 愉し い 」 作 品 が 目 
白 押 し な の で すか ら 。 


さて 、 十 八 編 の ショ ー ト ショ ー ト か ら な る 『 ク イー ン 検 察 局 』 

が 、 多 種 多 様 な 題材 を 示す こと に よっ て 、 ア メリ カ の 犯 因 一 
ひい て は アメ リカ 生活 の 複雑 さそ の も の を 提出 し て いる ( これ も 中 
村 真 一 郎 氏 の 指摘 に より ます ) と すれ ば 、『 犯罪 カレ ンダ ー。』 を 構 
成す る 十 二 の 物語 が 示し て いる の は 、「 歴史 」、 と り わ け ア メリ カ 
史 に 向け られ た クイ ー ン の 深い 関心 の あり よう だ と いえ る で し ょ 
つ 。 

真っ 先 に 目 を 奪わ れる の は 、 合 衆 国 初代 大 統 叙 ジ ョ ー ジ ・ ワ シン 
トン と エラ リー が 、 一 世紀 半 の 時 を 超え て 知恵 尼 べ を する 「 大 統領 
の 5 セント 貨 」 や 、 南 北 戦争 の 生き 残り の 老兵 た ち が 次 々 と 変死 し 
て いく 「 ゲ ティ スバ ー グ の ラッ パ 」 な どの 、 ア メリ カ 史 を 題材 に し 
た 歴史 ミス テリ の 試み で す が 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 下 接 、 歴 
史 に 取材 し た 作品 で な く て も 、 クイ ー ン は こと ある ご と に ギリ 
シャ ・ ロ ー マ の 古典 を 引き 合い に 出し 、 さ ま ざ ま な 記念 日 や 習慣 に 
まつ わる 故事 来歴 を 纏 蓄 た っ ぷり の 口調 で 語り な が ら 、 物 語 の 背景 
に 過ぎ 去っ た 時 代 の イメ ー ジ を ダブ ら せ 、 歴 史 的 な む 奥 行き を 与え よ 
うだ も GU まま 。 


も ちろ ん 、 ク イー ン の 歴史 へ の 傾倒 は 、 本 書 に 始ま っ た こと で は 
あり ませ ん 。 ラ イツ ヴィ ル ・ シ リー ズ 第 一 作 『 災厄 の 町 』 (一 九 四 
二 ) の 冒頭 で 、 エ ラリ ー は 自ら を コロ ン ブス 提 将 に な ぞ ら えて いま 


すし 、 シ リー スズ 第 二 作 『 フ ォ ッ クス 家 の 角 人 』( 一 九 四 五 ) で は 、 
「 歴 史家 と し て の 探偵 」 と いう テー マ が 取り 上 げ ら れ て いま す 。 し 
か し 、 こ こ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、『 犯 罪 カ レン ダー 
元 に な っ た ラジ オド ラマ 脚本 が 、 一 九 三 九 年 か ら 四 〇 年 代 前 半 ま で 
の 時 期 に 書か れ て いる と いう こと で す 。 


この 数 年 間 は 、 戦 中 か ら 戦 後に か け て 、 ク イー ン の 作風 が 大 きく 
変化 する 時 期 と 重なっ て いる の で す が 、「 ク イー ン 氏 の アメ リカ 発 
見 」 が ラジ オド ラマ 時 代 に さか の ぼる と すれ ば 、 本 書 に 収め られ た 
紀 編 群 は 、『 人 ルー ト の 4 』 (一 九 三 八 ) 、『 ド ラゴン の 歯 』( 一 九 
三 九 ) と 、『 災厄 の 町 』 以降 の 後期 作品 の 間 に 横 た わる 空白 を 埋め 
る 、 ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク 的 な 意味 合い を 持つ こと に な けり ま す 。 


ミッ シン グ ・ リ ンク 的 と いう の は 、 歴 史 テ ー マ の 導入 の み で は あ 
けり ませ ん 。『 犯 卓 カ レン ダー』 の 特徴 の ひひ と つ は 、 エ ラリ ー が 事件 
の 起こ る 前 に 関係 者 に 招 か れ 、 犯 晶 が 行わ れる 現場 に 居合 わせ る 
ケー ス が 目立つ こと で し ょ う 。 これ は いつ まで も な く 、 物 語 の テン 
ポ と 上 臨 場 感 を 重視 する ラジ オド ラマ 脚本 を 下敷 き に し て いる せい で 
す が 、 そ の こと は 逆 に 、 四 〇 年代 以 降 の クイ ー ン 作品 の プロ ッ ト 
が 、 ラ ジオ ドラ マ 的 な シナ リオ 作法 に 由来 する こと を 示唆 し て は い 
な いで し ょ うか が 。 


実際 、 本 書 に は 中 後期 の 長編 と モチ ー フ を 共有 する 作品 が いく つ 
も あっ て 、 た と えば 夫婦 と 愛人 の 三 侵 関係 を 扱っ た 「 墜 落し た 天 
使 」 は 、 『 十 日 間 の 不思議 (一 思 四 八 ) と 地 続 き の 物 語 で ある こ 
と を うか が わせ ます し 、 結 婚 式 の 披露 宴 で 花嫁 が 毒殺 され る 「 く す 
り 指 の 秘密 」 の よう に 、 エ ラリ ー は た び た び 犯人 に 出し 抜か れる ば 
か りか 、 事 件 の 解決 に 失敗 し て し まう こと も ある .…… se T イケ 
ル ・ マ グー ン の 凶 月 」 の 犯行 計画 と その 破綻 、 あ る い は 「 ゲ ティ ス 
バー グ の ラッ パ 」 に お ける 連続 人 パタ ー ン の 破れ 方 な ど 、 シ ンプ 
ル で ある が ゆえ に 、 か えっ て くっ きり と 、 こ の 時 期 の クイ ー ン の プ 
ロッ ト に 対す る 考え 方 の 変化 を 映し 出し て いる よう に 思わ れ ま す 。 


と ころ で 、 百 科 全 書 的 な 知識 と どこ か 懐 古 的 な ムー ド が 入り け 交 
じ っ た 本 書 の 作風 は 、 後 に アイ ザッ ク ・ ア シモ フ の 『 黒 後 家 児 昧 の 
会 。『 ユ ニオ ン ・ ク ラブ 綺談 』 へ と 引き 継が れ て いく わけ で す が 、 
当時 、 作 家 と し て 脂 が 乗り きっ て いた クイ ー ン が 、 こ うし た ノ ス タ 
ル ジ ッ ク な が 世界 に 深く の め り 込 ん で いっ た の は 、 プ ライ ヴェ ー ト な 
事情 は 別 と し て 、 や は り 第 二 次 世界 大 戦 に よっ て 受け た 心理 的 ダ 


メー ジ を 癒 そ うと し た せい で し ょ う 。 


よく 知ら れ て いる よう に 、 戦 中 の ラジ オ 放 送 で は 、 時 局 を 露骨 に 
反映 し た 戦争 プロ パガン ダ が 日 常 的 に 行わ れ て お り 、 娯 楽 番組 で あ 
る 《 エ ラリ ー・ ク イー ン の 冒険 ) も 、 そ うし た 時 代 の 圧力 を 免れ る 
こと は で きま せん で し た 。 と ころ が 、 本 書 に 収め られ た 十 二 編 を 通 
読 す る と 、 戦 争 プ ロ パ ガン ダ 色 が 皆無 で ちあ る どこ ろか 、 下 近 に 起 
こっ た 戦争 の 影 そ の も の が 注意 深く 拭い 去ら れ て いる こと に 気づか 
され ます 。 小 説 の 発表 年 代 こ そ 戦 後に な り ま す が 、 全 編 に 漂っ て い 
る の は 、 お むし る ろ 戦 前 風 の の ん びり し た 空気 で 、 ラ ジオ ドラ マ 黄 金 時 
代 の 「 古 き 佳 き ア メリ カ 」 を 自然 と 連想 させ る も の に な っ て いる の 
で す 。 


そう いう 意味 で 、『 犯 居 カ レン ダー』 は 、「 十 年 一 昔 」 と いう 近 
過去 と 、 歴 史 の 教科 書 に 載っ て いる よう な 大 過去 を 作 中 に 重ね 合わ 
せる こと に よっ て 、 い わ ば 二 重 の ノスタルジー を 喚起 する よう に 書 
か れ て いま す 。 で すか ら 、 実 際 に 《 エ ラリ ー・ ク イー ン の 冒険 》 を 
聴い て いた 当時 の アメ リカ 読者 に と っ て は 、 わ れ わ れ が 想像 する 以 
上 に 、 愛 着 と 郷 舌 を 感じ させ る 作品 と な っ て いる の で は な いで し ょ 
つの 9 


この よう な ノスタルジック な 性 格 は 、 本 書 の 前 後に 発表 され た 二 
つの 長編 一 朝鮮 戦争 を 背景 に 、T V の 台頭 に 必 え る ハリ ウッ ド を 舞 
台 に し た 『 悪 の 起源 』 ( 一 一 ) と 、 独 占 的 軍需 産業 の トッ プ 暗 
殺 と いう キナ 臭い 事件 に 、 誇 大 妄想 的 な 陰謀 史観 を か ら め た 『 帝 王 
死す 』( 一 五 二 ) 一 と 比較 すれ ば 、 い っ そう 際立つ も の に な る は 
ず で す 。 


この 二 作 は いずれ も 戦後 の 冷戦 構造 と 、 ア メリ カ 大 斎 社会 の 変化 
を 反映 し た アク チュ アル な 問題 作 で ある と 同時 に 、 本 格 ミ ステ リ の 
可能 性 を 極限 まで 追求 し よう と する 野心 的 な 実験 で も あり まし た 。 
し か し な が ら 、 古 く か ら ク イー ン の 小説 に 親しん で きた 読者 は 、 そ 
の よう な 試み に 違和感 を 覚え 、 新 作 の 方 向 人 性 に つい て いき か ね る と 
思っ て いた か も し れ ま せん 。 そ うし た 保守 的 な ファ ン に と っ て は 、 
『 犯 怖 カ レン ダー 』 の ノスタルジック な 雰囲気 こそ 、 何 より も 待ち 
望ん だ 贈り 物 だ っ た は ず で す 。 お そら く ク イー ン の 中 で も 、 ア グ 
レッ シ ヴ な 長編 の 方 向 性 と バラ ンス を 取る よう な 意図 が あっ た の で 
じ し あ うつ 


『 犯 罪 カ レン ダー 』 を 上 梓 し た 翌年 、 ク イー ン は 『 細 文 字 』( 一刀 
五 三 ) と いう 新作 長編 を 発表 し まし た 。 ナ サ ニ エ ル ・ ホ ー ソ ン の 名 
作 に ちな ん だ この 長編 に は 、 ラ ジオ ドラ マ の オリ ジ ナ ル ・ キ ャ ラク 
ター で ある 秘書 の ニッ キイ ・ ボ ポータ ー が 再 登板 し 、 本 書 に 収め られ 
た 諸 作 の 雰囲気 と プロ ッ ト を 引き 継ぐ で よう な 形 で 、 ス トー リー が 展 
開 し ます 。 


『 細 文 字 』 と いう 作品 は 、 先 に 述べ た の と は まっ た く 別 の 意味 で 、 

や は り 野 心 的 な 問題 作 に ほか な ら な い の で す が 、 老 境 に さ し か か り 
つつ あっ た クイ ー ン を そう し た 新しい 試み に 挑 ませ た 原動力 は 、 何 
に も まし て 、 こ の "犯罪 カ レン ダー』 と いう 書物 の 成果 で あっ た よ 
つう に 思え て な り ま せん 。 


タフ,。 ノヴェル と 知 的 パズル の 結合 


ー 『 死 者 の 長い 列 。 (ロー レン ス ・ プ ロック ) 


ロー レン ス ・ ブ ロッ ク の 長編 リス ト を 見 て いて 、 ひ と つ 気 づい た 
こと が ある 。 ブ ロッ ク の 二 大 シリ ー ズ ・ キ ャ ラク ター、 マ ッ ト ・ ス 
カ ダ ー と バー ニ イ ・ ロ ー デ ン バー の 登場 頻度 に は 年 代 的 な 偽り が 
あっ て 、 前 者 は 共和 党 政権 期 に 、 後 者 は 民主 党 政 権 期 に 、 作 品 が 集 
中 し て いる と いう こと だ 。 た と えば 、 共 和 党 の レー ガン ー ブ ッ シュ 
( 父 ) 時 代 の 十 二 年 間 に 、 バ ー ニ イ ・ シ リー ズ の 長編 は た っ た 一 作 
し か が 発表 され て いな い 。 残り の 八 作 は すべ て 、 民 主 党 の カー ター/ 
クリ ント ン 時 代 に 書か れ た も の で ある 。 


スカ ダー・ シ リー ズ に 関し て は 、 泥 棒 バ ー ニ イ ほ ど 極 端 な 偽り は 
な いも の の 、 共 和 党 政権 期 に 書か れ た 作品 の 方 が 、 総 じ て テ ン シ ョ 
ン が 高い よう だ 。 アル中 の ネ ク ラ 探偵 と いう イメ ー ジ が 定着 し た の 
は 、 レーガン 時 代 に 発表 され た 『 暗 導 に ひと 突き 』『 八 百 万 の 死に 
ざま 。』『 聖 な る 酒場 の 挽歌 』 の 三 作 に よる も の だ し 、 酒 と の 壮絶 な 
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年 に は 、 ス カ ダ ー の 影 の 分 身 ダ ー ク ・ ハ ー フ と いう べき ミッ ク ・ バ 
ルー が シリ ー ズ に 参 ブッ シュ の 在任 期間 中 、 矢 継ぎ 早 に 発表 さ 
れ た 「 倒錯 三 部 作 」 で 、 暴 力 的 要素 が 頂点 に 達し た と いう つの も 、 な 
に や ら 意 味 深 で は な いか 。 


と いっ て も 、 ブ ロッ ク が 大 統領 の 入れ 代わ り に 合わ せ て 、 二 つの 

シリ ー ズ を 書き 分 け て いる わけ で は な さそ うだ 。 実際 、 一 九 九 三 年 
か ら 二 の OO 〇 OO 〇 年 まで の クリ ント ン 時 代 に は 、 ス カ ダ ー 四 作 、 バ ー ニ 
イ 四 作 と バラ ンス が 取れ て いる 。 し か し その 一 方 で 、 こ の 時 期 の ス 
カ ダ ー 作 品 は 、 以 前 の よう な 底なし の 暗 さ が 影 を ひそ め 、 ニ ュー 
ヨー ク の 光 の 部 分 を 描く バー ニ イ 物 と の コン トラ スト が 弱まっ て い 
る こと も 否定 で き な い 。 


と り わ け 、 謎 解き 志向 を 強く 打ち 出し た 本 書 と これ に 続く 『 処 刑 
宣告 』 の 二 作 は 、「 ア メリ カ 軽 本 格 」 の 王道 を 行く バー ニ イ ・ シ 
リー ズ へ の 接近 が 、 目 に 見 える 形 で 示さ れ た 作品 と いっ て いい だ ろ 
コト グ こ MIB 作 が 民主 党 政 権 の 時 代 に な る と 、 暴 力 的 描 
写 の 少な い 、 陽 性 の 本 格 ミ ステ リ を 書き た く な る 性 分 の 持ち 主 ら し 
い の で ある 。 


三 十 一 人 の 会 」 は 、 年 に 一 度 、 秘 密 の 会 を 催す 男 た ちの 集まり 
了 は る か 昔 か ら 会 員 の 代替 わり を 繰り 返し な が ら 、 現 在 の 顔ぶれ 
に 引き 継が れ た の は 一 九 太 ー 年 。 そ れ か ら 三 十 二 年 後 、 メ ン バ ー の 


半数 が この 世 を 去っ た 。 あ まり に も 死亡 率 が 高 す ずる こと に 不審 を 
抱い た 会 員 の 依頼 を 受け て 、 ス カ ダ ー は 雲 を つか お よう な 事件 の 調 
査 を 始め る が .……。 


冒頭 か ら エ ラリ ー・ ク イー ン ば り の 奇想 天外 な 謎 を 繰り 出す 『 死 
者 の 長い 列 』 は 、 ク リン トン 時 代 の 一 九 九 四 年 に 発表 され た シリ ー 
ズ 第 十 二 作 。「 ハ ー ド ボイル ド と 本 格 の 融合 」 と し て 話題 に な っ た 
作品 だ が ( 計 ) 、 風 変わ りな 事件 の 設定 は 、 レ ックス ・ ス タウ ト の 
『 腰 ぬけ 連盟 』-「 財 罪 連盟 」 な る 団体 の メン バー が 次 々 と 変死 
し 、 そ の つど 復讐 を 暗示 する 詩 が 届く と いう 事件 に 、 安 楽 椅子 探偵 
ネロ ・ ウ ルフ と その 助手 アー チー・ グ ッ ド ウィ ン が 挑む - 一 を 念頭 に 
置い た も の だ ろう 。 ブ プロ ッ ク は ネロ ・ ウ ルフ ・ シ リー ズ の 大 ファ ン 
で 、 自 ら ウ ルフ へ の オマ ー ジ ュ 作 品 ( レオ ・ ヘ イグ & チ ッ プ ・ 八 リ 
ソン 物 ) まで 書い て し まう ほど の 入れ 込み よう な の だ か ら 。 


ー と 、 レ ックス ・ ス タウ ト の 名 前 を 出し た と ころ で 、 ひ と つ お 断 
り を 。 プ ロッ ク が スタ ウト か ら 受 け 継 い だ 「 本 格 D N A 」 に つい て 
は 、 バ ー ニ イ ・ シ リー ズ 第 五 作 『 泥棒 は 抽象 画 を 描く 』( 八 ヤ カ 
ワ ・ ミ ステ リ 文 庫 ) の 杉江 松 恋 氏 に よる 解説 で 喜 い 尽く され て いる 
の で 、 詳 し く は そちら を お 読み くだ さい 。 ブ ロッ ク と いう 作家 の 遺 
伝 子 を 解析 し た 、 内 容 の 濃い 文章 だ か ら 、 ス カ ダ ー・ フ ァ ン も 読ん 
で 損 は な い は ず で ある 。 


さて 、 そ の 杉江 氏 の 解説 か ら 結 見 だ け を 抜き 書き する と 、「 ス タ 
ウト の 粋 と ガー ドナ ー の 活気 が 光 の 部 分 、 付 け 加 える な ら ば 、 や は 
リ けり ニュ ー ヨ ー カ ー だ っ た ウー ルリ ッ チ の 都市 生活 者 の 孤独 が 陰 の 部 
分 、 そ れ ら の DNA を 受け 継い で ブロ ッ ク と いう 作家 は 成立 し て い 
る の で ある 」 と いう こと に な る 。 泥棒 バー ニ イ ・ シ リー ズ が 「 ス タ 
ウト の 粋 と ガー ドナ ー の 活気 」 を 引き 継い で お り 、 そ れ に 対し て 、 
ウー ルリ ッ チ 的 な 「 陰 の 部 分 」 の 魅力 が 、 日 本 で の スカ ダー 人 気 の 
源 に な っ て いる こと は 、 こ こ で 繰り 返す まで も な い だ ろ っ うつ 。 


と ころ が 、 こ れ ま で の スカ ダー 作品 と 『 死 者 の 長い 列 』 が 大 きく 
異な る の は 、 従 来 は スカ ダー と いう 探偵 が 一 身 に 背負 っ て いた 「 陰 
の 部 分 」 を 、 連 続 人 犯 が まる ご と 肩代わり し て いる こと で ある 。 
本 書 の スト ー リ ー を 犯人 の 側 か ら 追 うと 、 復 讐 の た め に すべ て を な 
げ う っ た 孤独 な 巡礼 者 の 肖像 一 "黒衣 の 花嫁 』 や 『 可 服 の ラン デ 
ヴー 。』 を 思わ せる - 一 が 浮か び 上 が っ て くる か ら だ 。 た と えば 、 終 盤 
で 描か れる コイ ン ラ ンド リー の 場面 は 、 都 市 生活 者 の 孤独 を 象徴 す 
る エピ ソー ド に ほか な ら な い 。 


今回 、 特 に 目 を 引く の は 、 そ うし た 犯人 の 孤独 に スカ ダー が あま 
けり 深入り し よう と し な い 点 で ある 。 「 倒錯 三 部 作 」 の よう に 、 犯 人 
の 異常 性 を 強調 する わけ で も な く 、 シ リー ズ 初 期 の よう に 、 毅 人 者 
の 境遇 に 対し て 過剰 に 感情 移入 する こと も な い 。 ク ライ マッ クス の 
まる で 突き 放し た よう な スカ ダー の 博 き は 、 エ ンタ ー テ イン メン ト 
作家 と し て の プロ ッ ク の 技量 と バラ ンス 感覚 を 見 せつ ける 一 9 

犯人 の 心 を 食い つぶ し た 理不尽 な 「 陰 の 部 分 」 に 染まる こと を 怖 れ 
て いる よう で も ある 。 本書 が 異色 作 で ある 所 以 は 、 こ の ドラ イ さ に 
尽き る と いっ て も 過 吉 で は な いと 思 つ 。 


こう いつ 変化 が 生じ た の は 、 本 格 ミ ステ リ 仕 様 の プロ ッ ト を 採用 
し た か ら と いう より 、 や は り ス カ ダ ー と いう 探偵 の 立ち 位置 が 、 
バー ニ イ ・ シ リー ズ に 体現 され る 「 光 の 部 分 」 に 重心 を 移動 し た せ 
い だ ろ う 。 ス カ ダ ー の 私 生活 は 今 ま で 以上 に 安定 し 、 小 春日 和 ( 嵐 
の 前 の 静けさ ? ) の よう な 雰囲気 が 全編 を 包ん で いる 。 本書 の ラス 
ト で は 、 ず っ と 懸案 だ っ た エレ イン と の 関係 に ひと つの 区 切り が 付 
けら れる し 、 ミ ッ ク ・ バ ルー は も ちろ ん 、 ジ ム ・ フ ェ イ バー や TJ 
と いっ た レギ ュ ラ ー 陣 も 健在 で 、 い つも 通り 息 の 合 っ た と ころ を 見 
せ て くれ る 。 し か も 、 ス カ ダ ー は 「 三 十 一 人 の 会 」 の メン バー と 
すっ か り 意 気 投 合 し て 、 気 心 の 知れ た どう し の 同窓 会 みた い に 和 ん 
で し まう の だ ( この 作品 で スカ ダー が いき な り 五 十 五 歳 に な っ て し 
まう の は 、 荒 唐 無 稽 な 秘密 クラ ブ の 設定 に 、 同 世代 と いう リア リ 
ティ を 昌 え る 必要 が あっ た た めで は な いか ) 。 


し か し 、 バ ー ニ イ 物 の よう な 陽性 の 環境 に 置か れ て も 、 や は けり ス 
カ ダ ー は スカ ダー 以外 の 何者 で も な い 。 酒 を 飲ま な く な っ て か ら も 
うず いぶ ん 経つ の に 、 未 だ に スカ ダー と いう キャ ラク ター が 一 作 ご 
と に 成長 を 続け て いる の は 、 シ リー ズ の 通 奏 低音 で ある 「 生 と 死 の 
対話 」 と いう テー マ を 、 作 者 の プロ ッ ク が 一 貫 し て 見 失っ て いな い 
か ら で あ る 。 む し ろ 、 平 穏 で 移っ いや すい 日 常 を 背景 に し て いる 
分 、 ニ ュー ヨー ク の 守護 聖人 と し て 、 現 代 ア メリ カ の 生 と 死 の ドラ 
マ を 見 つめ る スカ ダー の 視線 は 、 こ こ に 来 て いっ そう 普遍 性 と 説得 
力 を 増し て いる よう だ 。 


『 八 百 万 の 死に ざま 』 と いう タイ トル が 如 実 に 示し て いる 通り 、 人 
の 死に まつ わる さま ざま な 挿話 を リス ト ア ッ プ する こと は 、 以 前 か 
ら プ ロッ ク の 十八番 だ っ た 。 そ れ が 職人 的 な 技巧 の レベ ル か ら 、 
も っ と シリ アス で 個人 的 な 死生 観 に 深め られ た の は 、 ピ ー タ ー・ 
クー リー (前 々 作 『 獣 た ちの 慕 』 ) や ジャ ン ・ キ ー ン (前 作 『 死 者 


と の 痺 い 』 ) の 死 を 通過 し た 後 の こ と で ある 。 プ ロッ ト そ の も の は 
シン プル で も 、 本 書 が 一 本 調子 の 犯人 当て パズル に 終わ っ て いな い 
の は 、 物 語 の バッ ク グ ラウ ンド に 、 死 者 と の 対話 か ら 生 じ る ダイ ナ 
ミッ ク な 緊張 感 が みな ぎっ て いる か ら な の だ 。 


死者 の 長い 列 一 名 前 の リス ト を 記憶 する こと に よっ て 、 か けが え 
の な い 個 人 の 尊厳 を 守り 抜 こ うと いう 発想 は 、 本 書 の 前 年 に 公開 さ 
れ た ステ ィ ー ヴ ン ・ ス ピル バー グ 監 督 ひ つ ア カ デ ミ ー 賞 受賞 作 "シン 
ドラ ー の リス ト 』 に イン スパ イア され た も の で は な い だ ろ うか ( 似 
顔 絵 稿 官 レ エイ ・ ガ リン デス が 、 ホ ロコ ー ス ト の 生き 残り 女性 の 記憶 
を 掘り 出す エピ ソー ド に 注意 ) 。 い うま で も な く 、 こ うし た 名 前 の 
扱い は 、 エ ラリ ー・ ク イー ン の 『 九 尾 の 猫 。』 に まで さか の ぼる こと 
が で きる 。 本 書 の 風変わり な 設定 と 犯人 造 虹 が 、 ど こと な く ク イー 
ン 風 ( 作 中 で 吉 及 され る 「 トン ティ 保険 年 金 組合 」 は 、 ク イー ン お 
気に入り の 設定 だ っ た ) な の は 、 そ の せい か も し れ な い 。 


( 往 ) 初期 の スカ ダー・ シ リー ズ に は 、 ド ナル ド ・ EL ウェ スト レ 
イク が タッ カー・ コ ウ 名 義 で 発表 し た ミッ チ ・ ト ピン ・ シ リー ズ 
(『 刑 事 く ずれ 』 五 部 作 ) の 影響 が 感じ られ る 。 


人 課 刑事 の ミッ チ は 、 自 ら の 不祥事 で 相棒 を 見 級 し に し た た め 
に 、 ニ ュー ヨー ク 市 警 を 追わ れ 、 今 で いう 引き こも り の よう な 状態 
に な っ て し まう 。 自宅 の 裏庭 に 欠 を 掘り 、 頑 丈 な 堀 を 作る こと し か 
で き な く な っ た ミッ チ が 、 プ ライ ベー ト に 依頼 され た 五 つ の 事件 の 
捜査 を 通じ て 、 や が て 社会 復帰 する まで を 描い た シリ ー ズ だ が 、 ア 
ント ニ イ ・ バ ウチ ャ ー が 「 ニ ュー ヨー ク の 詳細 な 観光 旅行 と いう 景 
品 の つい た 、 タフ, ノヴェル と 知 的 パズル の 幸福 な 結合 」 と 評 し 
た よう に 、 ど の 作品 も 、 限 定 さ れ た 容疑 者 クロ ー ズ ド ・ サ ー ク ル の 
中 か ら 意 外 な 犯人 を 突き 止め る 、 本 格 ミ ステ リ 仕 様 に な っ て いる 。 


『 八 百 万 の 死に ざま 』 ま で の アル 中 探偵 スカ ダー の 肌 歴 は 、 お そら 
く ミ ッ チ ・ ト ビン の 地獄 めで ざり が ヒン ト に な っ た も の だ ろう 。 プ ブ 
ロッ ク 自 身 、 ホ ワイ ダニ ッ ト の 秀作 『 暗 聞 に ひと 突き 』 や 密室 物 の 
「 窓 か ら 外 へ 」 の よう な 作品 で 、 早 く て から 「 “タフ, ノヴェル と 知 
的 パズル の 結合 」 に 対す る 興味 を 示し て いる 。 も ちろ ん 、 プ ロック 
と いう 作家 の 本 領 が 発揮 され る の は 、 ミ ッ チ ・ ト ビン ・ シ リー ズ が 
フェ イド アウ ト し た 地点 か ら さ ら に 先 の 段階 な の だ が 、 本 書 と 『 処 
刑 宣告 』 で 示さ れ た 本 格 志 向 に つい て は 、 同 シリ ー ズ へ の 先祖 返り 
と いう 見 方 も で きる の で は な いか 。 


スペ シャ ル X の 問 劇 


ーー "暗黒 大 陸 の 悪霊 』 (マイ ケル ・ ス レイ ド ) 


マイ ケル ・ ス レイ ド 『 暗 黒 大 陸 の 悪 圭 』 は 、 (カナ ダ の マル ティ 
ン ・ ベ ッ ク ) こと ロバ パー ト ・ デ ィ ク ラー ク 和 警視 正 率い る 特捜 部 隊 ス 
ペ シ ャ ル X と 、「 この世 な ら ぬ も の 」 に 取り 混 か れ 、 恐 怖 と 戦 恒 に 
満ち た 級 寺 を 繰り 返す ササ イコ キラ ー た ちと の 果て し な しい 死闘 を 描い 
た カナ ダ 和 警察 年 代 記 シリ ー ズ の 第 五 作 。 本書 は 、 最 後 の 一 行 で 犯人 
の 名 前 を 明か す フ ィ ニ ッ シ ン グ ・ ス トロ ー ク の は な れ わ ざ に 挑 ん だ 
異色 の 本 格 大 作 で も ある の だ が 、 そ の 点 に つい て 触れ る の は この 解 
説 の 終わ り 近 くま で 取っ て お く こ と に する 。 


スペ シャ ル XL カナ ダ 連 邦 騎馬 警察 (R CMP ) 特別 対外 課 ス 
ベ ペ シ ャ ル ・ エ クス ター ナル ・ セ クシ ョ ン の 通 移 で 、 カ ナダ 国外 と リ 
ンク する 犯 昌 は すべ て この セク ショ ン が 担当 する 。 北米 大 陸 有 数 の 
国際 犯 因 都 市 ヴァ ンク ー ヴ ァ ー に 本 部 を 構え 、 最 新 の 八 イ テク 技術 
と RCMP の 旧 公 安 本 部 で 謙 報 活動 の 訓練 を 受け た 選 り 抜 き の ス 
タッ フ を そろ えて いる 。 海外 の 謙 報 網 に 最高 の コネ クシ ョ ン を 持つ 
者 が 、 最 高 レ ベル の 捜査 に 従事 する と いう こと だ 。 


スペ シャ ル X の 洛 革 を 振り 返っ て みよ う 。 一 九 八 二 年 、 ヴ ァ ン 
クー ヴァ ー の 街 を 恐怖 の どん 底 に た た き 込 ん だ (ヘッ ドル ハ ンター) 
事件 に 対処 する た め 、R CMP 総 忠 フ ラン ソ ワ ・ シ ャ ルト ラン は 起 
死 回 生 の アイ デア を 実行 に 移す 。 そ の アイ デア と は 、 十 二 年 前 、 妻 
子 を 毅 し た テロ リス ト 集 団 を 「 処 刑 」 し て 現役 を 退 い た 伝説 の 男 、 
ディ クラ ー ク 和 警視 を 復職 させ 、 特 別 捜査 本 部 長 に 任命 する こと だ っ 
た 。 デ ィ ク ラー ク は 激務 と 精神 的 重圧 に よっ て 自殺 寸前 まで 追い 込 
まれ な が ら 、 か ろう じ て 事 件 を 解決 に 導き 、 シ ャ ルト ラン の 友情 に 
報い る ( この 時 ディ クラ ー ク が 編成 し た 精鋭 部 隊 が 、 後 の スペ シャ 
ル X の 母体 と な る ) 。 


同年 暮れ 、 旧 公安 本 部 の 廃止 と 、 カ ナダ 公安 情報 局 (CSTS) 
へ の 情報 収集 業務 の 移管 に 伴い 、R CMP の 国際 捜査 能力 が 低下 す 
る こと を 危 恨 し た シャ ルト ラン 総監 は 、 対 抗 策 と し て スペ シャ ル X 
部 門 を 創設 。 八 七 年 に は 、 隠 退 生 活 に 戻っ て いた ディ クラ ー ク を 組 
織 の 長 に カム バッ ク さ せる 。 お り し も サン フラ ン シ ス コ と ヴァ ン 

クー ヴァ ー で カナ ダ 人 記事 の 終 害 が 相次ぎ ず 、 スペシャル X の 新任 司 
金 官 と な か っ た ディ クラ ー ク 警視 正 は 、 八 六 年 (グー ル ) 事件 の 捜査 
で F BT/ ロ ンド ン 和 警視庁 と 協力 態勢 を 築い \ い た ジン ク ・ チ ャ ンド 

ラー 警部 補 を スカ ウト 。 R CMP 草 創 期 の 神話 的 捜査 官 の 失 中 に ま 
つ わ る 百年 越し の 謎 を 追っ て 、 チ ャ ンド ラー は 香港 へ 飛び 、 中 国 系 


犯罪 組織 の 刺客 《 く カッ トス ロー ト 〉 と 血みどろ の 戦い を 繰り 広げ 
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(カッ トス ロー ト ) 事件 か ら 五 年 後 、 ヴ ァ ン クー ヴァ ー の 街 を 再び 
恐怖 と パニ ッ ク が 衣 う つう 。 (スカ ル & クロ ス ボ ー ン ズ ) と 名 乗る 殺人 
鬼 コ ン ビ が アメ リカ 人 フェ ミニ スト を 皮切り に 、 次 々 と 女性 た ち を 
切り 裂き 始め た か ら だ 。 ノー ス ・ ヴ ァ ン クー ヴァ ー の 騎馬 警官 ニッ 
ク ・ ク レイ ヴ ン 志 査 長 は 、 デ ィ ク ラー ク の 要請 で スペ シャ ル X の 一 
員 と な り 、 現 代 に 時 っ た (切り 有 裂き ジャ ッ ク 〉 を 追跡 する 。 一 方 、 
香港 で 脳 に 銃撃 を 受け リハ ビリ 休職 中 だ っ た チャ ンド ラー は 、 デ ィ 
クラ ー ク の 口利き で (ミス テリ ・ ウ イー クエ ンド )〉 な る 推理 イベ ン 
ト に 参加 。 ミステリ 作家 ば か けり が 集まっ た 孤島 の 館 で 、 (スカ ル & 
クロ ス ボ ー ン ズ ) が 仕組 ん だ 想像 を 絶する 導 義 の 狂 宴 に 巻き 込ま れ 
て し まう - 一 この "骸骨 島 の 惨劇 』 の ラス ト で 、 よ うつ やく ディ クラ ー 
ク 、 チ ャ ンド ラー、 ク レイ ヴ ン の 三 人 が 一 堂 に 会 する こと に な る わ 
了 ぽ 着 。 


さあ 、 こ れ で 役者 は そろ っ た ! 


ニ O 〇 二 年 末 の 『 こ の ミス テリ ー が すご い ! 』 で 、 海 外 ミ ステ リ 
部 門 の 十 位 に エン トリ ー す る と いう 怪 拳 を な し と げた 『 骸 峡 島 の 惨 
劇 』 だ が 、 同 書 で 初め て マイ ケル ・ ス レイ ド に 接し た 読者 の 大 半 
は 、 脳 裏 に 貼り つい た クエ スチ ョ ンマ ー ク が 最後 まで 取れ な か っ た 
の で は な い だ ろ つか ? か く 申 す 私 も その 口 で 、 ス レイ ド と いつ 変 
な 作家 が いる と いう 噂 は 聞い て いた けれ ど 、 実 際 に 本 を 手 に 取っ た 
の は 『 規 骨 島 の 惨劇 』 が 初め て 。 眉 に ツバ を つけ て 読み 始め て は み 
た も の の 、 と に か く や た ら と 過去 の 事件 へ の 吉 及 が 多く て 、 一 いち 
見 げん さん に は 何 が な ん だ か よく わか ら な い 。 レ ギュ ラー 陣 と 新 
キャ ラ の 区 別 す ら お ぼ つ か な い 状 態 で 、 う や お や の うち に 「 ス プ 
ラッ タ と パズル スト ー リ ー の ご っ た 煮 地獄 」 と 評 さ れ た 同時 多発 テ 
口 さ な が ら の 自爆 プロ ッ ト に 付き 合わ され て し まっ た 、 と いう の が 
正 赴 な 感想 。 


何 の 因果 か 、 続 く 本 書 の 解説 を 引き 受け る 羽目 に な っ て 、 さ す が 
に これ で は イカ ン だ ろう つと 思い 、 一 念 発起 し て 過去 の 作品 に 目 を 通 
すこ と に し た 。 と ころ が 、 創 元 ノ ヴェ ルズ か ら 出 た シリ ー ズ 初期 の 
三 作 は どれ も 品切れ で 、 入 手 困難 だ と いう 。 編集 部 に 頼ん で 本 を 
送っ て も らい 、『 ヘ ッ ド ハン ター』『 グ ゲ グール 』『 カ ッ ト ス ロー ト 』 
の 各 上 下巻 を 一 気 読み し て 、 よ う や く こ の スペ シャ ル メ X シ リー ズ 


が 、 世 紀 末 の ヴァ ンク ー ヴ ァ ー を 本 拠 地 と する 大 河 警 察 小説 一 《 カ 
ナダ の マル ティ ン ・ ベ ッ ク 〉 と いう の は 悪い 冗談 だ が 一 に な っ て い 
る こと を 理解 し た の で ある 。 た だ し 冒頭 の ダイ ジェ スト か ら は 、 ス 
レイ ド の 本 賃 と いう べき マニ アッ ク な 細部 へ の 拘 泥 と 、 悪 名 高い 
「 鬼畜 サイ コ ホ ラ ー」 趣味 に 由来 する 部 分 が 抜け 落ち て いる (これ 
は 意図 的 に そう し た ) 。 ス レイ ド の 特異 な 作風 に 関し て は 、 "骸骨 
島 の 惨劇 』 の 千 街 昌之 氏 に よる 入魂 の 解説 が ポイ ント を 押さ えて い 
る の で 、 ま ず そ ちら を 参照 され た い 。 


さて 、 そ の 解説 の 中 で 、 千 街 氏 は スレ イド 作品 の 続き 物 的 性 格 
を 、 京 極 夏彦 「 京 極 堂 シ リー ズ 」 や 人 入 坂 剛 「 百 も 舌 ず シリ ー ズ 」 に 
な ぞ ら えて いる が (事件 と キャ ラク ター の 破天荒 さ を 考慮 すれ ば 、 
清涼 院 流水 「 JDC シ リー ズ 」 を 加え て も いい だ ろう ) 、 た し か に 
スペ シャ ル X シ リー ズ の 麻薬 的 な 魅力 は 、 そ の か な けり の 部 分 を 年 代 
記 風 の 「 人 物 再 登場 」 シ ステ ム に 負っ て いる 。 吉 い 換 えれ ば 、 昔 か 
ら こ の シリ ー ズ を 追い 続け て いる スレ イド 中 毒 患者 以外 の 人 が 、 何 
の 予備 知識 も な し に 、 い き な り 途中 の 一 冊 を 読ん で も 、 そ の 面白 さ 
は 半減 し て し まう と いう こと 。 だ か ら 『 骸骨 島 の 惨劇 』 に 波長 が 合 
わな か っ た まっ と つう つ な ミ ステ リ 読 者 も 、 だ まさ れ た と 思っ て 、 も う 
一 回 だ け こ の シリ ー ズ に 付き 合っ て みて ほし い 。 登場 人 物 の 前 歴 を 
知っ て いる と 、 だ いぶ 印象 が 変わ っ て くる は ず で ある 。 


マク ベス は 湯 を 失 い て 前 へ 進み 、 ク レイ ヴ ン の 胸 に 擦り 寄っ た 。 
「 あな た の 秘密 を 教え て 」 顔 に 顔 を 寄せ る 。「 な に に 突き 動か され 
て る の ?」 


「 お れ が 生ま れ た 日 、 親 父 が ビス トル 自殺 し た ん だ 。 そ の わけ が 、 
今 も わか ら な い 」 

いずれ 彼 は それ を 知る こと に な る 。 

(『 鈴 骨 島 の 惨劇 』 五 〇 五 - 五 〇 六 頁 ) 


前 作 で の 予告 通り 、『 暗 黒 大 陸 の 悪 吉 』 の スト ー リ ー は 、 親 子 三 
代 に わた っ て 英国 植民 地 軍 ゆか り の 赤い 制服 レッ ド ・ サ ー ジ に 起 誠 
を 甘 っ た ニ ッ ク ・ ク レイ ヴ ン の 家 を 中 心 に 展開 する 。 と は いえ 、 
そこ は 名 う て の クセ 者 スレ イド の こと 、 作 者 の 手の内 は な か な か 見 


えて こない 。 同時 多発 テロ さながら の 壮絶 な プロ ッ ト に は 、 ま すま 
す 磨 き が か か っ て いる 。 


(スカ ル & ク ロス ボー ンズ ) 事件 か ら 一 年 後 、R CM P コ クィ ッ ト 
ラム 支 細 で 由緒 ある レッ ド ・ サ ー ジ 食事 会 が 催さ れ た 当日 、 会 場 周 
辺 で 惨劇 が 相 次 ぐ - 一 電気 ショ ッ ク 療 法 の 後遺 征 で 「 銅 鬱 警察 」( 警 
官 が すべ て 肉 の な い 骸 骨 の 群れ に 見 える ) の 妄 想 に 源 か れ た ネオ ナ 
チ の 悪 犯 ギュ ンタ ー・ シュ レッ ク が 、 精 神 病 性 犯 固 者 収容 施設 へ 
護送 され る 途中 、 保 安 官 補 二 名 を 角 害し て 脱走 。 それから ま も な 
く 、 同 施設 の 近所 に 住ん で いた クレ イヴ ン の 母親 ドラ が 自宅 の 台所 
で 撲 級 さ れる 。 さらに 食事 会 の さなか 、 ス ペ シ ャ ル X の 古参 警部 
ジャ ッ ク ・ マ ク ド ゥ ガル が 最寄り の 駐車 場 で 死体 と な っ て 発見 。 マ 
ク ド ゥ ガル の 死体 は 腹 を 裂 か れ 、 腸 は ら わ た を 引き ずり 出さ れ て い 
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同僚 の 死に 衝撃 を 受け 、 シ ュ レ ッ ク 逮 捕 に 向け て 結束 を 固め る 騎 
馬 警 記 た ち 。 だ が 、 AF の 1 lc 
ル ・ キ ッ ド は 、 食事 会 の 前 に 実家 を 訪れ た クレ イヴ ン に 母親 級 し 
嫌疑 を か ける 生 の お 科 守 に に 和 S た き れ な クレ リウ ワウ に ら 
まとう 「 黒 亡霊 」 の 悪夢 。 ソマリ ア 人 麻薬 密売 組織 へ の ガサ 入れ 
現場 で 、 訓 っ て 黒人 の 幼児 m を 射殺 、 護 慎 を 命じ られ た E R T (緊急 
時 出動 隊 ) 隊員 に 接近 する 謎 の 人 物 (策士 スリ ッ カ ー 〉 の 影 が 、 人 
種 問 題 で こじ れ そ うな 事態 を いっ そう 紛 久 させ る 。 


ディ クラ ー ク 率い る スペ シャ ル X は 、 絶 体 絶命 の クレ イヴ ン を 救 
える の か ? そし て 、 ア フリ カ の 地 に 渦巻 く 息 念 に 濾 依 さ れ 、 R C 
MP の レッ ド ・ サ ー ジ に 異様 な 復讐 心 を た ぎら せる 〈 那 眼 史 イー ヴ 
ル ・ ア イ 〉) と 、 ク レイ ヴ ン の 祖父 レッ クス 軍曹 が 従軍 し た ズー ルー 
戦争 の 激戦 地 ロ ー ク ス ・ ド リフ ト (南ア フリ カ 、 一 八 七 九 年 ) を つ 
な く 狂 気 の ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク と は ?2 クレ イヴ ン 家 に か けら れ た 
呪い を 解く た め 、 〈 闇 の 奥 〉) へ と 旅立つ チャ ンド ラー。 彼 の 行く 手 
に 備 兵 コン ビ ( 友 色 団 〉 が 立ち は だ か る の と 時 を 同じ くし て 、 ヴァ 
ンク ー ヴ ァ ー の RCMP と スペ シャ ル X の メン バー に も 、 未 曽 有 の 
危機 が 襲い か か ろう と し て いた .………… 


相変わらず 荒 上 無 稽 た な 筋立て だ が 、 今回 は 「 警官 毅 し 」 と いう 警 
察 小 説 の 定番 を 扱っ て いる せい か 、 ス ペ シ ャ ル X 年 代 記 の 集大成 
( 総力 戦 ? ) と いう 性 格 が 顕著 に 表れ た 作品 だ と 思う 。 全編 に わ 
た っ て 、 熱 狂 的 な レッ ド ・ サ ー ジ 讃歌 の 記述 が 出 する た め 、 よ け 


い に そ の 印象 が 強い 。 ジ ャ ッ ク ・ マ ク ド ゥ ガル や ビル ・ テ ィ プ ブル と 
いっ た 懐か し い 名 前 が 出 て くる だ け で な く 、『 グ ー ル 』 の ヒロ イ 
ン 、 ロ ンド ン 警 視 庁 C TD 部 長 ヒ ラリ ー・ ラ ンド へ の 吉 及 も 見 られ 
る ほど の サー ビス ぶり 。 ビル ・ テ ィ ブ ル に 至っ て は 、 第 一 作 『 ヘ ッ 
ド ハ ルン ター』 の ラス ト で いき な り 爆 死 、 そ の 後 ま っ た く 音 沙汰 が な 
か っ た は ず な の に 、 五 作 目 の 本 書 で は な に くわ め ぬ 顔 で 復活 し て いる 
( 妙 な 吉 い 訳 を 持ち 出し て 生き 返ら せ た く せ に 、 こ の 扱い は な い だ 
全う 4 。 


つい で に 吉 う と 、 本 書 で は スレ イド の トレ ー ド マー ク と いつ べき 
「 異様 な まで に 細密 で 嗜 し 虐 ぎ ゃ く 的 な 殺人 ・ 捧 問 描写 」 が 、 す っ 
か り 鳴 り を ひそ め て いる 。 死体 の 腹 を 有 裂 い て 、 内 臓 を 引き ずり 出す 
と いう 猟奇 級 和 人 が 出 て くる わり に 、 そ の 描写 は か な りあ っ さり し た 
も の だ 。 こ れ は 前 作 で 、 趣 向 を 凝ら し た 終 人 方 法 と 息 つ く 暇 も な い 
スプ ラッ タ 措 写 を 大 盤 ぶ る まい し すぎ た 反動 か も し れ な い 。 そ の か 
わり 、 手 に 汗 握 る アク ショ ン & パニ ッ ク 場 面 の 比重 が 増し て 、 従来 
の 作品 より 少し だ け 一 般 受 けし そう な 内 容 に な っ て いる 。 特に 本 書 
の 白眉 と いえ る の が 、 第 一 部 の ラス トー-R C M P 葬 の まっ た だ 中 に 
車 ご と 突っ 込ん で 逃走 し た ギュ ンタ ー・ シ ュ レ ッ ク を 追跡 する カー 
チェ イス ・ シ ー ン 。 ス レイ ド お 得意 の めまぐるしい 1 場面 転換 が スリ 
ル を 盛り 上 げ て 、 ス ペ シ ャ ル メ X シ リー ズ の 中 で も 屈指 の 名 場面 に 
な っ て いる の で は な いか (あん まり 本 筋 と 関係 な い の が 玉 に キズ だ 
は )。 


さら に 本 書 に は 、 も うつ ひと つ ス レイ ド の 新生 面 を っ うか が わせ る と 
ころ が ある 。 物語 の 中 盤 、 ク レイ ヴ ン の 裁 唱 を めぐ っ て 、 リ ー ガ ル 
サス ペン ス 風 の 展開 を する と ころ だ 。 マ イケ ル ・ ス レイ ド と いう 作 
家 は 、 も と も と ヴァ ンク ー ヴ ァ ー 在 住 の 複数 の 法廷 弁護 士 か ら な る 
合作 ユニ ッ ト で 、 そ の 顔ぶれ は 作品 ご と に 変動 が ある と いう (本 書 
を 執筆 し た の は 、 ジ ェ イ ・ ク ラー ク と ジョ ン ・ バ ンク ス の 二 人 で 、 
第 三 作 『 カ ッ ト ス ロー ト 。』 か ら 第 六 作 Primal Scream [ 〇 五 年 に 
『 斬 首 人 の 復讐 』 と いう 邦題 で 訳 さ れ た ] まで 、 こ の コン ビ の 共 作 
が 続く らし い ) 。 と ころ が 、 弁護 士 出 身 の 作 家 に し て は 珍し く 、 

『 カ ッ ト ス ロー ト 。』 の 奇人 鹿 事 を めぐ る エピ ソー ド で その 片鱗 を 見 
せ た ぐ らい で 、 ス レイ ド は これ まで 正面 か ら 法 廷 を 舞台 に し た 作品 
を 書い た こと が な か っ た 。 理由 は 定か で な いけ れ ど 、 お た く 的 な 趣 
味 で 始め た 創作 だ け に 、 あ えて 本 職 の 専門 知識 に 寄り か か ら な いよ 
うに し て いた の で は な い だ ろ つか? 本 書 で も クレ イヴ ン の 夫 痢 
シー ン は 、 ど ちら か と いう つと スト ー リ ー の つなぎ 的 な 役割 を 担っ て 
いて (エラ リー・ ク イー ン の 『 中 途 の 家 』『 災 厄 の 町 』『 ガ ラス の 


村 』 が 想起 され る ) 、 必 ず し も そこ に プロ ッ ト の 焦点 が ある と は い 
えな い 。 し か し さす が 本 職 だ け あ っ て 、 法廷 場 面 の 描写 は 堂 に 入っ 
た も の だ 。 同じ 隊 審 制 の 国 な が ら 、 演 出 過 剰 な アメ リカ 式 の 法廷 
ショ ー と は 一 味 ち が っ た カナ ダ 独 特 の 雰囲気 が 伝わっ て き て 、 こ の 
あたり は な か な か 読ま せる 。 


と ころ で 、 こ れ ま で に 訳 さ れ た マイ ケル ・ ス レイ ド の 小説 に は 、 
奇数 巻 ( の 『 ヘ ッ ド ハル ハン ター』-ー③『 カ ッ ト ス ロー ト 』ー⑤『 暗 黒 大 
陸 の 悪霊 』 ) と 、 偶 数 巻 ( の 『 グ ー ル 』ー④『 骸骨 島 の 悪 雲 』 ) の 
二 系 列 が あっ て 、 両 者 の 狙い は 微妙 に 異な っ て いる よう だ 。 


スレ イド の 作風 の 看板 と いう べき 「 鬼 畜 サ イコ ホラ ー」 度 が 高い 
の は 、 い うま で も な く 、 偶 数 系 列 の 作品 だ ろう 。 い ずれ も オカ ル 
ティ ズム へ の マニ アッ ク な 了 況 湧 一 HHP」 ラ ヴ ク ラ フト の クト ゥ 
ルー 神話 ( ② ) 、 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー の 悪魔 主義 ( ⑨ ) 一 が 
物語 の 主眼 に な っ て お り 、 犯 人 た ち は 「 この 世 な ら ぬ も の 」 を 現世 
に 召喚 する た め の い け に えと し て 、 儀 式 的 な エロ ・ グ ロ 殺 人 を 繰り 
返す 。 


それ に 対し て 、 本 書 を 含む 奇数 系 列 の 作品 で は 、 広 義 の 文化 人 類 
学 的 な 関心 が スト ー リ ー の 中 心 に 据え られ て いる 。 イ ン デ ィ ア ン の 
トー テム 信仰 と ヴー ドゥ ー 教 の 祭儀 ( 〇 ) 、 ビ ッ グ フッ ト 伝 承 と 中 
国 の 陰陽 思想 ( ③ ) 、 ズ ー ル ー 族 の 霊 体 と の 交付 儀式 ( ⑤ ) が それ 
ぞ れ の 犯行 の 精神 的 基盤 に な っ て いる よう に 。 こ の 系 列 で 見 逃 せ な 
い の は 、 ス レイ ド の 関心 が 有色 人 種 の 民族 的 な 信仰 対象 に 向け られ 
て いる と いう 点 で 、 偶 数 系 列 の 作品 を 特徴 づけ る 白人 的 オカ ル テ ィ 
ズム ( ② で 扱わ れ た へ ヴィ メタ ル 舘 仰 も 、 同 じ 系 譜 に 位置 づけ られ 
る ) と は 明らか に 一 線 を 画 し て いる の だ 。 


奇数 系 列 の 作品 に は 、 も う ひ と つづ 目 立っ た 特徴 が ある 。 カ ナダ 連 
邦 騎 馬 警 察 の 歴史 に 関す る 愛国 的 な 記 述 が 、 作 中 で 重要 な 位置 を 占 
め て いる こと だ 。「 カ ナダ は 警察 を 国家 国民 の シン ボル と 見 な し て 
いる 世界 で 唯一 の 国 で あり 、 こ の 部 屋 に 集まっ て いる 者 た ちこ そ が 
その シン ボル の 偶像 イコ ン な の だ 」 ( 六 五 頁 ) 。 こ の 表現 は スレ イ 
ド の 誇張 で は な く 、 カ ナダ 建国 の 歴史 の 中 で 、 騎 馬 警 官 の 果たし た 
役割 は 医 常 に 大 きい 。『 ヘ ッ ド ハル ンタ ー』『 カ ッ ト ス ロー ト 』 は 、 
R CMP の 前 身 で ある 北西 騎馬 警察 ( NWMP ) の 神話 的 捜査 官 
ウィ ルフ レッ ド ・ ブ レイ ク に まつ わる エピ ソー ド を ふく ら ま せ た 二 
部 作 で 、NWM P と 先住 イン ディ アン の 緊密 な 関係 が 詳 六 さ れ て い 


る し 、 そ の 流れ を 引き 継い だ 本 書 が R CMP 讃 歌 を 高らか に 衣 い 上 
げ る 内 容 に な っ て いる こと も 、 す で に 述べ た 通り で ある 。 


お そら く こ うし た 傾向 は 、 作 中 で 繰り 返し 強調 され て いる よう 
に 、 R CMP と いう 組織 が 英国 植民 地 軍 の 歴史 と 伝統 を 受け 継い で 
いる こと と 無縁 で は な い だ ろ う 。 文化 人 類 学 的 な 関心 と 、 大 英 帝 国 
の 西 民 地政 策 は 表裏 一 体 の 関係 に あり 、 辺境 の 地 カ ナダ の 国内 治安 
維持 組織 で ある R CMP と いえ ども 、 白 人 優位 主義 に よる 有色 人 差 
別 の 歴史 か ら け っ し て 自由 で は あり えな い 。 〈 黒 〉 と ( 白 〉 の 根 深 
い 対 立 に 翻弄 され る RCMP = 〈 赤 ) と いう 本 書 の 構図 は 、 そ うし 
た ジレ ンマ を 如 実 に 反映 し た も の だ 。 こ うい つと ころ に (隠れ 社会 
派 ) (『 グ ー ル 』 の 後記 「 あ る 現実 」 を 参照 ) の 横顔 が 透け て 見 え 
る か ら 、 ス レイ ド と いう 作家 、 支 離 滅 列 な B 級 ホラ ー お た くだ か ら 
と いっ て 、 頭 か ら 馬 鹿 に は で き な い !。 


ちょ っ と 話 が 硬く な っ て し まっ た の で 、 話 題 を ミス テリ 的 な 方 面 
に 戻 そ う 。 前作 で JDL] カ ー へ の 腹面 も な い オ マー ジュ を 捧げ 、 
黄金 時 代 パ ズラ ー の 熱烈 な 信奉 者 と し て カミ ング アウ ト し た スレ イ 
ド だ が 、 話 題 性 が 先行 し た わり に 、『 骸骨 島 の 惨劇 』 の 本 格 ミ ステ 
リ と し て の 完成 度 は 、 も うつ ひと つ だ っ た よう に 思う 。 前作 の 「 著者 
付記 」 を 読ん だ 人 な ら お わか り だ ろう が 、「 リッ パー 」 と いう 原題 
は 、 同書 の オカ ルト ・ ホ ラー 的 側面 を 、「 ス カル & ク ロス ボー ン 
ズ 」 と いう 没 タ イト ル は 、 サ イコ ・ パ ズラ ー 的 な 側面 を 、 そ れ ぞ れ 
象徴 する も の だ っ た 。 つ まり 後者 か ら 前 者 へ の 改題 は 、 単 に 一 語 
イト ル に こだわ っ た 営業 的 配慮 と いう より 、 ス プラ ッ タ ・ ホ ラー と 
し て の 過剰 さ が 、 本 格 ミ ステ リ 志 向 の プロ ッ ト を 完全 に 呑み 込ん で 
し まっ た こと を 端的 に 示し て いる わけ だ 。 


た ぶん そう し た 仕上 が り に は 、 作 者 の スレ イド 自身 、 司 じ く 避 じ 
た る も の が あっ た の だ ろう 。 そ の 反省 か ら か 、 本 書 で は 前 作 以 上 
に 、 本 格 ミ ステ リ 的 な プロ ッ ト - 一 と り わ け サ プラ イズ ・ エ ン デ ィ ン 
グ に 向け た 周 色 な 布石 一 が 全編 を 支配 し て いる 。 驚き の ポイ ント そ 
の も の は 、 基 本 的 に 『 簡 骸 島 の 惨劇 』 と 大 差 な い の だ が 、 ラ スト の 
劇 的 な 演出 方 法 が 段違い に 鮮やか な 効果 を 上 げ て いる 。 


ひと くち に 吉 う と 、「 最後 の 一 葉 フ ィ ニ ッ シ ン グ ・ ス トロ ー ク 」 
と いつ や つ で ある 。 


それ も そん じ ょ そ こら の も の で は な い 。 最後 の 太 ペ ー ジ の 盛り 上 
が り は 、 最 近 の 本 で は ちょ っ と お 目 に か か っ た こと が な い ぐらい 、 
感動 的 な も の だ 。 最 後 の 一 行 で は な く 、 な ぜ 最 後 の 太 ペ ー ジ な の 
か 、 と いう 理由 は 、 実 際 に 読者 自身 の 目 で 確か め て も らい た い 。 そ 
の 際 、 ( 了 ) と いう 文字 を し か と 見 届け る まで 、 く れ ぐ れ も 本 を 投 
げ 出 さ な い こと 。 ネ タ そ の も の は シン プル な も の で 、 勘 の いい い 読 
は スレ イド の 狙い を 見 抜い て し まう か も し れ な い ( 私 は 息 い た 
が ) 。 だ が 、 こ の フー ダニ ッ ト の 様式 美 を 極め た よう な ラス ト は 、 
ある 程度 シン プル な ネタ で な けれ ば 成立 し な い は ず で ある 。 


も と も と スレ イド と いう 作家 は 、 サ プラ イズ ・ エ ン デ ィング ( 意 
外 な 結末 ) に 対す る 異常 な 執着 の 持ち 主 で 、 ど の 作品 を 読ん で も 、 
ラス ト の 数 ペー ジ に 必ず ドン デン 返し が 仕掛 けら れ て いる 。 と ころ 
が 、 結 末 に た どり 着く まで の スト ー リ ー が あま り に も 破天荒 で 、 常 
軌 を 逸し て いる た め 、 唐 突 に 「 意 外 な 犯人 」 が 明か され て も 、 疲 労 
困 信 し た 読者 は いま いち ピン と 来 な か っ た りす る の だ 。 


これ まで に 訳 さ れ た 四 長 編 の うち 、 サ プラ イズ ・ エ ン デ ィング が 
ちゃ ん と 機能 し て いる の は 、 第 一 作 『 ヘ ッ ド ハル ンタ ー』 ぐ らい で 、 
それ 以降 の 作品 で は 、 作 者 の 狙い が 空回り し て いる ケー ス の 方 が 多 
い の で は な いか ? 読ん で いて 惜しい な あと 思っ た の は 、『 カ ッ ト 
スロ ー ト 。』 の ラス ト で 、 真 犯人 の 正体 の 伏せ 方 は わり と いい 線 行っ 
て る の だ が 、 と に か くそ の 前 の 害 山 で の 大 冒険 シー ン ( と その オチ 
の 付け 方 ) が あま り に も 強烈 すぎ て 、 肝 心 の フー ダニ ッ ト 趣 向 が か 
すん で し まっ て いる 。 


『 簡 骨 島 の 惨劇 』 の ラス ト も 、 明 ら か に スレ イド の 計算 ちがい だ ろ 
うつ 。 フ ェ ア ・ ア ン フ ェ ア の 議論 は さて お き 、 こ の "衝撃 の 真相 」 が 
効果 を 上 げ る た め に は 、 読 者 が 「 消去 法 」 で 犯人 を 限定 し よう と 試 
みる こと が 前 提 の は ず で ある 。 と ころ が 、 孤 島 で の 惨劇 が あま り に 
も 立て 続け に 起こ る の で 、 読 者 は すっ か り 感 覚 が マヒ し て 「 犯 人 当 
て 」 ど ころ で は な く な っ て し まう 。 し か も 、 い き な り 身 も 蓄 も な い 
説明 調 で 「 衝 撃 の 真相 」 の 背景 が 語ら れる せい で 、 余 韻 も 何 も あ っ 
た も の で は な い 。 ど うし て こん な 野暮 っ た い 書 き 方 を する の だ ろ 
う 、 と いぶ か し く 思 っ た ほど だ が 、 要 する に スレ イド は 、「 最 後 の 
一 撃 」 を な る べく 巻末 ギリ ギリ の と ころ まで 引っ 張り た か っ た わけ 
で すね 。 


最後 の 一 撃 」 と いえ ば 、 ダ イイ ング ・ メ ッ セ ー ジ と 普 ぶ エラ 
計 クイ ー ン の 専売 特許 で 、 最 後 の 一 行 で 初め て 犯人 の 名 前 が 明 
か され る 『 フ ラン ス 白 粉 の 謎 』 を 筆頭 に 、 傑 作 が 目白 押し で ある こ 
と は 、 ミス テリ ファ ン な ょ ら よ く ご 存じ だ ろう 。 本 格 ミス テリ を 志 
者 な ら 、 誰 も が 憧れ る 超絶 技巧 の は な れ わ ざー-「 サ イコ ・ ス リラ ー 
界 の 〈 新 本 格 ) 」( 夏 来 健次 ) を 目指 す ス レイ ド が この テク ニッ ク 
に 挑む の は 、 い わ ば 当然 の な り ゆ きだ っ た と いっ て しい いい !。 


それ だ け で は な い 。 ス レイ ド と いう 作家 は 、 同 じ 合 作 ユ ニッ ト の 
よし み と い うこ と も あっ て 、 デ ビュ ー 当 時 か ら ク イー ン の こと を 相 
当 意 識 し て いた ふし が ある 。 イ ン デ ィ ア ン の トー テム 舘 仰 と か ら め 
た 連続 首切り 殺人 ( 『 ヘ ッ ド ハル ンタ ー。』 ) な ん て 、 どう 見 て も 『 エ 
ジブ ト 十 字 架 の 恋 。 に 触発 され た と し か 思え な いし 、 『 衣 骨 島 の 惨 
劇 』 に は 『 細 文 字 』 そ っ くり の ダイ イン グ ・ メ ッ セ ー ジ が 出 て く 
る 。 スペシャ ル X シ リー ー ズ の 中 心 人 物 、 デ ィ ク ラー ク 和 警視 正 の 名 前 

の 祭り (DeClerq ) の 中 に “Q ED, の 三文 字 が 含ま れ て いる の 
も 、 あ な が ち 偶 然 と は 吉 い 切れ な い 。 


お そら く 本 書 の プロ ッ ト は 、 ク イー ン が その も の ズバ リ の タイ ト 
ル を 冠 し た 『 最 後 の 一 撃 』 か ら イ ンス パイ ア さ れ た も の だ ろう 。 ク 
イー ン の 同書 に 出 て くる ある モチ ー フ が 、 再 利用 され て いる か ら 
だ 。 ス レイ ド は か な り 強 引 な 処理 を し て いる が 、 本 格 ミ ステ リ の 段 
2 そん な に 無 舞 2 奈 な も の で は な しい 。 た だ し 、 小 


し きれ な いと ころ も ある 。 フェ ア ・ アン フェ ア の 議論 と は 別 の 次 元 
で 、 こ の ちゃ ぶ ぶ 台 返 し の 結末 を どう 受け 取る か は 、 読 者 の 好み が 分 
か れる と ころ だ と 思う - 一 ある 意味 、 こ の 本 の 中 で 一 番 ス レイ ド ら し 
いと ころ か も し れ な し いり 。 


ちな み に 本 書 の 中 に は 、 ジ ョ ン ・ ヒ ュー スト ン 監 督 、 人 ハン フ 
リー・ ボ ガー は へ ヘプバーン が 共演 し た 『 ア フリ カ の 
女王 』 て C フォ レス ター 原作 。 主 人 公 の 呑ん だ くれ 船長 は イ 
ギリ ス 人 の 記 定 だ っ た が 映画 化す る 際 、 ボ ガー ト の 起用 に 合わ せ 
て カナ ダ 人 に 変更 され た と いう ) に 関す る さり げ な い 吉 及 が ある 。 
第 三 部 の 水上 アク ショ ン は 、 明 ら か に この 映画 を 意識 し た も の だ と 
思わ れる が 、 そ れ と は 別に も うつ ひ と つ だ け 。 


"The African Queen'L | これ ほど 本 書 の 内 容 に ふさ わし い キ ャ ッ 
チ フ レー ズ が ほか に ある だ ろう か ? 


- カ ジュ アル , な 本 格 


『ABC 角 人 事件 』 (アガ サ ・ ク リス ティ ) 


A BC と 自称 する 謎 の 人 物 か ら 、 名 探偵 エル キュ ー ル ・ ポ アロ の 
許 に 送り つけ られ た 帝人 予告 の 手紙 。 その 文 吉 通 り 、A の 頭 文 字 が 
つく 土地 で A で 始ま る 名 前 の 持ち 主 が 殺さ れ 、 死 体 の そば に は 犯人 
の 碧 名 の よう に A B C 鉄 道 案 内 が 残さ れ て いた 。 こ れ ま で 被害 者 を 
中 心 と する 閉じ た 人 間 関 係 ク ロー ズ ド ・ サ ー ク ル の 内 部 で 起こ る 犯 
因 に 取り 組ん で きた ポア ロ が 、 初 め て 遭遇 する 没 個人 的 な 外部 か ら 
の 級 人 一 "これ が は じ ま り で す 」 一 ポア ロ の 不吉 な 予感 は 的 中 
し 。 や が で て B、 で .。,,。 と 同様 の 犯行 が 繰り 返さ れ て いく 。 


『ABC 帝 人 事件 』 は 一 九 三 五 年 に 発表 され た 、 ア ガサ ・ ク リス 

ティ の 十八番 目 の 長 編 で す 。 英 国 各地 で 引き 起こ され る 、 目 的 の 定 
か で な い ( 無 差別 連続 紋 人 を 描い た 鮮やか な プロ ッ ト は 、 ミ ッ シ ン 

グ ・ リ ンク ・ テ ー マ と 呼ば れる パタ ー ン の 古典 的 な 完成 形 と し て 、 
発表 当時 か ら 現 在 に 至る まで 、 常 に 高い 評価 を 受け て きま し た 。 ポ 
アロ が 活躍 する シリ ー ズ の 中 で も 、『 ア クロ イド 級 し 』『 オ リエ ン 
ト 急行 の 毅 人 』 と 並び 移さ れる 有名 作 で 、 へ ヘイ ステ ィング ズ 大 尉 の 
手記 と 三 人 移 の 挿話 を 併用 し た カッ トバ ッ ク の 手法 が 見 事 な 効果 を 
挙げ て お り 、 本 書 を ポア ロ 物 の ベス ト に 推す 読者 も 少な く あ り ま せ 
ん 。 


ミッ シン グ ・ リ ンク と いう 用 語 は 「 失わ れ た 環 」 と 訳 さ れ ま す 
が 、 同 じ 環 で も ring で は な く 、Hlink ( 鎖 を 作っ て いる 中 の ひと つの 
環 ) で ある こと に 注意 し て くだ さい 。 イ ンタ ーネット で 「 リ ンク を 
設定 する 」 と いう の と 同じ で 、 つ な が り と か 、 関 連 づ け を 意味 する 
吉 葉 だ か ら で す 。 本格 ミ ステ リ の 世界 で は 、 お も に 連続 級 人 の ケー 
ス で 、 い っ けん 無関係 に 見 える 被害 者 どう し を 結び つけ る 隠れ た 共 


通 項 を 探し て ! く も の を 、 ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク ・ テ ー マ と 総 移 し て 
いま す 。 


この テー マ の 叶 和 拓 と な っ た の は 、 ジ ョ ン ・ ロ ー ド 『 プ レー ド 街 の 
殺人 』( 一 九 二 八 ) と いう 作品 で (本書 の 中 に も さり げ な く 同 書 の 
アイ デア に 触れ て いる 箇所 が あり ます ) 、 ク リス ティ 以前 に も 、 ア 
ント ニ イ ・ バ ー ク リー 『 絹 靴下 殺人 事件 』。 (一 九 二 八 ) や フィ リッ 
プ ・ マ ク ド ナ ルド Murder Gone Mad ( 1931 ) の よう な 作例 が 見 ら 
れ ま す が 、 ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク ・ テ ー マ の 決定 版 と ! い えば 、 や は り 
『 ABC 毅 人 事件 』。 に 尽き る で し ょ う 。 本書 で クリ ステ ィ が 編み 出 
し た 着想 と その 処理 が あま り に も 素晴らし か っ た た め に 、「ABC 
パタ ー ン 」 と いう の が 本 来 の 意味 を こえ て 、 ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク ・ 


テー マ の 代名詞 に な っ て し まっ た ほど で す 。 


その 証拠 に 、 こ れ 以 降 に 書か れ た ミッ シン グ ・ リ ンク ・ テ ー マ の 
成功 作 は 、 い ずれ も クリ ステ ィ の 着想 を 下敷 き に し た うえ で 、 い か 
に し て それ を 乗り こえ る か と いう 点 に 腐心 し た も の ば か りな の で す 
か ら 。 読者 の 参考 の た め に 、 代 表 的 な 海外 作品 を 拳 げ て み ま し ょ 
う 。 エラ リー テー ャ クイ ニン “~ 思 尾 の 少 』 (一 刀 回 刀 う 、、 ヘ レシ ・ マ クタ 
ロイ 「 歌 う ダ イア モン ド 」( 一 九 四 九 ) 、DLIMLI デ ィ ヴ ァ イ ン 
『 五 番目 の コー ド 』( 一 九 太 七 ) 、 ウ ィ リ アム ・LL デ アン ドリ ア 
『 ホ ッ グ 連続 級 人 』 (一 刀 七 九 ) .…… 。 


それ だ け で は あり ませ ん 。『 A BC 洒 人 事件 』 は 、 一 九 九 〇 年 代 
に 爆発 的 な ブー ム を 巻き 起こ し た サイ コ ・ ス リラ ー/ シ リア ル ・ キ 
ラー 小説 に も 、 隠 然 た る 影響 を 及ぼ し て いる と いっ て よい で し ょ 
う 。 た と えば 、 ブ ー ム の 先駆 け と な っ た トマ ス ・ 八 リス 『 レ ッ ド ・ 
ドラ ゴン 』( 一 妃 人 ハー ) を 読む と 、 さ す が に 「ABC パ ター ン 」 に 
は 当て は ま ら な いと し て も 、 カ ッ ト バ ッ ク の 手法 や 心理 的 な 要素 の 
重視 、 サ スペ ンス フル な 筋立て の 中 に 、 ク リス ティ の 遺産 が 脈々 と 
受け 継が れ て いる こと が わか る は ず で す 。 


幸 か 不幸 か 、 一 九 七 六 年 に 亡くな っ た クリ ステ ィ は 、 九 〇 年 代 の 
サイ コ ・ ス リラ ー・ ブ ー ム を 目の当たり に する こと は あり ませ ん で 
し た 。 も し 彼女 が ブー ム の 渦中 に 発表 され た 作品 を 読む こと が あっ 
た ら 、 残虐 さ を 競 う よ う な 捧 問 ・ 毅 人 描写 や 、 長 々 と 続く 専門 的 な 
記述 に 眉 を ひそ め た か も し れ ま せん 。 で す が 、 い ずれ に し ろ 、 ク リ 
ステ ィ は 意地 悪 な 笑み を 浮か べ な が ら 、 こ うつ ぶ や いた こと で し ょ 
う 一 科学 捜査 や ら プ ロフ ァ イ リ ング や ら 、 本 当 に 皆さん ご 苦労 な こ 
と 。 で も 、 わ た し な ら こ の 半分 の ペー ジ 数 で 、 も っ と 手際 よく 読 
の 人 箇 面 を 引き 回 すこ と が で きる わ 。 だ っ て 、 ど れ も こ れ も わ た し が 
六 十 年 前 に 書い た プロ ッ ト の 一 部 を へ た くそ に 引き 伸ばし た 、 二 番 
煎じ ば か り じ ゃ な い の ! 


注意 ! 以下 の 文章 で 、『 A BC 級 人 事件 』 の 真相 に 触れ ます 。 
この 先 は 、 く れ ぐ れ も 本 編 を 読了 し た 後に お 読み くだ さい 。 


真 の 犯行 動機 を 悟ら きれ な いよ う 、 一 連 の 無関係 な 被害 者 グル ー プ 
の 中 に 、 本 当 に 毅 し た い 相 手 を 紛れ 込ま せる 一 "ABC パタ ー ン 」 


と いう 着想 は 、GLIKLI チ ェ ス タ ト ン の 短編 「 折れ た 刻 」 (一 一 
ー ) に 出 て くる 有名 な 逆説 ( = 死体 を 隠し た いと 思 つ 者 は 、 死 体 の 
山 を 築い て それ を 隠す ) を 、 連 続 紋 人 事件 に 応用 し た も の で す 。 

「 折れ た 語 」 の 舞台 は 外国 の 戦場 で 、 保 身 の た め に 部 下 を 毅 害し た 
閣 軍 が 自分 の 罪 を 隠す べく 、 指 揮 下 の 部 隊 に わざ と 負け 戦 を 命じ 
て 、 戦 死者 の 山 の 中 に 部 下 の 死体 を 紛れ 込ま せる わけ で す が 、 ク リ 
ステ ィ が 本 書 で な し と げた 最大 の 功績 は 、 ミ ッ シ ン グ ・ リ ンク ・ 
テー マ を 逆手 に 取っ て 、 チ ェ ス タ ト ン の 奇想 天外 な アイ デア を 平時 
の 都市 空間 に 移し 替え た こと で し ょ うつ 。 


ちな み に 英 語 で は 、 戦 死者 の こと を casualty と 呼び ます 。 これ は 
casual ( 偶然 の 、 不 慮 の ) と いう 形容 詞 か ら 来 た も の で 、「 不慮 の 
犠牲 者 」 と いう ニュ アン ス が 含ま れ た 用 法 で す 。 面 白い の は 、『A 
B C 毅 人 事件 』 の 中 で 巻き 添え を 食っ て 毅 さ れる 被害 者 た ち も 、 あ 
る 種 の casualty に ほか な ら な いと いう こと で し ょ う 。 彼ら は 犯人 の 
計画 に 治っ て 選ば れ た 犠牲 者 で す が 、 土 地 と 人 名 の 頭 文字 と いう 最 
低 祭 件 を 除け ば 、 各 人 の 選択 は 場 力 当 ジ た ュ ユリ ア 的 ル な も の に すぎ 
な い の で すか ら 。 特 に 四 件 目 の D の 級 人 で は 、 A BC に よる 犯行 の 
casual な 性 格 が 露骨 に 示さ れ て いま す 。 


連続 六 人 の プロ セス に casual な 奈 件 を 盛り 込む こと に よっ て 、 捜 
査 を 損 乱 し 、 真 の 犯行 動機 を 絞れ な いよ うに する 一 聡明 な クリ ス 
ティ 読者 な ら す で に お 気づき の よう に 、『 A B C 導 人 事件 』 で 用 い 
られ た 騙し の 技法 は 、 こ の 前 年 に 発表 され た 『 三 幕 の 殺 人 』 の プ 
ロッ ト を 引き 継ぎ 、 さ ら に 発展 させ た も の だ と いえ る で し ょ う 。 


し か し その 一 方 で 、 犯 行 計画 に casual な 条件 を 盛り 込む こと が 、 
犯人 側 に ある 種 の リス ク を も た ら す の は いつ まで も あり ませ ん 。 し 
ば し ば 「A BC パターン 」 の 作品 が 、 道 理 に 合わ な い 不 自然 な 犯行 
で ある と いう 批 剤 を 浴び る の は 、 そ の せい で し ょ うつ 。 


た し か に 不 必要 な 級 人 の 数 を 増やす ほど 、 ひ ょ ん な こと か ら 足 が 
つく 危険 性 が 大 きく な り ま すし 、 犯行 の 法則 性 が 見 破 ら れ た と た 
ん 、 捜査 側 に 予防 線 を 張ら れ て し まう と いう 弱点 も あり ます 。 作 中 
で ポア ロ は 犯人 の 性 格 を 、 賭 け を 止め られ な い ギ ャ ン ブ ラ ー に な ぞ 
ら え て いま す が 、 こ れ は と り も な お さ ず 、 犯行 計画 その も の が は ら 
む casual な 危う さ を 吉 い 当 て て いる わけ で す 。 


し か し 、 ク リス ティ と いう 作家 の 本 当 の 疾 凡 さ は 、 こ うし た 批 
を あら か じ め 予 想 し た うえ で 、「 ABC パ ター ン 」 を 構成 する 個々 
の 犯行 に 、 別 の 側面 か ら 必 然 性 を 己 え る 工夫 を し て いる と ころ に 表 


れ て いま す 。 と いう つの も 、 わ り と 見 過ごさ れ が ちな 点 で す が 、 本 書 
は 精神 的 な ハン ディ キャ ッ プ を 負っ た 無実 の 男 が 、 殺 獲 な 真犯人 の 
策略 に よっ て 、 犯 行 の 自覚 すら な い 連 続 疲 人 を 自分 が 実行 し た よう 
に 信じ 込ま され て いく プロ セス を 描い た 作品 で も ある か ら で す 。 ク 
リス ティ が あえ て 叙述 の 一 貫 性 を 月 し 、「 へ イス ティ ング ズ 大 尉 の 
記述 で は な い 」 三人称 の 章 を 挿 信 する と いつ 変則 的 な 構成 を 採用 し 
た の は 、 こ うし た 裏 の プロ ッ ト (操り テー マ ) に より 説得 力 を 持た 
せる た めで し ょ っ つ 。 


表 の プロ ッ ト (ミッ シン グ ・ リ ンク ・ テ ー マ ) は 、 単 に それ だ け 
を 取り 出せ ば 、 非 常に 危う い 、 必 然 性 に 欠け る 犯行 に 見 える か も し 
れ ま せん 。 し か し 、 ク リス ティ は 個々 の 犯行 を 、 記 憶 に 障害 を 持つ 
スケ ー プ ゴー ト に 対し て 徐々 に 心理 的 な プレ ッ シ ャ ー を か け 、 抜 き 
差し な ら ぬ 窮地 に 追い 込ん み で いく プロ セス 一 自分 の 赴 い た 先々 の 土 
地 で 、ABC 級 人 が 繰り 返さ れる 。 徐々 に 不安 が 高まり 、 精 神 的 に 
追い つめ られ て いっ た 未 に 、 血 染め の 凶器 と いつ 決定 的 な 証拠 を 発 
見 する 一 と し て 描い て いま す 。 犯行 の 自覚 の な い 人 物 に 、 自 分 が 帝 
人 犯 で ある と 確信 させ る に は 、 反 復 強 迫 的 な 心理 的 ショ ッ ク を 与え 
続け な けれ ば な ら な いわ け で 、 そ の た め に 必要 不可 欠 な 段取り と し 
て 、 複 数 の 犯行 、 す な わ ち A BC 級 人 の シナ リオ が 要請 され て いる 
ご つこ と で 9。 


本 書 の ラス ト で 、 ポ アロ が 真犯人 に 対し て 「 フ ェ ア で は な いし 」 
「 ス ポー ツマ ン ら し く な い 」 と 告げ る 場面 が あり ます が 、 そ こ で は 
私 利 私 欲 の た め に 、 緑 も ゆか り も な い 人 々 を 何人 も 級 し た こと で は 
な く 、「 不 幸 な 男 を 生き な が ら の 死 へ と 落と し た 残酷 さ 」 が 非難 さ 
れ て いま す 。 吉 い 換 えれ ば 、 ク リス ティ の 狙い も そこ に あっ た と い 
うべ き で し ょ う 。 こ うし た 犯人 の 邪悪 な 性 格 造 形 は 、「 それ は 心理 
的 実験 と し て 興味 の ある も の だ っ た 」 と うそ ぶ く 『 そ し て 誰 も いな 
く な っ た 。』( 一 九 三 九 ) の 犯人 へ と 受け 継が れ て いき ます 。 


蛇足 を 承知 で 、 最 後に も つ ひ と つ だ け 。『 A BC 人 事件 』 に 組 
み 込 まれ た プロ ッ ト の 二重性 に 、 だ れ よ り も 感嘆 し た の は 、 エ ラ 
リー・ ク イー ン そ の 人 だ っ た の で は な いで し ょ うか ? と いう の 
も 、 後 年 クイ ー ン は 、 本 書 の 表 と 裏 の プロ ッ ト を 遠心 分 離 機 に か け 
て 別々 の 長編 に 仕立 て 衣 し た よう な 、 注 目 す べき 二 部 作 を 発表 し て 
いる か ら で す 。 


その 二 部 作 と は 、 第 二 次 世界 大 戦後 の 問題 作 と し て 有名 な 『 十 日 


間 の 不思議 :』 と 、 す で に 名 前 を 参 げ た 『 九 尾 の 猫 』 で す 。 ミ ッ シ ン 
グ ・ リ ンク ・ テ ー マ に 挑戦 し た 『 九 尾 の 猫 』 に 関し て は いう まで も 
あり ませ ん が 、 一 九 四 八 年 に 発表 され た 『 十 日 間 の 不思議 』 で は 、 
も う ひ と り の アレ グ ザ ンダ ー・ ボ ナパ ー ト ・ カ スト 氏 と いう べき 不 
幸 な 青年 が 登場 し 、 本 書 と は 対照 的 な 慈 劇 的 未 路 を 迎え ます 。 


クリ ステ ィ を ライ バル 視 し て いた クイ ー ン が 、『 A BC 尊 人 事 
件 。 と いう 間 然 する と ころ の な い 先 行 作品 を どん な ふつ うに 料理 し 貴 
し た の か 。 関心 を 持た れ た 読者 は 、 両 者 を 読み 比べ て みる の も 一 興 
で は な いか と 思い ます 。 


鬼 に 金棒 


ー "魔術 師 』( ジェ フリ ー・ デ ィ ー ヴ ァ ー ) 


本 書 『 魔 術 師 イリ ュー ジョ ニス ト 』 は 、 ジ ェ フ リー・ デ ィ ー 
ヴァ ー が 二 O 〇 三 年 に 発表 し た 、 リ ンカ ー ン ・ ラ イム & アメ リア 
サッ クス ・ シ リー ズ の 第 五 作 The Vanished Man の 全訳 で ある 。 


今回 の テー マ は 華 護 な イリ ュー ジョ ン と 、 心 躍る サー カス の 世界 

だ 。 大 都市 ニュ ー ヨ ー ク の 各所 で 、 数 時 間 お き に 舞台 奇術 さながら 
の 連続 見 立て 殺人 が 発生 。 市 警 の 厳重 な 包囲 網 を か いく ぐっ て 、 犯 
人 は どの 現場 か ら も 編 然 と 消え 失せ て し まう 。 あ た か も 観客 の 目 の 
前 で 、 鮮 や か な 脱出 パフ ォ ー マ ンス を 演じ る か の よう に 。 遺留 品 の 
分 析 か ら プ ロ の マジ シャ ン の 犯行 と 推定 し た ライ ム と サッ クス は 、 
イリ ュー ジョ ニス ト を 目指 す 女性 カー ラ に マジ ッ ク の 手ほどき を 受 
導電 M 
ショ ー を 阻止 し よう と する が .……『…. 


ジョ ン ・ デ ィ ク スン ・ カ ー や クレ イト ン ・ ロ ー ス ン の 不可 能 ミ ス 

テリ に し びれ た こ と の ある 読者 な ら 、 最初 の ペー ジ を 開 【 1 た 瞬間 か 
ら 狂 書 乱 舞 す る こと まち が いな し の スト ー リ ー だ が 、 お 楽し み は そ 
れ だ け で は な い 。 本 書 は さま ざま な 意味 で 、 シ リー ズ の 節目 と な る 
重要 な 作品 に 仕上 が っ て いる か ら だ 。 


我 が 敬 愛 な る 紳士 湖 女 の 皆さま へ ーー 


四肢 の 自由 を 奪わ れ た 科学 捜査 の 天 オ ライ ム と 、 彼 の 手足 と な っ 
て 現場 を 飛び 回 る 婦人 警官 サッ クス の 名 コン ビ は 、『 ボ ー ン ・ コ レ 
クタ ー。』( 一 九 九 七 ) で 初 登場 し て 以来 、 新 世紀 の アメ リカ ・ ミ ス 
テリ を 背負 っ て 立つ 人 気 キ ャ ラク ター に 成長 し た 。 ニ ュー ヨー ク を 
主 舞台 に し た この シリ ー ズ が 、「 科学 と 論理 」 を 旗印 に 揚げ た クラ 
シッ ク な 名 探偵 小説 の 王道 パタ ー ン と 、 九 〇 年 代 人 ハリ ウッ ド の 脚本 
術 を 凌 能 する (時 と し て 映像 化す ら 困 難 な ) ジェ ッ ト コ ー ス ター・ 
サス ペン ス の 巧妙 な ハイ ブリ ッ ド 作品 で ある こと は 、 今 さら くど く 

ど 説 明 す る まで も な い だ ろ うつ 。 


し か し 、 最 初 か ら 大 当たり を 取っ た シリ ー ズ だ け に 、 新 作 に 対す 
る 読者 の 期待 と 要求 水準 は 、 どん どん エス カ レー ト し て いく 。 そ う 


で な く て も 、 毎 回 お な じみ の メン バー が 持ち 回 り で 見 せ 場 を 作る 

「 ラ イム 組 」 の チー ム ワ ー ク は 、 や や も すれ ば 水戸 黄門 化し て し ま 
い が ち な も の だ 。 主役 コン ビ の 関係 は 徐々 に 変化 し て いる けれ ど 、 
究極 の 安楽 椅子 探偵 と いう デフ ォ ル ト の 設定 を いじ る わけ に は いか 
な い 。 間 が 変わ る た びに ドン デン 返し を 連発 する 高速 処理 の スト ー 
リー テリ ング に し て も 、 作 品数 が 増え て いく に つれ 、 読 者 が ある 程 
度 パ ター ン 慣 れ し て くる の は 避 けら れ な いし)。 


第 二 作 『 コ フィ ン ・ ダ ン サ ー 。』 (一 九 九 八 ) を 書き 終え た 時 点 
で 、 デ ィ ー ヴ ァ ー が シリ ー ズ の 延長 を た め ら う ポ ボー ズ を 見 せ た の 
は 、 そ の せい も ある だ ろう 。 娯楽 ミス テリ の ツボ と 、 連 続 活劇 の テ 
クニ ッ ク を 知り 尽く し た 「 ドン デン 返し 職人 」 デ ィ ー ヴ ァ ー は 、 ラ 
イム ・ シ リー ズ を 脅かす 最大 の 敵 が 自ら の 内 部 に ひそ ん で いる こと 
に 、 誰 より も 早く 気づい て いた に ちがい な い 。 す な わ ち 、 マ ン ネ リ 
の 危機 で ある 。 


作風 が 偏る の を 嫌っ た ( ? ) ディ ー ヴ ァ ー は 、 ラ イム ・ シ リー ズ 
の 新作 と シリ ー ズ 外 の 単発 作品 を 毎年 交互 に 発表 する こと を 公約 す 
る 。 さ ら に シリ ー ズ 第 三 作 『 エ ンプ ティ ー・ チ ェ ア 』( 二 〇 〇 OO) 
で は 、 ホ ー ム グラ ウン ド を 離れ た 南部 の 田舎 町 へ 出向 き 、 第 四 作 

『 石 の 猿 』( 二 OO 二 ) で は 、 中 国 の 陰陽 思想 を プロ ッ ト に 導入 し 
て みた けり と 、 さ ま ざ ま な 趣向 を 凝ら し 、 目 先 を 変え る こと に 腐心 し 
て きた 。 


そう いう 意味 で は 両方 と も 「 異色 作 」 の 部 類 に 入る 作品 な の だ 
が 、 そ ろ そ ろ 正 攻 法 の 頭脳 戦 が 忘 し く な っ て きた の だ ろう 。 石 作 目 
に 当たる 本 書 で は 、 満 を 持 し て シリ ー ズ の 本 道 に 立ち 返ら ん と する 
作者 の 意気 込み が ひし ひし と 伝わっ て くる 。 第 部 は 『 ボ ー ン ・ コ レ 
クタ ー』 譲 りつ の タイ ムリ ミッ ト / シ リア ルキ ラー 小説 、 第 IT 部 は 
『 コ フィ ン ・ ダ ン サ ー。』 を 思わ せる アタ ッ ク & カ ウン ター アタ ッ 
ク ・ ス リラ ー 色 が 濃厚 で 、 要 する に ライ ム ・ シ リー ズ の いち ば ん 美 
味 し いと ころ を 圧縮 し 、 シ ー ム レス に つなぎ 合 わせ た よう な 構成 に 
な っ て いる と いう こと だ 。 


これ が 単なる 旧作 の 焼き 直し で な いこ と は 、 や た ら と 気合 い の 
入っ た 敵 キ ャ ラ の 造形 を 見 れ ば 明らか だ ろう 。 神出鬼没 の スー 
パー・ マ ジ シ ャ ン 魔術 師 , の 正体 は 、 サ ービス 精神 時 盛 な エン 
ター テイ ナー、 ジ ェ フ リー・ デ ィ ー ヴ ァ ー の デフ ォ ル メ さ れ た 自画 
像 に ほか な ら な いか ら で あ る 。 


ある 時 は 片目 の 運転 手 、 あ る 時 は 流し の 歌い 手 、 ま た ある 時 は 手 
品 好き の キザ な 紳士 、 そ し て また ある 時 は 白バイ の 警官 、.…… し か 
し て その 実体 は .…… 


片岡 千恵 蔵 「 多 殺 尾 伴内 七 つ の 顔 の 男 だ ぜ 」 


今回 の 敵役 “魔術 師 , は 、「 デ ヴィ ッ ド ・ カ ッ パ ー フ ィ ー ル ド と 
ハン ニ バ ル ・ レ クタ ー を 合体 させ た よう な 」 サ イコ ・ イ リュ ユ ュー ジョ 
ニス ト 。 ち な み に 原 文 で は 、 ほ ん も の の 魔法 使い と 手品 師 の 両方 を 
指す magician で は な く 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル な エン ター テイ ナー で 
ある こと を 示す conjurer と いう 呼称 が 用 いら れ て いる ( 八 五 頁 ) 。 
魔術 師 と いう と お どろ お どろ し い イ メー ジ が 先行 し て し まう けれ 
ど 、 "未詳 , の 容疑 者 を The Conjurer と 名 付け る こと で 、 ア ミュ ー 
ズ メ ント ・ シ ョ ー に な ぞ ら えた 作品 の 狙い を は っ きり と 告げ て いる 
点 も お 見 逃し な きよ うに 。 


変 紡 自在 の プロ ッ ト で 読者 を 手玉 に 取る ディ ー ヴ ァ ー が そう で あ 
る よう に 、 マ レリック と 自 稼 す る 魔術 師 , は 、 卓 越し た ミス ディ 
レク ショ ン の 技法 と さま ざま な トリ ッ ク を 駆使 し て 、 観 客 の 目 と 心 
を 意 の まま に 操る 達人 だ 。 イ リュ ー ジ ョ ン と クロ ー ス アッ プ ・ マ 
ジッ ク の 名 手 で あり 、 脱 出 と ビ ピッキング の 上 級 テ クニ ッ ク を 体得 し 
て いる の で 、 ど ん な に 厳重 な 警備 で も あっ て な き が ご と し 。 し か 
も 、 プ ロ テ ウ ス ・ マ ジッ ク ( 早変わり う ) を 得意 と し 、 年 齢 、 性 別 、 
人 種 を 問わ ず 、 瞬 時 に し て あり と あら ゆる 人 間 に 化 ける こと が で き 
る と いつ の だ か ら 、 こ れ は も つう つ 一 読者 も お 察し の 通り 一 怪 低 ル パ 
ン と か 、 怪 人 二 十 面相 の 領域 で ある 。 今 まで ライ ム が 相手 に し て き 
た 犯 日 者 の 中 で も 、 “コフィン ・ ダ ン サ ー, に 勝る と も 劣ら な い 強 
英 で は な い だ ろ うか? 


先 に 人 航 れ た よう に 『 コ フィ ン ・ ダ ン サ ー』 以降 ディ ー ヴ ァ ー は 
公約 通り 、 ラ イム ・ シ リー ズ を 一 作 お き に 執筆 、 新 作 と し て 発表 し 
て きた 。 し か し 今回 は その 例外 で 、『 石 の 猿 』」 を 執筆 中 、「 どう し 
て も ライ ム に 解決 させ た い 事 件 」 と 新た な 着想 が 浮か ん で し まい |、 
急 恒 予定 を 変更 し て 、 こ の 第 五 作 に 取り か か っ た と いう っ う 。 


ウェ プ ブ 上 に 公開 され た イン タビ ュー に よれ ば 、 本 書 の 着想 が 浮か 
ん だ きっ か け は 、 ビ ジネス ・ パ ー ト ナー の 息子 を 連れ て 、 ニ ュー 

ヨー ク 名 物 の (ビッ グ ・ ア ッ プ ル ・ サ ー カ ス 〉 を 見 に いっ た こと ら 
し い 。 そ こ で 目 に し た 早変わり クイ ッ ク ・ チ ェ ン ジ 芸 人 の ショ ー に 
圧倒 され た ディ ー ヴ ァ ー は 、 も し 犯 上 者 が ステ ー ジ 上 の イリ ュー 
ジョ ニス ト の よう に 自在 に 容貌 を 変え 、 一 瞬 に し て まっ た く の 別 人 
に な りか われ る と し た ら 、 ど ん な に 怖 ろ し いこ と だ ろう と 考え た 。 
その 思い つき か ら 魔術 師 , と いつ キャ ラク ター が 生ま れ た と いう 
の で ある 。 


も っ と も 、 こ の 発 吉 は 少し 割り 引い て 聞く 必要 が ある だ ろう 。 カ 
メレ オン さながら の 変装 と いう モチ ー フ は 、 前 か ら デ ィ ー ヴ ァ ー の 
お 気に入り で 、「 ラ イム 組 」 の 常連 、 フ レッ ド ・ デ ルレ イ の トレ ー 
ド マ ー ク に な っ て いる か ら だ 。 た だ し 、F BT の 覆面 捜査 官 で ある 
デル レイ の 変装 は 、 時 間 を か け て 特定 の キャ ラク ター を 練り 上 げ 、 
敵 方 の 懐 に も ぐり 込ん で いく 僚 優 タカ イプ の も の 。 短い 時 間 で 次 々 と 
外見 を 変え て いく 魔術 師 , の 早変わり 術 と は 、 目 的 も コン セプト 
も 異な る ( 今回 デル レイ の 登場 シー ン が 見 当たら な い の は 、 変 装 と 
いう コン セブ ト の 衝突 ご を 避け る た めか も し れ な い 。 そ の 穴 を 埋め る 
よう に 、 シ リー ズ 外 の 『 悪 魔 の 涙 』 に 登場 し た あの 人 や この 人 が ゲ 
スト 出演 し て いる が )。 


思う に 、 デ ィ ー ヴ ァ ー は 以前 か ら 、 ル パン や 二 十 面相 の よう な 早 
変わ り に 強い 関心 を 抱い て いた の で は な いか ? し か し そう し た 超 
人 的 な 変装 術 は 、 あま り に も 荒唐無稽 すず ぎる と 考え て 、 も う 少 し 説 
得 力 の ある デル レイ 型 の 変装 パタ ー ン に 筆 を と ど め て いた 。 と ころ 
が (ビッ グ ・ ア ッ プ ル ・ サ ー カ ス )〉 の 早変わり ショ ー を 目 の 当 た 
で ディ ー ヴァ ー は 、 自分 ) の 認識 不足 を 反省 し た に ちがい な 

優秀 な マジ シャ ン の 技量 と ディ テー ル へ の こだわ り を も っ て す 
の 現代 の ニュ ー ヨ ー ク が 舞台 で も 、 ア ル セ ー ヌ ・ ル パン ば り の 
七 変化 を リア ル に 再現 する こと は 十分 に 可能 な は ず で ある と 。 


氏 識 捜査 の ディ テー ル に し て も そう だ が 、 不 可能 を 可能 に する 魔 
法 の テク ノロ ジー を 手 に 入れ た 時 の ディ ー ヴ ァ ー は 、 調 子 の いい 
ハッ タリ も 含め て 、 ま さ し く 「 上 鬼 に 金棒 」 状態 な の で ある 。 


忍 机 と いう 美徳 の 効力 を 誰 よ り も よく 知っ て いた マリ ニ は それ が 
自分 の 奇術 の 効果 を た か め る と いう 保証 さえ あれ は 、 どの よう な 種 
類 の 労力 も いと いま せん で し た 。 


松田 道弘 「 ほ ん と う の 魔 法人 使い の よう に 一 奇術 師 マ ックス ・ マ リ ニ 
の は な し ,」 


ここ で 少し 脱線 し て 、 健 者 の 妄想 を 展開 する 。 デ ィ ー ヴ ァ ー が 本 
来 の 執筆 ペー ス を 変更 し て 、 魔術 師 , 対 名 探偵 。 と いう 活字 の 
イリ ュー ジョ ン に 没頭 し た 一 因 は 、 二 〇 〇 一 年 の 九 ・ 一 一 同時 多発 
テロ の 後遺 征 に ある の で は な い だ ろ うか が 。 


九 ・ 一 一 テロ 発生 当時 、 デ ィ ー ヴ ァ ー は アメ リカ 政府 の 対 中 国外 
交 の ダブ ル ・ ス タン ダー ド を 浮き 彫り に する 『 石 の 猿 』 を 書い て い 
た (同書 の 巻頭 に は 、 テ ロ の 犠牲 者 に 捧げ られ た 追悼 文 が 掲げ られ 
て いる ) 。 と ころ が その 執筆 の 最 中 、 同 時 多発 テロ の 余波 を 受け 、 
対 中 国政 策 の 方 針 が 親 中 派 の 国務 省 寄 り に 軌道 修正 され て し まっ た 
の で ある 。 そ の せい で いろ いろ と 書き に くい 部 分 が 生じ 、 デ ィ ー 
ヴァ ー 自 身 、 不 完全 燃焼 の 感 が 拭え な か っ た の で は な いか と 推察 さ 
れる 。 


も と も と ディ ー ヴ ァ ー が 政治 的 な メッ セー ジ よ り 、 娯 楽 性 を 最 優 
先 す る 作家 で ある こと は 吉 う まで も な い 。 だ が それ 以上 に 、 九 ・ 一 
ー シ ョ ッ ク と 先 の 見 えな い 「 テ ロ と の 戦い 」 へ 否応 な く 押し 流さ れ 
て いく 国内 情勢 に 対す る 一 種 の 防波堤 と し て 、 自 ら の 主戦 場 で ある 
フィ クシ ョ ン の 世界 に いっ そう 深く 沈み 込ん で いく の は 、 無 理 か ら 
ぬ 反 応 だ ろう つ 。 そこ で 真っ 先 に 選び 取ら れ た の が 、 イ リュ ユー ジョ ン 
と いう エン ター テイ ン メ ント の 閉じ た 小宇宙 だ っ た こと は 、 丘 常に 
示唆 的 で ある よう に 思わ れる 。 


閑話 休 題 。 そ うし た 内 向 化 ( ? ) の プロ セス に お いて 、 デ ィ ー 
ヴァ ー は 自分 の 小説 の 書き 方 に つい て も 、 内 省 を 迫 ら れ た ふし が あ 
る 。 本書 に は 「 エ フェ クト 」 と 「 メ ソ ッ ド 」 と 呼ば れる マジ ッ ク の 
構成 原理 、 あ る い は イリ ュー ジョ ニス ト が 駆使 する ミス ディ レク 
ショ ン の 技法 を めぐ る 、 懇 切 丁寧 な 解説 が 盛り う 込ま れ て いる の だ 
が 、 ラ イム ・ シ リー ズ の 愛読 者 な ら 、 作 中 で レク チャ ー さ れる 数 々 
の テク ニッ ク が 、 こ れ ま で の ディ ー ヴ ァ ー 作 品 で も 手 を 替え 品 を 替 
え 、 惜 し げ も な く 披 露 さ れ て いた こと に 気づく は ず だ 。 


また よく 吉 わ れる こと だ が 、 ラ イム ・ シ リー ズ は 結末 の 意外 性 を 
重視 する あま り 、 時 と し て スト ー リ ー が 破綻 し て し まう 傾向 が あ 


る 。 犯 人 の 最終 目的 と 、 そ こ へ 至る まで の 込み 入っ た 手段 が 合理 的 
な バラ ンス を 失っ て 、 本 末 転 倒 の 印象 を 受け る こと も 珍し く な い 。 
し か し 、 用 意 周到 な イリ ュー ジョ ニス ト を 犯人 に 据え た 本 書 で は 、 
そう し た プロ ッ ト の 泣き どこ ろ が うま い 具 合 に クリ ア さ れ て いる 。 
観客 の 目 を 基く た め な ら 、 万 に ひと つの 可能 性 まで 考慮 し て 、 ど の 
よう な 種類 の 労力 も いと わな い - 一 ミス ディ レク ショ ン に 取り 汗 か れ 
た 魔術 師 , の 歪ん だ 性 格 そ の も の が 、 目 的 と 手段 の 不 均衡 を も の 
と も せ ず 、 裏 の 裏 の 裏 、 さ ら に その また 裏 ま で 、 偶 執 的 に た くら ま 
れ た 犯行 計画 を 要請 する か ら だ 。 こ れ は ドン デン 返し に 執着 する 作 
者 に と っ て も 、 願 っ た りか な っ た り の 設定 だ っ た に ちがい な い !。 


その よう に 本 書 は 、 デ ィ ー ヴ ァ ー が 自ら の 「 メ ソ ッ ド 」 と こだわ 
り を 明か し た テキ スト と し て 読め る わけ で 、 魔術 師 , の 正体 が デ 
フォ ル メ され た 作者 の 自画 像 だ と いう つの も 、 そ の こと を 指し て い 
る 。 冒頭 か ら 繰り 返し 挿入 され る "演目 」 の 口上 は 、 作 者 か ら 読 
へ 向け て 、 じ か に 語り か けら れ た メッ セー ジ で も ある の だ 。 


それ だ け で は な い 。 た と えば 次 の よう な 一 節 で 、 デ ィ ー ヴ ァ ー は 
イリ ュー ジョ ン の 構成 に 仮 託し な が ら 、 彼 自身 の 理想 の プロ ッ ト に 
つい て 語っ て いな い だ ろ うか ? 


「 イ リュ ユー ジョ ニス ト の 演技 に は 物語 が ある べき だ 。 す べ て の ト 

リッ ク が 一 つの 流れ と な り 、 一 つの 演 し 物 が 次 を 導き 出し 、 最 初 の 
ほう に 見 せ た 一 つま た は 複数 の トリ ッ ク が エン ディ ング で ふた た び 
意味 を 持っ て 観客 に うれ し い ワ ン ツ ー パ ンチ を 食らわ せ 、 息 を する 
の も 忘れ る ほど の 感動 を 与え る 。 そ れ が 理想 だ っ た 」 (三石 三 頁 ) 


「 今 も いっ た よう に 、 カ ー ラ の 人 生 で 初め て 、 サ ー カ ス が 先手 を 
と っ て いた 」 


ジョ ジャ J ル < カレ "ディ シカ ラー、 テイ ラテ 、 ツリ ル ジ ャ ー、 ズ パイ 


少し 筆 が 滑 りす ぎ た よ うだ 。 最 後に 本 書 の も うつ ひと り の ヒロ イ 
ン 、 イ リュ ユー ジョ ニス ト 見 習 ! の カー ラ に つい て 簡単 に 触れ て 、 こ 
の 解説 を 切り 上 げ る こと に し よっ う 。 


難病 の 母親 を 把 え な が ら 、 マ ジッ クシ ョ ッ プ を 経営 する 元 有 名 マ 


ジ シ ャ ン 、 デ ヴィ ッ ド ・ バ ル ザ ッ ク の ト 下 で 修業 を 積ん で いる カー ラ 
は 、 ア メリ ア ・ サ ックス の 年 下 の 分 映 の よう な キャ ラク ター で あ 
る 。 警察 と マジ ッ ク 界 、 い ずれ も 女性 の 進出 を 煙 た が る 閉鎖 的 な 組 
鐵 の 中 で 、 自 己 を 確立 し よう と た ゆま め ぬ 共 力 を 続け る 二 人 が 、 出 
会 っ た と た ん に 意気 投合 する の は 、 し ご く 当 然 の こと だ 。 の みな ら 
ず 、 バ ル ザ ッ ク と カー ラ の 師弟 関係 の 描写 は 、 本 書 は も ちろ ん 、 ラ 
イム ・ シ リー ズ 全 体 に 関わ る テー マ を くっ きり と あぶ り 出 し て いる 
よう で 、 い ちい ち 目 が 離せ な い !。 


『 魔 術 師 』 と いう 作品 の テー マ が 、 師 匠 と 弟子 の アン ビ ヴ ァ レ ント 
な 関係 で ある こと は 指摘 する まで も な い だ ろ うつ 。 そ れ は 同時 に 、 負 
識 捜 査 に 携わる リン カー ン ・ ラ イム と アメ リア ・ サ ックス の パー ト 
ナー シッ プ に も 新た な 光 を 投げ か ける 一 本 書 の ラス ト で 、 あ る 「 選 
択 」 を 迫 ら れ た カー ラ が 熟慮 の 未 に 出し た 結論 は 、 ラ イム と サッ ク 
ス の 師 第 コン ビ の 属 来 を 占う うえ で も 、 フ ァ ン に は 見 逃 せ な いと こ 
ろだ と 思う つ 。 


何 年 か 先 に この シリ ー ズ を 振り 返っ た 時 、 本 書 が ひと つの ター ニ 
ング ・ ポ イン ト に な っ て いる こと を あら た め て 確認 で きる の で は な 
いか 。 そ ん な 予感 が する 。 


この 人 を 見 よ 


一 "魔法 』 (クリストフ ァ ー・ プ リー スト ) 


爆弾 テロ に 巻き 込ま れ て 汰 死 の 重傷 を 負い 、 事 故に 先立つ 数 週間 
分 の 記憶 を 失っ た 報道 カメ ラマ ン 、 リ チャ ー ド ・ グ レイ 。 


デヴォン の 療養 所 で リハ ビリ に いそ し お む グ レイ を 訪れ た 魅力 的 な 
交尾 デザ イナ ーー スーザ サ シャ く キュリ ニー。 


か つて 恋人 どう し だ っ た と いう スー ザン の 青葉 に 導 か れ 、 供 眠 療 
法 を 志願 し た グレ イ は 失わ れ た 記憶 を 取り 戻す 一 南仏 で 芽生 えた 二 
人 の 恋 は 、 ス ー 間 凍 0 間 輝 の ここ ナイ オー ル の 妨 
害 に よっ て 破局 を 迎 叩 え た は ず な の だ が を 


追憶 の ロマ ンス は 、 電 生 02A 加 に は さ は 世に も 奇妙 な 
三角 関係 を 鐵 っ た スト ー リ ー は 二 転 三 転 、 読 者 の 予想 も つか な い 展 
開 を 見 せな が ら 、 人 生 に 当 ま お 9 お 下 の ウ で 
略 量 の する よう な 衝撃 の ヴィ ジョ ン を 突き つけ て くる の だ か ら 。 


本 書 『 魔 法 』 は 、 現 代 英 国 を 代表 する 語り の 魔術 師 、 ク リス ト 
ファ ー・ プ リー スト が 一 九 八 四 年 に 発表 し た The Glamour の 全訳 
( た だ し 翻訳 に は 、 一 九 八 五 年 の 改訂 版 が 使用 され て いる ) で あ 
る 。 一筋 縄 で は いか な い 小 説 ば か り を 集め た 〈 夢 の 文 学 館 ) 叢書 の 
第 5 巻 と し て 、 一 九 思 五 年 に 紹介 され た 長編 を 文庫 化し た も の だ 。 


当時 か ら 「 知 る 人 ぞ 知 る 現代 の 奇書 」「 プ リー スト の 最高 傑作 」 
と 一 部 で 絶賛 され て いた 作品 だ が 、 内 容 を 紹介 し づら い 本 だ っ た の 
が 災い し て 、 親 本 は 限ら れ た 読者 に し か 届か な か っ た よう だ 。 今 回 
の 文庫 化 ( 二 〇 五 年 一 月 ) は 、 十 年 後 の リ ベン ジ と いう こと に な 
る わけ で 、 訳 者 あと が き に 記さ れ て いる よう に 、 こ こ に き て 日 本 で 
も プリ ー ス ト 再 評価 の 機 は 悪 し て いる 。 


この 本 を 手 に 取る 読者 の 大 半 は 、 (プラ チ ナ ・ フ ァ ン タ ジ イ ) 区 
刊 の "奇術 師 』 The Prestige ( 一 九 九 五 / 邦訳 は 二 〇 〇 四 ) で 、 初 
め て プリ ー ス ト 作 品 の 魅力 を 知っ た の で は な い だ ろ うつ うか? 若 島 正 
氏 の 解説 文 に 接し て 、『 魔 法 』 の 文庫 化 を 心待ち に し て いた 読者 も 
少な く な い は ず で ある 。 か く 吉 う 筆 者 も その ひと りな の だ が 、 作 品 
リス ト の 順番 と 送 に な る と し て も 、『 奇術 師 』 の 後に 本 書 を 読ん だ 
の は わり と 正解 だ っ た よう な 気 が す る 。 と いう の も 、 二 人 の 天 オ マ 
人 2 術 師 』 の 合わ せ 鏡 的 な 構成 は 、 先 行 す 

る 『 魔 法 』 の 語り の 構造 を 整理 し て 、 よ り わ か りや すく 仕立 て 貴 し 


た 入門 編 の よう な と ころ が ある か ら だ 。 


プリ ー ス ト の 経歴 と 作風 の 変遷 に 関し て は 、 訳 者 あと が き に 加 
え 、 “奇術 師 』 の 若 島 解 説 を 参照 され た い ( 鞍 者 は ミス テリ 畑 の 人 
間 な の で 、 慣れ な いこ と を 書く と ボロ が 出 て し まう の だ ) 。 そ こ で 
も 指摘 され て いる よう に 、 こ の 二 冊 の 長編 は 一 多義 的 な タイ トル を 
介し て 一 密接 不可 分 な 関係 に ある 。 


失わ れ た 記憶 の モチ ー フ や 、 新 聞 記 者 の 取材 が スト ー リ ー を 起動 
し な が ら 、 取 材 の 内 容 が 本 編 に は ほとん ど 関 わっ て こない 点 、 読 

を 翻弄 する ボリ フォ ニッ ク な 叙述 スタ イル な ど 、 重 な る 部 分 が 多い 
だ け で は な い 。 い ずれ の 作品 で も 古典 的 な S F の テー マ が 、 ジ ャ ン 
ル の 「 お 約束 」 に 頼ら な い 設 定 の 中 で 、 ま っ た く 新 し い 視 点 か ら 語 
り 衣 され て いる 。 と ころ が 、『 奇 術 師 ,』 に お ける 「 瞬 間 移動 」 の 扱 
いと ちがっ て 、『 魔 法 』 で は 肝心 な テー マ が 何 な の か 、 な か な か 見 
えて こない 書き 方 が し て ある の だ 。 


も ちろ ん これ は 作者 の 周到 な た くら み で 、 パ ー ト ご と に 視点 と 叙 
法 が スラ イド し て いく 凝っ た 構成 と 、 雲 を つか お よう な 遠回し の 語 
り 口 は 、 や が て 明らか に な る テー マ と 完全 に シン クロ し て いる 。 形 
式 と 内 容 の 魔術 的 統一 、 と 喜 っ て も いい!。 ガ ジェ ッ ト の 使用 が 目 立 
た な い の で 、 最 初 は 取っ つき に くい か も し れ な い が 、 語 り の ヴェ ー 
ル に 義 われ た 物語 の 構造 が その 姿 を 現し て くる に つれ 、 読 者 は 一 度 
な ら ず 、 上 驚き と 感嘆 の 声 を 挙げ ず に は いら れ な く な る だ ろう 。 


これ に 比べ る と 、『 奇術 師 』 と いう 作品 は 、 語 けり の 構造 と テー マ 
(ガジェット ) を 思い きっ て 前 景 化す る こと で 、 エ ンタ ー テ イン メ 
ント と し て の つか み の よ さ を 和 獲得 し た 半面 、 物 語 の 底 が 割れ や すく 
な っ て し まっ た 感 は 否め な い 。『 奇術 師 』 の スタ イル が 「 顕 教 」 だ 
と すれ ば 、『 魔 法 』 と いう 作品 は コア な 「 密 教 」 に 当たる と いつ うこ 
と だ 。 い ずれ を 取る か は 好み の 分 か れる と ころ だ が 、 プ リー スト 中 
毒 者 の 多く が 『 奇術 師 』 以 上 に 本 書 を 高く 評価 し て いる の は 、 よ り 
上 級 者 向け に 手 の 込ん だ 語り が 仕組 まれ て いる せい だ ろう 。 だ か ら 
『 奇 術 師 』 一 『 魔 法 』 の 順 で 読め ば 、 ま すま す プ リー スト の 奥深 い 
魅力 の 虜 に な る こと 請け 合い な の で ある 。 


2 と ここ まで 書い て き て 、 思わず 頭 を 抱え て し まう の は 、 訳 者 


の 古沢 嘉 通 氏 が あと が き で 、 次 の よう に 記し て いる た め だ 。 「 物 語 
の 性 質 上 、 い っ さい の 予断 を 抱か ず に 作者 の 『 語 けり = 騙り 』 に 身 を 
任せ る の が 、 本 書 を 読む 際 の 正しい 態度 な の で ある 」 。 これ は まっ 
た く 仰 せ の 通り で 、 本 文 よ り 先 に この 解説 を 読 お 人 も いる は ず だ か 
ら 、 な か な か 踏み 込ん だ こと は 書き づら い )。 


な る べく ぼかし た 表現 で 、 も う 少 し 本 書 の た くら み ( の 一 部 ) に 
つい て 触れ て いく つも り だ が 、 い か な る 予断 も 持ち た く な い 読 
は 、 こ こ か ら 先 は 目 を 通さ な い 方 が いい か も し れ な い )。 


この 小説 の 根幹 を な す 着 起 は 、HLIGH ウ ェ ル ズ と GLIKLI チ ェ ス 
タ ト ン が 、 そ れ ぞ れ 別 個 に 発表 し た 同名 の 作品 に イン スパ イア され 
た も の だ と 思う 。 こ こ で は 作品 名 を 伏せ て お くけ れ ど 、 前 者 に は 
「 百貨 店 に て 」 と いう 注目 すべ き 章 が あり 、 後 者 は スト ー カ ー 的 な 
男女 の 三角 関係 を 扱っ て いる 。 


英国 SF の 祖 と 奇想 ミス テリ の 巨人 の 名 前 を 引き 合い に 出し た の 
は 、 そ れ 相 応 の わけ が ある 。 十 九 世紀 に 発生 し 、 二 十 世紀 に 長 足 の 
進歩 を 遂げ た S F と ミス テリ ー EAI ポー を 父 と する 、 腹 違い の 
兄弟 みた いな 二 つ の ジャ ン ル 間 の 緊張 と 対立 を 、 性 格 の 異な る 天 オ 
マジ シャ ン どう し の 宿命 的 な ライ バル 関係 に 置き 換え た 『 奇 術 師 』 
の 構想 は 、 す で に 本 書 に よっ て コン セプト を 先取 りさ れ て いる か ら 
計 % 


た だ し 、 両 者 の ベク トル は 逆 向き で ある 。 「 (擬似 ) 科学 」 と 
「 手 品 (小説 ) 」 の 分 岐 点 を 、 二 十 世紀 初頭 に さか の ぼっ て 浮き 彫 
) に する 『 奇 術 師 』 。 そ れ に 対し て 『 魔 法 』 で は 、 古 典 的 な SF 
テー マ を 解体 し 、 読 者 を 欺く 語り の 技法 と シン クロ させ る こと で 、 
二 つ の ジャ ン ル の 境界 を 不 分 明 に する こと が 目 褒 ま れ て いる 。 


要する に どこ まで 行っ て も 表 と 裏 の 区 別 が つか な い 、 メ ビ ピウス の 
帯 み た いな 小説 な の だ が 、 話 は そこ で 終わ ら な い 。 本書 の ジャ ン ル 
混 清 度 は 、『 奇 術 師 』 よ り い っ そう ややこしく な っ て いて 、 SF と 
ミス デリ に に とどまら ず 、 サ イ ヨ ・ ホ ラー や ダー クッ フラ ア シタ ジ イ 、 
さら に 荒 唐 無 征 な ポル ノ グ ラ フィ と 見 ま が う よう な 記述 も 含ま れ て 


いる 。 メ タフ ィ ク ショ ン の 要素 まで 入っ て いる の で ( 健 者 は カー 

ト ・ ヴ ォ ネ ガッ ト ・ ジ ュ ニ ア の 長編 を 連想 し た ) 、 特 定 の ジャ ン ル 
小説 と し て 及 分 け す る こと は ほとん ど 不 可能 。 広 義 の 幻 想 文学 か 、 
ポス トモ ダン 奇想 小説 の は な れ わ ざと し か 吉 い よう の な い 、 実 に 摩 
詞 不 思 議 で 読み ご た え の あ る 傑作 に 仕上 が っ て いる 。 


そう し た は な れ わ ざ を 可能 に し た の が 、 本 書 の タイ トル に 選ば れ 
た glamounr と いつ キー ワー ド の 多義 性 で ある 。 古沢 氏 の 注釈 と 重複 
する けれ ど 、 付 け 焼 き 妨 は 覚悟 の うえ で 、 も う 少 し この 単語 の 背景 
を 探っ て みる こと に し よう 。 


glamour と いう 吉 葉 は 、 現 代 英 語 で は 「 (妖しい ) 魅力 」 や 「『 華 
や か さ 」 と いう 意味 で 使わ れ て いる が 、 も と も と の 語義 は 「 魔 法 
ある い は 「 呪 文 」 で ある と いう ( し た が っ て 形容 詞 の glamorous に 
も 、「 魅 力 的 な 」 と か 「 華 や か な 」 と いう 意味 と 同時 に 、「 魔 法 を 
か けら れ た 」 な いし 「 魔 力 を 備え た 」 と いう ニュ アン ス が 生じ 
る ) 。 本 文中 で 「 グ ラマ ー 」 も し く は 「 グ ラマ ラス 」 と ル ピ の 振っ 
て ある 箇所 に は 、 す べ て 二 重 の 意味 が 込め られ て いる と いっ て いい 
だ ろう 。 


渡部 昇一 『 英 文法 を 知っ て ます か 。』 (文春 新書 ) に よれ ば 、 こ の 
語 は 「 文法 」 を 意味 する grammarl | ラテン語 で 「 文字 の 技術 アー 
ト ・ オ プ ・ レ ター ズ 」 を 表す srammatica が 、 フ ラン ス 語 を 経由 し て 
この 形 と な っ た - 一 と 同じ 語源 を 持つ と され て いる 。 識 字 率 の 低かっ 
た 中 世 ヨ ー ロ ッ パ で は 、 羊 皮 低 に 記さ れ た 文字 を すら すら 読め る 司 
祭 や 学者 は 、 オ カル ト の 知識 に 通じ た 人 と 見 な され 、 そ の 結果 、 民 
衆 の 間 で は 、 文 法 を 魔術 と 混同 する こと が 珍し く な か っ た か ら だ 。 
grammar と glamour で は 、 似 て 医 な る 単語 に 見 える けれ ど 、 渡 部 氏 
に よる と 、 昔 の イギリス や 大 陸 で も 、 日 本 人 の 耳 と 同様 に 、r 音 と 
1 音 の 混同 が あっ た と いう ( 誠 ) 。 


J』9dUULEJ 


た と えば 古い スコ ッ ト ラ ンド 方 吉 で は ( グラ メー ル ) 


IOUUIBTg 


の 【〔r〕 音 が 〔1〕 音 に な っ て (グラ メー ル ) と か 


DO 人 P 


で グラ マー ) と いう 風 に な っ た り し た 。 現代 英語 の 終 字 
で は glamour グ ラマ ー に な っ て いる が 、 そ の 意味 | aram2ryc グ 


リィ と 同じ く 「 魔 法 、 魔 術 、 魔 力 」 で あっ た 。 こ の 語形 は スコ ッ ト 
の 文学 の お か げ で 普通 に 用 いら れる よう に な っ た 。 そ し て その 意味 
の 方 も 「 魔 法 」 か ら 「 妖 し いま で の 灯 力 」、 特 に 「 性 的 な 魅力 」 に 


変っ た 。 


(「 文 法 は 魔法 で あっ た 」) 


二 人 の 男 が ひと 1 の 女 を め ぐ つ て 世に も 不思議 な 忘 の サヤ 当て を 
繰り 広げ る 、 と いう 本 書 の スト ー リ ー を 根幹 で 支え を て いる の は 、 こ 
の 「 魅 力 」 と 「 魔 法 」 の ダブ ルミ ー ニ ング に ほか な ら な い 。 こ れ に 
「 文法 」 (= 文字 の 技術 アー ト ・ オ ブ ・ レ ター ズ ) の 意 を 重ね た ト 
リプ ルミ ー ニ ング が 、 魅惑 的 な 語り の マジ ッ ク を 予告 し て いる と い 
う 手 の 込み よう で ある 。 


そこ で あら た め て srammar と いう 告 に 注目 する と 、「 成 功 し た 報 
道 カ メラ マン / 売り出し 中 の デザ イナ ー / 作家 志望 の パラ サイ ト 青 
年 」 と いう 階層 的 な キャ ラク ター 配置 に も 、 作 者 の 含意 が 見 い だ せ 
る 。 挿し絵 や レタ リン グ で 生計 を 立て て ! い る スー ザン は 、「 映 像 」 
を 撮る 男 と 、「 文字 」 を 操る 男 の 間 で 引き 裂 か れ て いる こと に な る 
の だ か ら 。 「 映像 テク ノロ ジー 」 と 「 文 字 の アー ト 」 の 間 の 、 イ 
メー ジ を めぐ る 争 春 戦 .……。 こ の 圧 烈 な 争い は 、『 奇 術 師 』 に お け 
る 「 科 学 」 と 「 魔 術 」 の 闘 汗 と パラ レル に な っ て いる 。 


タイ トル の 妙 は 、 そ れ だ け に 限ら ない 。glamour と いう 単語 が 興 
味 深い の は 、1lamour と いう 綴り を 含ん で いる こと で ある 。 フ ラン ス 
語 で 「 愛 」 一 物語 が 南仏 を 舞台 に し た 恋愛 小説 と し て 幕 を 開け る の 
は 、 た ぶん その せい に ちがい な い 。 


( 計 ) r 音 と 1 音 の 混同 に ちな ん で 、 つ が っ た 読み 方 を する と 、 本 
書 の 重要 な キー ワー ド で ある 「 雲 」 cloud ク ラウ ド と いう 単語 は 、 

「 群 箇 、 人 込み 」 を 意味 する crowd ク ラウ ド と 発音 が 似 て いる 。 実 
際 、 物 語 が 進ん で いく に つれ て 、 両 者 の 機能 は 、 徐 々 に 重なり 合っ 
て いく の だ 。 が ポー の 短編 「 群集 の 人 」 The Man of the Crowd を も じ 
れ ば 、 ナ イオ ー ル と いう 人 物 は 、the man of the cloud に ほか な ら な 
いこ と に な る 。 プ リー スト は ヴァ ルター・ ベ ン ヤ ミン の ボー ドレ ー 
ル 論 と アウ ラ に 関す る 考察 を 参照 し て いる の で は な い だ ろ うつ か? 


ヴェ ー ル を 脱い だ 「 第 二 の 光 輸 ヘ へ ヘイ ロー 


ー "悪魔 の 貯 光 』 (ジョ ン ・ エ ヴァ ンズ ) 


五 月 。 雨 の シカ ゴ 。 
依頼 人 は 、 カ トリ ッ ク 教 区 の マク マナ ス 司 教 。 


仕事 の 内 容 は 、 イ エス ・ キ リス ト の 自筆 文書 ( ! ) を 見 つけ る こ 
と -ー。 


私 立 探 偵 ポ ー ル ・ パ イン が 、 二 千 五 百 万 ドル の 至宝 を めぐ っ て 、 
血みどろ の 争奪 戦 に 巻き こま れる 『 悪 魔 の 栄光 』 Halo for 
Satan ( 一 九 四 八 ) は ハワード ・ ブ プラ ウン が ジョ ン ・ エ ヴァ ンズ 
名 義 で 発表 し た H へ a イ 1 口 ol | 三 部 作 の 二 番 目 の 長 編 に 当たり ます 。 
暗黒 街 の ボス と 正体 不明 の 怪人 、 百 万 長者 と 悪女 た ち が 入 り 乱 れ 、 
三 つ 巴 ども え 四 つ 巴 ども え の サ バイ バル ゲー ム を 展開 する サプライ 
ズ 満 点 の スト ー リ ー は 、 ど こ を 切っ て も 純正 ハー ド ボ イ ルド 。 古 き 
よき 時 代 の 私 立 探偵 小説 の 王道 を 行く 、 不 朽 の スタ ンダ ー ド の 本 邦 
初 紹介 で す 。 


ニ 十 一 世紀 に な っ て よう や く 邦 訳 さ れ た 本 書 を 手 に し て 、 感 人 に 
ふけ る 読者 も 少な く な いで し ょ う 。 正 統一 ド ボ イ ルド の 歴史 に 褒 
然 と か が や く ポ ー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ は 、Halo 三 部 作 の 『 血 の 栄 
光 』 Halo in Blood ( 四 六 ) と 『 真 し ん 鈴 ちゅ う の 栄 光 』 Halo in 
Brass ( 四 九 ) 、 そ れ に 八 年 の 間 を お いて 、 本 名 の 八 ワ ー ド ・ ブ ラウ 
ン 名 義 で 発表 され た 第 四 作 『 友 色 の 栄光 』The Taste of Ashes ( 五 
七 ) が 訳 さ れ て いま す が 、 な ぜ か 『 悪 魔 の 栄光 』 だ け 未 紹介 の まま 
( 行き 詰まっ た 長編 を 短編 と カッ プリ ング し た 八 五 年 の 第 五 作 The 
Paper Gun は 除く ) 、 六 十 年 近い 歳 月 が 過ぎ て し まっ た の で すか 
ら 。 


その 六 十 年 の 間 に 、 ア メリ カ の ハー ド ボ イ ルド / 私 立 探偵 小説 を 
取り まく 状況 は 、 大 きく 様変わり し まし た 。 ベ トナ ム 戦 争 の 敗北 と 
フェ ミニ ズム の 人 台頭 、 そ し て 九 〇 年 代 リ ワー ル に よる ハー ド ボ イ ル 
ド へ の 死亡 宣告 一 妊 し い 街 を ひと けり 行く 孤高 の 騎士 」 と いう 神話 
的 な ヒー ロー 像 は 、 今 や すっ か けり メッキ が は が れ 、 頑 まみ れ の 化石 
同然 に な つっ て し まっ た よう で す が 、 だ か ら と いっ て 前 世紀 の 半ば か 
ら タ イム スリ ッ プ し て きた 本 書 を 、 博 物 館 行き の 骨董 品 と 決め つけ 
る こと は で きま せん 。 む しろ ハー ド ボ イ ルド 受難 の 時 代 だ か ら こ 
そ 、 潔 い ほ ど ス テレ オタ イプ に 徹し た ポー ル ・ パ イン の 地 金 の 輝き 
に 、 あ ら た め て 目 を 向け る チャ ンス だ と 思い ます 。 


と いう の も 、 ジ ョ ン ・ エ ヴァ ンズ の Halo 三 部 作 は 、 一 九 四 〇 年 代 
後半 、 最 初 の 危機 に 瀬 し て いた ジャ ン ル の 求心力 を 取り 戻す た め 、 
私 立 探偵 小説 を 再帰 的 リフ レク ティ ヴ に 定義 し た 最初 の 成功 例 だ か 
ら で す 。 作者 本 人 も は っ きり と 認め て いる よう に 、 ポ ボー ル ・ パ イ 
ン ・ シ リー ズ は 、 レ イモ ンド ・ チ ャ ンド ラー の 小説 の 確 依 犯 的 な 
「 本 歌 取 り 」 に ほか な ら な い の で す が 、 エ ヴァ ンズ の 貢献 ( 周到 な 
プロ ッ ト と 巧み な サプライ ズ 演 出 ) を 抜き に すれ ば 、 六 O 〇 年 代 の ロ 
ス ・ マ ク ド ナ ルド の 高度 な 達成 も な か っ た か も し れ ま せん 。 


後世 の 読者 が ハー ド ボ イ ルド の 「 伝 統 」 と 見 な す よ うに な る も の 
を 、 先 行 作品 か ら 目 に 見 える 形 で 抽出 し 、 リ サイ クル 可能 な 様式 一 
小 鷹 信光 氏 吉 う と ころ の 「 きわ め て リア リス ティ ッ ク な ドリ ー ム ラ 
ンド 」 一 に 鍛え な お し た 陰 の 功労 者 と 呼ん で も いい で し ょ う 。 小 座 
氏 が 「 マン ハン ト 」( 三 年 十 一 月 号 ) に 発表 し た 「 行 動 泊 ミ ステ 
リィ 作法 ④ / J| エ ヴァ ンス 作 『 悪 魔 へ の 後 光 』- 一 初期 の 三 部 作 を 
中 心 に 」 と いう 紹介 文 の 中 に は 、 す で に つぎ の よう な 指摘 が あり ま 
に 呆 


私 立 探偵 が 事件 の 依頼 を 受け て 調査 に か か り 、 死 体 を 発見 し 、 オ 
フィ ス に 戻る や ギャ ング スタ ー に 一 撃 を くい 、 見 知ら ぬ 女 性 に 介抱 
され る くだ り けり 。 二 人 組 の チン ピラ に 誘拐 され た り 、 尾 行 や 、 警 察 と 
の お きま り の や り と り の くだ りな ど が 、 ひ と つの 型 に は まっ て いる 
こと も 感じ られ ます 。 ト ント ント ン と 講談 や 落語 の よう に 、 き まっ 
た 型 を と っ て 展開 され る - 一 ひと つの 典型 が ここ に ある と 思い ます 。 


第 二 次 大 戦 以後 、 ペ イ パ ー バ ッ ク 本 で 池 浴 し た 私 立 探偵 も の を あ 
まり 多く 読み すぎ た 方 に は 、 年 代 的 に は 古い J」 | エヴァ ンス の 作品 
な ど を リプ リン ト で お 読み に な る と 、 た い へ ん 類型 的 に 思え る で 
し ょ う が 、 ほ ん と う は 終戦 店 後に 書か れ た これ ら の 作品 こそ 、 後 に 
つづ く 多 く の 作 品 の 見 本 で あっ た の で す 。 


ポー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ が 私 立 探偵 小説 の 「 本 流 」 を 絶 や す こ 
と な く 、 伝 統 的 スタ イル の すぐ れ た 文化 的 遺伝 子 ミ ー ム を 次 世代 に 


バト ンタ ッ チ で きた の は 、 ジ ョ ン ・ エ ヴァ ンズ と いう 作家 が 、 パ ル 
プ ・ マ ガ ジ ン の 腕 き き 編 集 者 八 ワ ー ド ・ ブ プラ ウン と いう 、 も う ひ と 
つの 顔 を 持っ て いた こと と 切っ て も 切れ な い 関 係 が あり ます 。 


ーー 九 〇 七 年 、 ネ ブラ スカ 州 オ マ 八 で 私 生 児 と し て 生ま れ 、 不 遇 な 

少年 時 代 を 送っ た プラ ウン は 、 十 七 歳 の と き 故 郷 を 飛び 出し 、 ヒ ッ 
Eo 

三 ) の まっ た だ な か 、 「 暗黒 街 帝 王 ス カー フェ イス 」 ア ル ・ 

カ 水 ネ が 牛 る 大 孝 全 シカゴ は 、 す っ か り 役 角野 了 し た よう で す . 
鉄鋼 会 社 の 職工 、 デ パー ト の 発送 係 、 セ ー ル スマ ン や 家具 会 社 の 

ロー ン 回 収 係 な ど 、 さ ま ざ ま な 職 を 転々 と し な が ら 、 パ ルプ ・ マ ガ 
ジン へ の 投稿 を 始め た ブラ ウン は 、 四 一 年 、 地 元 の ジフ ・ デ イヴ ィ 
ス 出 版 社 に 採用 され 、「 マン モス ・ デ ィ テ クティ ヴ ,」 誌 の 編集 を 任 
され る こと に な り ま す 。 後に 同社 の 看板 SF 雑誌 「 ア メー ジン グ ・ 
スト ー リ ー ズ 」 や 「 ファンタスティック ( ・ ア ド ヴ ェ ンチ ャ ー 
ズ ) 」 の 編集 長 を 務め た こと か ら も 、 彼 の 名 編集 者 が ぶり が つか が え 
る で し ょ つう 。 


編集 の 激務 を こなす 一 方 、 ブ ラウ ン は 複数 の ペン ネー ム を 使っ て 
SF や ミス テリ を 執筆 し 、 Ac 最初 の 
長編 Warrior of the Dawn は 、 少 年 時 代 の 憧れ だ っ た E バロー 
ズ 風 の ヒロ イッ ク ・ フ ァ ン タ ジ ー で 、「 ア メー ジン グ ・ 00 リー 
ズ 」 に 連載 され た 後 、 四 三 年 に 単行 本 に な り ま し た (ジフ ・ デ ィ 
ヴィ ス 社 を 退職 し た 五 六 年 に 刊行 され た 長編 Return of Tharn は 、 そ 

の 続編 に 当たり ます ) 。 


ミス テリ 誌 の 「 マ ン モ ス ・ デ ィ テ クティ ヴ 」 に は 、 下 積み 時 代 の 
経験 を 生か し て 、 デ パー ト 探 偵 ウ ィ ル バー・ ペ ディ や 、 不 動産 会 社 
の トラ ブル シュ ー タ ー、 ラ ファ イエ ッ ト ・ マ ルド ウゥ ウーン の シリ ー ズ 
な ど を 発表 。TIncredible Ink ( 97 ) に 収め られ た 当時 の 短編 に つい 
て 、 ジ ョ ン ・LL| プ リー ン は 、「 パ ルプ ・ マ ガ ジ ン は ほとん ど ク ズ 
だ と し て も 、 そ の 崩れ ゆく ペー ジ か ら 救 い 出す べき 価値 ある 作品 が 
ある 」 と コメ ント し て いま す 。 


四 〇 年 代 の プラ ウン は 、 パ ルプ ・ マ ガ ジ ン の 常連 作家 だ っ た 口 
イ ・ 八 ギン ズ や 、 ウ ィ リ アム ・PLH マ ッ ギ ヴァ ー ン と 親しかっ た よ 
う で す 。『 真 倫 の 貯 光 』 で は ハル ギン ズ の 「 小 手 の き いた 小説 」 を 持 
ち 上 げ 、 本 書 で も マッ ギ ヴ ァ ー ン の 処女 長編 『 嘱 く 死 体 。 ( 四 八 ) 
に 吉 及 し て いま す が 、 こ れ は 編集 者 ブラ ウン が 、 同 じ 志 を 持つ 新人 
作家 に エー ル を 送っ た よう な も の で し ょ う 。 後者 が 皮肉 っ ぽい 書き 
方 に な っ て いる の は 、 マ ッ ギ ヴァ ー ン へ の 当て こす り で は な く 、 


量 く 死体 。 の 主人 公 が 「 探偵 雑誌 の 編集 長 を 務め る ミス テリ 作 
家 」 日 う 。 定 な の で 、 つ い 本 人 の 地 が 出 て し まっ た と ころ だ と 思 
いま す 。 


これ に 限ら ちら ず 、 ポ ー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ に は 、 楽 屋 落ち 的 な ミ 
ステ リ へ の 吉 及 が ふん だ ん に 盛り こま れ て お り 、 そ れ ら の 記述 か ら 
エヴァ ンズ と いう 作家 の 、 探 偵 小説 ジャ ン ル に 対す る 強い 帰属 意識 
を 読み と る こと が で きま す 。 中 で も 注目 すべ き は 、Halo 三 部 作 に 共 
通し て 顔 を 見 せる 唯一 つ ワレ ギュ ラー、 ア パー ト の 夜 番 サム ・ ウ ィ ル 
ソン と の 会 話 シ ー ン で し ょ う 。 診 索 好 き で 、 パ ルプ 探偵 小説 の 愛読 
者 で ある サム は 、 私 立 探偵 パイ ン の 虚実 を 裏返し た 分 身 、 も し く は 
バー チャ ル な 後見 人 ( 興味 深い こと に 、 本 書 と 同じ 一 九 四 八 年 に 
は 、 フ レ ド リ ッ ク ・ ブ ラウ ン の メタ S F 『 発 狂 し た 宇宙 』 の 原型 と 
な っ た 中 編 版 が パル プ S F 誌 に 発表 され て いま す ) と いつ 立場 に あ 
けり 、 ハ ルー ド ボ イ ルド と いう 共同 幻想 ドリ ー ム ラン ド を 鈴 持 する た め 
に 、 な く て は な ら な い 存 在 と な っ て いる か ら で す 。 


パイ ン と サム の 共 依存 関係 は 、 パ ルプ ・ マ ガ ジ ン の コレ クタ ー で 
ある 「 名 無し の オプ 」 シ リー ズ ( ビル ・ プ ロン ジー ニ ) や 、 私 立 控 
偵 小説 マニ ア の 妄想 が 現実 化す る 『 俺 は レッ ド ・ ダ イア モン ド 』 
(マー ク ・ シ ョ ア ) と いっ た ポス トモ ダン ・ ハ ルード ボイル ド を 先取 
りす る も の で す 。 軽い 息抜き の 場面 と は いえ 、 こ うし た 記述 が 紛れ 
こん で いる の は 、 や は り ジ ャ ン ル に 対す る 危機 的 / 批評 的 クリ ティ 
カル な 意識 の 表れ に 見 えま す が 、 現 場 の 腕 き さき 編集 者 だ っ た ブラウ 
ン の 目 に 、 当 時 の ハー ド ボ イ ルド ・ シ ー ン は どの よう に 映っ て いた 
GU まう つが? 


パル プ ・ マ ガ ジ ン と いう 「 卑しい 」 出自 を 持つ ハー EN 
偵 は 、 一 九 四 〇 年 代 後半 、 八 リウ ッ ド の 私 立 探偵 映画 ブー ム と 、 薄 
利多 売 を 旨 と する 安価 な ペイ パー バッ ク の 普及 (戦地 の G エ 向け に 
支給 され た 〈 軍 隊 文 庫 ) を 含む ) に よっ て 、 よ うつ や く ア メリ カ 大 
文化 の 神話 的 ヒー ロー の 座 を 占め まし た 。 


に も か か わら ず 、 第 二 次 世 界 大 戦中 か ら 戦後 に か け て 、 ハ ー ド ボ 
イル ド ・ シ ー ン は 早く も 停滞 期 を 迎え ます 。 最 大 の 理由 は 、 戦 前 の 
シー ン を 牽引 し た 二 人 の 立役者 の 沈黙 一 ダシ ー ル ・ ハ メッ ト は と う 
に 筆 を 折っ て 久しく 、 レ イモ ンド ・ チ ャ ンド ラー も ハリ ウッ ド の 脚 
本 家 生 活 で 疲 幣 し て 、 ス ラン プ に 陥っ て いた た めで す が 、 同 時 に 
ジャ ン ル の 大 詩 化 が 、 私 立 探偵 物 の 粗製 塗 造 に 拍車 を か けた こと 


も 、 そ の 一 因 で し ょ う 。 『 娯 楽 と し て の 級 人 』( 四 一 ) で ハメ ッ ト 
を 旬 敬 じ だ 信 ウ ワード ャ ペイ クラ フト ド は 、、 パニ ョ ニョ ヨー ニク ャ タダ イム 
ズ ブッ クレ ビュ ー」( 四 五 年 八 月 十 二 日 ) に 寄稿 し た 「 第 二 次 世 
界 大 戦 下 お よび 戦後 の 推理 小説 」 の 中 で 、 つ ぎの よう な 辛口 の コメ 
ント を 記し て いま す 。 


早い うち に 書き 留め て お か ね ば な ら な い 一 つの 例外 が ある 。 総体 
的 な テク ニッ ク の 進歩 に 比べ て 、 ハ ー ド ボイル ド 小 説 が 業 を 煮 や す 
ほど 見 せ か け だ け の 退屈 な も の に な っ て いる の だ 。 ハ メッ ト の 黄金 
時 代 が 懐か し く な る ほど に (レイ モン ド ・ チ ャ ンド ラー、 ALA 
フェ ア 他 、 二 、 三 の 例外 を 除く と ) 、 タ フ ガ イ た ち が ア クシ ョ ン を 
探偵 活動 と 思い こん だ り 、 ア ルコ ー ル 中 毒 を ユー モア と 取り 違え た 
り 、 リ アリ ズム を ポル ノ と 勘違い し て いた り で は 、 ち ょ っ と ば か り 
情け な く な っ て くる 。 [ 松井 百合 子 訳 ] 


こう し た 通俗 ・ 大 箇 化 の シン ボル と いえ る の が 、 ミ ッ キ ー・ ス ピ 
レー ン の マイ ク ・ 八 マー・ シ リー ズ で す 。 一 九 四 七 年 の 第 一 作 『 裁 
く の は 俺 だ 』 を 友 切 り に 、 五 二 年 の 『 燃 える 接 史 』。 に 至る まで 、 ス 
ビレ ー ン = 八 マ ー の 男根 主義 的 暴力 小説 は 、 室 前 の ベス ト セ ラー を 
記録 し まし た が 、 そ の 作風 は まさ に へ イク ラフ ト の 人 危 恨 を 裏書 きす 
る よう な も の で し た 。 ほ ぼぼ ば 同 時期 に ハー ド ボ イ ルド ・ シ ー ン の 最前 
線 に 躍り 出 た スピ レー ン の 快 進撃 に 、 エ ヴァ ンズ / プラ ウン も 複雑 
な 思い を 抱い た に ちがい あり ませ ん 。 


マイ ク ・ 八 マー・ シ リー ズ が 一 段落 し た 五 二 年 、 プ ラウ ン は スピ 
レー ン 名 義 で 「 ヴェ ー ル を つけ た 女 」 を 代 作 し 、 お 膝元 の 「 ファン 
タス ティ ッ ク 」 に 掲載 し ます 。「 ス ピ レ ー ン の 異色 の 初 S F ! 」 と 
銘打た れ た この 中 編 は 、 ELIRLI バ ロー ズ と マイ ク ・ 八 マー 的 タフ 
ガイ の 二 重 パ ステ ィ ー シ ュー マッ チョ な 資産 家 テ リス が 、 緑 色 の 肌 
を 持つ 地底 人 の ヒロ イン を 守る た め 、 義 米 活動 調査 委員 会 HUAC 
を 擬 し た 政府 の 査問 委員 会 に た っ た ひと り で 立ち 向かう とい うつ 、 ス 
ピ レ ー ン 本 人 も 腰 を 抜か す ほ どの 問題 作 で し た 。『 ス ピ レ ー ン 傑作 
集 2 』 の 解説 で 、 代 作 の 事情 に 触れ な が ら 、 小 鷹 信 光 氏 は つぎ の よ 
うに 述 べ て いま す 。 


この 設定 は 、 作 品 の お も し ろ さ と は ほとん どか か わり を も た な い 
に せよ 、 あ きら か に 、 愛 国 的 右 細 自 由 主義 者 マイ ク ・ 八 マー へ の 挑 
戦 状 で ある 。 (中略 ) 「 ヴ ェ ー ル を つけ た 女 」 は 、 希 望 の な い 和 失意 
の まま で お わる 。 じつに 聞 劇 的 な アン チ ・ サ クセ ス ・ ス トー リー な 
の で ある 。 も し この 作品 に 、 八 マー・ シ リー ズ と の 異質 性 、 成 功 し 
た 初期 七 作 の パロ ディ と し て の 真 の 意味 を 求め る と すれ ば 、 そ の 点 
を お いて な い だ ろ う 。 ( 中 略 ) ミス テリ アス な 謎 は の こる が 、 と に 
か く 「 ヴ ェ ー ル を つけ た 女 」 が 、 皮 肉 な こと に 八 マ ー・ シ リー ズ に 
終止 符 を 打つ 傑作 中 編 で ある こと は まち が い は な い の だ 。 


「 ヴ ェ ー ル を つけ た 女 」 を 一 読 す れ ば 、 エ ヴァ ンズ / プラ ウン が い 
か に 「 本 歌 取 り 」 の 達人 で あり 、 有 人 能 な 編集 者 で ある か 、 と いう つこ 
と が わか る は ず で す 。 し か し 、 そ れ 以 上 に 重要 な の は 、 こ の 代 作 が 
マイ ク ・ 八 マー・ シ リー ズ を 文字 通り 「 内 破 」 し て し まっ た こと で 
し ょ う 。 彼 の アイ ロニ カル な ふる まい が 、 戦 後 の 通 俗人 一 ド ボ イ ル 
ド に 対す る 痛烈 な カウ ンタ ー パ ンチ だ っ た こと は 、 い つま で も あり 
ませ ん 。 


身元 不明 の 男 の 埋葬 に 立ち 会 つ 十 二 人 の 牧師 の 謎 と 、 百 万 長者 の 
不 品行 な 娘 の 素行 調査 が 並行 し 、 意 外 な 真相 が 明か され る 『 血 の 栄 
光 』。 シ カゴ で 失 中 し た 田舎 娘 の 捜索 が 、 レ ズ ビ アン 女性 の 連続 導 
人 の 引き 金 と な る 『 真 答 の 補 光 』。 未 亡 人 の 依頼 で 同業 者 の 不審 死 
を 調べ 始め た パイ ン の 前 に 、 町 ぐる み の 隠 蔽 工作 が 立ち ふさ が る 
『 友 色 の 栄光 』 一 ポー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ に 共通 する 特徴 と し 
て 、 結 末 の 意外 性 を 重視 し た プロ ッ ト と 魅力 的 な 悪女 の 存在 が 指摘 
され ます が 、 お 読み に な れ ば わか る 通り 、『 悪 魔 の 貯 光 』 も その 例 
外 で は あり ませ ん 。 特 に パイ ン が 犯人 の 正体 を 暴く シー ン は 、 開 い 
た 口 が ふさ が ら な いよ うな 、 問答 無用 の イン パク ト に 満ち て いま 
す 。 と は いえ 、 す で に 邦訳 の ある 三 長編 と 比べ る と 、 や や 趣 の 異な 
る 作品 に な っ て いる こと も た し か な の で す が 。 


スト ー リ ー か ら 荒 っ ぽい 印象 を 受け る の は 、 キ リス ト の 自筆 文書 
を めぐ る 宝探し が 、 ダ シー ル ・ 八 メッ ト の 『 マ ル タ の 鷹 』 (一 三 


〇 ) を 踏襲 し た も の だ か ら で し ょ う 。『 ア ラビ アン ・ ナ イト 』 風 の 
響き を 持つ ジャ ファ ー・ バ イジ ャ ン と いう 怪人 も 、『 マ ル タ の 鷹 』 
の ジョ エル ・ カ イロ を 下敷 き に 、 フ ー・ マ ンチ ュー 博士 や 三 〇 年 代 
の 「『 仮面 の パル プ ・ ヒ ー ロ ー 」 も どき の 誇張 を ほど こし た 、 あ る 意 
味 レ トロ な キャ ラク ター で す 。 


と ころ が 、 八 メッ ト が 登場 人 物 の 口 を 通し て 、 ロ ー ド ス 島 騎士 団 
に 始ま る 「 座 」 の 来歴 を 長 々 と 語っ て いる の に 対し て 、 エ ヴァ ンズ 
は 古文 書 の 由来 を ずい ぶん あっ さり と 流し て いま す 。 荒唐無稽 に な 
けり すぎ な いよ う 、 筆 を 抑 えた の か も し れ ま せん 。 そ れ で も 、 リ アル 
タイ ム の 読者 に と っ て 、 こ の 導入 は それ ほど 唐突 な も の で は な か っ 
た は ず で す 。 な ぜ か と いう と 、 本 書 が 発表 され る 前 年 、「 死海 写 
本 」 の 発見 ( 死海 北西 部 の クム ラン 付近 の 洞窟 で 、 山 羊 飼い の 少年 
が 『 旧約 聖書 』 の 写本 の 断片 を 見 つけ る ) と いう 歴史 的 な 大 事件 が 
起こ っ て いる か ら で す 。 時事 ネ タ を すばやく アレ ンジ し て 、 大 風呂 
敷 を 広げ る と ころ な ど 、 い か に も パル プ ブ 人 集 者 らし い セ ンス が 感じ 
られ ます が 、『 悪 魔 の 宋 光 』 に し っ か けり と 刻印 され た 同時 代 性 は 、 
それ の み に と どまり ませ ん 。 


前 年 の 一 九 四 七 年 に は 、 本 書 の モチ ー フ と な る も う ひ と つの 重要 
な 出来 事 が 起こ っ て いま す 。 吉 わ ず と 知れ た 「 暗 黒 街 の 帝王 」、 ア 
ル ・ カ ボネ の 死 で す 。 


ニュ ー ヨ ー ク の 偶 し い イ タリ ア 系 移民 の 子 と し て 生ま れ 、 少 年 時 
代 か ら 犯 固 組 織 に 加わ っ て いた アル ・ カ ポ ボネ は 、 禁 酒 法 施行 ( 二 
〇 ) の 翌年 、 活 動 の 拠点 を シカ ゴ へ 移し 、 外 国 酒 の 密輸 と 密造 酒 の 
製造 、 販 売 を 手がけ ます 。 募 大 な 収入 を 得 て イ タリ ア 系 ギャ ング の 
頂点 に 立っ た カボ ネ は 、 政 界 ・ 警 察 を 買収 、 さ ら に 二 九 年 の 「 聖人 
レン タイ ン デ ー の 虐殺 」 な ど 、 数 多く の 抗争 ・ 殺 人 事件 の 黒幕 と し 
て 、 市 の 実権 を 握り まし た 。「 アンタッチャブル 」 で 名 を 馳せ た エ 
リオ ッ ト ・ ネ ス と の 死闘 を へ て 、 三 一 年 、 カ ボネ は 脱税 容疑 で 起 
訴 。 懲 役 十 一 年 の 有罪 章 決 を 受け て 、 最 終 的 に アル カト ラズ 刑務 所 
に 収 了 さ れ ま す 。 三 九 年 に 出獄 し 、 フ ロリ ダ で 隠 退 生 活 を 送り まし 
た が 、 す で に 神経 梅毒 に 置 さ れ て 廃人 と な っ て お り 、 二 度 と 古巣 の 
シカ ゴ へ 戻る こと は あり ませ ん で し た 。 


『 書 魔 の 玉 光 』 の 影 の 主役 で ある ルイ ・ ア ント ゥ ー ニ と いう 人 物 
が 、 カ ポ ボネ を モデ ル に し て いる こと は 、 一 目 瞭 然 で し ょ う 。 も と も 
と シカ ゴ と いう 街 は 、 本 書 に 登場 する ティ ニー 巡査 部 長 も そう で す 


が 、 だ 10 し ラン ド 系 の 移民 が 多い せい で 、 カ トリ ッ ク 色 の 濃い 土地 
柄 で す 。 禁酒 法 と いつ の は 、 禁 欲 的 な プロ テス タン ティ ズム の 悪し 
どの とこ の おけ 

が 禁酒 法 を 逆手 に と っ て 、 シ カゴ で 勢力 を 拡大 する の は 理 の 当然 
し カト リッ ク 教 会 の 司教 が 依頼 人 、 と いう 本 
書 の 一 風 変 わ っ た 設定 も 、 そ うし た 土地 柄 か ら 自 然 に 出 て きた も の 
で よう つ 。 


禁酒 法 と カポ ボネ の 時 代 は 、「 ジ ャ ズ ・ エ イジ 」「 狂 乱 の 二 〇 年 代 
ー リ ング ・ ト ゥ エン ティ ー ズ 」 と 呼ば れる シカ ゴ の 黄金 時 代 で も 
あり まし た 。 佐 藤 賢 一 氏 の ピカ レス ク 小 説 『 カ ボネ 』 を 読む と 、 地 
元 の シカ ゴ 市 民 に と っ て 、 カ ポ ネ は 単なる 「 民 雷 の 敵 ナ ン バ ー ワ 
ン 」 で は な く 、 ア メリ カン ・ ド リー ム を 実現 し た 神話 的 ヒー ロー で 
あり 、 享 楽 的 な 都市 文化 と 大 連 消 費 社会 の 護 者 と いつ 別 の 顔 を 
持っ て いた こと が わか り ま す 。 ロ バー ト ・ キ ャ ン ベ ル の シカ ゴ 探 偵 
物 "ご み 溜め の 犬 』( 八 六 ) に も 、 こ ん な 一 節 が あり まし た 。「 シ 
カゴ は 禁酒 法 時 代 を 乗り 越え られ ず に いる の だ 。 ( 中 略 ) カポ ネ 以 
後 、 何 も か も が 下り 坂 に な っ た と で も いう よう に 」「[ 東江 一 紀 訳 ] 


むろ ん 、 二 年代 の シカ ゴ で 青春 期 を すご し た エヴァ ンズ に と っ 
て も 、 禁 酒 法 時 代 の 「 暗 黒 街 の 帝王 」 に まつ わる 記憶 は 、 輝 か し い 
「 宋 光 」 に 包ま れ て いた は ず で す 。 小 鷹 舗 光 氏 の 文章 ば か り で 恐縮 
で す が 、 読 者 の 心 に 強い 印象 を 残す アン トゥ ー ニ の 措 写 に つい て 、 
前 記 の 「 行 動 派 ミ ステ リィ 作法 」 か ら も うつ ひと つ 、 示 唆 に 富む くだ 
けり を 引用 し て お きま し ょ うっ う 。 


同じ 上 旧 時 代 的 人 物 で も 、 死 に か け て いる 古い シカ ゴ 時 代 の ギャ ン 
グ の 指 写 な ど は 、 ホ ン モ ノ と いっ た 感じ [が し ます 。 古 い 大 ボス の か 
も し だ す 雰 囲 気 ・ 人 生 観 ・ 虚 勢 に は 、 時 代 の うつ りか わり が は っ き 
り 描 写 さ れ て いる と 同時 に 、 ち ょ っ ぴり ) " 懐 し き 良 き 時 代 , へ の 懐 
古 趣味 も つか が われ ます 。 


か つて の 王国 に 帰 選 で き な か っ た アル ・ カ ポ ネ へ の 鎮魂 歌 レ クイ 
エム ー-『 悪 魔 の 宋 光 』 の 最大 の 読み どこ ろ は 、 こ こ に ある と いっ て 
いい で し ょ う 。 そ し て 、 エ ヴァ ンズ の 文体 に 「 懐か し き 良 き 時 代 」 
へ の ノスタルジー を 見 い だ し た 小 鷹 氏 の 指摘 は 、 期 せ ず し て ハハ ワー 
ド ・ ブ プラ ウン の 「 その後 」 を 暗示 し て いま し た 。 


と いう の も 、 チ ャ ンド ラー と パイ ン へ の 長い お 別れ , を 告げ る 
よう な 、 陰 質 な ムー ド の 漂う シリ ー ズ 第 四 作 『 放 色 の 栄光 』 (夜警 
の サム も 登場 し な い ) を 発表 し た の を 最後 に 、 シ カゴ の 街 と 私 立 控 
偵 小説 に 見 切り を つけ 、 盟 友 ロ イ ・ ハ ギン ズ の 招き で 人 ハリウッド に 
活動 の 拠点 を 移し た プラ ウン は 、 ま る で 過去 に 取り つか れ た か の ご 
と く 、 禁 酒 法 時 代 の ギャ ング 抗争 を テー マ に し た T VL 映画 の シナ 
リオ (晩年 は 同じ テー マ の 小説 ) を 書き 続け る こと に な る か ら で 
す 。 


ロイ ・ ・ 八 ギン ズ と 組ん だ プラ ウン は 、 五 七 年 以降 、「 マー ヴ ェ 
リッ ク 」「 ヴァ ー ジ ニア ン 」「 逃 亡者 」 と いっ た 人 気 シ リー ズ を 始 
め と し て 、 数 多く の TV ドラ マ 脚 本 を 手がけ まし た (「 指 探偵 マ 
ニッ クス 」 で は 、「 刑 事 コ ロン ボ 」 の 産み の 親 レ ヴィ ン ソ ン & リン 
0 そう し た お び た だ し い シ ナリ オ の 中 で 

も 、 禁 酒 法 時 代 の ギャ ング 抗争 を テー マ に し た 作品 は 、 別 格 の 位置 
を 占め て お り 、 あ る 意味 で 、 後 半生 の ライ フワ ー ク と 呼ぶ こと が で 
きる で し ょ う 。 た と えば プラ ウン は 、 ロ ジャ ー・ コ ー マ ン 製作 で 、 
二 本 の カポ ネ 映 画 一 「 帯 バレ ンタ イン の 虐殺 / マ シン ガン ・ シ 
ティ 」( 七 ) と "ビッグ ・ ボ ス 」 ( 七 五 ) 一 の シナ リオ を 書い て 
いま すし 、 そ れ 以 前 に も 、 禁 酒 法 時 代 の ニュ ー ヨ ー ク の 伝説 的 ギャ 
ング 、 ダ ッ チ ・ シ ュ ル ツ を 描い た 映画 「 ギ ャ ング の 肖像 」 (太一 ) 
で は 、 八 リー・ グ レイ の 原作 小説 の 脚色 を 担当 し まし た 。 


一 話 完結 の TV シリ ー ズ 「 プ レイ ハウ ス 90」 で 放映 され た Seven 
against the Wall ( 58 ) は 、 聖 バレ ンタ イン デー の 虐 角 を 題材 に し た 
エピ ソー ド で す が (警官 に 失 し た カポ ボネ の 配下 が 、 闇 酒 の 手入れ を 
装っ て 、 抗 争 相手 の 七 人 の ギャ ング を 壁 の 前 に 立た せ 、 マ シン ガン 
で 皆 毅 し に し た ) 、 こ の ドラ マ に も 八 ワ ー ド ・ プ ブラ ウン の 名 前 が ク 
レジ ッ ト さ れ て いる よう で す 。 七 〇 年 代 に 入っ て か ら も 、 プ ラウ ン 
の 筆 力 は 衰え ず 、 人 気 TV シ リー ズ 「 ス パイ 大 作戦 」 に 、 四 本 の シ 
ナリ オ を 提供 。 舞 台 こ そ カ ポ ネ 時 代 で は あり ませ ん が 、 四 話す べ て 
が 犯罪 シ ンジ ケー ト が ら み の 脚本 で し た 。 


さて 、 三 十 年 近く 活字 の 世界 か ら 離 れ て いた プラ ウン で す が 、 一 
九 八 五 年 、PWA (アメ リカ 私 立 探偵 作家 クラ ブ ) か ら 功 労 ジ ・ ア 
イ 賞 を 授与 さ れ た の を きっ か け に 、 小 説 の 執筆 を 再開 し ます 。 八 八 
年 、 満 を 持 し て 発表 され た プラ ウン 名 義 の 新作 長編 Pork City の 舞台 


は 、 や は り 禁 酒 法 時 代 の シカ ゴ で し た 。 


この 作品 は 、 一 九 三 〇 年 六 月 、 カ ポ ネ ー 党 と の 癒着 が 噂 され て い 
た 「 シ カゴ ・ ト リピ ビュ ー ン 」 紙 の 名 物 記 者 、 ジ ェ イ ク ・ リ ング ル が 
殺害 され た 事件 を 扱っ た 実録 物 の 歴史 ノワール で 、 本 国 で は 、 ジ ェ 
イム ズ ・ エ ルロイ の 〈(L A 四 部 作 ) や 、 マ ックス ・ ア ラン ・ コ リン 
ズ の ネイ ト ・ ヘ ラー・ シ リー ズ と 診 を 並べ る ほど 、 高 い 評価 を 受け 
て いる よう で す 。 ブラ ウン は 、 ポ ー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ 中 絶 の 理 
由 を 問わ れ て 、「 ハ ルー ド ボ イ ルド に 飽き 飽き し た か ら だ 」 と 筐 えた 
そう で す が 、 カ ポ ネ 時 代 の シカ ゴ へ の こだわ りり だ け は 、 齢 よわ い 八 
十 に な っ て も 捨て られ な か っ た と いう こと で し ょ うつ う 。 


( 付記 ) 


せっ か く の 機 会 な の で 、 ポ ー ル ・ パ イン ・ シ リー ズ 以 外 の エヴァ 
ンズ / プラ ウン 作品 に つい て 、 い くつ か 補足 し て お きま し ょ う 。 八 
ワー ド ・ プ ブラ ウン 名 義 で 発表 され た 『 夜 に 消え る 』Thin Air ( 石 

四 ) は せ 、 ニ ュー ヨー ク の 広告 代理 店 の 重役 が 、 神 隠し の よう に 失 貴 
し た 妻 を 発見 する た め 、 宣 伝 メ ディ ア を 総動員 し て 捜索 キャ ン ペ ー 
ン を 打つ と いう 「 劇 場 型 捜 査 」 小説 の 先駆 的 作品 。 十八番 の 「 変 身 
/ な りす まし 」 テ ー マ を 巧み に 織り こん だ 、 五 〇 年 代 サ スペ ンス の 
佳作 で す 。「 ま る で 二日酔い の エラ リ イ ・ ク イー ン だ が 、 ま が りな 
!) に も 話 の つじ つま は 合う 」 と いう くだ りな ど 、 プ ブラウン 節 も 健 

在 。 


ロイ ・ 八 ギン ズ 名 義 の 代 作 「 導 の 中 の 男 」 Man in the Dark ( 五 
二 ) は 、 パト リッ ク ・ ク ェ ン ティ ン の ダル ー ス 夫妻 シリ ー ズ を バッ 
ド ・ エ ン デ ィング に 書き 換え た よう な 、 題 名 通り の ダー ク な 短編 。 
身元 不詳 の 焼死 体 の 扱い に 、 こ の 作者 らち らしい ヒネ リ が あり ます 。 邦 
訳 は 「『 日 本 版 E OMM」 一 九 六 三 年 六 月 号 に 掲載 。 


ジョ ン ・ エ ヴァ ンズ 名 義 で 「 マ ン モ ス ・ デ ィ テ クティ ヴ 」 四 四 年 
二 月 号 に 掲載 、 九 七 年 に プラ ウン 名 義 で 初 単行 本 化 さ れ た の が 
Murder Wears a Halo ( 未 訳 ) 。、 ジ ョ ン ・LLI プ リー ン は 「 障 審 席 」 
の レビ ュー で 、「 シ カゴ の パル プ ・ ラ イタ ー、 ド ン ・ ハ ー ン は 謎 め 
いた 文学 好き の 美女 ロア ・ サ ント リー と 恋 に 落ち 、 そ の 二 人 の 関係 
は 二 件 の 級 人 事件 の 裁 叫 と 、 ブ プラ ウン が ペリ ー・ メ イス ン に 敬意 を 
表し た エン ディ コッ ト ( エ ンド ) ・ オ ー ヴ ァ ー エ ンド の 唯一 の 事件 
記録 に 結び つい て いく 」 と 紹介 し て いま す 。 


や は り エ ヴァ ンズ 名 義 で 『 血 の 栄光 』 の 翌年 に 発表 され た If You 
Have Tears ( 四 七 ) は 、 美 貌 の 秘書 ロー ナ の 色香 に 迷い 、 転 落し て 
いく 銀行 重役 を 描い た J MLI ケ イン 風 の ノ ワー ル 。 こ れ も 未 訳 な 
の で 詳し い 内 容 は わか り ま せん が 、 ケ イン 原作 、 チ ャ ンド ラー 脚本 
の 映画 「 深 夜 の 告白 」 に イン スパ イア され た と お ぼ し き ス トー リー 
で 、 小 味 な ツイ スト を 利 か せ た 悪 女 物 の クラ イム ノベル の よう で 
す 。 


か れ ら は 一 人 で は 生き られ な い 
ー "北米 探偵 小説 論 』 (野崎 太助 ) 


野崎 六助 の 大 著 『 北 米 探偵 小説 論 』 は 、 独 自 の 史観 に も と づい 
て 、 二 十 世紀 アメ リカ 探偵 小説 史 の トー タル な 再編 を も くろ ん だ 画 
期 的 長編 評論 で ある 。 


類書 と し て は 、 八 ワー ド ・ ヘ へ イク ラフ ト 『 娯 楽 と し て の 導 人 。』、 
ジュ リア ン ・ シ モン ズ 『 プ ブラッディ ・ マ ー ダ ー』 ぐ らい し か 思い 浮 
か ば な い 。 野崎 の 論 は 、 探 偵 小 説 の 発生 史 を カッ ト し 、 記 述 の 対象 
を アメ リカ 現代 史 に 絞っ て いる が 、 叙 述 の 強度 と 毒性 の 高 さ に お い 
て 、 米 英 の 先達 を は る か に し の いで いる 。 


本 書 の ファ ー ス ト ・ エ ディ ショ ン ( 旧版 ) は 、 一 ルー 年 、 湾 岩 
戦争 停戦 の 半年 後に 青 苑 書房 か ら 刊 行 され 、 人 翌年 、 第 四 五 回 日 本 推 
理 作家 協会 党 (評論 部 『 ) の 補 葉 に 輝い た 。 拒 量 と も に 当時 の ミス 

テリ 評論 の 常識 を こえ る 、 圧 倒 的 な 水準 を 達成 し て いた の だ か ら 、 
受賞 は 当然 だ ろう 。 同 年 の 長編 部 門 は 、 綾 辻 行人 『 時 計 館 の 毅 人 』 
と 宮部 みゆ き 『 龍 は 眠る 』 の ダブ ル 受 賞 ( 短編 部 門 は 受賞 作 な し ) 
で 、 日 本 の ミス テリ ・ シ ー ン が 新た な 成熟 期 を 迎え た こと を 告げ 
る 、 象徴 的 な 顔ぶれ だ っ た と いえ る 。 


早い も の で 、 そ れ か ら 十 五 年 の 歳 月 が すぎ た けれ ど 、 こ の 分 野 に 
お いて 、 野 崎 の 仕事 に 匹敵 する 体 余 的 な 書物 は 、 い まだ に 現れ て い 
な い 。 質 的 に も 、 量 的 に も 、 リラ アン ド ・ 0 - の 座 を 占め つ 


る 書き 手 は 、 お そら く こ れ か ら も 出 な い だ ろ う 。『 北 米 近 価 小 上 
論 』 は 、 占 領 下 に 生ま れ た 野崎 の 世代 一 「 われ われ の 世代 の 無意識 
は 、 ア メリ カ 文 化 に よっ て 植民 地 化 さ れ て いる 」( ヴィム ・ ヴ ェ ン 
ダー ス ) -ー で な けれ ば な し えな い タ イプ の 仕事 で あり 、 終 わり の な 
い カ ノン の よう に 増殖 する こと を 運命 づけ られ て いる か ら だ 。 


九 五 年 、 野 崎 は 本 書 の 続 信 と 銘打っ た 『 ア メリ カン ・ ミ ステ リ の 
時 代 』 を 刊行 、 さ ら に 九 八 年 に は 、 旧版 に 千 枚 の 加筆 を ほど こし た 
増補 決定 版 を イン スク リプ ト か ら 上 梓 す る 。 増補 決定 版 の 帯 に は 、 
つぎ の よう な 紹介 文 が 付 さ れ て いた 。 


探偵 小説 と いう 形式 に アメ リカ 文学 の すべ て を 叩き 込み 、 明 滅 す 
る 歴史 に アメ リカ の 希望 と 慈 劇 を 描き きる 、 野 崎 六 助 の ライ フワ ー 


ク 。 作 家 = 探偵 = ヒー ロー の 遍歴 に 帝国 の 礼 筆 を 透視 する その 視線 
は 、 二 十 世紀 極東 の 運命 を も 照ら し 出し た 。 ア メリ カニ ズム の 底 に 
降り 立ち 、 百 年 の 夢 を 救出 する 比類 な き 大 著 。 


ライ フワ ー ク と いう 表現 は 、 い ささ か も 誇張 で な い 。 そ れ ど ころ 
か 、 野 崎 の ミス テリ 評論 家 と し て の 仕事 は 、 そ の ほとん ど が 『 北 米 
探偵 小説 論 』 の 補 遭 と 注釈 に 当て られ て いる と いっ て も 、 過 吉 で は 
な い だ ろ う 。 


サイ コミ ステ リ と いう ジャ ン ル を 佑 由 する 『 異 常 心 理 小 説 大 全 』 
( 九 七 ) し か り 、 ガ イド ブッ ク 風 の 目次 を 掲げ た 『 ア メリ カ を 読む 
ミス テリ 1 0 0 冊 』( 二 OO 〇 四 ) し か り 。 お び た だ し い 量 の 翻訳 ミ 
ステ リ 時 評 ・ 解 説文 は 、 未 来 の 『 北米 探偵 小説 論 完全 版 の た め の 
ノー ト の よう に 書か れ て いる し 、 国 産 ミ ステ リ を 扱っ た さま ざま な 
同時 代 批評 も その 例 に 洩れ な い 。 本 書 の 第 V 章 5 節 「 山 に は ジャ ッ 
プ は いな い 」 に 端的 に 示さ れ て いる よう に 、 野 崎 は 戦後 の 日 本 ミス 
テリ を 「 ア メリ カ 植 民 地 文学 」 の 一 変種 、 す な わ ち 「 北米 探偵 小 
説 」 の サブ ジャ ン ル と 見 な し て いる か ら で あ る 。 


し た が っ て 、 視 点 を ひっ くり 返せ ば 、『 北米 探偵 小説 論 』 と 名 づ 
けら れ た 野崎 の 地獄 めで り は 、 ア メリ カ 文 化 に よっ て 隅 々 まで 占領 
され た ( われ われ の ) 無意識 の 探究 と 、 そ の 呪縛 か ら の 解放 を 究極 
の 目的 に 据え て いる こと に な る 。 そ れ は 同時 に 、 著 者 自身 の 「 病 」 
ー ト ラウ マ と し て の 『 Y の 問 劇 』 (第 IV 章 5 節 「 慈 劇 の 記号 学 」 を 
参照 ) 一 を 克服 する た め の 、 終 わり の な い 精 神 分 析 に ほか な ら な 
い 。 本書 の 記述 が 、 時 と し て 自 他 の 境界 を 踏み こえ 、 悲 痛 な 詠 嘆 の 
トー ン に 染まり が ちな の は 、 そ の た めで ある 。 アメリカ と いう 名 の 
「 帝国 」 が 自 壊す る か 、 あ る い は 、 野 崎 の 寿命 が 尽き な いか ぎり 、 
この 地獄 めで り が 果て る こと は あり えな い だ ろ うつ 。 


話 が 先走り すぎ た よう だ 。 周辺 書 も 含め て 、 ひ た すら 増殖 と 膨張 
を くり 返し て きた 『 北 米 探偵 小説 論 』 だ が 、 十 五 年 目 の 節 目 に 当 た 

今回 の 文庫 版 は 、 そ うし た 従来 の 流れ に 逆らう つよ うな 、 コ ン パ ク 
ト で 完結 性 の 高い 作り に な っ て いる 。 


分 量 は 旧版 の ほぼ 半分 、 年 代 的 に は 一 九 四 O 〇 年代 の 半ば ぐら いま 
で を 扱っ た 編集 で 、 ラ イト ユー ザー 向け の 「 お 試し 版 」 と 呼ん で も 


いい 。 二 十 世紀 初頭 の アメ リカ 文学 シー ン を 概説 し た I 章 と TI 章 を 除 
け ば 、 吉 及 さ れ て いる 作品 も 、 翻 訳 ミ ステ リ 読 者 に は お な じみ の 古 
典 的 名 作 が ほとん ど な の で 、 及 び 腰 に な る 必要 は な い だ ろ う 。 


巻末 に 付 さ れ た 「 は し り 書 き 的 うし ろ 書 き 」 に は 、 つ ぎの よう な 
一 節 が ある 。 


そもそも 第 一 案 は 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 登場 か ら 人 民 戦 線 の 路線 ま 
で の 十 年 ほど 、 ち ょ うど 黄金 期 と いえ まし ょ う が 、 八 メッ ト 、 エ ラ 
リー・ ク イー ン を 加え て 、 一 冊 を 書 こ うと いう 目 算 で し た 。 本 書 に 
お いて は 、 第 VI 章 の 前 半分 ぐら いま で の 部 分 に あたり 、 初 稿 は か な 
1) 早 く 、 七 八 年 順に で き あ が っ て いた と 思い ます 。 


新た に 加え られ た 「 文庫 版 の た め の 後 書 」 の 未 尾 に も 、 同 様 の 記 
述 が ある の で 、 今 回 の 文庫 版 は 、 初 稿 段階 の コア な 構想 を 再現 し た 
も の と 考え られ る 。 


第 一 案 の モ チー フ は 、 へ ヘイ クラ フト の 著作 を 特徴 づけ る 対 独 プ ロ 
パガン ダ 的 な 民主 主義 礼賛 と 、 オ プティ ミス ティ ッ ク な 進歩 史観 を 
批 剤 的 に 乗り こえ る こと に あっ た よう だ が 、 そ の 目的 は 十分 に 果 た 
され た と いっ て いい だ ろう 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン 、 八 メッ ト 、 ク イー ン 
論 の 三 本 柱 は 、 本 書 の 白眉 と いう べき 必読 の コン テン ツ で 、 も は や 
これ 抜き で アメ リカ 探偵 小説 史 を 語る こと の で き な い 水準 に 達し て 
いる 。 


も う 少 し つぶ さ に 見 て いこ う 。 野崎 の アメ リカ 探偵 小説 史 は 、 
ファ イロ ・ ヴ ァ ン ス と コン チ ネ ンタ ル ・ オ プ を 「 百 パー セン ト の ア 
メリ カ 製 名 探偵 」 の ペア と し て 並べ る こと に よっ て 、 起 動 す る 。 世 
代 間 の ギャ ッ プ や 、 二 人 の 作風 の ちがい は 、 と りあ え ず 問題 に な ら 
な い 。 そもそも 「 北米 探偵 小説 」、 と いう フィ ー ル ド は 、 ア メリ カ の 
参戦 に 伴う 保守 反動 化 を 目の当たり に し て 、 共 に 深い 傷 を 負っ た 
ヴァ ン ・ ダ イン と ハ メ ッ ト が 、 背 中 合わ せ の ぶ か っ こう な 二人三脚 
の よう に 出 立 し た 共 時 室 間 に ほか な ら な いか ら で あ る 。 

ジャ ン ル の 壁 を 強化 する 縦 割り の 系 譜 を 追う つの で は な く 、 あ りえ 


た か も し れ な い 横 の つなが り を 夢み る こと .………、。 ヘ イク ラフ ト 式 の 
紀 伝 体 (作家 列伝 ) で は な く 、 カ ッ ト バ ッ ク 風 の 編 年 体 記述 が 採用 


され て いる こと の 意味 は 、 見 か け 以 上 に 大 きい 。 


野崎 は こう し た 歴史 記述 を 選ん だ 根拠 を 、「 ア メリ カ 探 偵 小説 

を 、 社 会 意識 と いう 変数 の 中 に お いて み 」 る た め の 必 要 奈 件 と 説明 
し て いる (「 は し り 書 き 的 うし ろ 書 き 」 ) 。 こ の 説明 は 納得 の 行く 
も の だ が 、 理 由 は それ だ け で は な い だ ろ う 。 あ りえ た か も し れ な い 
連帯 の 可能 性 を 示唆 する 編 年 体 の 構成 に は 、 も うつ ひと つの 切実 な モ 
チー フ が あっ た は ず で ある 。 な ぜ な ら 野 崎 は 、 孤 立 し た 者 た ち が 
「 共に いる こと ウィ ズ ネ ス 」 を 志向 する フィ ー ル ド と し て 、「 北 米 
探偵 小説 」 を 定義 し て いる の だ か ら 。 


か れ ら は 一 人 で は 生き られ な い 、 そ こ に 帰属 する こと な し に は 生 
きら れ な い の だ 。 ス ター ジョ ン は それ を 逃 避 の 砦 と は 捉え ず に 、 逆 
に 、 か れ ら に と っ て 唯一 の 積極 的 な 住み 家 に 転化 し よう と する 。 か 
れ ら に あっ て は 、 そ こ に お いて の み 、 共 に いる こと ウィ ズ ネ ス が 可 
能 な の だ 。 


本 書か ら 省 か れ た 旧版 の シオ ドア ・ ス ター ジョ ン 論 「 コ ズミ ッ 
ク ・ ブ ルー ス を 唄 え 」 に は 、 右 の よう な 一 節 が ある 。「 共に いる こ 
と ウィ ズ ネ ス 」 と いう 語 は ほか で は 用 いら れ て いな い が 、 こ こ に 書 
か れ て いる こと は 、 実 は スタ ー ジ ョ ン ひ と り の 問題 に 限ら れ な い 。 


最初 の セン テン ス に ポー の 「 群集 の 人 」 が こだま し て いる こと 

は 、 指 摘 す る まで も な い だ ろ う 。 「 か れ は 一 人 で は 生き られ な い 、 
か れ は 群集 の 人 で ある 」 。 さ ら に 野崎 は 、 本 書 の 副読本 と いう べき 
『 ア メリ カ を 読む ミス テリ 1 0 0 冊 』 の 冒頭 で 、 ポ ー を 継い だ アメ 
リカ の ミス テリ の 一 世紀 は 、 単 独 者 ソリ チ ュー ド の 魂 を か き 乱 す 群 
集 マ ル チ チ ュー ド と いう つ 不可思議 な 万 華 鏡 の 発見 と 探 容 に 費やさ れ 
た 、 と 指摘 し て いる 。 し た が っ て 、 ス ター ジョ ン に 関す る 記述 は 、 
「 北米 探偵 小説 」 の 書き 手 た ち す べ て に つい て 、 つ ぎの よう に 読み 
替え る こと が で きる 。 


か れ ら は 一 人 で は 生き られ な い 、「 北米 探偵 小説 」 に 帰属 する こ 
と な し に は 生き られ な い の だ 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン は 、 八 メッ ト は 、 あ 
る い は クイ ー ン は (.…… 等 々 ) 、 そ れ を 逃避 の 砦 と は 捉え ず に 、 逆 


に 、 か れ ら に と っ て 唯一 の 積極 的 な 住み 家 に 転化 し よ つ うと する 。 か 
れ ら に あっ て は 、 そ こ に お いて の み 、 共 に いる こと ウィ ズ ネ ス が 可 
能 な の だ 。 


スリ ム 化 され た 文庫 版 で は 、 い く ぶ ん 鳴り を ひそ め て いる が 、 

『 北 米 探偵 小説 論 』 の 隠れ た テー マ が 、 こ うし た 「 共 に いる こと 
ウィ ズ ネ ス 」 の 探究 (より 正確 に は 、 そ の 挫折 の 探究 ) に ある こと 
を 見 落と し て は な ら な い 。 そ の こと は 、 た と えば ハル メッ ト と ヴァ 
ン ・ ダ イン の いずれ も が 、 ア メリ カ 的 な 捜査 チー ム 小 説 ミ ファ ミ 
リー 小説 の 祖 で ある こと を 強調 し て いる 点 に は っ きり と 示さ れ て い 
る 。 も ちろ ん 、 後 続 の クイ ー ン も 例外 で は な い 。 


ある い は 、 編 年 体 の 記述 に よっ て 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 退場 と 、 八 
メッ ト と リリ アン ・ ヘ ルマン の 関係 が オー バー ラッ プ し て くる くだ 
リー- ま る で 八 メ ッ ト に と っ て 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン が か けが え の な い 伴 
但 で あり 、 そ の 欠落 を 埋め る た め に 、 ヘ ルマン へ の 依存 が 要請 され 
た か の よう だ 。 こ れ も 本 書か ら 省 か れ て いる が 、 上 旧版 の 第 IV 章 「 時 
と 砦 に つい て 」 に は 、 自 殺し た ロス ト ・ ジ ェ ネ レー ショ ン の 詩人 
ハー ト ・ ク レイ ン に 吉 及 し た 「 メ ル ヴ ィ ル の 墓 の 下 に 」、 ス コッ 
ト ・ フ ィ ッ ツジ ェ ラ ルド と ゼル ダ 夫 妻 の 貯 華 と 破滅 を 描い た 「 時 と 
は 打倒 され ね ば な ら ぬ ー つ の 専制 で ある 」 の 二 つ の 断章 が は さ み 込 
まれ て いた 。 こ うし た 流れ の 中 、『 影 な き 男 』 が 夫婦 探偵 小説 の 元 
祖 と し て 度 肉 な 持ち 上 げ 方 を され る の は 、「 共 に いる こと ウィ ズ ネ 
ス 」 の 挫折 と 変容 を 示す 指標 以外 の 何 物 で も な い だ ろ う 。 


だ と すれ ば 、 従 兄弟 どう し の 若き 合作 者 クイ ー ン が 、 ヴ ァ ン ・ ダ 
イン = 八 メ ッ ト の 「 共 に いる こと ウィ ズ ネ ス 」、 す な わ ち 横並び の 
分 身 ・ 協 同 関係 を 受け 継い だ 『 北米 探偵 小説 論 』 の 最 重要 作家 と し 
て 浮上 し て くる の は 、 自 明 の こと で ある 。 ク イー ン の 国名 シリ ー ズ 
と 、 バ ー ナ ビー・ ロ ス の 「 慈 劇 四部 作 」 が 節 を 分 けら れ て いる の 
は 、 こ うし た 横並び の 分 身 ・ 協 同 関係 を 浮き 彫り に する た め に ち が 
いな い )。 


探偵 クイ ー ン は 、 彼 の 分 身 で ある ドル リー・ レ ー ン の 自 死 を 代償 
と し て 生き 残り 、 作 者 クイ ー ン は コン ビ 作 家 と し て 「 共 に いる こと 
ウィ ズ ネ ス 」 を か ろう じ て 維 持 し な が ら 、「 ミ スタ ー 北 米 探偵 小 

説 」 の 栄光 と 挫折 を 一 身 に 引き 受け る こと に な る 。 作品 ご と に 評価 
の 振幅 が 激しい の は 、 そ れ だ け こ の 作家 に 対す る 著者 の 愛憎 が 深い 
か ら だ 。 エ ラリ ー・ ク イー ン と いう 名 前 は 、『 北米 探偵 小説 論 』 の 


アル ファ で あり 、 オ メガ で ある と いっ て も いい !。 


こう し た 観点 か ら 見 れ ば 、 レ イモ ンド ・ チ ャ ンド ラー に 対す る 冷 
遇 と 、 ジ ョ ン ・ デ ィ ク スン ・ カ ー の 黙殺 に 近い 扱い も 、 野 崎 に と っ 
て 当然 の 帰結 と いえ る 。「 チ ャ ンド ラー も また 八 メッ ト か ら 出 発し 
た 。 そ し て チー ム を つく ら な いり い 方 向 を 純化 し た 」 (第 IV 章 7 節 
「 ニ ュー ディ ー ル の 谷間 で 」 ) 。「 共 に いる こと ウィ ズ ネ ス 」 を 拒 
絶する こと と 、「 北米 探偵 小説 」 に 帰属 し な いこ と は 同義 で ある 、 
と 野崎 は 主張 し て いる の だ 。 増補 決定 版 に は 、 カ ー を 始め と する 
「 天空 の オ す ベ リスト た ち 」 へ の コメ ント が 追加 され て いる も の の 、 
イギリス に 移住 する こと に よっ て 「 祖 国 脱 出 」 を 果たし た カー と い 
つう 「 万 命 作家 」 は 、 チ ャ ンド ラー と 同様 に 、「 北米 探偵 小説 」 の 
フィ ー ル ド か ら は じき 出さ れ て し まう 。 


一 方 、 ス タウ ト や ガー ドナ ー ら の ファ ミリ ー 小 説 か ら 、 戦 時 下 の 
細 賛 的 な 夫婦 探偵 小説 の 地点 まで 撤退 を 余儀 な むく され た 「 北米 探偵 
小説 」 の メイ ンス トリ ー ム (第 V 章 「 合 州 国 に お ける 戦争 」 ) は 、 
二 度 目 の 世界 大 戦 に アメ リカ が 勝利 し た 後 、 最 高 の 求道 者 クイ ー ン 
の 挫折 を 経て 、 も う 一 組 の コン ビ 作 家 パ トリ ッ ク ・ ク ェ エン ティ ン に 
引き 継が れ て いく (第 VI 章 「 慈 劇 の 社会 学 」) 。 だ が 、 夫 婦 探 偵 小 
説 か ら 出発 し た 彼ら も また 、「 北米 探偵 小説 」 の 宿命 で ある 「 共 に 
いる こと ウィ ズ ネ ス 」 の 挫折 と 変容 を 免れ る こと は で き な い の だ 。 


今回 の 文庫 版 は 、「 冷戦 パズル 」 と 題 さ れ た ク ェ ン ティ ン の 節 で 
終わ っ て いる が 、 相 棒 リ チャ ー ド ・ ウ ェ ッ プ か ら 独 立 し た ヒュ ー・ 
ウィ ー ラ ー は 、 や が て 、 新 た な バト ン を ミラ ー= マ ク ド ナ ルド 夫妻 
に 手渡 すこ と に な る だ ろう つう 。 やはり 今回 の 文庫 版 か ら 省 か れ て いる 
が 、 六 〇 年 代 の ロス ・ マ ク ド ナ ルド 論 は 、『 北米 探偵 小説 論 : の も 
う ひ と つの 白眉 で ある (『 異 常 心理 小説 大 全 』 に 収め られ た マー ガ 
レッ ト ・ ミ ラー 論 も 参照 ) 。 


この よう に 、 野 崎 六 助 に と っ て 『 北 米 探偵 小説 諭 。 と は 、 つ ね に 
横並び の 分 身 ・ 協 同 関係 の 発見 と 破れ 、「 共に いる こと ウィ ズ ネ 
ス 」 の 探究 と 挫折 の くり 返し に ほか な ら な しい 1 ( 本 書 に いっ た ん 区 切 
!) を つけ た 後 、 野 崎 の 関心 が 多重 人 格 ミ ステ リ へ と 移行 し て いく の 
は 、 そ の せい だ ) 。 カ ノン 、 終 わり の な い カ ノン 。 今回 の 文庫 版 で 
目 を 開か れ た 読者 は 、 ぜ ひと も 増補 決定 版 を 入手 し て 、 こ の 続き を 
読ん で ほし い 。 そ の 期待 は 、 裏 切ら れ な い は ず で ある 。 


初期 クイ ー ン 語 


し か し 、「 天 使 」 た る こと は 不可 欠 で あり 、 か つ 不 可 避 的 で あ 
る 。 わ れ わ れ は 、 い ち ど 徹 底 的 に 「 形 式 的 」 と な る の で な いな ら 
ば 、「 人 間 」 に は な れ な い だ ろ う 。 形 式 主 義 と は 、 人 間 主 義 の 死 で 
ある 。 だ が 、 そ こ で 初め て 、 新 し い 「 人 間 」 に つい て 語り うる か も 
し れ な い 。 有限 で 一 回 的 な この 生 を 育 定 し うる よう な 「 人 間 」 に つ 
いて 。 そ れ は 、 も と 「 天 使 」 で あっ た は ず で ある 。 


一 柄谷 行人 『 内 省 と 遡行 』 学術 文庫 版 へ の あと が きよ り 


は じ め に 


科学 基礎 論 か ら 分 析 哲学 に 転じ た 研究 者 で ある 野 家 所 一 は 、「 柄 
谷 行人 の 批評 と 哲学 」(「 国 文学 」 一 九 八 九 年 十 月 号 ) と 題し た 
エッ セイ の な か で 、 次 の よう に いっ て いる 。 


柄谷 は 「 形式 化 」 の 極限 に お いて 体系 が パラ ドッ クス に 陥り 、 内 
部 か ら 自 壊せ ざる を えな い | 構 造機 制 を 不 完全 性 定理 に ちな ん で 

「 ゲ ー デ ル 問 題 」 と 名 づけ て いる 。 か つて 『 隠 と し て の 建築 』 を 
読ん だ 時 、 私 は その 着眼 の 卓 抜 さと 鮮 か な レト リッ ク に は 感嘆 し た 
も の の 、「 専 門 学 者 」 と し て の 見 地 か ら 、 彼 の ゲー デル 理解 と その 
敷 術 の 仕方 に は 一 種 の 「 あ や うさ 」 を 感じ ざる を えな か っ た 。 と い 
うつ より 、 そ の 「 あ や うさ 」 が 後に エピ ゴー ネン た ち に よっ て 増幅 さ 
れ 、「 ゲーデル 問題 」 が 過剰 な 意味 づけ を され た まま 安易 な メタ 

ファ ー と し て 一 人 歩き し 始め た こと に 危 恨 の 念 を 覚え た の で ある 。 
柄谷 の 問題 提起 の 切実 さ に 比 し て 、 一 般 に 流布 し た 「 不 完全 性 定 
理 」 の 解釈 は いか に も 厳密 さ を 欠 き 、 寸 足ら ず の 安 手 の 衣服 を ま と 
わ さ れ て いる よう に 見 えた 。 し か し 、 柄 谷 が 抱え 込ま ざる を えな 
か っ た 困難 、 あ る い は 彼 が その よう な (問題 ) に 人 逢 着 し た 必然 性 
は 、 私 な り に よく 理解 で きた つも り で ある 。 


年 譜 の 記述 に し た が えば 、 柄 谷 行人 が 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 を 集中 的 
に 考え て いた の は 、 一 九 八 co 年代 前 半 の 限ら れ た 一 時 期 に すぎ な 


い 。 自 己 吉 及 的 な 形式 体 償 の 「 内 部 」 を めぐ る 徹底 的 思考 を 「 独 我 
論 」 と し て 排 し 、 ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン 的 な 「 教 える = 売る 」 立場 
へ の 「 転 回 」 を 果たし た 『 探 究 』 の 連載 が 「 群 像 」 誌上 で 始ま っ た 
の は 、 八 五 年 新年 号 か ら で あ り 、「 転 回 の た め の 八 章 」 と 題 さ れ た 
付 論 を 含む "内 省 と 遡行 』 が 刊行 され た の も 、 同 じ 八 五 年 の 五 月 で 
ある 。 つ まり 柄谷 単独 の 文脈 に 有 取 し て いえ ば 、 い わ ゆ る 「 ゲ ー デ ル 
問題 」 は 、 す で に 十 年 前 の 時 点 で いっ た ん ケリ が 付け られ て いる 。 
「 私 は 『 内 省 』 か ら は じ め る 方 法 に お いて 可能 な ぎり ぎり の こと を 
や っ た と いう 自負 が ある 」 (同書 あと が き ) 。 し か し 思想 家 個 人 の 
固有 な 思 容 と 、 そ れ が 一 般 に 流通 し 享受 され る 際 の あり よう に は 、 
時 間 的 ・ 内 容 的 な ズレ が ある 。 柄谷 の 「 態 度 変 更 」 に も か か わら 
ず 、「 過剰 な 意味 づけ を され た まま 安易 な メタ ファ ー と し て 一 人 歩 
き し 始 め た 」 い わ ゆ る 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 は 、 八 o 年 代 の 未 に 至る ま 
で 、 こ の 国 の あら ゆる 知 の 領域 を 席 挫 し 、 強 力 な 呪 績 を か け 続 けた 
( 計 1)。 


後に 柄谷 自身 が 認め る よう に 「 この 考え 方 は フィ ヒ テ 


念 論 彰 を 帯び NY 3 

ろ そ れ ゆ え に 、 人 の ポス トモ ダン 人 の 3 バッ ター 
ン と な りえ た の で ある 。 ま た 『" 隠 貴 と し て の 建築 』『 内 省 と 遡行 』 
の 二 著 に は 、 そ れ 以 前 に も 以後 の 著作 に も 見 られ な い 、 異 様 な 切迫 
感 と 知 的 スリ ル の 交 き に 満ち た アク ロバ ティ ッ ク な 論述 スタ イル が 
駆使 され て いて 、 読 者 は その 軟 渋 な 文体 に 酔い 痴 れ ず に は いら れ な 
か っ た と いう 側面 も 無視 で き な い 。 思 想 が 人 を つか お む の は 、 け っ し 
て 理論 的 な 水準 に お いて の み で は な い の だ 。 野 家 刻 一 が 「 専門 学 

者 」 の 見 地 か ら 見 出し た 「 あや うさ 」 と は 、 ま さ に こう し た 魅力 と 
表裏 一 体 の も の だ っ た は ず で ある (わざ わざ こう いう 前 置き を する 
の は 、 私 も この 時 期 の 柄谷 行人 の 毒気 に 当て られ た 読者 で ある こと 
を 告白 し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 個 人 的 な 感 懐 に な る が 、 私 は 

『 探 究 I[』 を 読ん だ 時 、「 転 回 」 の 理論 的 イン パク ト は 別 と し て 、 そ 
の あま り に も あっ けら か ん と し た 記述 スタ イル へ の 移行 に 、 な ん と 
な く 折 子 抜け し た よう な 思い を 抱い た こと を 覚え て いる 。 こ の 印象 
は 『 探究 II』 を 読む お まで 、 な か な か 消え な か っ た ) 。 


0 
!。 柄谷 行人 と いう 鏡 に 、 ア メリ カ の 推理 作家 エラ リー・ ク イー 


の 作風 の 変遷 を 映し 出し 、 ク イー ン の 諸 作 に お いて くり か え し 危機 
的 に あら われ る 「 形 式 化 の 諸 問 題 」 を 浮き 彫り に する こと で ある 。 
私 は 本 稿 の 記述 を 、 柄 谷 が 『 隠 只 と し て の 建築 』『 内 省 と 遡行 』 で 
追 補 し た 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 と いう 枠組 に 全面 的 に 依拠 し て 進め る つ 
も り で いる 。 い つう つま で も な く 、 そ れ は 野 家 刻 一 の \ つ 「 あ や うさ 」 
に 目 を つぶ る ば か りか 、 柄 谷 固有 の 文脈 に お いて も 、 十 年 と いう 時 
間 的 な 「 遅 れ 」 を カッ コ に 入れ る こと に ほか な ら な い 。 九 co 年 代 も 
半ば を 迎え た 時 代 に 、 な か ん ずく 「 現 代 思 想 」 と いう 雑誌 上 で 、 そ 
うし た 論述 を 試み る ナイ ー ブ プ さ と いう の は 、 い っ て みれ ば 「 野 暮 の 
骨頂 」 な の で は な か ろう つか ? ( と いう つよ り 、 私 は この 文章 が ナイ ー 
プ ブ な ミス テリ ー 読 者 に よっ て 「 啓 蒙 的 に 」 読ま れる こと を 怖 れ て い 
る ) ( 計 2 ) 


こう し た 懸念 に も か か わら ず 、 私 が 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 を 扱う の 
は 、 ひ と え に ク イー ン の 作品 自体 が そう する こと を 強い る か ら で あ 
る 。 私 に いわ せれ ば 、 柄 谷 行人 は その 「 あや うさ 」 も 含め て 、 ク 
イー ン に 似 て いる 。 す な わ ち 、 四 十 年 の 長き に わた っ て エラ リー・ 
クイ ー ン と いう 作家 を 突き 動か し た 「『 形式 化 」 の モメ ント は 、 

「 ゲ ー デ ル 問 題 」 そ の も の と いう より 、 そ うし た (問題) に 取り 洛 
か れ ざ る を えな か っ た 柄谷 固有 の 思考 が 示す 性 格 の な か に こそ 、 そ 
の 精神 的 同胞 を 見 出す と いう べき な の だ 。 し た が っ て 、 こ の 試論 の 
主題 は 両者 の 思考 の 親 縁 性 ・ 類 似 性 の 確認 で あり 、 ま た 野 家 近 一 に 
な ら っ て いえ ば 、 ク イー ン が 抱え 込ま ざる を えな か っ た 困難 、 あ る 
い は 彼ら が その よう な (問題 ) に 人 科 着 し た 必然 性 を 、 柄 谷 の 理論 を 
くぐり 抜け る こと に よっ て 、 私 な り に 理解 し 唱 叶 し て いく こと な の 
で ある ( 証 3 ) 。 


「 形 式 化 」 の 定義 に つい て 、 柄 谷 は 次 の よう に 書い て いる 。 


形式 主義 は 、 諸 学問 ・ 芸 術 に お いて 異な っ た 意味 を も っ て お り 、 
また と き に は 異な る 名 称 で よ ば れ て いる 。 こ の こと は われ われ の 認 
識 を 混乱 させ た けり 意志 践 通 を 妨げ て いる が 、 そ れ を お むり に 統一 する 
の は 不可 能 で あり 且つ 不 必要 で ある 。 し か し 、 誰 に も 明瞭 な こ 


は 、 西 洋 に お いて 十 九 世紀 後半 か ら 、 と り わ け 二 十 世紀 前 半 に お い 
て 釧 在 化し は じ め た 文学 や 諸 芸 術 の 変化 一 た と え は 抽 彰 絵 画 や 十 ニ 
9 楽 - 一 が 、 パラ レル で 相互 に 連関 し あっ て いる こと で あり 、 

な ら ず 、 物 理学 ・ 数 学 ・ 論 理学 な どの 変化 が それ ら と 基本 的 に 
較 の CSI の を の らい の な 変化 の パラ レ リ ズ ム が 
示す も の を 「 形 式 化 」 と よぶ と すれ ば 、 さ し あたっ て 、 そ の 特性 は 
次 の よう な も の で ある と いっ て よい 。 第 一 に 、 そ れ は 、 い わ ゆ る 自 
然 ・ 現 実 ・ 経 験 ・ 指 示 対 象 レ ファ レン ト か ら 奏 離す る こと に よっ 
て 、 人 工 的 ・ 自 律 的 な 世界 を 構築 し よう つ と する こと で あり 、 第 二 
に 、 指 示 対象 ・ 意 味 ( 内 容 ) ・ 文 肛 を カッ コ に いれ て 、 そ れ 自 体 は 
意味 の な い 項 ( 形式 ) の 関係 ( ある い は 差異 ) と 一 定 の 規則 を みよ 
つと する こと で ある 。 吾 鎖 域 で どん な 手 つ づき (現象 学 的 本 元 は そ 
の 一 つ で ある ) や 、 の ち に の べ る よう な レト リカ ル な 逆転 , が な 
され て いる と し て も 、 そ れ ら は 類似 する も の で あっ て 、 そ の どれ か 
に プラ イオ リティ を 上 与え る 根拠 は な い 。 それぞれ 無関係 に 、 お しろ 
互い に 盲目 的 で ある まま に 生じ て きた この 変化 を 「 形 式 化 」 と よぶ 
こと は 、 そ れ ら を 全体 , と し て 展望 し た り 、 "共通 の 本 質 , を と 
けり 出す こと を 意味 し な い 。 そ れ は た だ 、 各 領域 の な か で 特権 化 さ れ 
た も の を 手 特 権化 する た め に すぎ な しい )。 


(「 形 式 化 の 諸 問題 」 ) 


AA こう し た 変化 に も っ と も 早く 敏感 に 対 
応 し た の は 、 S ヴァ ン ・ ダ イン (本 名 ウィ ラー ド ・ 2 
ント ン ・ 22 RES フラ ン シ ス ・ML ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ 
2 全 科 に HUB ライド で リリ ら 707 上 本 な 珠 
だ っ た が 、 第 一 次 世界 大 戦 の 残虐 行為 を 見 て 西洋 文明 の 価値 に 対す 
る 舘 念 を 失 く し て し まっ た 。 彼 は 世俗 と の 交渉 を 断っ て 超 然 と し た 
自分 の 殻 に 閉じ こも っ た が 、 働 き 過 ぎ と 絶望 が 重 な むっ て 、 一 刀 ニ 三 
年 に は 神経 衰弱 に お ちい っ た 。 二 年 間 の 回 復 期 に “堅い, 文学 作品 
を 読む お の を 禁じ られ て いた た め 、 彼 は 膨大 な 数 の ミス テリ を 集め て 
お むさ ぼる よう に 読み 、 そ の ジャ ン ル に ある 審美 的 な も の を 研究 し 、 
9 ) で 創作 し て 楽し ん だ 」 (『 エ ラリ イ ・ ク イー ン の 

界 』) 。 美術 ・ 文 芸 評 論 家 と し て 一 家 吉 を も っ て いた ライ ト は 、 
者 邊 の の 呈 の の ロコ グ の の に の 
に し た が っ て 展開 され る こと 、 す な わ ち 他 の 小説 と まっ た く 性 格 の 
異な る エン タテ イン メン ト の カテ ゴリ ー を 構成 し て いる こと に 気 づ 
く 。 そこ で 彼 は 、 他 の 芸術 様式 に 対す る と 同様 に 、 推 理 小説 の 歴史 


を た どり 、 そ の テク ニッ ク を 分 析 し 、 法 則 を 明らか に する 研究 を 始 
め た の で ある 。 


二 千 冊 に 及ぶ 推理 小説 を 読破 し た ライ ト の 体系 的 な 研究 は 、 ヴ ァ 
ン ・ ダ イン の 筆名 で 書い た 『 ベ ンス ン 殺 人 事件 』 (一 ル ニ 六 ) 以下 
十 二 冊 の 長編 推理 小説 (いずれ の 作品 に も 、 ペ ダン ティ ッ ク な 僕 舌 
と 心理 分 析 を 駆使 する 超人 的 な 天 オ 探偵 ファ イロ ・ ヴ ァ ン ス が 登場 
する ) と 、 ラ イト の 本 名 で 発表 し た 「 推理 小説 論 」 に 結実 する 。 後 
者 は 、 ラ イト 名 義 の 編集 に よる アン ソロ ジー "世界 推理 小説 傑作 
集 』 (一 九 二 七 ) の 序文 と し て 書か れ た も の で あり 、 や は り 同 様 の 
アン ソロ ジー の 上 序文 と し て 発表 され た ドロ シー・L セイ ヤー ズ の 
「 探 偵 小説 論 」( 一 二 八 ) と と も に 、 こ の ジャ ン ル の 発展 に 大 き 
く 貢 献 す る 当時 の 指標 的 な 評論 と な っ た 。 


「 推理 小説 論 」 の 冒頭 に は 「 甘 美 な 分 析 われ を 魅せ し は 液 な けり 」 
と いう 引用 旬 が 見 られ る が 、 こ れ は 彼 の モチ ー フ が 「 分析 の た め の 
分 析 」 と いう アイ ロニ カル な 構え に 由来 する こと を 示す も の だ 。 こ 
の 挑発 的 な 論文 の な か で ライ ト は 、「 推 理 小説 は 小説 の 形 を か り た 
複 維 で 、 拡 大 され た 謎 ( 々 ) で ある 」 と 定義 し 、 ク ロス ワー ド ・ パ 
ズル を 例 に 引き な が ら 、 そ の 知 的 ゲー ム 性 を 強調 する 。「 この 魅力 
の 特異 性 に よっ て 、 推 理 小説 は 他 の すべ て の 小説 の 型 の progressus 
プロ グレ サス ( 歩み ) と は まっ た く 無 関係 に 自ら の 道 を た どっ て 
行っ た 。 お の れ の 基準 を 制定 し 、 自 ら の 法則 を 樹立 し 、 自 ら の 伝統 
を 守り 、 自 ら の 狭い 軌道 を 進み 、 自 ら の 形式 、 手 法 と と も に 、 自 ら 
の 構成 要素 を 創造 し た 」 。 そ こ で 提唱 され た (フェ アプ レイ の 原 
則 ) (性 格 描写 ・ 文 学 的 文体 ・ 情 緒 的 ムー ド の 排除 〉 (科学 的 合理 
性 の 担保 ) (探偵 の 必要 性 ) 等 の ルー ル は 、 推 理 小説 の 形 を 借り た 
羽 情 的 な 通俗 スリ ラー の 大 群 か ら 「 本 格 推理 小説 」 を 独立 せしめ る 
重要 な 契機 と な っ た の で ある 。 「 推理 小説 論 」 の エッ セン ス は 、 有 
名 な 「 推 理 小 説 作 法 の 二 十 則 」 に まとめ られ 、 な が らく 「 本 格 推理 
小説 」 の 規範 と し て 強い 影響 力 と 拘束 力 を も っ た が 、 こ こ で 見 落と 
し て は な ら な い の は 、 彼 の 提唱 し た 理念 が 、 ヒ ルベル ト の 公理 主義 
( 第 二 回 国際 数 学者 会 議 で の 講演 「 二 十 三 個 の 未 解決 問題 」 を 想起 
され よ ) や 、 ロ シア ・ フ ォ ル マリ ズム 理論 の 勃興 と パラ レル な 関係 
に ある と いう こと だ 。 そ れ は 従来 の 推理 小説 か ら 文 学 的 ・ 人 間 主 義 
的 な 意味 を は ぎ 取 り 、 人 工 的 ・ 自 律 的 な 謎 解き ゲー ム 空 間 を 構築 す 
る こと を 目指 し て いる ( 計 4 )。 


だ が 、「 推 理 小説 論 」 の 画 期 的 な 理念 に 比 し て 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン 
名 義 の 実 作 は 眼 高 手 低 の 感 を 免れ ず 、 ま た その 手法 も 不 徹底 で あっ 


た と いわ ざる を えな い 。 彼 の 小説 は 、 一 九 二 o 年 代 か ら 三 o 年 代 に か 
け て 値 じ が た い ほ ど 大 則 に 受け た が 、 今日 の 水準 か ら 見 る と 、 構 成 
に 技術 的 な 失敗 が 多く 、 ま た 人 物 描写 と 文章 に 精彩 を 欠く た め に 、 
歴史 的 な 価値 を 除け ば 、 あ まり 高く 評価 され て いな い 。 な か ん ずく 
彼 の 小説 の 根本 的 な 弱点 は 、 理 論 上 は (フェ アプ レイ の 原則 ) を 最 
重要 視 し て いな が ら 、 名 探偵 ファ イロ ・ ヴ ァ ン ス が ひと り よ が り 

で 、 時 に 説得 力 に 欠け る 容疑 者 の 心理 分 析 に 頼っ て 推理 を する 点 で 
ある 。 ヴァンス の 説明 は 該 博 な 知識 を ひけ ら か し て 推論 の 欠陥 を 隠 
そう と する 傾向 に あり 、 論 理 的 に 明白 で 首尾 一 貫 し て いる と は いえ 
な い 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 小説 が 人 気 を 得 た の は 、 知 的 ゲー ム と し て 
すぐ れ て いた か ら で は な く 、 皮 肉 に も 彼 が 切り 捨て た は ず の ムー ド 
性 、 す な わ ち 高 踏 的 な 雰囲気 と 装飾 的 な べ ダ ント リー を 売り 物 に し 
た 作風 が 読者 に 喜ば れ た か ら だ っ た 。 


し か し 、 こ うし た 致命 的 な 弱 さ に も か か わら ず 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン 
が 実 作 に お いて も 、 形 式 主 義 的 な 態度 を 人 軸 こ うと し て いた こと は 疑 
いえ な い 。 た と えば 『 僧正 殺人 事件 』。( 一 刀 ニ 九 ) の 犯人 は 、 あ ま 
に も 真剣 な 抽象 的 思 案 に 没頭 し た 反動 で 、 個 人 の 生命 の 尊厳 を 見 
失っ た 数 学者 で ある 。 彼 は 現世 的 な 文 片 から 遊 見 し て 、 人 工 的 か つ 
ノン セン ス な 童謡 緩和 人 を くり か えす 。 こ の 異様 な 犯行 動機 は 、 柄 谷 
が 「 形 式 化 」 の 第 一 の 特性 と 呼ん だ も の の 素朴 な 表象 化 と いっ て よ 
い 。 あ る い は 『 グ リー ン 家 毅 人 事件 』。( 一 九 二 八 ) の な か で 、 作 者 
は 九 十 八 項目 に 及ぶ 事件 の デー タ を 列挙 し た 一 覧 表 を 掲げ 、 ヴ ァ ン 
ス に こう 説明 させ る 。 


「 僕 は グリ ー ン 事件 の 主 な 事実 を すべ て 簡略 に 、 日 付 順に 書き と め 
て みた 。- 一 つま り 、 わ れ わ れ が 過去 数 週間 に わた っ て 眺め て きた 怖 
ろ し い 絵 の 主 な 外面 的 事実 を すべ て 書き あげ た の だ 。 主要 な 形象 は 
みん な これ に ある 。 多 く の デ ィ テ ー ル を 落し て いる か も し れ な い 

が 、 し か し 、 実 際 の 仕事 の 基礎 と し て 使う に は 、 充 分 な 項目 数 が 

揃っ て いる と 思う よ 。 (中略 ) 真相 は 、 こ の 表 の どこ か に 潜ん で い 
る 。 事 実 を 総合 し て 一 その 価値 の 高 下 に 従っ て 相互 に 結び つけ れ 

ば 、 こ の 犯 固 の 乱舞 の 影 に 誰が いる か わか る だ ろう 。 一度 、 図 柄 を 
つき と め れ ば 、 そ れ ぞ れ の 項目 が も つ 重 要 な 意味 が わか り 、 そ の 各 
項目 が われ われ に 物語 っ て いる は ず の 吉 葉 が は っ きり と 聞き と れる 
だ ろう つう 」 


ヴァ ンス に よる 真犯人 の 指摘 で 物語 が 終っ た 後 、 作 者 は 巻末 の 計 
に 「 私 は あと で 、 ヴ ァ ン ス に その 最後 の 結論 を みち びき 出 し た 順序 
に 項目 を な ら べ 直し て 見 せ て くれ と 頼ん だ 。 彼 が 真相 に 達し た 順序 
は 次 の と お り で ある 」 と 記し て 、 実 際 に 九 十 八 項目 の 番号 を 並べ 換 
えた 数 列 を 示す 。 い つま で も な く こ の 手続 き は 、「 形 式 化 」 の 第 二 
の 特性 を 先取 り し て いる 。 そ れ は ヴァ ン ・ ダ イン 流 の フェ アプ レイ 
の 試み で ある と 同時 に 、 自 ら 作 品 制作 の 舞台 裏 を 明か す と いう 奇妙 
な 一 自己 吉 及 的 、 か つ メ タフ ィ ク ショ ナル な 一 効果 を 巧 ま ず し て 
生ん で いる 。 これら の 作品 に よっ て 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン は に は 実 作 に お い 
て も 「 形 式 的 」 た りつ る こと を 証明 し た と いっ て よしい!。 


推理 小説 と いう ジャ ン ル に 形式 主義 的 な 観点 を 導入 し 、「 本 格 推 
理 小説 」 の 基本 的 な 構造 を ほとん ど 独 力 で 作り 上 げ 、 さ ら に この 
ジャ ン ル の 知 的 水準 を 一 気 に き 上 げた と いう 点 に お いて 、 ヴ ァ 
ン ・ ダ イン の 功績 は 高く 評価 され て し か る べき で ある 。 野崎 六助 は 
次 の よう に いっ て いる 。「 ヴァ ン ・ ダ イン は 探偵 小説 を 体系 的 に 読 
み 、 か つ 批 利 し た 最初 の 作家 で あり 、 お そら く は エラ リー・ ク イー 
ン を の ぞい て 一 最後 の 作家 で も あっ た 。 体 系 的 に 読む 、 と いう 概念 
は か れ の 登場 以降 の も の で ある 。 探偵 小説 が 体系 と 呼ぶ に ふさ わし 
い 世 界 を 構成 し て いる こと に 着目 し た の は か れ が 最初 で ある 。 か れ 
が 探偵 小説 を 発見 し た と いう の は 尋常 の 意味 で は な い 。 か れ は 一 つ 
の 二 十 世紀 的 な 小説 ジャ ン ル の 確立 に 決定 的 に 関わ り 、 立 ち 会 っ た 
の で ある 。 こ の こと の 苦渋 と 傷跡 に つい て は 繰り 返す まで も ある ま 
い 」( 『 北 米 探偵 小説 論 』 ) 。 し か し 同時 に 、 彼 が 「 形 式 化 」 の 問 
題 の 桜 心 を つか みそ こね て し まっ た と いう 事実 も 否定 する こと は で 
き な い 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 形式 主義 を 受け 継い で 、 推 理 小説 の 「 形 
式 化 」 を 徹底 的 に な し と げた の は 、 彼 の 著しい 影響 下 に 出発 し た エ 
ラリ ー・ ク イー ン に ほか な ら な か っ た ( 計 5 )。 


クイ ー ン の 片割れ で ある フレ デリ ッ ク ・ ダ ネイ は 、 後 に ヴァ ン ・ 
ダイ ン に つい て こう 述べ て いる 。「 わ た し た ち は 彼 の 影響 を 受け ま 
し た よ 。 そ れ は 彼 が 非常 に 金 も つ け を し た か ら で す が 、 同 時 に 、 当 
時 の わた し た ち に 訴え る も の が あっ た か ら で す 。 複雑 で 論理 的 か つ 
演 繰 的 、 し か も 初め か ら 終 わり まで 知性 的 な 小説 で すか ら ね 」 


小説 の み に 限 ら ず 、 理 念 的 ・ 批 評 的 な 水準 に お いて も 、 ヴ ァ ン ・ 
ダイ ン の 影響 が 決定 的 な も の で あっ た こと は 、 後 に クイ ー ン が 提唱 
し た 「 推 理 小説 批 法 」 を みて も 明らか で ある 。『 フ ラン ス 白 粉 の 
謎 』 解説 ( 中 島 河 太郎 ) に よれ ば 、 ク イー ン は "従来 の 推理 小説 の 
評論 に 大 き な 不 満 を いだい て いた 。 そ れ は プロ ッ ト の 梗概 を 述べ た 
て た 後 で 、 ほ ん の 一 、 二 行 全体 の 評価 が 書き 添え て ある か 、 ま た 

は 、 金 吉 式 な 短評 で で き て いる か で 、 批 鹿 形 式 と し て は 充分 で な い 
と いつ の で ある 。 (中略 ) そこ で 、 彼 自身 きわ め て 簡単 で 有効 な 評 
価 の 一 方 法 を 考案 し 、 発 表し た ら 好 評 を 得 た と いう 。 それ は 作品 を 
プロ ッ ト 、 サ スペ ンス 、 意 外 な 解決 、 解 決 の 分 析 、 文 体 、 性 格 措 

写 、 舞 台 、 殺 人 方 法 、 手 が か り 、 フ ェ ア プ レイ の 十 の 要素 に 分 け 、 
お の お の を 一 o パ ー セ ント 満点 と する 。 従っ て 完全 な 推理 小説 は 合 
計 一 oo パー セン ト と いう 最高 点 を か ち 得 た も の で な けれ ば な ら な 

い 」 と いう 。 む ろ ん こ の 採点 方 式 自体 は 、 遊 戯 的 な 読者 サー ビス の 
一 種 と みる べき で あっ て 、 必 ず し も 説得 力 を も つも の で は な い が 、 
ここ で 採ら れ て いる 還元 主義 的 な 態度 が 「 推 理 小説 作法 の 二 十 則 」 
の 延長 上 に ある こと は 疑い よう が な い 。 い いか えれ ば 、 ク イー ン は 
ヴァ ン ・ ダ イン の 形式 主義 を より 厳格 に 徹底 化す る 方 向 で 、「 本 格 
推理 小説 」 を 定義 し よう と し て いた と いっ て よい り 。 


フラ ン シ ス ・ ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア は 労作 『 エ ラリ イ ・ ク イー ン 
の 世界 』 の 導入 部 で 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 小説 と クイ ー ン の 「 国 名 シ 
リー ズ 」 の 明白 な 共通 点 を 列挙 し て いる - 一 きち ょ うめ ん に 型 に は 
まっ た 題名 、 無 性 格 な 友人 に よる イン トロ ダク ショ ン 、 名 探偵 の 
キャ ラク ター と 彼 に 協力 する 「 フ ァ ミ リー」 の 設定 、 等 々 。 そ こ で 
彼 は 、「 要 する に 、 ど この 大 ミス テリ 作家 で あろ うつ と 、 ク イー ン ほ 
ど に は SLISH ヴ ァ ン ・ ダ イン の 影響 を 受け て は いな い 」 と 指摘 し 
て か ら 、 す ぐに 次 の よう な 注釈 を 付け 加え る 。 


し か し 、 重 要 な いく つか の 点 で 、 ク イー ン は ヴァ ン ・ ダ イン の 構 
成 を 優れ た も の に 変え て いる 。 第 一 に 、 ク イー ン は 初期 の 作品 で 
も 、 人 物 の 描写 、 生 き 生 き と し た 書き 方 、 お よび 精細 な 筋 の 運び に 
は る か に 優れ て いる の を 証明 し て 見 せ た 。 第 二 に 、 ク イー ン は ヴァ 
ン ・ ダ イン が 使っ た 一 人 移 の 語り 手 を は ぶ い て 、 捜 査 官 が いな い 場 
面 で も 描写 で きる 柔軟 性 を 手 に 入れ て いる 。 だ が 、 何 に も まし て い 
ちば ん 重要 な の は クイ ー ン が フェ アプ レイ の 方 法 を 採用 し て いる 点 
で ある 。 読 者 が 探偵 と いっ し ょ に か 、 あ る いい は 先 に 事件 を 解決 する 
た め に 必要 な 情報 を こと ご と く 提 供し て いる の だ 。 (中略 ) エラ リ 


イ は 経験 的 な 証拠 に よっ て 厳密 に 論理 的 な 推理 を し て 解決 を する 。 
ヴァ ンス が 推理 の 基礎 と し た 心理 的 資料 と は 違っ て 、 経 験 的 な 証拠 
は 探偵 同様 に 読者 に と っ て も 近づき や すい も の で 、 ク イー ン の 有名 
な (読者 へ の 挑戦 ) 方 式 に よっ て 強調 され た 点 で あっ た 。 


ヴァ ン ・ ダ イン と クイ ー ン の 「 差異 」 の な か か ら 、「 形 式 的 」 な 
変更 を と り 出 す と 、 一 人 移 の 語り 手 = ワ トス ン 役 の 消去 、 お よび 
( 読者 へ の 挑戦 ) 方 式 が 挙げ ほら れる が 、 こ の 二 点 は それ ぞ れ 独立 し 
て 論 ず べ き 問 題 で は な い 。 も っ と 重要 な も うつ ひと つの 変更 が 、 両 者 
を 媒介 し て いる か ら で あ る 。 そ れ は 、 ク イー ン の 作品 の ほとん ど に 
登場 する 探偵 の 名 前 に 関す る 着想 に ほか な ら な い 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン 
の 小説 で は 、 空 気 の よ うに 影 の 薄い! ワ ト ス ン 役 に 作者 と 同じ 名 前 が 
旨 え られ て いる が 、 エ ラリ ー・ ク イー ン と いう 命名 の いち ば ん 独創 
的 な 点 は 、 そ れ が 作者 の ペン ネー ム で ある と 同時 に 、 作 中 の 探偵 も 
同じ 名 前 で 呼ば れる と いう つこ と だ 。 こ の 決定 的 な 変更 に 関し て 、 ネ 
ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア は こう 説明 し て いる 。 


ミス テリ の 普通 の 読者 は 概して 物語 の 中 の 探偵 の 名 前 は 覚え る の 
に 著者 名 は 覚え な い の を 二 人 は 知っ て いて 、 両 者 に 同じ 名 前 を 使う 
と 読者 に と っ て は 二 重 に 忘れ に くく な る 、 と いう 聡明 な 理由 づけ を 
し た 。 こ ん な 単純 な 方 法 を 考え た ミス テリ 作家 は まだ いな か っ た の 
で 、 こ れ が 従兄 弟 の 成功 に 大 き な 意味 を も っ た に ちがい な い 。 ク 
イー ン の 小説 を 読む と 、 登 場 人 物 の エラ リ イ ・ ク イー ン も 探偵 小説 
作家 で 、 小 説 中 の 小説 その も の も エラ リ イ ・ ク イー ン と いう 登場 人 
物 の 活躍 を 中 心 に ( 少なく と も し ば らく の あい だ ) 展開 する の が わ 
か る 。 ダ ネイ と リー が 詩 を 読む と 同時 に イタ リア の 作家 ピラ ン デ ル 
口 の 作品 を 読ん で いた の だ と 推 宗 する 人 も いよ う 。 


この 理由 づけ は 、 た し か に 「 聡 明 」 で ある 。 お そら く 、 こ うし た 
「 聡 明 さ 」 は 二 人 の 作家 以前 の 経歴 に 由来 し て いる (ダネ イ は 広告 
会 社 の コピ ー ラ イタ ー 兼 アー トディ レク ター、 リ ー も 映画 会 社 の P 
R マン で あっ た ) 。 そ も そ も 彼 ら に と っ て 、 こ の 二 重 の 命名 法 は ス 
マー ト で 、 稚 気 に あ ふれ た アイ ディ ア の ひと つ で し か な か っ た だ ろ 
う 。 に も か か わら ず こ の 命名 の 二重性 に お いて 、 作 家 の 切 利 的 意図 
と は まっ た く 別 次 元 の (問題 ) が 露出 し て いる の だ 。 それは - 一 ネ 


ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア も 察知 し て いる よう に - 一 メタ フィ クシ ョ ン 、 す 
な わ ち 自己 吉 及 性 の 問題 で ある 。 こ れ に 比べ る と 、 当 初 の 理由 づけ 
の 「 聡 明 さ 」 は さして 重要 で は な い 。 柄谷 行人 は 次 の よう に 書い て 
いる 。 


冒頭 に 、 私 は 二 十 世紀 の 文学 ・ 芸 術 に み ら れ る 変化 の 共通 性 に つ 
いて の べた が 、 く りか え し て いえ ば 、 そ れ は 「 形 式 化 」 の 帰結 で あ 
る 。 た と えば 、 ジ ッ ド の 『 礎 金 づ くり 』 と 『 礎 金 づ くり の 日 記 』 の 
な か に その 最初 の 徴候 を みて も よい 。 し ば し ば これ は 、 観 察 者 が 観 
察 され る 対象 か ら 外 的 で は いら れ な いと いう 認識 、 す な わ ち 相対 性 
理論 や 不 確 定性 原理 と の 関連 に お いて 語ら れる が 、 お むしろ それ は マ 
ラル メ に 似 た 小説 の 「 形 式 化 」 (純粋 小説 ) が 強い た も の で あり 、 
その 結果 「 小説 の 小説 」 と いう 自己 吉 及 的 な 構造 と し て あら われ た 
の だ と 考え られ る 。 サ ルト ル が モー リア ッ ク を 批 章 し て 超越 的 な 視 
点 は あり えな いと いっ た こと も また 、 こ の 角度 か ら 見 られ る べき で 
あろ つ 。 す な わ ち 、 自 己 吉 及 的 セル フ ・ リ ファ レン シャ ル な シス テ 
ム に お いて は 、 最 終 的 な 超越 また は 外部 は あり えな い 、 と いう の は 
それ は た だ ち に 内 部 に 反転 し て し まう か ら で あ る 。 


(「 隠 隙 と し て の 建築 」 ) 


と ころ で 、 前 章 で 示唆 し た よう に 、 (フェ アプ レイ の 原則 ) を 提 
唱 し た 時 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン が 念頭 に 革 い て いた の は 、「 本格 推理 小 
説 」 を 自己 完結 的 な ゲー ム 空 間 、 い わ ば ひと つの 公理 系 と し て 読 
に 提供 する こと だ っ た 。 誤解 を 恐れ な いで ご く 単 純 に 図式 化す れ 
ば 、「 本 格 推理 小説 」 の ゲー ム 性 は 作品 内 部 の 「 犯 人 探偵 」、 お 
よび 作品 外部 の 「 作 者 読者 」 と いう 二 つ の レベ ル に お いて 把握 さ 
れ う る が 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン は 一 少な く と も 理論 的 な モデ ル と し て は 
ーー この 二 つ の レベ ル を あら か じ め 区 別 し 、 両 者 の 混同 を 許さ な い 。 
すなわち 、 彼 は 「 作品 」 が ニュ ー ト ラル な 、 閉 じ た シ ステ ム で ある 
こと を アプ リオ リ に 要求 し 、 そう で な いも の は 、 作 者 と 読者 の 間 の 
《 紳 士 協定 》 に 違 背 する 不 出来 な 作品 と し て 岳 け て し まう 。 彼 の 小 
説 が いて も いな く て も か まわ な いよ うな 、 血 肉 を 欠い た 一 人 稼 の ナ 
レー ター に よっ て 語ら れる の は 、 こ うし た 中 立 性 の 要請 に よる も の 
だ 。 


し か し 「『 形 式 化 」 の 観点 か ら す る と 、 無 色 逃 明 な ワ ト ス ン 役 の 視 


点 の 採用 は 過渡 的 な 方 法 で し か あり えな い 。 ア ガサ ・ ク リス ティ の 
『 ア クロ イド 殺害 事件 』( 一 九 二 六 ) の よう な 作品 を みれ ば 、 ヴ ァ 
ン ・ ダ イン の いう 《 紳 士 協 定 》 が 不 徹底 な 形式 主義 に すぎ な いこ と 
は 明らか で ある 。 い うま で も な く 、 ク リス ティ の 作品 中 、 も っ と も 
論議 を 呼ん だ この 小説 の 犯人 は 、 事 件 を 記録 する 一 人 和 の 語り 手 な 
の だ 。 ク リス ティ の 筆 法 は 周到 で 、 充 分 に 注意 深い 読者 な ら こ の 

(も っ と も 意外 な 犯人 ) を 指摘 する こと も けっ し て 不可 能 で は な 

い 、 と 舘 じ うる 根拠 が ある 。 この 小説 で は 、 語 り 手 の 中 立 性 と いう 
要請 その も の が ミス ディ レク ショ ン と し て 機能 し て いる 。 い いか え 
れ ば 、 ク リス ティ は 「 作 品 」 を ニュ ー ト ラル で 、 閉 じ た シ ステ ム と 
見 て は いな い 。 そ れ は いわ ば 、 作 品 の 外部 が 内 部 に ずれ 込ん だ よう 
な 自己 吉 及 的 な 構造 を な し て お り 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン が 自明 の 前 提 と 
見 な し た 「 犯 人 一 探偵 」 /「 作 者 読者 」 と いう 二 つ の レベ ル の 区 別 
は 、 不 可 避 的 に 破 ら れ て し まう 。 (意外 な 犯人 ) と いう ゲー ム 性 の 
追求 が こう し た 構造 を も つ 「 作品 」 に 行き 着く の は 当然 で あっ て 、 
それ こそ が 「 形 式 化 」 の 意味 する こと が ら な の だ と いっ て よしい!。 


クリ ステ ィ の 「 記 述 者 = 犯人 」 と いつ うつ トリック は 、 論 理学 に お け 
る ラッ セル の パラ ドッ クス の 発見 に 対応 し て いる 。 柄谷 は 、 ラ ッ セ 
ル が 提唱 し た ロジ カル ・ タ イプ 理論 に つい て こう 述べ て いる 。 


論理 主義 的 な 基礎 づけ に お いて 、 ラ ッ セ ル は 、 ご く 簡 単に いえ 

ば 、 エ ピ メ ニ デ ス の パラ ドッ クス 、 す な わ ち 「 すべて の クレ タ 島 人 
は うそ つき で ある と 、 一 人 の クレ タ 島 人 が いっ た 」 と いう 有名 な パ 
ラド ックス を 再発 見 する 。 こ れ は 「 私 は うそ を つい て いる 」 で も よ 
いし 、「 こ の 文章 は 虚偽 で ある 」 で も よい 。 これ ら の 場合 、 真 偽 は 
決定 不可 能 で ある 。 こ うし て 、 さ ま ざ ま な パラ ドッ クス が 見 出さ れ 
命名 され た が 、 そ れ は きま っ て 自己 吉 及 的 セル フ ・ リ ファ レン シャ 
ル な 文章 に 生じ る の で ある 。 ラ ッ セ ル は 、 こ の パラ ドッ クス が クラ 
ス 自 体 が その メン バー に な る こと に よっ て 生じ る と 考え 、 そ れ を 禁 
止 す る こと に よっ て パラ ドッ クス を 解消 し うる と 考え た 。 つ まり 、 
ロジ カル ・ タ イプ ( 階 桶 ) を 区 別 し 、 そ の 混同 を 禁止 し た の で あ 

る 。 ラッセル の 論理 主義 の 限界 は や が て 明らか に な る が 、 こ の ロジ 
カル ・ タ イ ピ ング と いう 考え は 、 彼 が 考え た の と は ちがっ た 意味 で 
重要 で ある ( 計 6 )。 


(「 隠 隙 と し て の 建築 」 ) 


ラッ セル の 「 論 理 主義 」 は 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン の (フェ アプ レイ の 
原則 ) と 仏 て いる よう に みえ る が 、 実 際 に は 両者 の 態度 は 異な っ て 
いる 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン は 「 探 偵 = 犯 人 」 の トリ ッ ク と 「 記 述 者 = 犯 
人 」 と いう それ を 、 そ も そ も 上 原理 的 に 区 別して いな いか ら だ 。 彼 は 
本 来 レ ベル の 異な る 問題 を 「 べ て ん 」 の ひと こと で 片付け て し ま 
う 。「 マス ター マン 氏 は 犯 固 を 追求 し て 、 探 偵 自 身 を 犯人 と し て 指 
定 し て ! る の で ある 。 こ の よう な トリ ッ ク は 新しく も な く 、 正 当 で 
も な い 。 読 者 は 自分 より も も っ と 巧 約 な 頭脳 の 持ち 主 に よっ て 、 公 
明正 大 に いっ ぱい 食わ され た と 感じ な いで 、 自 分 より も 劣っ た も の 
か ら 、 故 意 に 嘘 を つか れ た と 感じ る 。 ( 中 略 ) この トリ ッ ク の 変型 
は アガ サ ・ ク リス ティ の ポワロ 物語 の ひと つ 一 《 ア クロ イド 殺 害 事 
件 》 一 で も 使わ れ て いる が 、 こ れ に は 情状 重量 の 余地 は な い 」 


すなわち 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン の (フェ アプ レイ の 原則 ) が その より 
どこ ろ と する 《 紳 士 協定 》 は 、 心 理 主義 的 な 外 在 祭 件 と し て 見 出さ 
れ た も の で あり 、 彼 の 主張 は 「 論 理 主義 」 的 と いう より 、 お し ろ プ ブ 
ロウ ウェ ル ( プラ ウ ア ー ) が 提唱 し た 「 直 観 主義 」 の 立場 に 近い 。 
柄谷 は ヒル ベル ト と プロ ウ ウ ェ ル の 対立 に つい て 、 次 の よう に 要約 
し て いる 。 


一 方 ヒル ベル ト の 「 形 式 主 義 」 の 新 し さ は 、 一 吉 で いえ ば 、 数 学 
は 「 正 し く 」 さ え あ れ ば 「 真 」 で な く て も よい と いつ う 立場 を と っ た 
と ころ に ある 。 「 正 し さ 」 と は 、 無 矛盾 性 コン シス テン シー で あ 
る 。 彼 が 主張 する の は 、 形 式 体系 が コン シス テン ト で ある こと が 証 
明 で きれ ば 、 そ れ を 真 で あろ うと な か ろう と 数 学 と し て 認め 、 そ れ 
以上 の 根拠 づけ を や め よ うと いう こと で ある 。 そ れ は 、 数 学 に 真理 
性 を 、 す な わ ち 数 学 が 実在 ・ 事 実に も と づく こと を 要求 する 「 王 観 
主義 」 に 対立 する も の で ある 。 「 直観 主義 」 は 、 数 学 は 数 学 的 看 観 
と いう 人 間 的 事実 に に よっ て つく られ る も の で あっ て 、 そ れ は 論理 に 
依存 する も の で は な く 、 逆 に 論理 の 方 が 数 学 に よっ て 保証 され る の 
だ と いう 。 ま た 、 彼 ら は 排 中 律 一 た と えば ある 命題 は 真 で ある か 、 
真 で は な いか の いずれ か で ある - を 否定 する ( 計 7 ) 。 


(「 隠 隙 と し て の 建築 」 ) 


ヴァ ン ・ ダ イン の 否定 的 立場 に 対し て 、 ク イー ン は 前 述 の 「 推 理 
小説 批 利 法 」 の な か で 『 ア クロ イド 殺害 事件 。 を と り 上 げ 、「 意 外 


な 解決 」「 手 が か り 」「 フ ェ ア プ レイ 」 の 三 項目 に 一 o パ ー セ ント 
の 満点 を 与え て 、 ク リス ティ を 積極 的 に 擁護 し て いる 。 ア ン フ ェ ア 
派 に 反対 する 最大 の 論拠 は 、 作 者 が 小説 の な か で いっ さい 虚偽 の 記 
述 を 行なっ て いな いと いう 点 に ほか な ら ず 、 い いい! か えれ ば 、 こ こ で 
クイ ー ン は 形式 体 糸 の 「 無 矛盾 性 」 を 重視 する 立場 を 取っ て いる と 
見 な し て よい !。 


だ が 、 ヴ ァ ン ・ ダ イン が そう だ っ た よう に 、 理 念 と 実 作 の 間 に ね 
じ れ が 生じ る こと は 避け が た い 。 理念 的 ・ 批 評 的 な 水準 に お いて 、 
ヒル ベル ト の 「 形 式 主 義 」 に 即応 する よう な 仕方 で 「 本 格 推理 小 
説 」 を 根拠 づけ て いた に も か か わら ず 、「 国 名 シリ ー ズ 」 で クイ ー 
ン が 採用 し た (読者 へ の 挑戦 ) 方 式 は 、 実 は ラッ セル の ロジ カル ・ 
タイ プ 理 論 と パラ レル な 関係 に 立っ て いる こと が わか る 。 次 章 で 迷 
べ る よう に 、 そ れ は 柄谷 が 構造 主義 の 限界 に つい て いっ て いる こと 
と 同じ 意味 を も つ 。 「 構造 主義 は この パラ ドッ クス を 回 避 す る 。 そ 
れ が スタ ティ ッ ク で ある ほか な い の は 、 歴史 , を 排除 し て いる か 
ら で は な く 、 パ ラド ックス を 排除 し て いる か ら だ 。 結局 、 構 造 主義 
は 、 あ の 消失 点 , を 、 構 造 た らし め る ゼロ 記号 と いつ か た ち で 保 
存 し 、 そ の こと に よっ て 安定 的 な 『 均 衡 』 を 確保 する 」「 い いか え 
れ ば 、 構 造 主義 は 、 基 礎 論 的 に みれ ば 、 ま っ た く 論 理 主 義 な の で あ 
けり 、 し か も その こと に 気づか な い の だ 」 ( 「 吉 語 ・ 数 ・ 貨 幣 」) 
( 往 8 ) 


「 国名 シリ ー ズ 」 の 第 一 巻 『 ロ ー マ 帽 子 の 謎 』( 一 九 二 九 ) で 、 ク 
イー ン は それ 以後 彼 の トレ ー ド ・ マ ー ク と な っ た (読者 へ の 挑戦 ) 
方 式 を 採用 する 。 だ が 、 ク イー ン の デビ ュー 作 で も ある この 小説 

は 、 ま だ ヴァ ン ・ ダ イン を 模 信 し た 習作 の 域 を 出 ず 、「 と て も 複雑 
で 、 本 の 語数 の 約 九 パー セン ト も 使っ て いる 」( ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ 
ニア ) 解決 部 分 も 思っ た ほど の 効果 を 上 げ て いな い 。 そ れ よ り も こ 
の 小説 に 関し て 見 落と し て は な ら な い 点 は 、 (読者 へ の 挑戦 ) が エ 
ラリ ー・ ク イー ン で は な く 、J 中 マッ クー 「 国名 シリ ー ズ 」 す 
べ て の 作品 に 序文 を 添え て いる 、 素 姓 の わか ら な い ク イー ン の 友人 
ーー の 名 前 で 行なわ れる こと で ある 。「 私 は 、 エ ラリ ー・ ク イー ン 君 
を 説き ふせ て 、 《 ロ ー マ 帽 子 の 謎 》 の この 段階 で 、 読 者 へ の 挑戦 を 


挿入 する 許し を 信 結 た 」( 計 う )。 し か し 『 ロ ー マ 帽 子 の 謎 』 を 唯一 
の 例外 と し て 、 人 翌年 の "フラ ンス 白粉 の 謎 』 以 降 、 ク イー ン は 自ら 
の 名 前 を 文中 に 記し て 直接 、 読 者 に 挑戦 する よう に な る の だ 。 こ の 
変更 は 目立た な い が 、「 犯人 限定 の 論理 」 を 最 重 視 する 初期 の 作風 
が 確立 する うえ で 、 無 視 す る こと の で き な い 意味 を も っ て いる 。 こ 
こ で は 「 ひ と つの 推理 問題 」 と いう 副題 を も つ 『 オ ラン ダ 靴 の 謎 』 
( 一 ニー ) か ら 、 (読者 へ の 挑戦 ) の 全文 を 引用 し て みよ うっ 。 


生得 重税 に わら に の 
た 私 の 最初 の 推理 小説 で 創始 し た 前 例 に の っ と り 、《 読 者 へ の 挑 
戦 》 を 挿入 する 。 .…… 読者 は いま や 、 ド ー ル ン と ジャ ニー 級 し の 正 
し い 解 決 に と っ て か ん じん な 、 「 あら ゆる 適切 な 事実 」 を 入手 され 
て いる こと を 、 完 全 な 誠実 性 を も っ て 保証 する 。 


旨 え られ た デー タ に つい て 、 厳 密 な 論理 と 論 双 の 余地 の な い 推 理 
と を 駆使 する こと に よっ て 、 物 語 も ここ まで くる と 、 エ ー ビ ゲ ー 
ル ・ ド ー ル ン と フラ ン シ ス ・ ジ ャ ニー 博士 を 殺し た 犯人 を 指名 する 
の は 、 読 者 に と っ て は 、 簡 単 な は ず で ある 。 私 は 、 こ と さら に あえ 
て 、 簡 単 で や る と いう 。 実 際 に は 、 し か し 、 簡 単 で は な い 。 本 事件 
の 推理 は きわ め て 自然 で やる が 、 鋭 い 、 た ゆ お むこ と を 知ら ぬ 思 考 を 
必要 と する 。 


作者 が 控室 の 備品 戸棚 か ら と り 出 し た 品物 と か 、 前 章 で 、 ハ バー 
パー に 電話 で え た 情報 と か の 知識 は 、 解 決 に は 必要 で な いこ と を 
銘 記 され た い 。 .……… 読者 が 正確 に 、 論 理 を 押し 進め て 行く な ら ば 、 
その 品物 が な ん で あっ た か 、 ま た 、 そ れ ほ ど 確 か に で は な いま で 
も 、 そ の 情報 が 、 い か な る も の だ っ た か は 推定 し うつ る で あろ つう けれ 
< 

公明 正大 を 欠く と いつ そし り を まめ ぬか れる た め に 、 私 は 次 の 弁 証 
を 掲げ て お く 。 す な わ ち 、 私 自身 が 解答 を 出し た の は 、 備 品 戸棚 に 
行く 前 で あり 、 八 一 パー に 電話 を か ける 前 だ っ た こと を 。 


Un の ニー 


前 章 で ふれ た よう に 、「 国 名 シリ ー ズ 」 の 難 作品 は 一 人 移 の 語 ! 
手 を も た ず 、 綿 密 に 構成 ・ 演 出さ れ た 室内 劇 を 思わ せる 三 人 称 天 観 


描写 の 文体 で 物語 が 進行 する ( バー ナビ ー・ ロ ス 名 義 の 『 X の 慈 
劇 』『Y の 慈 劇 』 で は 、 演 劇 的 構成 が いっ そう 明瞭 に あら われ 
る ) 。 し た が っ て 、 作 者 と 同一 人 物 で ある は ず の 探偵 エラ リー も 、 
ほか の キャ ラク ター 同様 、 地 の 文 で は 「 彼 」 と 呼ば れる 対象 に すぎ 
な い 。 こ の こと は 、 探 偵 エ ラリ ー が 作 中 で 、 オ プ ジ ェ クト ・ レ ベル 
に 置か れ て いる こと を 示す 。 と ころ が (読者 へ の 挑戦 ) の 頁 に 至っ 
て 、 突 然 ク イー ン は 「 私 = 作者 」 の 一 人 移 で 読者 に 語り か ける の 
だ 。 首尾 一 貫 性 を 尊ぶ 読者 に と っ て 、 こ の 移 変 は 奇妙 に 感じ られ る 
か も し れ な い が 、 こ こ に あら われ て いる の が 、 物語 に 対す る 超越 的 
の 記 絡 を 操作 し 、 人 各 馬 な 8 折る よら づな 所 に どど の 
を 追加 提出 し な い 、 あ る い は 、 解 決 編 で 探偵 が ひと り よ が り の ご 都 
合 主義 的 な 推理 を し な い 、 と いう つこ と で ある 。 愛す る に 、 ク イー ン 
に と っ て (フェ アプ レイ の 原則 ) が 意味 する も の は 、「 作者 」 の 次 
意 性 の 禁止 に ほか な ら な い 。 「 形式 体 糸 は 、 自 己 吉 及 的 な 形式 体系 
に お いて 、 そ の 自己 吉 及 性 ( 自己 差異 性 ) が 禁止 され る と ころ に 成 
立 す る 。 そ れ は 、 ラ ッ セ ル の 吉 葉 で いえ ば 、 ロ ジ カ ル ・ タ イプ (上 
位 レ ベル と 下位 レベ ル の 区 別 ) と し て の 禁止 で ある 」( 「 吉 語 ・ 


数 ・ 貨 幣 」) 


いい か えれ ば 、「 作者 」 の 次 意 性 = メタ レベ ル の 下降 を 禁止 する 
こと に よっ て 、「 本 格 推理 小説 」 と いう ゲー ム 空 間 = 閉じ た 形式 体 
の すなわち (読者 へ の 挑戦 ) の 頁 は 、「 犯 人 一 探偵 

/「 作 者 読者 」 と いう 「 本 格 推理 小説 」 の 二 重 構造 か ら 不可 避 的 
に 発生 する 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス を 封じ 込め る た め に 、 い わ ば 
論理 的 要請 と し て あら われ た の だ と いっ て よい 。『 フ ラン ス 白 粉 の 
謎 』 以降 の 作品 で 、 (読者 へ の 挑戦 ) の 主体 が J 日 日 マッ ク か ら 
エラ リー・ ク イー ン に 移行 する こと は 、「 作 者 名 = 探偵 名 」 と いう 
クイ ー ン に 固有 な 作品 構造 か ら よ り 鋭 角 的 に 生じ る 自己 言及 性 の 禁 
止 と 、「 ひ と つの 推理 問題 」 = 形式 体 償 と し て 閉じ た 謎 解き ゲー ム 
空間 の 完成 が 相 即 的 に 起こ っ た 事実 を 示し て いる (「 解 決 の 論理 
性 」 と いう 観点 か ら 、『 オ ラン ダ 凌 の 謎 』 を シリ ー ズ 中 随 一 の 作品 
と 評価 する 読者 は 多い ) 。 お むろん (読者 へ の 挑戦 方 式 ) は クイ ー ン 
の 専売 特許 で は な い が 、「 国名 シリ ー ズ 」 が その 方 式 の 代名詞 の よ 
うに 語ら れる の は 、 こ うし た 背景 を 考慮 に 入れ る と 、 し ご くつ うつ な ず 
ける こと だ ( 計 10 ) 。 


右 に 述べ た こと は 、 ま た 異な っ た 説明 で いい か える こと も で き 
る 。 笠 か さ 井 い 潔 き よし は 『 探偵 小説 論 序 説 。 の な か で 、 ロ シア ・ 


フォ ル マ リ ズム の 理論 家 ボ リス ・ ト マシ ェ フ スキ ー の 見 解 を 批 似 的 
に 引用 し な が ら 、 次 の よう に いっ て いる 。 「 作品 に お ける 『 筋 
ファ ー プ ブラ 』( ス トー リー ) と プロ ッ ト の 二重性 が 、 先 に 述べ た 物 
語 の 二重性 に 照 応 し て いる こと は 明らか だ ろう 。 プ ロッ ト は 『 カ タ 
リ 』 で あり 、 ま た スト ー リ ー は 、 そ れ に お いて 語ら れる 『 モ ノ 』 で 
ある 。 プ ロッ ト と スト ー リ ー の 二重性 は 、 記 号 の 二重性 ( 記号 表現 
シ ニ フ ィ ア ン と 記号 内 容 シニフィエ ) を 物語 的 な 場 に お いて 重層 的 
に 展開 し た も の と も いえ る 」「 トマ シェ フス キー に よれ ば 、 ス トー 
リー は プロ ッ ト に 原理 的 に 先行 する 。 前 者 は 客観 的 な 構造 を な し て 
いる が 、 後 者 は 主観 的 な 構成 に すぎ な い 。 作者 は 事前 に 客観 的 な ス 
トー リー を 構想 し 、 事 後 的 に 『 カ タリ 。』 の 効果 を 計算 し て 、 ス トー 
リー を 主観 的 な プロ ッ ト に 再 構成 する 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン に よる 探偵 
小説 の 技法 論 も 、 モ レッ ティ に よる 探偵 小説 批 利 も 、 と も に トマ 
シェ フス キー の 見 解 を 踏 磐 し た も の と いえ る 。 だ が それ は 、 作 者 = 
犯人 の サイ ド に 偽 し すぎ た 観点 で は な い だ ろ うか 」(「 探 偵 小説 の 
構造 7 物語 論 」) 


立 井 は こう 前 置き し て か ら 、 近 代 小 説 の ドグマ に 対す る 探偵 小説 
の 優位 を 主張 する た め に 、 ト マシ ェ フ スキ ー を 転倒 し て 、 ス トー 
リー と プロ ッ ト の 優 労 関係 を 逆転 する 。 


探偵 小説 で は 、 そ れ が 劇 的 な 逆転 を 杜 る の だ 。 「 作者 一作 品 一 読 
者 」 は 、 探 偵 小 説 の 文脈 で は 「 犯人 一 被 害 者 一 探偵 」 で ある 。 どちら 
に し て も 、 あ ら か じ め 客 観 的 な 構造 (ストー リー ) は 作者 = 犯人 に 
尼 えら れ て いる 。 作者 = 犯人 は 、 そ れ を 作品 = 被害 者 に 対象 化す 
る 。 近代 小説 の 場合 、 対 象 化 の 仕方 が スト ー リ ー の プロ ッ ト 化 と し 
て 了解 され る 。 


探偵 小説 も また 近代 小説 で ある 。 正 確 に いえ ば 、 近 代 小 説 を 擬態 
する 奇妙 な 小説 形式 で ある か ら 、 さ し あたり 「 モノ ー カ タリ 」 や 

「 ス トー リーー プ ロッ ト 」 の 前 後 関 係 は 疑わ れ な い 。 し か し 探偵 小 
説 の 形式 的 な 探求 は 、 作 者 に よる スト ー リ ー の 先行 性 を 読者 に 提供 
され る プロ ッ ト の 優位 性 と いう 方 向 に 逆転 させ た 。 


先 に も 述べ た よう に 初期 の 探偵 小説 で は 、 作 品 の スト ー リ ー 的 完 
結 性 は 結末 に お ける 犯人 の 告白 と いう 形 で 読者 に 提供 され る 。 他 
方 、 読 者 と 伴走 し な が ら プ ロッ ト を 追跡 し て きた 探偵 の 推理 が 、 最 
終 的 に は 犯人 の 告白 に よる スト ー リ ー の 提示 を 無 化 し て し まう 極点 
に お け て 、 探 偵 小説 は 形式 的 に 成 謀 し て きた 。 そ こ で は 「 作 者 = 犯 


人 = スト ー リ ー」 の 近代 小説 的 な 優位 が 、「 読 者 = 探偵 = プロ ッ 
ト 」 の 探偵 小説 的 な 優位 に 変貌 する 、 鋭 角 的 な 逆転 劇 が 演じ られ て 
いる の だ 。 


拉 AME ズ 」 に お ける (読者 へ の 挑戦 ) は 、 笠 井 が いう 「 極 

SE ょ ら な い 。 す な わ ち 、 そ こ で は 「 作 者 = 犯人 = ス 
リー 」 に 「 読 者 = 探偵 = プロ ッ ト 」 が 追い つい た こと 、 さ ら に 
それ 以後 の 頁 で も 、 前 吾 の 洛 人 な 先行 が あり えな いこ と が 作 放 
= 探偵. に よっ て 共同 宣 吉 さ れ て いる 。 こ うし た 保証 が な され な い 
限り 、 「 読 者 は 本 を 読み 終え る 瞬間 まで ス トー リー の 先行 性 を 疑 
い 続 け な け れ ば な ら な い 。 同時 に 「 作 者 = 探偵 」 は 、 後 者 が 前 者 を 
次 意 的 に 追い 越す こと 6 9 6 
ーー を も 禁じ て いる 。 こ の よう お な 相互 禁止 に よっ て 、 は じ め て 閉じ た 
形式 体系 = 自己 完結 的 な 謎 解き ゲー ム 空 間 が あら われ る 。 極論 すれ 
ば 、「 問 題 編 」 と 「 解 決 信 」 の 区 別 す ら も けっ し て アプ リオ リ な も 
の で は な く 、 逆 に (読者 へ の 挑戦 ) と いう 真 に よっ て 事後 的 ・ 遡 及 
に 8 中 局 要 も (922 GE の MI が 2 は 
点 , の 導入 に よっ て 、 作図 上 , 存在 し うる よう に な っ た 遠近 法 的 
時 よら な し い 。 


これ が ロジ カル ・ タ イ ビ ピン グ の 一 変種 で ある こと は 、 い つま で も 
な い 。 笠井 が トマ シェ フス キー に 即 し て いつ うつ よう に 、 プ ロッ ト と ス 
トー リー の 二重性 が 、 シ ニ フ ィ アン と シニフィエ の 二重性 を 物語 的 
な 場 に お いて 、 重 層 的 に 展開 し た も の で ある と すれ ば 、 両 者 は この 
場 に お いて た え ず お 互い を 侵犯 し 合う 関係 に ある と いっ て よい 。 む お 
ろ ん 、 そ の 関係 は 自己 吉 及 的 な も の で ある 。 し た が っ て 、 笠井 が 

「 読 者 = 探偵 = プロット 」 の 探偵 小説 的 な 優位 を レト リカ ル お な 逆転 
に よっ て 主張 する 際 に も 、 そ こ で は あら か じ め 、 ロ ジ カ ル ・ タ イプ 
(上 位 レ ベル と 下位 レベ ル の 区 別 ) と し て の 禁止 が 前 提 さ れ て い 

る 。 いい か えれ ば 、 笠 井 の 「 物 語 褒 」 は 近代 小説 批 利 の 方 法 と し て 
は 有効 だ が 、 そ れ が 構造 主義 の 内 部 で の 転倒 で し か な いこ と も 否め 
な い の で ある (も っ と も 「 探 偵 小 説 の 構造 」 で の 笠井 の 書き 方 は 、 
あえ て 戦略 的 に そつ し た 立場 に 擬態 し て いる 公算 が 大 きい の だ 
が ) 。 


と ころ で 柄谷 は 、「 レヴ ロー ス が 、 ヤ コ プ 
ソン 介 代 人 S ヒ ント を 得 て 、 ゼロ 記号 を 導入 ずる の は マル 


セル ・ モ ー ス の 『 呪 術 論 』 に お ける マナ や 『 贈 与論 に お ける 八 ウ 
を 構造 論 的 に 解釈 し よう と し た と き で ある 」 と いっ て いる 。 「 ヤ コ 
プ ソ ン は 、 ソ シュ ー ル に お いて 乱雑 な 諸 関 係 の 体系 に すぎ な いよ う 
に みえ た 音素 の 集合 か ら 、 そ れ ら の 要素 が と る 内 部 関係 を 、 代 数 的 
構造 ( 二 項 対立 の 束 ) と し て と り 出 し た 」 が 、 柄 谷 に よれ ば 「 こ の 
よう な ゼロ 記号 は 数 学 的 に みれ ば 、 あ り ふ れ て いる 」 と いう 。 


イン ド に お いて 発明 され た ゼロ は 、 仏 教 に お ける 空 と 同じ 語 
あっ た と し て も 、 無 関係 で あり 、 実 践 的 ・ 技術 的 に 導入 され た の で 
ある 。 ヤ コブ ソン に お ける ゼロ 記号 も その よう な も の で 、 構 造 を 構 
造 た らし め る た め の 理 論 的 要請 で し か な い 。 (中略 ) し か し 、 ゼ ロ 
は いっ た ん 技術 的 に 導入 され る と 、 そ れ 自 体 わ れ わ れ に 何 か を 考え 
させ ず に いな い 。 ド ゥ ルーズ は 、「 構 造 主 義 は 、 場 所 が それ を 占め 
る も の に 優越 する と 考え る 新しい 超越 論 的 哲学 と 分 か ち が た い 」 

(「 構 造 主 義 は な ぜ そ う よ ば れる か 」) と いっ た が 、place-value 
system ( 位 取り 記 数 法 ) に お いて 、 す で に その よう な 「 哲学 」 が 文 
字 通り 先取 られ て いる と いっ て も よい 。 こ の 意味 で 、 構 造 主義 は ゼ 
口 記号 の 導入 と と も に は じ ま っ た の で ある 。 


(「 豆 語 ・ 数 ・ 貨 整 」) 


レヴ スト ロ ゼロ 記号 を 、 浮 遊 す る シ 
ニ フ ィ タン ( signifian owanD と 層 ん だ これ は ババ (抜き の ジ ヨー 
カー や 、 数 字 を そろ える ゲー ム 盤 に お ける 空き マス の よう な も の で 


あり 、 それ が 豆 導 する こと で ゲー ム が 可能 と な る 。 (読者 へ の 挑 
戦 ) と いう 真 が 占め る 役割 (読む こと を いっ た ん 中 断 し 、 吾 應 する 


72 た いこ 浮遊 する シ ニ 
フィ アン に な ぞ ら える こと も で きよ う 。 (読者 へ の 挑戦 ) は そこ に 
記さ れ て いる 文章 その も の より も 、 そ れ が 挿入 され て いる 場所 の 方 
が 重要 な の だ か ら 。 す な わ ち それ は 、 こ こま で 述べ て きた よう に 、 
形式 体系 が 必然 的 に は ら お 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス を 回 避 し 、 ス 
タテ ィ ッ ク な ゲー ム 宝 間 を 構築 する た め の 実 践 的 ・ 技 術 的 な 要請 
し て あら われ た も の で ある 。 た し か に 都筑 道夫 が いう つよ うに 、「 本 
格 推理 小説 」 の 理想 的 な モデ ル は ここ で 完成 され た か の よう に 見 え 
る 。 こ の 後 の 課題 は 、 閉 じ た 体 系 の 内 部 で 物語 内 容 の 技術 的 改良 ・ 
充実 を 図る こと の み で ある か の よう に 。 し か し クイ ー ン は 、 や が て 
この モデ ル か ら 人 逸脱 し て いく 。 


ス は その よう な 「 村 人造 
議 ) に 満 中 し た り は し な い 。 彼 は そこ か ら 「 天 早 の 発生 」 に 閣 行 し 


よう と する の で ある 。 《 吉 語 の 発生 は た だ 一 挙 に し か あり えな か っ 
た の で ある 》 。 だ が 、 実 は い 、 こ れ も 発 生 論 的 問題 で おる か に みえ て 


を そう で は な い 。 ( 中 く レ ヴィ スト ロー 
は 、 近親 婚 の 禁 了 に つい て っ た と き と 同 様 に 、 こ こ で は 、 
閉じ られ た 群 ( 構造 ) ある い は 冷た い 社 会 を 好 お 構造 主義 者 の 姿勢 


を す て て いる 。 吉 語 の 誕生 が 一 挙 に し か な いと いう こと は 、 そ こ に 
けっ し て 解消 し えな い 「 不 均衡 」 が 存する と いう こと と 同義 で あ 
る 。 


だ が 、 こ の 不 均衡 は シ ニ フ ィ ア ン と シニフィエ の あい だ に ある 
の だ ろう つか 。 そ も そ も シ ニ フ ィ アン と シニフィエ を 実体 的 に 分 離 
6 それ ら の 数 を 比べ る と いう よう な 考え 方 が 批 下 され ね ば な ら な 

。 そ の よう な 二分 法 は 派生 的 な も の で あっ て 、 閉 じ ら れ た 形式 体 
夫 に の し か し 、 す く な く と も ここ で レヴ ィ 


ロー ス は 、 彼 の いう 構造 っ し て 解消 
し えな い 不 均 逢 を も っ だ シス テス ーー す な わ 和 自選 用 09 な 穫 尊 系 


一 を 処理 する 一 様態 で ある こと を 示し て いる 。 そ の よう な 不 均衡 シ 
ステ ム は 、 「 そもそも の 初め か ら 」 在り 、「 わ れ わ れ 自 身 の 社 会 で 
も な ん ら 変 る こと な し に 」 在 る 。 


われ われ は 、 レ ヴィ スト ロー ス の いう 構造 を 動 。 
化す る 必要 は な い 。 なぜなら 、 そ れ は 本 来 的 に 動 的 な も の の 


だ か ら だ 。 ま た 、 そ れ は 未開 社会 に つい て 語 上 知 IGG と IM 
て 、 け っ し て 歴史 的 な 段階 を 意味 する も の で は な く 、 一 つの 様態 
モー ド と し て ある と 考え られ る べき で ある 。 


次 の 章 で 述べ る クイ ー ン の 作風 の 変遷 も 、 け っ し て 単線 的 ・ 段 階 
的 な 発展 、 あ る い は 退行 の 過程 を 示す も の で は な い 。 す な わ ち それ 
は 、 人 間 性 ・ 哲 学 ・ 社 会 状況 ・ 款 教 と いっ た 外 在 的 奈 件 を 「 本 格 推 
に 導入 し て 、 その 構造 を 動態 化し よう と する 試み で は な 

。 そ れ ら は お の お の が 本 来 的 に 動 的 な も の の 静態 化 で あり 、 し た 
が っ て クイ ー ン の 逸脱 の 意義 を 問い 直す と いう こと は 、「 不 均 
衡 」 を は ら み な が ら た え ず 一進一退 を く りか えす 「 本 格 推理 小説 」 
の 様態 の 諸相 を 探り 当て る こと な の で ある ( 誠 11 ) 。 


柄谷 の 要約 に よれ ば 、 ゲ ー デ ル の 「 不 完全 性 定理 」( 一 三 ー ) 


と は 、 次 の よう な も の で ある 。 


自然 数 の 理論 を 形式 化し て 得 ら れる 公理 系 が 無 矛 盾 で ある か ぎ 
り 、 AS4e4E iC つま 
う 決定 不能 。 な 論理 式 が 存在 する 。 ま た この 定理 に は 次 の よう な 
系 が ある 。 (自然数 論 給 を 含む よう な 理論 T が た と え 無 矛盾 で ある と 
し て も 、 そ の 証明 は T の 中 で は 得 ら れ な い 。 そ の た め に は T よ り 
も っ と 強い 理論 を 必要 と する 》 。 


ゲー デル の 証明 は 、 簡 単に いえ ば 、 超 メタ 数 学 の 算術 化 - 一 超 数 学 
に お ける 記号 を ゲー デル 数 と よ ば れる 自然 数 に 翻訳 する こと - 一 に 


よっ て 、 図 の よう な 価 環 を 形成 し て し まう こと 
だ と いえ る 。 それ に よっ て 、 ク ラス と し て の メタ 数 学 が メン バー と 
し て の 形式 体 胡 に 入り こん で くる よ つ うな 自己 吉 及 の パラ ドッ クス を 
巧妙 に 構成 し た の で ある 。 ゲー デル の 定理 は さま ざま な 意味 を も つ 
が 、 わ れ わ れ の 文脈 で は 、 そ れ は カン トー ル の 見 出し た パラ ドッ ク 
ス を べつ の か た ち で 再 確認 する も の だ と いえ よう 。 彼 の 証明 は 、 
ラッ セル と ホワ イト ヘッ ド の 『 プ リン キ ピ ア ・ マ ティ マテ ィ カ 』 に 
即 し て な され て いる 。 つ まり 、 パ ラド ックス を ロジ カル ・ タ イプ に 
よっ て 回 避 し た ラッ セル に 対し て 、 た と え そ うし て も その タイ ピン 
グ が 破 ら れ ざ る を えな いこ と を 示し た の で ある 。 


ゲー デル は 、 数 学 の 形式 的 基礎 づけ の 破綻 を 証明 し た が 、 そ れ は 
必ず し も 数 学 を 窮地 に 追い こむ お も の で は な く 、 む し ろ 数 学 を 解放 す 
る も の で ある 。 な ぜ な ら 、 そ こ で 破綻 し た の は 、 数 学 に 確実 性 を 要 
求 す る と 同時 に 数 学 の 確実 性 に 依拠 し よう と する 形 面 上 学 だ か ら 
だ 。 し た が っ て 、 ゲ ー デ ル の 証明 は 、 数 学 の 問題 に と どまり えな 
い 。 こ の 意味 で 、 ゲ ー デ ル の 証明 は 、 先 に カン トー ル や マル クス に 
関し て の べた 文 且 に お いて 読ま れ な けれ ば な よら な し !。 ある い は 、 上 
般 的 に 形式 化 が も た ら す 問題 と し て 読ま れる こと が で きる 。 


一 方 、 マ ルク ス は "資本 論 』( 初版 ) で 次 の よう に いっ て いる 。 
「 リ ン ネ ル は 他方 で すべ て の 他 の 商品 に と っ て 、 一 般 的 等 価 形 式 と 
し て あら われ る 。 そ れ は あたかも ライ オン 、 虎 、 う さ ぎ その 他 の 動 
物 ( メン バー ) と 並ん で 、 動物 , な る も の (クラ ス ) が 一 緒 に あ 
ら わ れる よう な も の だ 」 。 柄谷 が マル クス の 文 有 版 か ら 読 み と る の 
は 、「 商品 の 集合 に お ける 構造 が 、 安 定 的 な も の で は あり え ず 、 自 
己 吉 及 的 な パラ ドッ クス に さら され て いる 」 こ と で ある 。 「 構 造 主 
義 は この パラ ドッ クス を 回 避 す る 。 (中略 ) 結局 、 構 造 主 義 は 、 あ 
の "消失 点 , を 、 構 造 た らし め る ゼロ 記号 と いう か た ち で 保存 し 、 
その こと に よっ て 安定 的 な 『 均衡 』 を 確保 する 。 そ れ に 対し て 、 マ 
ルク ス が 見 出す の は 、 メ タレ ベル が た え ず オプ ジェ クト ・ レ ベル に 
下降 し て くる こと に よる 根源 的 な 『 不 均衡 』 な の で ある 」( 同 
右 ) 。「 一般 的 に 形式 化 が も た ら す 問題 」、 と は 、 各 領域 に お いて 、 
こう し た 「 不 均衡 」 を 問い 直す こと に ほか な ら な いし!。 


クイ ー ン の 文脈 に 肥 し て いえ ば 、 柄 谷 が いう つよ うな 「 不 均衡 」 

は 、『 ギ リシア 本 の 謎 』( 一 三 二 ) に お いて その 動 的 な あら われ 
を 見 出す こと が で きる 。 す みず み ま で 堅 宇 に 構成 され た 大 作 で あり 
な が ら 、 同 時 に 疾 常 に あや うい 、 綱 渡り 的 な 論理 を 展開 する この 作 
品 に つい て 、 ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア は こう 述べ て いる 。 「 本 の 三 分 
の 一 あたり まで 来る と 、 エ ラリ イ は 一 つの 推理 を 提供 する 。 パ ー コ 
レー ター に は いっ て いた お 恭 の 水 の 量 と 被害 者 の ネクタイ の 色 に も 
と づい た も の で 、 憎 らし く な る ほど 独創 的 な 推理 で ある 。 だ が 、 事 
件 は 少し も 解決 の 方 向 に 進ま な い 。 そ し て 、 エ ラリ イ は まもなく こ 
の 捜査 ゲー ム の 蟹 面 の 敵 , は 彼 と 同等 か 、 あ る い は マス ター 級 の 
腕 を 持っ て いる も の だ と 気がつく 。 エ ラリ イ の 分 析 は ハル キス 事件 
の 四 つ の 推理 の 最初 の も の に すぎ ず 、 第 二 、 第 三 、 と つぎ つぎ に 推 
理 の 輪 が 広がっ て いき 、 全 体 の 姿 が つか め な い ほ ど に な る 。 四 番 目 
の 推理 が 最終 的 な も の だ が 、 こ の 説明 だ け で も 相反 する 構想 が 錯 線 
し 、 ま っ た く 頭 が 痛く な る よう な 網 の 目 を 見 る 感じ [が する 」 


エラ リ イ ・ ク イー ン ・ フ ァ ン ・ ク ラブ の E QIII 氏 は 「 本 の 中 の 失 
楽 」(「 ク イー ンダ ム 」42 号 ) と 題し た 小 論 の な か で 、 こ の 小説 を 
「 メ タ ・ ミ ステ リー 」( =「 あ る 小説 の ミス テリ ー と し て の 骨格 の 
中 に 、 ミ ステ リー その も の が 含ま れ て いる 場合 」) と し て 解読 する 
と いう 試み に 挑ん 々 で いる 。 氏 は 、 犯 人 が 仕組 ん だ トリ ッ ク と し て の 
偽 の 手がかり に 注目 し 、 そ の 他 の 手がかり に 基づい て 探偵 エラ リー 


が 展開 する 誤 っ た 推理 の ひと つ ひ と つが 、「 本格 ミ ステ リー 」 た り 
うる 骨格 を 備え て いる こと を 指摘 する 。 さ ら に これ ら の 斉 っ た 推理 
その も の も 、 最 終 的 な 正しい 推理 の 有 要素 = 部 分 集合 と し て 包含 され 
る と いう 多重 構造 が 、『 ギ リシア 樺 の 謎 』 の メタ ・ ミ ステ リー 性 を 
証明 し て いる と いう つ 。 


いつ まで も な く 、 ク イー ン は メタ ・ ミ ステ リー を 書 こ うと し た わ 
け で は な い - 一 と 氏 は 但し 書き を つけ て いる - 一 この 小説 に 「 架 補 論 
理 の 再 検討 」 と いう 試み , を 盛り 込ん だ 結果 、 い わ ば 不可 避 的 に 
そう し た 多重 構造 が 生じ て し まっ た の だ 。 こ こ で いう 「 人 架空 論理 の 
再 検討 」 と は 、「 手 が か り - 推 理 」 と し て 作 中 に 示さ れる 論理 が 暗 
黙 に 前 提 し て いる フィ クシ ョ ン 性 を 、「 偽 の 手がかり - 偽 の 解決 」 
と いう オプ ジェ クト ・ レ ベル に ずれ 込ま せる こと を 意味 する と いっ 
て よい 。 E QIII 氏 の 結論 は こう で ある 。 


本 格 ミ ステ リー に お ける 作者 の 作業 が 、 架 補 論 理 を 作り 上 げ て 、 
それ を 名 探偵 に 解 か せる こと だ と する な ら ば 、 同 じ こ と を 犯人 が 
や っ た ら 、 ど うな る の か ? 一 これ が 『 ギ リ シ ャ 槽 』 に お いて クイ ー 
ン が や ろう と し た 試み ,。 だ っ た の だ よ 。 


そし て 、 そ の 結果 が 、 名 探偵 エラ リー の 前 半 に お ける 大 失態 だ 。 
彼 は 、 犯 人 が 作り 上 げた 偽 の 手がかり を 、 作者 が 作り 上 げた 手 が か 
り だ と 思い 込み 、 間 違っ た 推理 を 得意 に な っ て する の だ か ら (中 

略 ) 。 


そし て 同時 に 、 わ れ わ れ 読 者 も 取 さ れる こと に な る 。 本格 ミ ステ 

リー の 読者 は 作品 を 読み な が ら 、「 作 者 が ば ら ま いた 手がかり 」 を 
も と に 「 作 者 が 意図 し た 推理 を 組み 立て 」、「 作者 が 用 意 し た 犯人 
を 指摘 」 し よう と し て いる の に 、『 ギ リ シ ャ 格 』 で は 、「 犯人 が ば 
ら ま いた 手がかり 」 を も と に 「 犯人 が 意図 し た 推理 を 組み 立て 」 、 
「 犯人 が 用 意 し た 偽 の 犯人 を 指摘 」 し て し まっ て いた わけ だ か ら 。 
(中略 ) そう 、 ち ょ うど Al」」| ク リス ティ の 『 ア クロ イド 終 し 』 を 読 
ん だ 読者 が 、 次 か ら ワ ト ソ ン 役 を 信じ られ な く な っ て し まっ た よう 
に 、 手 が か り を 値 じ ら れ な く な っ て し まっ た わけ だ 。 


お ろ ん こ こ で 巡 べら れ て いる の は 、「 形 式 化 」 が は らむ 問題 に ほ 
か な ら な い 。 そ れ は 、 ク リス ティ の 作品 が 引き 合い に 出さ れ て いる 


こと か ら も 明らか だ 。 す で に 1 章 で も 触れ た よう に 、「 メ タ ・ ミ ス 
テリ ー」(=「 小 説 の 小説 」) と いう 自己 吉 及 的 な 構造 は 、「 形 式 
化 」 の 帰結 と し て 不可 避 的 に あら われ た も の で ある 。 こ うし た 構造 
は 、 マ ルク ス の 文 且 で 示さ れ て いる よう に 、「 作 者 」 (メタ レベ 
ル ) が 「 作品 」 の な か (オプ ジェ クト ・ レ ベル ) に 下降 し て くる こ 
と に よっ て 生じ る 。 す な わ ち 『 ギ リシア 和 の 謎 』 の よう に 、 犯 人 が 
意図 的 に 人 秦 の 手がかり を 配置 する 場合 で も 、 あ る い は 『Y の 慈 劇 
PS 

合 で も 、 形 式 的 に は 何ら 変り は な いと いっ て よい 。 し た が っ て 、 
深 年 ウ 人 E の 所 0 の の ミス テリ ー で ある 、 と いい う E QIII 氏 の 
指摘 は 当たっ て いる だ ろう 。 し か し メタ ・ ミ ステ リー と いう つう 概念 自 
体 に 、 何 か と り た て て 新しい 可能 性 が 含ま れ て いる わけ で は な い 
(そこ に ミス テリ ー の 超 進 化 形態 を 見 よう と する 素朴 な 楽観 論 か ら 
は 、「 形 式 化 」 と いう こと の 意味 を 問う 姿勢 が まる ご と 抜け 落ち て 
いる ) 。 ここ で より 重要 な の は 、 メタ ・ ミ ステ リー と いう 構造 その 
も の が 、 根 源 的 な 「 不 均衡 」 に さら され て いる こと 、 と いう より 、 
そう し た 「 不 均衡 」 に さら され る と ころ か ら 否 応 な し に 生じ ざる を 
えな か っ た と いつ こと で ある 。 


柄谷 は 、 ラ ッ セ ル の ロジ カル ・ タ イ ピ ング か ら 派 生 し た タル ス 
キー の メタ 吉 語 に つい て こう いっ て いる 。 


な お 、 ラ ム ゼ イ は ラッ セル の あげ た パラ ドッ クス に 二 種 類 あ る こ 
と を 指摘 し 、「 自己 自身 を ふく お 集合 」 の パラ ドッ クス は 、 ロ ジ カ 
ル ・ タ イ ピ ング で 解決 で きる が 、「 エ ピ メ ニ デ ス の (うそ つき の ) 
パラ ドッ クス 」 は 吉 葉 の つか い 方 に か ん する も の だ か ら 、 タ イ ピ ン 
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た 。 そ こ で 、 タ ルス キー は 、 論 理 体系 を 外 か ら な が め て 、 吉 語 の 自 
階 を 区 別 し 、 高 メ 次 タ 吉 語 を 設定 し た 。 つ まり 、 価 値 剤 断 ( 真 偽 の 
麟 断 ) を 論理 体 償 の 外 に ある も の と 考え 、 価値 剤 断 の 対象 と な る 命 
題 体 を 対象 吉 語 、 価値 剤 断 を ふく お 体系 を メタ 吉 語 と よん だ 。 し 
か し 、 い か に 対象 吉 語 と メタ 吉 語 を わけ て も 、 メ タ 言 語 に 対す る 再 
批 剤 が 必要 と な れ ば 、 さ ら に メタ ・ メ タ 吉 語 を 設定 し な けれ ば な ら 
な い 。 こ うし た 階 税 化 は 、 パ ラド ックス を 店 ける た め に 設定 され た 
の だ が 、 最 初 に 生じ た 世 盾 は 、 そ の 世 盾 を さけ る た め に つく られ た 
段階 の 最後 で 、 突 如 と し て 再び 出現 し て くる の で あっ て 、 こ れ を 避 
ける 方 法 は な い 。 


(「 形 式 化 の 諸 問題 」 ) 


『 ギ リシア 権 の 謎 』 の 作品 構造 が 、 タル スキ ー の メタ 吉 語 の それ と 
同 工 異 曲 の も の で ある こと は 明らか で あっ て 、「 論 理 主義 」 的 な 謎 
解き ゲー ム 空 間 の 構築 貞和 お た に ビ の に ロロ ウド 
クイ ー ン の 文脈 に お いて は 、 証 拠 の 真 偽 性 の 間断 が 階 和 化 の 契機 に 
な っ て いる 。 し か し 、『 ギ リシア の 謎 』 の よう な メタ 犯人 一 ここ 
で は さしあたっ て 、 偽 の 犯人 を 指名 する 偽 の 証拠 を 作り 出す 犯人 、 
と 定義 し て お く 一 の 出現 は 、「 本 格 推理 小説 」 の スタ ティ ッ ク な 構 
造 を あや うく する も の で ある 。 メ タ 犯 人 に よる 証拠 の 偽造 を 容認 す 
る な ら 、 メ タ 犯 人 を 指名 する メタ 証拠 を 偽造 する メタ ・ メ タ 犯 人 が 
事件 の 背後 に 存在 する 可能 性 を も 否定 で き な く な る 。 これ は 「 作 中 
作 」 の テク ニッ ク と 同様 、 い くら で も 拡張 し うつ る が 、 そ の 結果 は 単 
調 な 同じ 手続 き の く りか え し に すぎ ず 、 あ る 限度 を 超え れ ば 、 炉 わ 
し い だ け の も の に な る 。 こ うし た メタ レベ ル の 無限 階 和 化 を 切断 す 
る た め に は 、 別 の 証拠 な いし 推論 が 必要 だ が 、 そ の 証拠 な いし 推論 
の 真 偽 を 同じ 償 の な か で 痢 断 す る こと は で き な い 。 と いつ こと は 、 
この 時 点 で 再び 「 作 者 」 の 次 意 性 が 出現 し 、 し か も それ を 避け る 方 
法 は な い の で ある ( 計 12 ) 。 


証拠 の 真 偽 剤 断 を めぐ る (問題 ) は 、『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』( 一 九 
三 三 ) で いっ そう 紛 釧 し 、 ロ ジ カ ル ・ タ イ ピ ング に よる 「 本 格 推理 
小説 」 の 自己 完 千 的 な 構造 は 、 こ の 段階 で ほとん ど 修 復 不可 能 な ダ 
メー ジ を 被っ て いる が 、 い うま で も な くそ れ は 「 形 式 化 」 の 帰結 に 
ほか な ら な い 。 作品 の 具体 的 な 文脈 に 治っ て 、 そ の あり よう を 分 析 
し て みよ う 。 野崎 六助 は この 小説 の も つ 自 閉 的 ・ 現 実 遊離 的 な 性 格 
に つい て 、 次 の よう に いっ て いる 。 「 作 者 は 、 か れ の 不安 を まる ご 
と 定式 の 枠 の 中 に H き 込ん で 、 押 し つぶ し 、 そ の こと に よっ て 定式 
の 勝利 を 目論ん だ の で あっ た 。 作品 に よっ て 不安 の 超 克 が 試み られ 
た の で ある 。 か れ は 不安 の 表 白 を 『 不 安 か ら の 逃避 』 に よっ て 代行 
し よう と し た 」(『 北 米 探偵 小説 褒 』 ) 


た し か に 閉鎖 的 な 舞台 設定 (「 ず の 山荘 」 テ ー マ の 最も 劇 的 な 例 
の ひと つ ) や グロ テス ク な 登場 人 物 、 二 種類 の ダイ イン グ ・ メ ッ 
セー ジ ( 引き裂か れ た トラ ンプ ) に 見 られ る ゲー ム 性 に 徹し た 手 が 
か り 等 の 要素 を と り 上 げ れ ば 、 野 崎 が いう よう な 「 不 安 か ら の 逃 
避 」 と いう 側面 を 批 炒 する こと は 可能 だ ろう 。 し か し た と えば 、 こ 
の 小説 の 3 章 で 「 じ つ を いう と 、 わ た し は 、 あ な た が 指摘 され た よ 
うに 、 ゲ ー ム 感覚 が 異常 に 発達 し て いま し て ね 。 あ ら ゆ る ゲー ム が 


好き な ん で す 」 と 打ち 明け る 人 物 が 、 次 の 章 で は 最初 の 死体 と な っ 
て 発見 され る と いう 事実 一 ゲー ム 愛 好 家 の 死 は 、 お し ろ そ れ と は 
まっ た く 逆 の 事態 の 予 光 と 見 な すべ き で は な い だ ろ つか 。 


ネ ヴ ィ ン ズ ・ ジ ュ ニ ア は こう いっ て いる 。 「 謎 解き と いう 面 だ け 
か ら 見 れ ば 、 偽 り の 告白 を 先 に 出し て き て 、 ま っ た く び っ くり する 
よう な 変化 を 見 せ て いる し 、 ( 中略 ) 一 連 の 見 事 に 構成 され た ダイ 
イン グ ・ メ ッ セ ー ジ の 方 法 を 盛り こん で いる 」 。 と ころ が こう し た 
評価 と は うら は ら に 、 事 件 の 解決 場面 で エラ リー が 意気 阻 喜 し て 浪 
ら す 迷 懐 は 、 理 性 の 勝利 の 剖 歌 や "ゲー ム へ の 愛 」 の 自画 自賛 か ら 
は ほど 遠く 、 ま る で 何 か か けが え の な いも の の 終 逆 を 目の当たり に 
し て いる よう な 印象 さえ 受け る 。 


エラ リー は いち ば ん 下 の 階 段 に びっ た けり と すわ り 、 両 手 の な か に 
顔 を 埋め た 。「 この 呪 わ し い 事 件 の 全体 が 、 考 えて みれ ば 、 ま る 
で 、 な ん の 役 に も 立た な い 愚 劣 事 だ っ た 」 と 、 に が に が し げに いっ 
た 。「 あ な た は 最初 か ら 正 し か っ た ん で す 、 お 父さん 。- 一 まち が っ 
た 理由 に も と づい て 正しかっ た 。 区 くべ きこ と は 、 あ の 女 が あの 
日 、 夫 級 し を 難 詰 さ れ た と き 、 自 白 し た こと で す 。 い や は や 、 あ な 
た に は わか り ま せん か 。 あ の 女 は 自白 し た ん で す よ 。 そ の 自白 は ほ 
ん も の だ っ た 」 


に も か か わら ず 、 エ ラリ ー は 犯人 を 因 に 落と し た 証拠 ( ダイ イン 
グ ・ メ ッ セ ー ジ ) が 、 第 三 者 に よる 虚 傷 の 証拠 だ と いう こと を 証明 
し て 、 彼 女 に か けら れ た 濡れ 衣 を 晴らし た つえ に 、 彼女 が 犯行 を 告 
白 し た の は 、 誰 か を か ば っ て いる か ら だ と いう 結論 に 飛び つい て し 
まっ た の で ある 。 「 僕 は な ん て 軸 か も の だ っ た ろう 」。 さらに 彼 は 
続け て こう いう 。 


「 し か し 、 罠 に つい て は 、 僕 が 正しかっ た 」 と 、 つ ぶ や く よ う に 
いっ た 。「 あ の 女 は 罠 に か けら れ た 一 僕 が 説明 し た よう に 、 マ ー 
ク ・ ゼ ー ヴ ィ ア に よっ て 。 し か し 、 そ れ に つい て 和 区 く べき こと は 
全体 の 話 を 通じ て 、 も っ と も 驚嘆 に 値 い する の は - 一 マー ク ・ ゼ ー 
ヴィ ア が 、 ゼー ヴィ ア 夫 人 を 罠 に か ける に あたっ て 、 そ れ と は 知ら 
ず し て 、 ほ ん と う の 殺 人 犯人 を 罠 に か けた こと で す 、 ま っ た く の 偶 


然 で 。 あ な た は 、 そ こ に 、 お そろ し いい 皮肉 を 見 ませ ん か 。 あ の 男 が 
ゼー ヴィ ア 夫 人 を 無実 だ と 考え て いて 、 ほ ん と う は 罪 あ る 人 間 の 首 
に 縄 を か けた な ん て 」 


それ か ら 彼 は 、 犯 行 現場 に 茅 され て いた 二 種 類 の ダイ イン グ ・ 
メッ セー ジ が 、 いずれ も 捜査 を 天 導 する 偽 の 証拠 だ っ た こと を 確認 
し な が ら 、 こ う 付 け 加 える の だ 。 「 僕 は 一 度 も 儲 じ な か っ た 一 死に 
か けた 人 間 が 、 そ ん な こと を する .……… で きる な どど と は .。。。 


この 小説 の な か で 、 探 偵 エ ラリ ー が 沈 え た 推理 を 見 せる の は 、 あ 
る 手がかり が 虚偽 の 証拠 で ある こと を 証明 する 箇所 の み で ある 。 そ 
れ 以 外 の 推論 は 、「 犯 人 限定 の 論理 」 も 含め て 、 い ずれ も 根拠 薄弱 
で 直感 に 頼っ た も の で し か な い 。 と いう より 、 従 来 の 論理 的 な 解決 
が 依拠 し て きた 基盤 その も の が 、 ゲ ー ム 空 間 の 内 部 で お の ず か ら 瓦 
解 し て し まっ た こと が は っ きり と 示さ れ て いる 。 特 に 『 ギ リシア 醒 
の 謎 』 で は まだ 隠れ て 目立た な か っ た 「『 作者 」 の 盗 意 性 が 、 最 終 的 
な 犯人 指摘 の 場面 一 エラ リー は 犯人 に 対し て 一 種 の 心理 的 拭 問 を 仕 
掛け る が 、 そ の 結果 を 除け ば 犯人 を 特定 する 積極 的 な 根拠 は ほとん 
ど な い に 等 し い - 一 で 致命 的 に 露出 し て し まう 。 し た が っ て 、 技 術 的 
な 観点 か ら 見 れ ば 、 こ の 小説 か ら 恒 例 の (読者 へ の 挑戦 ) が 省 か れ 
て いる の も 、 や お を えな い 措 置 の よう に 読め る 。 


だ が (読者 へ の 挑戦 ) の 不在 は 、 も っ と 別 の 角度 か ら 検 討 さ れる 
べき で ある 。 そ れ は ひと こと で いっ て 、 ロ ジ カ ル ・ タ イ ビ ピン グ の 完 
全 な 破綻 を 示す も の だ 。 通常 な ら (読者 へ の 挑戦 ) が 挿入 され る ベ 
き 頁 で 、 登 場 人 物 た ち は 迫 りく る 山 火事 の 炎 を 食い 止め る た め 、 漂 
を 掘り はじ め る (それ は ロジ カル ・ タ イ ピ ング の 最後 の あがき に ほ 
か な ら な い ) 。 が 、 炎 の 猛威 は 軽々 と 漂 を 貴 越 し て し まう の だ 。 し 
か し 、 こ うし た 物語 背景 の 象徴 性 に も か か わら ず 、「 本格 推 理 小 
説 」 と いう ゲー ム 空 間 を 瓦解 の 危機 に 追い 込ん だ 脅 威 の 正体 は 、 外 
か ら 迫 っ て くる 炎 に 表象 され る も の な の で は な いり)。 


と ころ で 、 ゲ ー デ ル が 「 不 完全 性 定理 」 の 証明 に 用 いた の は 、 2 
章 で 触れ た 「 エ ピ メ ニ デ ス の パラ ドッ クス 」( 正確 に は 、 そ の 現代 
版 で ある "リシャール の バラ ドッ クス 」) に ほか な ら な か っ た 。 柄 
谷 は その 証明 の 筋道 を 次 の よう に 有 要約 し て いる 。 


自己 喜 及 的 な シス テム に お いて は 、 真 偽 は 「 決 定 不可 能 」 で あ 
る 。 ラ ッ セ ル は ロジ カル ・ タ イ ビ ピング に よっ て それ を 禁止 する が 、 
ゲー デル は 、 ほ か な ら ぬ ラッ セル ・ ホ ワイ ト ヘ ッ ド の 『 プ リン キビ ピ 
ア ・ マ テマ ティ カ 。 ( 数 学 原理 ) その も の に 、 あ の パラ ドッ クス を 
不可 避 的 な も の と し て 見 出す 。 ゲ ー デ ル の 証明 は 、 メ タレ ベル に 属 
する 部 題 表現 すなわち 形式 体系 の な か で の 基本 的 な 記号 や 論理 式 一 


の ww ン 


た と えば 記号 (で な い ) を 1、 


5 。 _ _ (また は ) を 2 、 だ 

ば ) を 3 と いう ふう に - 一 を 自然 数 に いい か え 、 語 理学 を 算術 化す る 
こと に よっ て 、 自 然 数 それ 自身 の 自己 吉 及 的 な 体 償 を 構成 し 、 そ れ 
に よっ て 決定 不能 な パラ ドッ クス に 追い に こ お と いう 方 法 だ っ た と 
いっ て も よい 。 証 明 は 複雑 だ が 、 要 する に 、 彼 は 「 形 式 主 義 」 を 外 
か ら 解 体 し た の で は な く 、 そ れ 自 身 の 内 部 に 「 決 定 不 可能 性 」 を 見 
出す こと に よっ て 、 そ の 基礎 の 不在 を 証明 し た の で ある 。 


(「 形 式 化 の 諸 問題 」 ) 


すでに 述べ た よう に 、 ク イー ン 父 子 は 物語 の 早い 段階 で 真犯人 の 
正しい 自白 を 手 に 入れ な が ら 、 終 盤 まで その 真 偽 を 決定 で き な い 。 
種類 の 虚偽 の ダイ イン グ ・ メ ッ セ ー ジ が 織り な す 自 己 吉 及 的 な 
ルー プ に よっ て 、 謎 解き ゲー ム 空 間 の 内 部 に 決定 不可 能 な パラ ドッ 
クス が 生じ て いる た めで ある 。 す な わ ち 『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 で ク 
イー ン が 行なっ た こと は 、 ゲ ー デ ル が 「 エ ピ メ ニ デ ス の パラ ドッ ク 
ス 」 を 用 いて 証明 し た こと と 同じ 意味 を も つと いっ て よい 。 エ ラ 


リー が いう よう に 、 そ れ は 「 お そろ し い 皮 肉 」 で ある 。 ヒルベルト 
の プロ グラ ム に 従っ て 、 数 学 的 体 償 の 無 矛盾 性 を 証明 し よう と し た 
ゲー デル が 、 逆 に 数 学 の 形式 的 基礎 づけ の 破綻 を 見 出し た こと が ま 
きらく ぞう つ だ っ だ よう に ( 計 19 ) 。 


も うつ ひとつ 看過 する こと の で き な い 点 は 、 こ の 小説 に 「 双生児 の 
決定 不可 能 性 」 と いう モチ ー フ が あら われ る こと で ある 。 二 番目 の 
ダイ イン グ ・ メ ッ セ ー ジ ( 半分 に 引き 裂 か れ た ダイ ヤ の J」 ) に 基 づ 
いて 、 探 偵 エ ラリ ー は シャ ム 双 生 児 の 一 方 が 犯人 で ある と 推理 す 
る 。「 あ きら か に 、 死 ん だ 人 た ち は 、 カ ロー の 双子 の うち ひと り だ 
けが 、 ふ た り で は な く 、 角 人 犯人 で ある こと を 示 そ うと し た も の で 
す 。 ど うし て 、 ぞ うい うこ と が で きる か 。 さ よう 、。 ひと けり は 、 (いま 
ひと り に よっ て ひき まわ され た も の と 思わ れ ま す 。 一 目 瞭 然 の と お 
けり 、 肉 体 的 に 、 ひ き さ が っ て いる こと が で き な い の で 、 意 志 に 反し 
て 、 現場 に 立ち 会 わ さ れ た の で あり 、 一 方 が 手 を くだ し て 犯 固 を 行 
な うつ あい だ 、 単 な る 傍観 者 だ っ た の で あり ます 」。 し か し この 推理 
を 通じ て 、 エ ラリ ー は 二 人 の うち の いずれ が 組 人 犯人 で あり 、 い ず 
れ が 傍観 者 だ っ た か 、 決 定 す る こと が で き な い |。 最 終 的 に この 推論 
は 誠 っ て いる と 導 明 する が 、 重 要 な の は 、 こ こ で も 決定 不可 能 性 と 
いう (問題 ) が 問わ れ て いる こと で ある 。 柄谷 は ホッ フシ ュ タ ッ 
ター の 『 ゲ ー デ ル ・ エ ッ シ ャ ー・ バ ッ 八 』 を 例 に 引き な が ら 、 次 の 
よう に 述べ て いる 。 


その よう な 意味 で 、 彼 は エッ シャ ー の “だ まし 絵 , や バッ 八 の 前 
フ 走 一 曲 ガ に ゲー デル 的 問題 を 見 出し て いる 。 た と えば 、 エ ッ 
シャ ー の 絵 の 一 つ に お いて は 、 図 (フィ ギュ ア ) と 地 ( グラ ウン 
ド ) が 見 よう に よっ て 逆転 し 、「 決 定 不可 能 」 で ある 。 こ こ で 生じ 
て いる の は 、 答 理学 的 に いえ ば 、 ク ラス ( 上 メ 位 タレ ベル ) が メン 
バー (下位 レベ ル ) に な っ て し まう と いう つこ と で ある 。 だ が 、 ゲ ー 
デル の 定理 が 形式 体系 一 役 に あ て は まる の で ある な ら ば 、 こ うし た 
特殊 例 だ け で な く 、 文学 に お ける 「 形 式 化 」 一般 に その まま あて は 
まる は ず で ある 。 


(「 隠 隙 と し て の 建築 」 ) 


ニニ つの 身体 を 共有 する シャ ム 双 生 児 に お いて 、 毅 人 犯 が 「 図 」 に 
当たる と すれ ば 、 傍 観 者 で ある 他方 は 「 地 」 で ある 。 し か し 作 中 


で 、 両 者 は 「 医学 的 に 分 離 で き な い 」 と され て いる 。 し た が っ て 、 
ロジ カル ・ タ イ ピ ング が 不可 能 で あり 、 犯 人 は いずれ と も 決定 で き 
な い 。 彼ら の 一 方 に 死刑 宣告 が 下さ れ た 場合 に 生じ る 法律 的 な パラ 
ドッ クス 一 無実 の も う ひ と り も 、 角 人 犯 と 生死 を と も に し な けれ ば 
な ら な い - 一 に つい て エラ リー が 述べ て いる 箇所 は 、 い わ ば こう し た 
「 ゲ ー デ ル 問 題 」 に 対す る 考察 と 変り な い 。 


クイ ー ン の 作品 の な か で 、 こ うし た (問題 ) が どこ か ら 生 じ て き 
た か を 遡っ て みて いく と 、 バー ルス トン 先攻 法 ギ ャ ン ビ ッ ト 。, 

( ネ ヴ ィ ン ズ ・ ジ ュ ニ ア の 命名 に よる ) と いう テク ニッ ク に 行き 当 
た る の で は な か ろう つか 。 こ れ は ひと こと で いえ ば 、 最 初 に 被害 者 で 
ある と 思わ れ て いた 人 物 が 殺人 犯 と 鹿 明 する と いう 技法 で 、 ( 顔 の 
な い 死 体 ) トリ ッ ク や その さま ざま な バリ エー ショ ン を 指し て い 
る 。『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 に 先立つ 『X の 慈 劇 』『 エ ジ プ ト 十字 人 架 の 
謎 』 (一 カ 三 二 ) 、『 ア メリ カ 銃 の 謎 』( 一 九 三 三 ) の 三 作品 で は 
いずれ も この 技法 が 用 いら れ て お り 、 ま た 『 Y の 慈 劇 』 (一 九 三 
二 ) 冒頭 の 死体 公示 所 の 場面 で も 、 そ れ を 匂わ せる よう な あい まい 
な 書き 方 が な され て いる 。 「 被害 者 犯人 」 の 逆転 、 す な わ ち 「 図 一 
地 反 転 」 と いう 構図 の 意外 性 が 、 本 来 的 に は ロジ カル ・ タ イプ の 混 
同 に 由来 し て いる こと は 、 右 に 引い た エッ シャ ー の 例 か ら も 明らか 
だ が 、 ク イー ン は (読者 へ の 挑戦 ) と いう 消失 点 , に 基づき 、 こ 
の パラ ドキ シカ ル な ケー ス を 「 問 題 編 解決 編 」 と いう 遠近 法 的 枠 
組 に すり 代え て 、 そ の 「 不 均衡 」 を 封じ 込め て いた の で ある ( これ 
は 形式 的 に は 「 本 格 推理 小説 」 の 延命 策 に すぎ な い が 、 逆 に その こ 
と に よっ て 、 作 品 内 容 の 充実 が 保証 され た と いう 側面 も 見 逃 せ な 
MV 。 


し た が っ て (読者 へ の 挑戦 ) が 失わ れ 、 ロ ジ カ ル ・ タ イ ビ ピング の 
破綻 が 露呈 し て し まっ た 『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 の な か で 、 こ うし た 
「 図 一 地 反転 」 が 決定 不可 能 性 と いう その 本 来 の 相 に お いて あら わ 
れる こと は 、 当 然 の 結果 と いっ て よい ( 証 14 ) 。 


ここ まで 見 て きた よう に 、「 本 格 推理 小説 」 の 「 形 式 化 」 は 、 
『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 と いう 作品 に お いて 、 ひ と つの ゲー デル 的 帰結 
に 行き 着い 1 いた 。 ク イー ン は この 小説 を 通じ て 、「 本 格 推 理 小説 」 の 
基礎 の 不在 を 証明 し た と いっ て よい 。『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 は 、 八 リ 
ウッ ド 的 な ご 都合 主義 と 見 ま が う ば か り の 喉 然 と する 台詞 で 幕 を 閉 
じ る が 、 に も か か わら ず こ の 最後 の 場面 が 一 種 の 感動 を も た ら す の 
は 、 ク イー ン が 「 形 式 化 」 の 果て に 「 本 格 推理 小説 」 の 根拠 の 不在 
を 見 出し て いる か ら だ 。 そ れ は 、 自 己 吉 及 的 な 形式 体系 が 根源 的 に 


は らむ 「 不 均衡 」 と 直面 する こと と 同義 な の で ある 。 


こう し た (問題 ) の あり か を クイ ー ン が 十 全 に 把握 し て いた こと 
は 、 一 種 の (戦略 的 撤退 ) を 行なっ た 『 中 途 の 家 』( 一 三 六 ) の 
よう な 作品 を みれ ば 明らか で ある 。 こ の 小説 で は 、「 決 定 不可 能 
性 」 の 問題 が 二 重 生活 を 行なっ て いた 被害 者 に 対象 化 さ れ 、 い わ ば 
その パラ ドッ クス を 巧妙 に 回 避 す る 形 で 、 か つて の (読者 へ の 挑 
戦 ) 方 式 が 回 復 さ れる 。 ク イー ン は その 気 に な れ ば 、 こ うし た 作品 
を いく ら で も 書き 続け られ た は ず だ 。 し か し いう まで も な く 、 こ う 
し た 方 法 は タイ トル に も 示さ れ て いる よう に 、 中 途 半 端 
(halfway ) な も の で し か な い 。『 中 途 の 家 』 を 最後 に クイ ー ン の 
長編 か ら (読者 へ の 挑戦 ) の 真 は 姿 を 消し 、 ロ ジ カ ル ・ タ イプ の 
「 あい だ の 扉 ザ ・ ド ア ・ ビ トウ ィ ー ン 」 が 徐々 に 開か れ て いく こと 
に な る 。 


と りあ え ず 、 お わり に 


当初 この 試論 で は 、 い っ た ん 時 間 を 遡っ て 『Y の 慈 劇 』 を 論じ た 
後 で 、 ク イー ン 後 期 の 作品 に つい て も 扱う 予定 だ っ た が 、 時 間 と 紙 
幅 の 都合 に より 、 こ こ で いっ た ん 筆 を 摺 か ざる を えな い ( 往 15 ) 。 
だ らし な い 終 り 方 に な っ て 心苦しい が 、 こ の 続き は いずれ 近い つう ち 
に 、 稿 を 改め て 述べ る つも り で いる ( 証 16 ) 。 


計 


(1 ) われ われ の ミス テリ ー 界 で すら も 、 そ の 例外 で は な い 。 む し 
ろ 九 o 年 代 に 入っ て か ら 、 そ の 浸透 力 は いっ そう 増し て いる と いう 
べき で ある 。 た と えば 、 秀 実は 次 の よう に いっ て いる 。「 そ の と 
き 、 小 説 が 哲学 に 総括 され る と いう 状況 に 対応 し た の が 、 実 は エン 
タテ イン メン ト な ん で す 。 あ る い は 、 ニ ュー アカ は 、 エ ンタ テイ ン 
メン ト と し て 総括 され て し まっ た と 吉 っ た ほう が 正確 か も し れ な 
い 。 本 書 で も 取り 上 げた 竹本 健治 な ん か が 只 体 的 な 作品 と し て は 、 
そう で すね 、『 陣 の 中 の 失 楽 』。 と か 『 ウ ロボ ロス の 偽書 』 な ど は 自 


己 喜 及 の パラ ドッ クス を 絵解き し た 本 な わけ で し ょ う 。 こ うい う 対 
応 の 仕方 は エン タテ イン メン ト し か で き な い ん で す 」( 渡 部 赴 己 と 
の 共著 『 そ れ で も 作家 に な り た い 人 の た め の ブ ッ ク ガ イド 。』 ) 


ちな み に 竹 本 健治 『 ウ ロボ ロス の 基礎 論 』 の な か に は 、 こ うい う 
記述 が ある 。 《 さ ら に 余談 を いえ ば 、 人 笠井 さん ( = 笠井 潔 ・ 引 用 者 
年 ) は "メタ フィ クシ ョ ン の 陥 春 』 と いう 論 の な か で 、『 偽 書 』 に 
関し て 『 読 者 と し て は 、 柄 谷 行人 の 『 隠 隙 と し て の 建築 』 の 影響 に 
つい て 疑わ ざる を 得 な い 」 と 書い て いる の だ が 、 僕 が 柄谷 行人 を 読 
み は じ め た の は "偽書 』 を 完成 し た あと 、 ど う も 同じ よう な と ころ 
を つつ いて いる 人 が いる らし いと 知っ て の こと な の で ある 》 。『 店 
の 中 の 失 楽 』 は ー 九 七 八 年 、『 ウ ロボ ロス の 偽書 』 は ー 刀 九 一 年 に 
刊行 され た 。 


( 2 ) た だ し 後者 に つい て いえ ば 、 私 が 見 る と ころ 、『 探 容 I』 以降 
の 著作 に お いて も 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 は 完全 に 放棄 され た わけ で は な 
く 、 そ れ は 常に 重要 な モチ ー フ と し て 、 柄 谷 の 思考 の 枠組 を 戴 然 と 
画 し て いる よう だ 。 柄谷 は 現在 に 至る まで 、 ゲ ー デ ル と ヴィ トゲ ン 
シュ タイ ン が 相補 的 な 関係 に 立つ こと を くり か え し 強調 し て いる 
が 、 そ の こと は 彼 の 「 転 回 」 が 前 者 か ら 後 者 へ の 力点 の 移動 に ほか 
な ら な か っ た こと を 示し て いる 。 現在 も 断続 的 に 書き 継が れ て いる 
『 探 容 II』 で は 、 カ ント の アン チノ ミー 論 を 主題 に 据え な が ら 、 

「 転回 」 の も つつ 意味 を 改め て 問い 走 す 作業 一 「 理念 」 に 対す る カン 
ト 的 な 批 和 ( 吟味 ) の 仕事 一 が 進め られ て いる が 、 こ れ は ゲー デル 
的 な 「 決 定 不可 能 性 」 の パラ ドッ クス へ の 回 帰 を うか が わせ 、 し か 
も その 悪戦 苦闘 ぶり は 『 内 省 と 遡行 』。 を 思わ せる 。 の みな ら ず 、 近 
年 彼 が 提唱 し て いる 「 ヒ ュー モア と イロ ニー 」 の 区 別 を めぐ る アン 
ビ ギ ュ アス な 議 論 に し て も 、「 自 己 吉 及 性 」 の 問題 を 抜き に し て 語 
る こと は で き な い 。 た と えば 、「 隠 只 と し て の 建築 」 の な か に は 、 
次 の よう な 記 玉 が ある 。「 人 工 知能 の 研究 者 が この ゲー デル 的 問題 
を 深刻 に 、 あ る い は 喜ば し く 受 け と る の は 、 彼 ら が 、 か つて ドイ 
ツ ・ ロ マン 派 が アイ ロニ カル な 問題 と し て 見 出し た 『 自 己 意識 』 - 一 
自己 自身 に 関係 する 自己 に 、 ま っ た くべ つの 角度 か ら 直 面 し て いる 
か ら だ と いっ て よい 」。 と いう つこ と は 、 現 在 の 柄谷 は 十 年 前 に いっ 
た ん ケリ を 付け た (問題) に 、 ま っ た く 別 の 角度 か ら 貴 面 し て い 
る ? 


( 3 ) この 試論 の な か で は 直接 吉 及 し な い が 、 八 の 年代 未 期 に 登場 
し た われ われ 「 新 本 格 」 の 諸 理念 が 、「 ニ ュー アカ デミ ズム 」 以降 
の ディ コン スト ラク ティ ヴ な 知 的 思潮 に 刊 さ ざし て いる こと は 、 す で 
に 暗黙 の 了解 事項 で ある と いっ て よい 。 ゲ ー ム 性 、 様 式 性 、 記 号 的 
な 登場 人 物 、 あ る い は 過去 の 推理 小説 史 を 過剰 に 意識 し た メタ フィ 
クシ ョ ン 性 (いわ ゆる 「 叙 述 トリ ッ ク 」 を 含む ) な ど と いっ た 「 新 
本 格 」 の 特質 を せん じ つ め れ ば 、 八 o 年 代 の ポス トモ ダン 的 吉 説 に 
支配 的 根拠 一 無根 拠 ? 一 を 旨 え た 「 ゲ ー デ ル 問 題 」 に まで 遡行 し 
うる こと は いう つま で も な い ( た と えば 、 麻 耶 雄吉 の 『 夏 と 冬 の 奏 ソ 
鳴 ナ 曲 タ ッッ が キュ ビス ム と シェ ー ン ベル ク 楽 派 の 音楽 を モチ ー フ に 
し て いる こと は 、 こ の (問題 ) と 密接 に 関わ っ て いる 。 こ の 小説 は 
「 形 式 的 」 に 読ま れ な けれ ば な ら な い ! ) 。 し た が っ て 、 こ こ で ク 

イー ン に お ける 「 形 式 化 」 を 考え る こと は 、 同 時 に われ われ 自 身 の 
立脚 点 を 問い 直す こと に ほか な ら な い 。 こ うし た 意味 に お いて 、 こ 
の 試論 は 「 新 本 格 」 の アリ バイ = 根拠 不在 証明 を 提出 する 作業 の 一 
環 で も ある 。 


( 4 ) 後者 の 目的 を 達する た め に 、 ラ イト は 右 に 掲げ た 諸 ル ー ル の 
な か で も と り わ け (フェ アプ レイ の 原則 ) を 重視 し た 。 後 に ヴァ 
ン ・ ダ イン 名 義 で 発表 し た 「 推 理 小説 作法 の 二 十 則 」 の な か で 、 こ 
の 原則 に 吉 及 し て いる 部 分 を 抜粋 する と 、 


「 一 。 謎 を 解く に あたっ て 、 読 者 は 探偵 と 平等 の 機会 を 持た ね ば な 
ら な い 。 す べ て の 手がかり は 、 明 白 に 記述 され て いな く て は な ら な 
LU1」 


「 二 。 犯 人 が 探偵 自 自 に た いし て 当然 用 いる も の 以外 の べ て ん 、 あ 
る い は ご ま か し を 、 故 意 に 読者 に た いし て も て あそん で は な ら な 
1」 


「 四 。 探 偵 自 身 、 あ る い は 捜査 当局 の 一 員 が 犯人 に 釣 変 し て は な ら 
な い 」 


「 五 。 犯 人 は 論理 的 な 推理 に よっ て 決定 され ね ば な ら な い 。 一 偶然 
と か 、 暗 合 と か 、 無 動機 の 自供 に よっ て 決定 され て は な ら な い 」 


「 八 。 犯 晶 の 謎 は 厳密 に 、 自 然 な 方 法 で 解決 され ね ば な ら な い 。 真 
相 を 知る の に 瓦 占い 、 コ ッ ク リ さん 、 読 心 術 、 降 霊 術 、 水晶 占い 
等 々 の 方 法 を 用 いる の は 禁忌 で ある 」 


「 十 五 。 問 題 の 真相 は 、 終 始 一 貫 し て 、 明 白 で な く て は な ら ぬ ーー た 
だ し 、 読 者 が 、 そ れ を 見 る だ け の 鋭敏 な 目 を そなえ て いる こと を 有 要 
する 。 と いう こと は 、 読 者 が 犯罪 の 解明 を 知っ た あと 、 も う 一 度 、 
その 作品 を 読み か え し て 、 解答 は 、 あ る 意味 で 、 面 前 で 読者 を 誠 視 
し て いた こと - 一 すべ て の 手がかり は 、 事 実 上 、 犯 人 を 指向 し て いた 
こと 一 読者 が 探偵 と 同じ よう に 頭 が よかっ た な ら ば 、 最 後 の 章 に い 
た ら ず と も 、 自 分 で 謎 を 解き 得 た こと を 悟る こと を 意味 する 


これ ら の 《 舘 条 》 ( ヴァン ・ ダ イン ) は その 性 格 に よっ て 、 1 . 
作者 は 読者 に 対し て 、 真 相 の 解明 以前 に 、 犯 人 を 決定 する た め に 必 
要 か つ 十 分 な 手がかり を 提示 し な けれ ば な ら な い 、 2 . 作者 は 読者 
を 故意 に 迷わ せる 目的 で 、 真 相 と 矛盾 する 虚偽 の 記述 を 行なっ て は 
な ら な い 、 と いう 二 つ の 側面 に 分 類する こと が で きる 。 こ こ で 「 本 
格 推理 小説 」 を ひと つの 「 公 理 大 」 (ヒルベルト 『 幾何 学 の 基 
礎 』) に た と える と 、 前 者 は 公理 系 の 「 完全 性 」( すべ て の 定理 が 
その 公理 系 か ら 得 られ る こと ) お よび 「 独立 性 」 ( その 公理 系 か ら 
任意 に 一 個 の 命題 を 除い た 場合 、 も は や 証明 不可 能 に な る よう な 定 
理 が 存在 する こと ) の 基準 に 、 後 者 は 「 無 矛盾 性 」 (その 公理 系 か 
ら 互 い に 矛 盾 する よう な 諸 定 理 を 証明 する こと が 不可 能 で ある こ 
と ) の 基準 に 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る も の と 見 な し うる 。 


(5 ) エラ リー・ ク イー ン は 、 二 人 の 従兄 弟 の 合作 ペン ネー ム で あ 


る 。 フ レデ リッ ク ・ ダ ネイ (一 九 o 五 - 八 二 ) と マン フレ ッ ド ・B 


りー: 和志 S 抽 デ 志 ) に 、 クル ルド タラ リー ドリ り ビ 。 ザー ニテ デル (一 
九 o 六 ー 七 八 ) と 同じ 世代 に 属し 、 彼 ら は いずれ も 第 一 次 世界 大 戦 
後に 知 的 青春 期 を 迎え た 。 


( 6 ) \ う まで も な いこ と だ が 、 ラ ッ セ ル の いう 「 論 理 」 と 、 推 理 
小説 に お ける 「 解 決 の 論理 性 」 を 混同 し て は な ら な い 。 前 者 が 記号 
論理 学 の 体系 を 律する 厳密 な 法則 で ある の に 対し て 、 後 者 は (フェ 
アプ レイ の 原則 ) を 遵守 する た め の レ トリ ッ ク の 一 種 に すぎ な い 。 
どの よう な 名 探偵 の 推理 も 、 ラッセ ル が いう つよ うな 意味 で は 、 ま っ 
た く 「 論 理 的 」 な も の で は あり えな い 。 問題 は 、 後 者 が 機能 し うる 
よう な 形式 体系 を 想定 し た 時 、 そ の 体系 の も つ 自 己 吉 及 的 な 構造 

が 、 ラ ッ セ ル や ヒル ベル ト が 基礎 づけ よう と し た 数 学 的 体系 の 形式 
性 と パラ レル な 関係 に ある と いつ こと な の で ある 。 


(7 ) た だ し ブロ ウ ウ ェ ル が 排 中 律 を 否定 し た の は 、 無 限 集合 に 対 
する 使用 の み で あり 、 そ も そ も ラ ッ セ ル の バラ ドッ クス は 、 本 質 的 
に カン トー ル に 始ま る 無限 集合 論 に 由来 し て いる 。 こ うし た パラ 
ドッ クス は 、「 『 無 限 集合 』 を 可算 的 な も の と し て 囲い こむ お メタ レ 
ベル が 暗黙 に 前 提 さ れ て し まう こと か らき て いる と いっ て よい 」 

(「 吉 語 ・ 数 ・ 貨 幣 」) 。 「 直 観 主義 」 の 主張 は 、 現 代数 学 が 取り 
扱 つ こと の で きる 領域 を あま り に も 狭め て し まう と いう 批 和 に よっ 
て 退 い た が 、 ヒ ルベル ト の 「 形 式 主 義 」 が 、「 形 式 化 」「 超 数 学 
(証明 論 ) 」「 有限 の 立場 」 と いつ 三 つ の 概念 を 柱 に し た 具体 的 な 
プロ グラ ム に 成 就 し て いく うえ で 重要 な 役割 を 果たし た 。 


( 8 ) し か し 後に 迷 べ る よう に 、 ヒ ルベル ト の 「 形 式 主義 」 の 立場 
を 徹底 化し 、 結 果 的 に それ を 葬っ て し まっ た ゲー デル の 「 不 完全 性 
定理 」 の 証明 は 、 手 続き 的 に は ラッ セル と ホワ イト ヘッ ド の 共著 
『 プ リン キ ピ ア ・ マ ティ マテ ィ カ (数 学 原 理 ) 』 で 示さ れ た 体系 

( に ペア ノ の 算術 の 公理 系 を 付加 し た も の ) に 基づい て いた の で あ 
る 。 さ ら に 遡 れ ば 、 ゲ ー デ ル は 「 不 完全 性 定理 」 以 前 に 、「 第 一 階 
述 語 論理 の 完全 性 定理 」( 一 九 三 o ) に よっ て 、 論 理学 の 形式 体系 
が 完全 で ある こと を 証明 し て いる 。 そ うし た 意味 に お いて は 、 こ の 
時 期 の クイ ー ン に 見 られ る ね じ れ は 、 む し ろ 不 可 避 的 に 生じ た も の 
だ と いっ て よい 。 い いか えれ ば 、 こ うし た ね じ れ の な か に こそ 、 

「 形 式 化 」 の も た ら す 問題 が ひそ ん で いる 。 


( 9 ) この 挑戦 の 頁 は 三 十 年 後 、 回 顧 的 な 『 最 後 の 一 撃 』 の な か に 
再 録 さ れる が 、 0 因 は の そこ で クイ ー ン は 慎重 な 文体 上 の 
省略 に よっ て 、 J マッ ク と いう 人 物 が 介在 し た 痕跡 を 消去 し 
て いる 。 これ は 何 を 意 味 し て いる だ る うか ? 


( 10 ) 都筑 道夫 は 実 作者 の 立場 か ら フ ェ ア プ レイ の 方 法 を 検討 し 、 
クイ ー ン の 国名 シリ ー ズ を 本 格 推理 長編 の 理想 的 な モデ ル と みな し 
て 、 (モダ ー ン ・ デ ィ テ クティ ヴ ・ ス トー リ イ ) を 提唱 し た (『 黄 
色 い 部 屋 は いか に 改装 され た か ? 』 ) 。 (モダ ー ン ・ デ ィ テ クティ 
ヴ ・ ス トー リ イ / の 概念 は 、 以 下 の 文 章 に 集約 され て いる 。 


「 最後 の 動機 の 問題 で す が 、 こ れ を 狭く 、 犯 行動 機 だ け に 限っ て 考 
える の は 、 間 違い で し ょ う 。 ホ ワイ ダニ ッ ト の イッ ト は 、 な ん に で 
も 当て は まる 。 3 犯行 その も の 、 犯行 方 法 、 ど ちら で も いい は ず で 

す 。 ホ ワイ に 重点 を お いて 、 そ の 解明 に 論理 の アク ロバ ッ ト を 用 意 
する 。 これ が 、 現 代 の パ ズ ラ ー で す 。 ( 中 略 ) だ か ら 、 技 巧 の 限界 
が 見 え だ し た 現在 、 小粒 に な る の は や お む お を えな いと し て 、 事 件 その 
も の より も 、 解 決 の 論理 に 重き を お く こ と が 、 パ ズラ ー の 生き の こ 
る 道 で あり まし ょ う 」 


都筑 の クイ ー ン 理解 は 明快 で 示唆 に 富み 、 現 在 で も 有効 性 を 失っ 

て いな い が 、 そ の 分 析 は 「 本 格 推理 小説 」 の 「 形 式 的 」 側面 より も 
作品 の 内 容 に 力点 を 買い て いる 。 彼 は 「 エ ラリ イ ・ ク イー ン が 、 は 
じ め の うち 理想 に ちか い 作 品 を 生み だ し な が ら 、 だ ん だ ん 踏み は ず 
し て いっ た 理由 は 、 わ か り ま せん 」 と 告白 し て いる が 、 そ の 理由 を 
明らか に する た め に は 「 形 式 的 」 な アプ ロー チ が 必要 と され る 。 


( 11 ) ジョ ン ・ デ ィ ク スン ・ カ ー は 『 三 つの 権 』 ( 一 九 三 五 ) の な 
か の 有名 な 「 密 室 の 講義 」 の 章 で 、 フ ェ ル 博士 に 「 われ われ は 推理 
小説 の 中 に いる 人 物 で あり 、 そ う で な いふ を し て 読者 た ち を バカ 
に する わけ に は いか な いか ら だ 。 手 の こん だ 口実 を つく り 出 し て 、 
推理 小説 の 論議 に 引き ずり こむ の は や め よ うじ ゃ な いか 。 書物 の 中 
の 人 物 た ち に で きる 、 最 も 立派 な 研究 を 率直 に 誇 ろ うじ ゃ あな い 
か 」 と 宣 吉 させ 、 “あり そう に な い , と いう 吉 葉 を 引き 合い に 出し 
て 、 独自 の 推理 小説 擁護 論 を 展開 する 。 


「 さ て 、 い か な る 場合 に お いて も 、 推 理 小説 の 悪口 を 吉 つ の に 、 
"あり そう に な い ,。 と いう 吉 葉 は 最も ふさ わし く な い 吉 葉 だ と いう 
こと を 指摘 する の は 、 正 当 な も の と 思わ れる 。 わ れ わ れ が 推理 小説 
を 好む お 大き な 要素 は 、 あ り そ う に な いこ と に 対す る 好み に も と づく 
も の だ 。 ( 中 略 ) 推理 小説 が 終る まで 、 あ り そ う な こと な ど 、 少 し 
も 存在 し 得 な い の だ よ 。 そ れ に 、 も し 帝人 犯 が 犯人 らし く な い 意 外 
な 人 物 に 決め られ る こと を 望む な ら ( 中略 ) 、 そ の 犯人 が 、 最 初 の 
容疑 者 より 不 自然 だ っ た り 、 必 ず し も より 明瞭 な 動機 で な か っ た けり 
する 動機 に よっ て 行動 し た と いっ て 文句 を 喜 う わけ に は 、 な か な か 
も っ て まい ら ぬ と いつ わけ だ ね ,」 


た し か に フェ ル 博 士 の 主張 は 、 冒 頭 か ら 破 綻 し て いる 。 だ が 、 注 
目 す べき 点 は 、 カ ー が “あり そう に な い , と いう 吉 葉 に よっ て 、 
「 本格 推理 小説 」 が も つづ 根源 的 な 「 不 均衡 」 を 明示 し て いる こと で 


ある 。 カ ー の 作品 が いつ も ご て ご て し て 、 バ ラン ス が 悪い よう に 見 
える の は 、 手 の こん だ 口実 を つく り 出 し て 、 そ うし た 「 不 均衡 」 を 
安定 化す る こと を 拒ん で いる か ら だ 。 こ の よう な 意味 に お いて 、 
カー は 、 ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン が 提唱 し た 「 吉 語 ゲ ー ム 」 に 近い 観 
点 か ら (フェ アプ レイ の 原則 ) を 定義 し て いた と いえ る か も し れ な 
い ( 特に 伏線 の 処理 の 仕方 に こそ うし た 傾向 が 見 える ) 。 こ うし た 
立場 が クイ ー ン の それ と 相互 補完 的 な 関係 に ある の は いう つま で も な 
いし 、 そ の いずれ か 一 方 が 正しく て 、 他方 が 調 っ て いる と いう よう 
な 議論 は 意味 を な さ な い 。 


( 12 ) た と えば この 小説 の な か で 、 あ る 重要 な 容疑 者 が 自分 に と っ 
て 不利 な 証拠 を 自発 的 に 提供 する 場面 が ある が 、 探 偵 エ ラリ ー は 、 
「 彼 が 毅 人 犯人 で あれ ば 、 自 分 で で きる あら ゆる 手段 を 講じ て 、 そ 
の 証拠 が 警察 の 手 に 落ち な いよ うに し た は ず だ 、 に も か か わら ず 、 
彼 は 自由 意志 で それ を 告げ に きた 、 も し 彼 が 帝人 犯 ま た は 共犯 者 
だ っ た ら 、 当 然 そ うし た ろう と 考え られ る こと と 、 ま る っ きり 色 計 
し て いる 」 と いう 推論 を 経て 、 こ の 人 物 を 容疑 者 リス ト か ら 外 す 。 
し か し 、 こ の 人 物 ( 三 番 目 の 誠 っ た 推理 で 犯人 と 名 指し され る ) 
が 、 エ ラリ ー が そこ まで 考え る こと を 予想 し て 行動 し て いた と すれ 
ば 、 こ の 推理 は 成り 立た な い 。 し か も 実際 に 、 真 犯人 は それ と 同質 
の 思考 パタ ー ン で 行動 し て いた に も か か わら ず 、 エ ラリ ー は こう し 
た 可能 性 に つい て ひと こと も 触れ よう と は し な い の で ある ( なぜ な 
ら 、 そ れ は 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス を 招き 寄せ て し まう か ら ) 。 
クイ ー ン は 容疑 者 の 行動 の 「 自 発 性 」 を 善意 に 解釈 し て 、 論 理 的 な 
整合 性 を 保 と うと し て いる が 、 か えっ て この よう な 箇所 に 「 作者 」 
の 次 意 的 な 価値 則 断 が あら われ て いる と いっ て よしい)。 


( 13 ) 笠井 潔 は 、 第 一 次 世界 大 戦 に お ける 「 大量 死 」 と いう 歴史 的 
観点 か ら 「 大 戦 間 探偵 小説 」 の 量 和 著 づ け を 行なっ て いる が 、 ク イー 
ン は すでに 『 チ ャ イナ 椿 だ いだい の 謎 』( 一 九 三 四 ) で こう し た 構 
成 に 基づい て も 、 や は けり 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス を 免れ えな いこ 
と を 示し た 。 こ の 点 に つい て は 、 抽 稿 "大量 死 と 密室 」 を 参照 され 
よ 。 


(14 ) エラ リー・ ク イー ン ( お よび バー ナビ イ ・ ロ ス ) が 、 フ レデ 


リッ ク ・ ダ ネイ と マン フレ ッ ド ・BH リ ー と いう 二 人 の 合作 者 の 筆 
名 だ っ た と いう 「 事 実 」 は 、 こ の こと と 無関係 で は あり えな い 。 筆 
名 の か らく り が 伏せ られ て いた [ 頃 、 二 人 の 従兄 弟 が それ ぞ れ 覆面 を 
し て 講演 会 場 に あら われ 、 聴 湯 の 前 で バー ナビ イ ・ ロ ス と エラ 
リー・ ク イー まじ ピピ ウ ド は 、 
彼ら が こう し た ゲー デル 的 状況 を 現実 に 生き た と いつ こと を 示し て 
いる 。 逆説 的 な 吉 い 方 に な っ て し まう つが 、 ポ スト 構造 主義 の いか な 
る テク スト 理論 も 、 こ の よう な 「 で き ご と 」 の 前 で は 沈黙 せ ざ る を 
えな い だ ろ うつ 。 


( 15 ) な お 、 こ こ で 強調 し て お か な けれ ば な ら な い の は 、 中 後期 の 
作品 に お いて も 、 ク イー ン は これ まで 述べ て きた よう な 意味 で の 

「 形 式 化 」 と いう 問題 意識 を けっ し て 手放さ ず 、 お しろ それ を より 
いっ そう 戦略 的 に 記述 する 方 向 を 目指 し た と いう つこ と で ある 。 そ う 
し た 姿勢 が 端的 に あら われ て いる の は 、『Y の 慈 劇 』 に よっ て 発見 
され た (操り ) と いう テー マ に ほか な ら な い 。 後期 の クイ ー ン の 戦 
略 は 、 ゲ ー デ ル に よる 「 超 メタ 数 学 」 の 算術 化 の 手続 き に より 厳密 
に 対応 する 。 実 際 ク イー ン は 、 現 在 メ タ ・ ミ ステ リー と いう 概念 に 
よっ て 語ら れ て いる 事態 を 、 (操り) と いう テー マ を 用 いて 原理 的 
凍 邊 人 ま 7n 
りか え し 見 出さ れる 「 不 均衡 」 の さま ざま な 様態 『 シ ャ ム 双 子 
の 謎 』 で 行き 着い た 絡 8 計 を 折 放 的 に 肌 検 討 する 手続き か ら 生 じ た も 

の だ 。 た と えば 、 4 章 で 触れ た 「 真 犯人 の 偽り の 告白 」 と いう テク 
ニッ ク に 見 られ る パラ ドキ シカ ル お な 構成 は 『 悪 の 起源 』 を 経て 、 

『 最 後 の 一 撃 』 で も う 一 度 取 り 上 げ ら れる し (後者 の それ は 、 グ レ 
ゴリ ー・ ベ ー ト ソン が 提唱 し た ダブ ル ・ バ イン ド 状 況 その も の と し 
て あら われ て いる ) 、 ま た 図 -- 地 反転 」 と いう 問題 に 関し て も 、 

『 ダ ブル ・ ダ ブル 』 に お いて いっ そう 水際 立っ た 形 で 、 そ し て や は 
り 『 最 後 の 一 撃 』 で は 、 双 生 児 の 決定 不可 能 性 と し て の 再 吟味 が な 
され て いる 。 


最後 の 一 緊 』 は 、 ダ ネイ と リー の 合作 に よる 最後 の 作品 と いわ れ 
IS さま ざま の 点 で 、『 シ ャ ム 双 生 児 の 謎 』 を 和 礼 千 と させ る 
箇所 が ある 。 し か も 驚く べき こと に 、 こ の 小説 の ラス ト で クイ ー 


(まる で レヴ ィ は 「 雪 語 の 
馬 生 に は しよう と さえ する の で ある 一 た ど え は 最後 の 女 
4 人 メッ セー ジ 解 釈 の 異様 さ ソシュール 


「 吉 語 に は 消極 的 な 差 異 し か な い 」 と い 1 う 観 点 か ら ら 読み 解く 上 だ 
は で き な い だ らち うか ? 


(16 ) 抽 稿 "一 カ 三 二 年 の 傑作 群 を めぐ っ て 」 を 参照 され よ 。 


参考 文献 (文中 に 示し た も の の ほか ) 
吉永 良 正 『 ゲ ー デ ル ・ 不 完全 性 定理 』 (講談 社 ブ ルー バッ クス ) 


ー カ 三 二 年 の 傑作 群 を めぐ っ て 


ー 九 三 二 年 、 エ ラリ ー・ ク イー ン は 四 冊 の 長編 を 発表 し た 。 ク 
イー ン 名 義 に よる 『 ギ リシア 格 の 謎 』『 エ ジ プ ト 十字 架 の 謎 』、 お 
よび バー ナビ ー・ ロ ス の 変名 で 発表 され た 『 X の 慈 劇 』『Y の 慈 
劇 』 で ある 。 こ の 四 作 は いずれ も 初期 クイ ー ン を 代表 する 傑作 で あ 
二 2 の HH 


本 に お UI トッ プク ラス に 位置 する 不朽 の 作品 ば か り で ある こ 
と に 異論 は な い だ ろ う 。 ク イー ン が 二 人 の 従兄 弟 に よる 合作 者 だ っ 
た こ (一 と を 考慮 し て も 、 ー つう し た 記念 碑 的 な 傑作 群 を 、 た つ た 一 年 の 
間 に 立て つづ け に 発表 する と いう の は 、 ほ と ん ど 奇 跡 に 近い 、 父 嘆 
に 値する 出来 事 で ある 。 単に この 時 期 、 作 家 と し て 脂 が 乗っ て い 

た 、 と いう 説明 だ け で は と て も カバ ー し きれ な い 。 む し ろ 、 探偵 小 
説 と いう 形式 その も の に 内 在 する 必然 性 の モメ ント が 作用 し た と 考 
えな けれ ば 、 こ の よう な 達成 は あり えな い は ず で ある 。 


この 時 期 、 二 人 の 若い 作者 を 突き 動か し た 必然 性 の モメ ント を 考 
える うえ で 、 柄谷 行人 が 一 九 八 o 年 代 前 半 に 行なっ た 一 連 の 仕事 を 
参照 する こと に し よう 。 柄谷 の 仕事 は 、 一 般 に 「 形 式 化 」 と 呼ば れ 
る 。「 形 式 化 は 、 指 示 対 象 ・ 意 味 ・ 文 肛 と いっ た 外部 性 を 還元 し 、 
意味 の な い 交 意 的 な 形式 的 関係 ( 差異 ) と 一 定 の 変換 規則 ( 構造 ) 
を みる こと で ある 。 こ の 選 元 に お いて 、 ど の よう な 手 つ づ き が と ら 
れ て も 本 来 的 に 差 は な い 。 そ の いずれ に お いて も 、 な ん ら か の か た 
ち で 、 形 式 体系 内 部 の 自立 性 を めぐ っ て 、 あ る い は 外部 性 を めぐ っ 
て 、 パ ラド ックス が 見 出さ れる 」 ( 「 吉 語 ・ 数 ・ 貨 幣 」 ) 。 柄谷 は 
「 形 式 化 」 の 極限 に お いて 、 体 系 が 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス に 陥 
けり 、 内 部 か ら 自 壊せ ざる を えな いり | 構造 機制 を 、 有 名 な 「 不 完全 性 定 
理 」 に ちな ん で 「 ゲーデル 的 問題 」 と 名 付け て いる 。 


二 十 世紀 に お いて 最も 劇 的 な 事件 の ー つ は 、 ヒ ルベル ト の 形式 主 
義 が 完成 し た と 思わ れ た まさ に その 時 点 で 、 そ れ に 対す る 致命 的 な 
批 剤 が ある 青年 に よっ て 届け られ た こと だ と いっ て よい か も し れ な 
い 。 そ れ が ゲー デル の 「 不 完全 性 の 定理 」 ( 一 三 一 年 ) で ある 。 


結論 を 先 に いう と 、 ゲ ー デ ル の 定理 は 、 ど ん な 形式 的 体系 も 、 そ 
れ が 無 矛盾 的 コン シス テン ト で ある か ぎり 、 不 完全 で ある 、 と いう 
こと だ 。 彼 の 証明 は 、 形 式 体 償 に 、 そ の 体 余 の 公理 と 合わ な い 、 し 
た が っ て それ に つい て 正しい か 誤り か を いえ な い \ (決定 不可 能 な ) 
規定 が 見 出さ れ て し まう と いう こと を 示す 。 ま た 、 い いか えれ ば 、 
ある 形式 体 償 が コン シス テン ト で ある と し て も 、 そ の 証明 は その 体 
大 の な か で は 得 ら れ な いこ と 、 そ れ 以 上 の 強い 理論 を 必要 と する こ 
と を 意味 し て いる 。 こ うし て 、 純 粋 数 学 の 完全 な 演 幼 体 償 は 、 一 般 
的 に 存在 し な いこ と が 証明 され て し まっ た の で ある 。 


(「 隠 隙 と し て の 建築 」 ) 


だ が 、 わ れ わ れ の 文 且 か らい えば 、 二 十 世紀 に お いて 最も 劇 的 な 
事件 と は 、 ゲ ー デ ル の 論文 が 発表 され た 翌年 、 と も に ゲー デル より 
一 歳 年 長 に 当たる 二 人 の 青年 が 、「 不 完全 性 定理 」 と 軌 を 一 に する 
よう な プロ セス を た どっ て 、 探 偵 小 説 を 「 ゲ ー デ ル 化 」 し て し まっ 
た と いう 出来 事 に ほか な ら な い 。 こ の 出来 事 を めぐ る 以下 の 論述 
は 、 以 前 「 現代 思想 」( 九 五 年 二 月 号 ) に 掲載 し た 「 初 期 ク イー ン 
論 」 の 補 論 と し て 書か れ て いる が 、 今 回 は 紙 幅 の 都合 に より 、 数 学 
基礎 論 に 関す る 説明 を 大 幅 に 省略 し な けれ ば な ら な か っ た 。 よ り 詳 
細 な 議論 に 興味 の ある 読者 は 、 = 月 細 文 を 参照 され た い !。 


立 井 潔 は 『 探 偵 小説 論 序 説 。 の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 


と ころ で 探偵 小説 に お ける 「『 犯人 一 被害 者 探偵 」 の 図式 は 、 そ れ 
自体 と し て 「『 作 者 一 作品 一 読者 」 の 図式 に 重なり あう 。 被害 者 の 恨 体 
に 銀 徴 化 さ れる 謎 = 事件 と は 、 作 者 = 犯人 が 創造 し た 一 牧 の 「 作 
品 」 に ほか な ら な い 。 読者 = 探偵 は 、 そ れ を 正確 に 「 読む お 」 こ と に 
お いて 作者 = 犯人 の 実像 に 迫る 。 


(「 探 偵 小 説 の 構造 2 役柄 論 」) 


ここ で 笠井 が 抽出 し た 探偵 小説 の 「 構造 」 は 、 静 的 で 閉じ られ た 
モデ ル で ある 。 「 犯 人 被害 者 探偵 」 の 図式 が 、 そ れ 自 体 と し て 
「 作者 一 作品 一 読者 」 の 図式 に 重なり 合う た め に は 、「 作品 」 の 内 部 
/ 外部 と いう 二 つ の 異な る レベ ル が 、 あ ら か じ め 遇 別 され て いな け 
れ ば な ら な い ( 図 1 ) 。 い いか えれ ば 、 こ こ で の 笠井 の 議論 は 、 
ラッ セル が 提唱 し た ロジ カル ・ タ イプ 理論 を 前 提 と し て いる 。 む る ろ 
ん この 前 提 は 、 探 偵 小説 の ゲー ム 性 ( フェ アプ レイ ) の 要請 か ら 導 
か れ た も の だ 。 
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し か し 、 ゲ ー ム 探偵 小説 の 作者 が つね に 読者 の 裏 を か く こ と を も 
くろ ん で いる 以上 、「 作品 」 は 閉じ た ニュ ー ト ラル な シス テム で あ 
る こと を 維持 で き な い 。 た と えば 、 ア ガサ ・ ク リス ティ の 『 ア クロ 
イド 殺害 事件 』 で は 、 中 立 を 装っ た 一 人 移 の 語り 手 が 、 事 件 の 「 犯 
人 」 と 名 指 さ れ る 。 この 小説 は 作品 」 の 外部 (上 位 レ ベル ) が 、 
内 部 (下位 レベ ル ) に ずれ 込ん だ よう な 自己 吉 及 的 な 構造 を な し て 
お り 、 ロ ジ カ ル ・ タ イプ 理論 が 禁止 する クラ ス と メン バー の 混同 
が 、 読 者 の 意表 を 突く 「 意 外 な 犯人 」 の 成立 を 可能 に し た こと を 明 
示し て いる 。 


こつ し た 自己 吉 及 的 な 構造 を 把握 する た め に は 、 『 犯人 被害 者 
探偵 」 の 図式 は 、 お し ろ そ れ 自 体 と し て 「 作品 」 に 重ね 合わ され な 
けれ ば な ら な い 。 前 者 を 後者 に 代 人 する と 、「 作者 一 ( 犯人 被害 者 
ー 探 偵 ) 読者 」 と いう 図式 が 導 か れる 。 これ を 図示 する と 、 図 2 の 
よう な 上 位 / 中 位 / 下位 の 階層 を 持つ 送 ビ ラミ ッ ド 型 の 配置 が 得 ら 
れる が 、 お むろ ん この 配置 は 、 ぴ っ た り と 重なっ た 図 1 の 二 つ の 三角 
形 を 垂直 方 向 に ずら し た も の に ほか な ら な い 。 さ ら に 、「 被害 者 
の 項 を 「 死 体 」 に 置き 換え た の は 、 そ れ が 犯人 探偵 」 に よっ て 
対象 化 さ れ た 客体 の レベ ル ( オプ ジェ クト ・ レ ベル ) に 位置 する こ 
と を 強調 する た めで ある 。 


さて 、 こ こ で 逆 ピ ビラ ミッド の 左辺 、「 作者 犯人 死体 」 と いう 系 
列 に 注目 し て みよ う 。 こ の 系 列 上 で は 、 犯 人 は 死体 より 、 ま た 作者 
は 犯人 より 上 位 の レベ ル に あり 、 別 の 吉 葉 で いい か えれ ば 、「 犯 人 
- 死 体 」「 作 者 犯人 」 と いう 組み 合わ せ は 、 そ れ ぞ れ 「 ク ラス ー- メ 
ン バ ー」 の 関係 に 相当 する 。 ロ ジ カ ル ・ タ イプ 理論 は 、 ク ラス (上 
位 レ ベル ) と メン バー ( 下位 レベ ル ) の 混同 を 禁止 し 、 そ の 混同 か 
ら 生 じ る 集合 論 的 パラ ドッ クス を 人 避け よう と する も の だ が 、 ク リス 
ティ の 作例 が 端的 に 示す 通り 、「 意 外 な 犯人 」 を 至上 命令 と する 
ゲー ム 探 偵 小 説 の 作家 た ち は 、 送 に そう し た パラ ドッ クス こそ が 意 
外 性 の 源泉 に ほか な ら ず 、 ク ラス と メン バー の 混同 は 避け られ な い 
こと を 本 能 的 に 察 和 し て いた 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン の 形式 主義 を 継承 
し 、「 国名 シリ ー ズ 」 で フー ダニ ッ ト 作 家 と し て 出発 し た クイ ー ン 
が 、 こ うし た 局面 に た どり 着く の は 、 い わ ば 時 間 の 問題 だ っ た と 
いっ て よい )。 


「 作 者 一 犯人 一 死体 」 と いう 系 列 に 生じ る ロジ カル ・ タ イプ の 侵犯 
( レベ ル の 混同 ) は 、 二 つの 類型 に 分 けら れる 。 ( 
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きき が それ で ある 。 以 それ の 類別 に ついて 般 れ て お こ 
環 
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この 類型 に は 、 い くつ か の パタ ー ン が 考え られ る 。 い ちば ん 初歩 
的 な の は 、 級 人 と 思わ れ た 事件 が 実際 は 自殺 に すぎ な か っ た と いう 
も の だ が 、 こ の 種 の 解決 は 意外 性 より 店 すか し を 感じ させ る 可能 性 
が 高く 、 よ ほど テク ニカ ル な 処理 を し な い 限 り 、 読 者 に は 歓迎 され 
な い 。 あ る い は 連続 久 人 事件 で 、 犯 行 の 時 間 的 前 後 関係 を 衣 認 さ 
せ 、 犯 人 が 実際 の 死亡 時 より 早い 時 点 で 死者 の 列 に 加わ っ て いた よ 
うに 偽装 する ケー ス も ある 。 "そし て 誰 も いな く な っ た 』 ( ウ リス 
ティ ) で は 、 人 0 3 三 つ の 
リエ ー シ ョ ン が 投 填 され る 。 


し か し この 類型 の 中 で 、 最 も 典型 的 か つ 重 要 な ケー ス は 、 い わ ゆ 


る 「 顔 の な い 死 体 」、 ト リッ ク と 、 そ の さま ざま な 変形 に ほか な ら な 
い 。 こ れ は ひと くち に いう と 、 最 初 に 被害 者 だ と 思わ れ て いた 人 物 
が 真犯人 で ある と 章 明 する 技法 で 、 首 を 切る 、 顔 を つぶ す 等 の 偽装 
手段 に よっ て 、 死 体 の アイ デン ティ ティ を 犯人 自身 の それ と すり 替 
える と ころ か ら 右 の よう に 総称 され る が 、 死 体 の 顔 に 損傷 が な く て 
も 、 犯 人 と 被害 者 が 瓜 二 つの 外見 を 備え て いる よう な 場合 は 、 や は 
りこ の ケー ス に 含め て いい だ ろう つう 。 こ の トリ ッ ク の 過 目 は 、 死 体 に 
加え られ た 物理 的 損壊 の 有無 で は な く 、 「 犯 人 死体 」 と いつ 主 客 
の 関係 が 、 ロ ジ カ ル ・ タ イプ の 侵犯 ( レベ ル の 混同 ) に よっ て 入れ 
替わっ て し まう 点 に ある か ら で あ る 。 


「 犯人 死体 」 の 構図 が 逆転 する 意外 性 は 、MLICLI エ ッ シ ャ ー の だ 
まし 絵 の よ うつ な 「 図 - 地 反転 」 の 視覚 的 効果 に 通じ る も の だ 。 た と 
えば 、 エ ッ シ ャ ー の ある 作品 で は 、 図 ( フィギュア ) と 地 ( グラ ウ 
ンド ) が 見 よう に よっ て 逆転 し 、「 決 定 不 可能 」 で ある 。 こ こ で 生 
じ て い る の は 、 論 理学 的 に いえ ば 、 ク ラス ( 上位 レベ ル ) が メン 

バー (下位 レベ ル ) に な っ て し まう と いう つこ と だ が 、 同 様 の こと が 
「 顔 の な い 死 体 」 ト リッ ク に も 起こ っ て いる 。 こ こ で 見 逃し て は な 
ら な い の は 、 そ うし た パラ ドッ クス が 、 探 偵 小説 の 「 構造 」 そ の も 
の に 由来 し て いる と いう こと で ある 。 す な わ ち 「 顔 の な い 死体 」 ト 
リッ ク は 、「 作品 」 の 内 部 に 属す る スタ ティ ッ ク な 図式 を 土台 か ら 
揺るが す 。 


この パラ ドッ クス は 、 ま た 別 の 吉 葉 で いい か える こと が で きる 。 
た と えば 、 笠 井 潔 は 『 探 偵 小説 論 II 虚空 の 螺旋 』 の 中 で 、 次 の よ 
うに 指摘 し て いる 。 「 探 偵 小説 の ルー ル を 象 微 的 に 核心 化す れ ば 、 
それ は 死者 は 死者 で ある と いう 同一 律 の 完璧 な 遵守 と いう こと に な 
る 。 こ の ルー ル に は 、 い か な る 例外 も 許さ れ え な い 。 死人 が 生き 返 
る 世界 で は 、 探 偵 小説 の 大 前 提 で ある 級 人 事件 が 成立 し えな い の で 
ある 」(「 第 九 章 第 三 の 波 の 前 線 」) 。 つ まり 探偵 小説 の 世界 で 
は 、「 死 者 を 生き 返ら せ て は な ら な い 」。 こ の 大 前 提 を 遵守 し な が 
ら 、 い か に 逆手 に 取る こと が で きる か 2? 探偵 小説 の 諸 コ ー ド の 上 臨 
界 点 が そこ に ある と すれ ば 、「 顔 の な い 死 体 」、 ト リッ ク と は 、 ま さ 
に この パラ ドッ クス の テク ニカ ル な 「 封じ 込め 」 に ほか な ら な いし)。 


フラ ン シ ス ・ ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア は 、 ク イー ン の 三 年 代 初期 
の 作品 に この モチ ー フ が 繰り 返し 使用 され て いる こと に 注目 し て 、 
「 バ ー ル スト ン 先 攻 法 ギャ ン ビ ピット 」 と 名 付け て いる ( この 命名 
は 、 コ ナン ・ ド イル の 『 怖 の 谷 』 に 由来 する ) 。 こ の モチ ー フ に 
対す る 当時 の クイ ー ン の 執着 は 、 尋 常 で は な い 。 『 X の 問 劇 』『 エ 


ジ プ ト 十字 架 の 謎 』 (一 カ 三 二 ) 、『 ア メリ カ 銃 の 謎 』( 三 三 ) の 
三 作品 で は いずれ も この 技法 が 用 いら れ て お り 、 ま た 『 Y の 慈 劇 』 
( 三 三 ) 冒頭 の 死体 公示 所 の 場面 で も 、 そ れ を 匂わ せる よう な あい 
まい な 書き 方 が な され て いる 。 当時 クイ ー ン と ロス は 別 の 作家 だ と 
思わ れ て いた が 、 同 じ パ ター ン を 連続 し て 使用 すれ ば 、 そ れ だ け 読 
者 に 真相 を 見 破 ら れる 危険 が 増す の は 目 に 見 えて いる 。 に も か か わ 
ら ず 、 ク イー ン が 「 バ ー ル スト ン 先 攻 法 」 に 執着 し た の は 、 こ の モ 
チー フ が 探偵 小説 の 「 構 造 」 そ の も の に 由来 する 重大 な パラ ドッ ク 
ス だ と いう こと を 察知 し て いた か ら で あ る 。 


クイ ー ン が こう し た パラ ドッ クス に 自覚 的 だ っ た こと は 、『Y の 
引 劇 』 と いう 作品 に よっ て 裏付け られ る 。 こ の 作品 の 序章 に 当たる 
死体 公示 所 の 場面 で は 、 ヨ ー ク ・ ハ ッ タ ー な る 人 物 と お ぼ ば し き 人 死体 
が 海中 か ら 引 き 揚 げ ら れる 。 ヨ ー ク の 死 は 自殺 と し て 処理 され る 
が 、 明 ら か に この 導入 部 は 、『 X の 慈 劇 』 第 二 幕 の チャ ー ル ズ ・ 
ウッ ド 車 掌 級 し ( 典型 的 な 「 バ ー ル スト ン 先 攻 法 」 が 用 いら れ て い 
る ) を 連想 させ る よう に 書か れ て いる 。 た だ し これ は 意図 的 な ミス 
ディ レク ショ ン の 身振り で あっ て 、 引 き 揚 げ ら れ た 死体 は 、 た し か 
に ヨー ク 自 身 の も の で ある 。 し た が っ て 、『 Y の 慈 劇 』 に は 、 

「 バ ー ル スト ン 先 攻 法 」 と いう モチ ー フ は 登場 し な いり 。 に も か か わ 
ら ず この 作品 で も 、「 犯 人 」 は 「 死 体 」 で ある ヨー ク ・ ハ ッ タ ー そ 
の 人 な の だ 。 


むろ ん 右 の 表現 は 、 レ トリ カル な も の で ある 。 す で に 作品 の 冒頭 
で 「 死 体 」 と な っ た ヨー ク は 、 彼 自身 が 実行 犯 と し て 、 毅 人 計画 を 
実 現 する こと は で き な い か ら だ 。 そこで クイーン は 「 操 り 」 と いう 
モチ ー フ を 作 中 に 導入 し 、 計 画 犯 と 実行 犯 を 分 離す る こと に よっ て 
この 障害 を クリ ア す る - 一 が 、 こ こ で 注目 すべ き 点 は 、 死 後 の 操 
!) 」 と いう 技法 が 、「 死者 を 生き 返ら せ て は な ら な い 」 と いう 探偵 
小説 の 大 前 提 を 遵守 し な が ら 、 そ れ を 逆手 に 取る た め の テ クニ カル 
な 抜け 婦 に ほか な ら な いと いう つこ と で ある 。 い いい か えれ ば 、『 Y の 
悲劇 』 に お いて も 、「 犯 人 死体 」、 と いう クラ ス と メン バー の 混同 
(ロジ カル ・ タ イプ の 侵犯 ) が 、 作 品 の パラ ドキ シカ ル な 「 構 造 」 
を 生じ させ た こと に な る 。 と いう こと は 、 こ の 作品 の 構想 は 「 バ ー 
ルス トン 先攻 法 」 と 同じ 思考 の 枠組 か ら 派 生 し た も の だ と いっ て よ 
\。 
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この 類型 は 、 二 つの パタ ー ン に 大 別 さ れる 。 ま ず 第 一 に 挙げ られ 
る の は 、 前 出 の 『 ア クロ イド 殺害 事件 』 に 代表 され る よう な 、 小 説 
の 語り 手 そ の も の が 犯人 で ある ケー ス 。 こ れ に つい て は 、 あ ら た め 
て 繰り 返す まで も な い だ ろ う 。 そ こ で は 文字 通り の 意味 で 、「 作者 
ー- 犯 人 」 と いう ロジ カル ・ タ イプ の 侵犯 ( レベ ル の 混同 ) が 生じ て 
いる 。 ク イー ン は この 種 の トリ ッ ク を その まま の 形 で 自作 に 用 いた 
こと は な か っ た が 、『 Y の 慈 劇 』 の 中 で は 、 ヨ ー ク ・ ハ ルッ ター が 残 
し た 探偵 小説 の 「 梗 概 」(『 ヴ ァ ニ ラ 殺 人 事件 』 ) に 、 次 の よう な 
確 舗 犯 的 な 一 行 が 記さ れ て いる 一 - 「 構 成 一 人 称 で 書く こと 。 犯 人 
は 私 自身 」。 


これ に 対し て 、 や や 注意 を 要する の は 、 第 二 の ケ ー ス で ある 。 こ 
の ケー ス に お いて は 、「 犯 人 」 が 「 探 偵 」 と 同等 、 あ る い は それ 以 
上 の 知 的 怪物 と 化し 、 ゲ ー ム 探偵 小説 が 要請 する 「 問題 編 一 解 決 
編 」 の 二 重 構造 を 多重 化し て し まう 。 具体 的 に は 、「 犯人 」 が 意図 
的 に 虚偽 の 手がかり を 配置 し 、 名 探偵 の 推理 を 名 指し で 操る こと に 
よっ て 、 作 品 空間 が 「 (問題 編 - 偽 の 解決 編 ) 一 真 の 解決 編 」 と いう 
形 へ 自己 増 丈 し て いく こと を 指す 。 こ うし た 事態 は 、「 犯 人 」 が 
「 問題 編 一 偽 の 解決 編 」 と いう 作 中 作 の 「 作 者 」 と し て ふる まっ て 
いる に 等 し い 。 


『 ギ リシア 檜 の 謎 』 で 、 大 学 を 出 た ば か り の 若い エラ リー を 翻弄 す 
る ペッ パー 検事 科 は 、 ク イー ン 作 品 に 登場 する "メタ 犯人 」 第 一 号 
に ほか な ら な い 。「 ペッ パー は 、 僕 の 特殊 な 推理 の し か た の 前 例 を 
知っ て いて 、 僕 を 手玉 に と ろう と 考え た の で す 。 一 一 目 瞭 然 な 手 が 
か り で は な く て 、 僕 に は 必ず 気づく と 考え た 、 巧 妙 な 、 も っ て ま 

わっ た 手がかり を 残し て お いた の で す 」。 こ の 長編 で クイ ー ン は 最 
終 的 な 真相 も 含め 、 四 つの 目 が くら お よう な 解決 を 提示 し て いる 

が 、 そ うし た 多重 解決 の 試み 自体 は 、『 陸 橋 殺 人 事件 。( RLALI 
ノッ クス ) や 『 毒 入り チョ コレ ー ト 事件 』 ( All バ パーク リー ) の よ 
うな 先例 が ある 。 し か し 、 こ れ ら の 先行 作品 が 「 素 人 探偵 の 推理 合 


戦 」 と いう 形 で 、 複数 の 解決 信 を 同一 平面 上 で 並列 処理 し 、「 探 

偵 」 の 推理 の 次 意 性 と いう 側面 を 強調 し て いる の に 対し て 、 ク イー 
ン は 「 作 者 一 犯人 」 と いう 垂直 軸 を 「 作 品 」 の 内 部 に 畳み 込み 、 複 
数 の 解決 編 が 自己 吉 及 的 な ビラ ミッ ド 構 造 を な す よ うに 、 小 説 を 組 
み 立 て て いる 。 こ うし た 「 作品 」 の 階 化 は ラッ セル の ロジ カル ・ 
タイ プ 理 論 か ら 派生 し た タル スキ ー の メタ 吉 語 の 設定 と パラ レル な 
関係 に あり 、 探 偵 小説 の 「 構造 」 を な ぞ る こと に よっ て 、 必 人 然 的 に 
生じ た も の だ と いっ て よし !。 


いう まで も な く 、『 ギ リシア 杜 の 謎 』 の よう な 「 メ タ 犯 人 」 の 出 
現 は 、 探 偵 小説 の 陸 じ た ニュ ー ト ラル な シス テム を 危う くす る も の 
で ある 。 作 中 に ば ら ま か れ た 手がかり!) が 、「 作者 」 の 手 に よる 真 の 
手がかり な の か 、「 犯 人 」 が 仕組 ん だ 虚偽 の 手がかり で ある の か 、 
小説 に 最後 の ピリ オド が 打 た れる まで は 事実 上 「 決 定 不可 能 」 で あ 
る か ら だ 。 そ の よう な 意味 で の パラ ドッ クス が 、「 作者 犯人 」 と 
いう ロジ カル ・ タ イプ の 混同 に 由来 し て いる こと は 、 す で に 述べ た 
通り で ある 。 こ の パラ ドッ クス を 鋭敏 に 察 各 し 、 か つ そ れ を 自己 意 
識 化 され た 方 法 と し て 探偵 小説 の 「 構 造 」 へ 幾度 も 送り 返し て や る 
こと 一 一 九 三 二 年 の 「 奇跡 」 が 可能 に な っ た 背景 に は 、 ク イー ン の 
目覚 まし い 「 発 見 」 が ひそ ん で いる 。 


探偵 小説 の 「 ゲ ー デ ル 化 」 と は 、 ど うい うこ と か 。 柄谷 行人 は 
「 吉 語 ・ 数 ・ 貨 幣 」 の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 


ゲー デル の 証明 は 、 簡 単に いえ ば 、 超 メタ 数 学 の 人 算術 化 - 一 超 数 学 
に お ける 記号 を ゲー デル 数 と よ ば れる 自然 数 に 翻訳 する こと - 一 に 
よっ て 、 図 3 の よう な 循環 を 形成 し て し まう つこ と だ と いえ る 。 そ れ 
に よっ て 、 ク ラス と し て の メタ 数 学 が メン バー と し て の 形式 体 系 に 
入り こん で くる よう な 自己 吉 及 の パラ ドッ クス を 巧妙 に 構成 し た の 
で ある 。 ゲー デル の 定理 は さま ざま な 意味 を も つが 、 わ れ わ れ の 文 
脈 で は 、 そ れ は カン トー ル の 見 出し た パラ ドッ クス を べつ の か た ち 
で 再 確認 する も の だ と いえ よう 。 彼 の 証明 は 、 ラ ッ セ ル と ホワ イト 
ヘッ ド の 『 プ リン キ ピ ア ・ マ ティ マテ ィ カ 』 に 即 し て な され て い 


る 。 つ まり 、 パ ラド ックス を ロジ カル ・ タ イプ に よっ て 回 避 し た 
ラッ セル に 対し て 、 た と え そ うし て も その タイ ピン グ が 破 ら れ ざ る 
を えな いこ と を 示し た の で ある 。 ( 計 引用 に 際 し て 、 図 の 番号 を 
変更 し た ) 
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形式 化 と いう 観点 か ら 見 れ ば 、『 ギ リシア 和 の 謎 』 か ら 『Y の 慈 
劇 』 に 至る クイ ー ン の 長編 は 、 ゲ ー デ ル の 証明 が た どっ た 手順 を 探 
偵 小説 の 文 有 泌 に お いて 再現 し た も の と 見 な すこ と が で きる 。 た と え 
ば 、 図 3 の 各 項 の か わ !) に 、「 作者 犯人 一 死体 」 と いう 系 列 を 置い 
て みれ ば 、 図 4 が 得 ら れる 。 す る と 、 前 節 で 述べ た よう に 、「 バー 
ルス トン 先攻 法 」 を 用 いた 『 エ ジ プ ト 十 字 架 の 謎 』 『X の 慈 劇 』 は 
図 の 〇 の 段階 に に そし て 、「 作 者 = メタ 犯人 」 が 「 作 品 」 内 部 に 出 
現す る 『 ギ リシア 樺 の 謎 』 は 、 図 の ② の 段階 に 対応 する こと に な 
る 。 


右 の 三 作 を 踏ま えて 書か れ た 『 Y の 慈 劇 』 に は 、 前 節 で 指摘 し た 
よう に 、⑦ と の ②⑦ の 段階 が あら か じ め 織 り 込 まれ て いる 。 だ が 、 探 偵 
小説 史 を 塗り 替え る 決定 的 な 飛躍 が 生じ る の は 、 ヨ ー ク ・ ハ ッ タ ー 
が 生前 に 書き 記し た 探偵 小説 の 「 梗概 」 を ドル リー・ レ ー ン が 発見 
し 、 そ の 筋書き と 現実 の 殺人 事件 の 写像 関係 に 気づく 時 点 に お いて 
な の で ある 。 こ の 「 梗概 」 が 作 中 で 果たす 役割 は 、 ひ と くち に いう 
と 、 ゲ ー デ ル の こ 回 数 学 の 算術 
記号 を ゲー デル 数 と よ ば れる 自然 数 に 翻訳 する こと に 等 し い 。 す な 
わ ち 「 梗 概 」 の 「 作 者 」 で ある ヨー ク ・ ハ ッ タ ー は 、 物 語 の 冒頭 で 
自殺 し 、 い っ た ん 「 死 体 」 の レベ ル へ と 送り 返さ れる ( ③ ) 。 し か 
し 彼 の 残し た 「 梗 概 」 は 、 死 ん だ ヨー ク 自 身 を 「 犯 人 」 と 名 指す も 
の で あり ) ( = 自己 吉 及 的 な パラ ドッ クス ) 、 ヨ ー ク の 孫 ジ ャ ッ キ ー 
の 手 に よっ て 、 犯 行 は 「 梗 概 」 の 筋書き 通り に 実現 され る (@④)。 


こう し た プロ セス が 、 ゲ ー デ ル の 証明 に 見 られ る の と 同じ 循環 を 
構成 し て いる こと は いう まで も な い だ ろ う 。 興味 深い の は 、 ヨ ー 
ク ・ バ ハッ ター (計画 犯 ) と ジャ ッ キ ー (実行 犯 ) が 、 後 期 クイ ー ン 
の 作品 に 顕著 な 主題 と し て 現われ る 「 父 - 子 」 関係 で は な く 、「 祖 
父 - 陰 」 と いう 関係 に 設定 され て いる こと で ある 。 それは 「 父 - 子 」 
の 上 下関 係 が 二重化 され て いる こと を 示し 、 『 Y の 劇 』 が 図 4 の 
よう に 循 協 的 な 構成 を な し て いる こと と 対応 する 。 


こう し た 循環 は 、 探 偵 小説 の 形式 的 基礎 づけ の 破綻 を 示す と 同時 
に 、 最 終 的 な メタ 探偵 小説 と いう も の が あり えな いこ と を も 意味 し 
て いる 。 こ れ は どう いう こと か 。 『 Y の 劇 』 に お いて は 、 実 行 犯 
で ある ジャ ッ キ ー す ら も 、 図 4 の 循環 過程 か ら 逃 れる こと は で き な 
い 。 ジ ャ ッ キ ー は 解決 編 の 真 前 で 殺害 され 、④② の プロ セス を な ぞ る 
よう に 、「 死体 犯人 」 の レベ ル の 混同 を あら た め て 演じ させ られ 


る 。 に も か か わら ず 、 ジ ャ ッ キ ー を 殺害 し た 「 犯 人 」 は 、 物 語 の 最 
後 の 一 行 に 公 っ て も 、 は っ きり と 名 指 さ れ る こと は な い 。 こ れ は 
ゲー ム 控 偵 小説 の ルー ル か ら す れ ば 、 あ か ら さ まな 欠落 に ほか な ら 
な い が 、 い うま で も な く 読 者 は 、 ド ルリ ー・ レ ー ン が 最後 に 見 せる 
「 痛ま し い 目 つき 」 が 何 を 意味 する か を 知っ て いる 。 レー ン の 沈黙 
は 、『 Y の 此 劇 』 の クラ イマ ックス で 、 ひ と つの 完全 犯 晶 が 実行 さ 
れ た こと を 雑 弁 に 物語 っ て いる か ら で あ る 。 


『Y の 慈 劇 』 の エピ ロー グ は 、 探 偵 小説 が その 「 形 式 化 」 の 極限 に 
お いて 、 探 偵 小説 で ある こと その も の を 裏切っ て し まう 場面 を 描い 
て いる 。 こ の 場面 で ドル リー・ レ ー ン は 、 い わ ば 探偵 小説 の 「 外 
部 」 に 立っ て いる と いえ る 。 し か し それ は 、 名 探偵 で ある レー ン が 
自ら 手 を 下 し て 、 救 済 不可 能 な 「 犯 人 」 を 断罪 し て し まう つこ と か ら 
も た ら さ れ た も の で は な い 。 む お しろ それ は 、 レーン の 沈黙 に よっ て 
も た ら さ れ た と いう べき で ある 。 し 1! か えれ ば 、『 Y の 慈 劇 』 と い 
う 「『「 作 品 」 の 循環 構造 は 、 解 決 編 に お ける レー ン の 沈黙 、 す な わ ち 
「 作 者 」 が 究極 的 な 「 犯 人 」 の 名 前 を 指示 対象 と し て 明記 し な いこ 
と に よっ て 、 か ろう じ て 釣 り 支 えら れ て いる こと に な る 。 こ の こと 
は 探偵 小説 の 「 外 部 」 な る も の が 、 そ の 「 形 式 化 」 の 極限 に お い 
て 、 ネ ガ テ ィ ヴ に し か 示さ れ え な いこ と を 意味 し て いる 。 


いつ まで も な く 前 節 の 結論 は 、「 ア ンチ ・ ミ ステ リー 」 と いう 概 
念 を 先取 りす る も の で ある 。 し か し 、 こ うし た 考え 方 に は 罠 が ひそ 
ん で いる 。 形 式 体系 の 「 外 部 」 は 、「 形 式 化 」 の 極限 に お いて 、 ネ 
ガ テ ィ ヴ に し か 示さ れ え な いと いう 思考 の フレ ー ム は 、 探偵 小説 の 
文脈 に お いて も 、 一 種 の 否定 神学 的 な イデ オロ ギー と し て 機能 する 
か ら だ 。 こ こ で いつ 「 否 定 神学 」 と は 、 ポ ジテ ィ ヴ な 吉 語 表現 で は 
けっ し て と ら え られ な い !、 裏 返せ ば ネガ ティ ヴ な 表現 を 介し て の み 
と ら え る こと の で きる 何ら か の 存在 が ある 、 少 な く と も その 存在 を 
想定 する こと が 世界 認識 に は 不可 欠 だ と する 、 神 秘 主義 的 思考 一 般 
を 広く 指し て いる 。 わ れ わ れ は 、『 Y の 慈 劇 』 に お ける クイ ー ン の 
達成 を 最大 限 に 評価 し つつ 、 同 時 に その 評価 が 否定 神学 的 思考 の 罠 
に 陥っ て し まう こと を 回 避 し な けれ ば な ら な い )。 


浩紀 は 、「 ジ ャ ッ ク ・ デ リ ダ に つい て 」 と いう 副題 を 持つ 『 存 


1 3 9 ム を 「 ゲ ー デル 


家 を 、 それ が 宮 定 神学 的 思考 に 限り な く 接 近 し て いる と いう 点 か ら 
批 間 す る (この 時 期 の 柄谷 の 「 神秘 主義 」 へ の 傾倒 は 、 後期 クイ ー 

ン が 探偵 小説 を ユダ ヤ 秘 教 的 な 神学 体系 に 接続 し よう と し た こと と 
パラ レル な 関係 に ある ) 。 さ ら に 東 は 、 第 二 期 デ リ ダ の 著作 を 援用 
し て 「 郵 便 的 脱 構築 」 と いう 仮説 概念 を 想定 し 、 そ れ に よっ て 「 否 
定 神学 」 に 対す る 抵抗 線 を 引 こ うと 試み て いる 。 ク イー ン 論 の 文 服 
か ら 大 幅 に 人 逸脱 し て し まう た め 、 こ こ で は 詳細 に 踏み 込ん だ 説明 を 
割愛 する が 、「 郵 便 的 脱 構築 」 の 基本 的 な アイ ディ ア は 、 お よそ 次 
の よう つ な も の で ある 。 


ここ か ら 私 た ち は 、 デ リ ダ が 「 郵 便 」「 手 紙 」 の 隠 只 を 用 いた 戦 
略 的 必然 性 を か な り は っ きり と つか むこ と が で きる 。 そ の 隠 只 を 用 
いる デリ ダ は 、「 不 可能 な も の 」 を 思考 する た め 、 シ ステ ム の 全体 
に た と え 否 定 的 に で も 吉 及 する 必要 が な い 。 「 不 可能 な も の 」 は 行 
方 不明 の 郵便 物 と し て イメ ー ジ され る 。 そこ で は も は や 彼 は 、 ま ず 
シス テム 全体 を 形式 化し 、 そ こ か ら 「 真 偽 が 決定 で き な い 命題 が 少 
な く と も ひと つ は ある 」 と いう 命題 を 導く ゲー デル 的 論理 、 つ まり 
郵便 制度 全体 を 見 渡し 、 そ こ か ら 「 配 達 が 完了 し な い ! 手 紙 が 少な く 
と も ひと つ は ある 」 と いう 命題 を 導く ラカン 的 論理 を 必要 と し な 
い 。 あ る 手紙 が 行方 不明 デッド に 、 吉 い 換 えれ ば シニフィエ な き シ 
ニ フ ィ アン と な る の は 、 郵 便 制度 が 全体 と し て 不 完全 だ か ら な の で 
は な い 。 よ り 細 部 に お いて 、 一 回 一 回 の シ ニ フ ィ ア ン の 送付 の 膨 弱 
さ が 、 手 紙 を 行方 不明 に する 。 行方 不明 の 手 多 は 、 そ の 可能 性 (a- 
venir ) に お いて 無数 に ある こと だ ろう 。 そ し て その 送付 の 脆弱 さこ 
そ が 、「 エ クリ チュ ー ル 」 と 呼ば れる も の に ほか な ら な い 。 デリダ 
的 脱 構築 に は も は や 、 断 絶 し 、 複 数 化し た シ ニ フ ィ ア ン の ネッ ト 
ワー ク の 切れ 端 し か 見 えな い の で ある 。 「 不 可能 な も の 」 は その 切 
れ 端 で 現れ る 。 象徴 界 の 全体 を 見 渡す こと は 、 そ も そ も は じ め か ら 
で き な い !。 


(「 第 二 章 二 つ の 手紙 、 二 つの 脱 構 築 」 ) 


いさ さか が 唐突 か も し れ な い が 、 こ こ で 東 の 議論 を 参照 する の は 、 
"災厄 の 町 』 (一 九 四 二 ) に 読者 の 注意 を 向け る た めで ある 。 こ の 
長編 は 野村 芳太郎 に よっ て 映画 化 さ れ た 時 、『 配 達 さ れ な い 三 通 の 


手紙 』 と 改題 され た が 、 こ の 邦題 は 東 の 理論 的 関心 の あり か と 奇妙 
な 符合 を 示し て いる 。 そ れ だ け で は な い 。『 災 厄 の 町 』 と いう 作品 
は 、『 Y の 慈 劇 』 と 対比 する こと に よっ て 、 ゲ ー デ ル 的 論理 と は 別 
種 の 形式 を 備え た 探偵 小説 の 「 構造 」 を 開示 する の で は な い だ ろ つう 
か ? 以下 に 記す こと は 、 性 急 な 思い つき を メモ し た 草稿 に すぎ な 
い が 、 ク イー ン 読 解 プ ログ ラム の ひと つの 補助 線 と し て 、 簡 単 な 素 
押 を 試み て お こう 。 


『 災 厄 の 町 』 に 関し て は 、 ク リス ティ の 『" 緒 悪 の 家 』( 三 二 ) と の 
類似 が し ば し ば 指摘 され て いる ( た と えば 、『 本 格 ミ ステ リー を 語 
ろ つ うつ! [海外 高 ] 』 で の 二階 堂 腰 人 の 発 吉 を 参照 ) 。 こ の 指摘 は う 
な ず け る も の だ が 、 他 方 、 見 落と され が ちな の は 、『 災厄 の 町 』 が 
『Y の 慈 劇 』 を クイ ー ン 自ら の 手 で 焼き 直し た 作品 だ と いう 事実 に 
ほか な ら な い 。 両者 は 一 見 し た と ころ 、 ま っ た く 異 な る 作風 を 示し 
て いる が 、 プ ロッ ト の 基本 的 な 性 格 を 比較 すれ ば 、 そ の 類似 は 一 目 
瞭 然 で ある 。 有 要約 し て みよ う 。 ( 1 ) 妻 に 虐げ られ て いる 弱い 夫 
が 、 彼 女 の 導 害 を 計画 する 。 ( 2 ) 夫 は 数 次 に 及ぶ 段階 的 な 犯行 プ 
ラン を 立て 、 そ れ を 文書 に 記録 する 。『Y の 慈 劇 』 で は 、 ヨ ー ク ・ 
ハッ ター の 探偵 小説 の 「 梗概 」 で あり 、『 災 厄 の 町 』 で は 、 妹 に 当 
隊 通 の 手 低 が これ に 当たる ( 3 ) 夫 は 妻 の 終 害 を 断念 する 

、 犯 行 プ ラン を 記 し た 文書 は 破棄 され ず 、 デッド ・ ス トッ ク と な 
( 4 ) 一 定期 間 を 経た 後 、 第 三 者 が 犯行 プラ ン を 記し た 文書 を 
入手 し 、 そ の 筋書き 通り に 犯行 を 実現 する 。 


『Y の 慈 劇 』 と 『 災 厄 の 町 』 の 共通 点 は 、 以 上 の よう な アウ トラ イ 
0 に た に お た と えば 、 い ずれ の 作品 で も 、 犯 行 に は 
毒物 が 使用 され 、 犯 人 は 嫌疑 を 免れ る た め に 、 自 ら 服 毒 す る 。 ま た 
被害 者 が 別 の 人 間 を 狙っ た 犯行 の 巻き 添え を 食っ て 、 誠 っ て 殺害 さ 
れ た か の よう に 事件 を 偽装 する こと が 、 ス トー リー 展開 上 の 主要 な 
モチ ー フ に な っ て いる 点 で も 、 両 者 は 軌 を 一 に し て いる 。 さ ら に 犯 
行 を 計画 し た 夫 自 身 は 、 い ずれ の 作 中 で も 完全 に 無力 化 さ れ 、 不 可 
避 的 な 沈黙 を 強い られ る 。『 Y の 慈 劇 』 で は 、 ヨ ー ク ・ ハ ッ タ ー は 
死ん で お り 、『 災 厄 の 町 』 の ジム ・ ハ イト は 、 妻 ノー ラ の 犯行 を か 
ば うた め に 沈黙 を 守り 、 最 終 的 に は ヨー ク 同 様 、 自 殺し て し まう 。 
の ダ 。 


こう し た 数 多く の 共通 点 に も か か わら ず 、『 災 厄 の 町 』 は 『Y の 
慈 劇 』 と は まっ た く 断 絶 し た 作品 で ある か の よう な EH 象 を 与え る 。 
従来 、 こ うつし た 断絶 の 印象 は 、 ク イー ン が 「 推 理 の 一 問題 」 か ら 

「 小説 」 へ 作風 の 転換 を 図っ た か ら だ と され て きた が 、 こ の 解釈 は 


あま り ) に も 皮相 的 な も の で 、 両 者 の 間 に 横 た わる 「 構 造 」 的 な 変質 
の 相 を 看過 する も の だ 。 ひ と くち に いう つと 、 こ の 変質 は プロ ッ ト を 
構成 する 諸 要 素 を 垂直 的 に 配置 する か 、 水 平 的 に 配置 する か と いう 
選択 の 差異 に 関わ っ て いる 。 わ か りや すい 例 を 挙げ れ ば 、『Y の 茸 
劇 』 に お いて は 、 計 画 犯 と 実行 犯 の 関係 が 「 祖父 - 除 」 と いう 血縁 
の 上 下関 係 に 依拠 し て いる の に 対し て 、『 災厄 の 町 』 で は 、 そ れ が 
「 夫婦 」 と いう 横並び の 関係 に 変え られ て いる 。 そ の た め に 出自 を 
同じ くす る 「 筋書き 殺人 」 の プロ ッ ト が 、 前 者 で は 「 操り 」 と いう 
支配 - 服 従 関係 を 構成 する の に 対し て 、 後 者 で は 二 者 間 の 相対 的 な 
コミ ュ ニ ケー ショ ン の 義 対 称 性 (転移 / 逆転 移 ) を 浮き 彫り に する 
結果 と な っ て いる 。 い いか えれ ば 、『 災 厄 の 町 』 と いう 作品 に お い 
て は 、 事 件 の 全体 を 見 渡す よう な 超越 的 な 視点 ( メタ ・ レ ベル ) が 
出 て こない 。 


同じ こと は 、 探 偵 エ ラリ ー の 役割 に つい て も 当て は まる 。 "災厄 
の 町 』 の エラ リー に は 、 あ る 面 で ドル リー・ レ ー ン の 存在 が は っ き 
り と 影 を 落と し て いる 。 彼 は 「 エ ラリ イ ・ ス ミス 」 と いう 「 変 名 
を 名 乗っ て 、 呪 われ た ハイ ト 家 に 出入 りす る 。 エ ラリ ー と 恋仲 に な 
る 未 娘 パト リシア ・ ラ イト が 、 ペ イシ ェ ン ス ・ サ ム と 同じ 「 パ ッ 

ト 」 と いう 愛 和 で 呼ば れ て いる の は 、 お そら く 偶 然 で は な い だ ろ う 
(パト リシア が 、 ク イー ン の 講演 を 聞い た こと が ある と 告白 する く 
だ けり は 、 い や お うな し に 、 和 覆面 を 付け た バー ナビ ー・ ロ ス の 幽 圭 を 
呼び 出し て し まう ) 。 だ が 、 レー ン の 呪縛 を 感じ させ る 一 方 で 、 エ 
ラリ ー は レー ン の よう に 特権 的 な メタ ・ レ ベル の 高み か ら 事 件 を 透 
視 す る こと を 拒絶 する 。 


クイ ー ン が 作 中 に 占め る 探偵 の 立場 の 決定 的 な 差異 を 意識 し て い 
た の は 、 ま ちがい な いこ と だ ろう 。『 Y の 慈 劇 』 の クラ イマ ッ ク 
ス 、 レ ー ン が 自ら 毒 入り ミル ク を すり 替え て 、 ジ ャ ッ キ ー・ ハ ッ 
ター を 導 害 する 場面 と 、『 災 厄 の 町 』 の 中 の 「 エ ラリ イ ・ ス ミス 、 
証人 席 へ 」 と 題 さ れ た 法廷 シー ン を 比較 すれ ば 、 そ の こと は 明らか 
で ある 。 す で に 述べ た よう に 、 前 者 で レー ン は 「 神 の 代理 人 」 と し 
て 救済 不可 能 な 因 人 を 罰 し な が ら 、 沈 黙 を 選ぶ こと に よっ て 、 作 中 
に お ける 不可 侵 の 地位 を 守る ろう と する 。 と ころ が 、 後 者 で は エラ 
リー 自ら 随 審 貞 に 向かっ て 、「 わ た し な ら で き た は ず で す 」 と 爆弾 
発 吉 を 投じ る の だ 。「 い いで すか 、 わ た し が ホー ル の ドア か ら そ っ 
と 中 に は いっ て 、 人 台所 を 数 歩 で 横切っ て 、 裏 口 に いる ジム に も ロー 
ラ に も 気づか れず に 食器 室 に は いっ て 、 カ ク テ ル の 一 つ に 古 素 を 入 
れ て か ら 同 じ よ うに し て 元 の 位置 に 戻る に は 、 も の の 十 秒 も あれ ば 


ここ で の エラ リー の 証 吉 ( あり えた か も し れ な い 可 能 性 ) は 、 

r Y の 悲劇 』 の クラ イマ ックス で の レー ン の 行動 を な ぞ っ た も の に 
ほか な ら な い 。 だ が 、 そ れ は 検察 側 を 損 乱 する た め の 法 廷 戦術 の ひ 
と つ に すぎ ず 、 し か も 効 を 奏 さ な い 。 こ の こと は 、 法 廷 で 繰り 広げ 
られ る 吉 語 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 一 回 的 な 細部 に お いて 、 エ ラリ ー 
の 証 吉 が 行方 不明 デッド に な っ て し まう こと を 意味 する 。 そ うし た 
場面 を 描く こと に よっ て 、 ク イー ン は ドル リー・ レ ー ン の 沈黙 が 体 
現す る 「 否定 神 学 」 の 罠 に 対し て 、 自 ら 異議 を 唱え た の で ある 。 


初期 の 作風 に 比 し て 、『 災厄 の 町 』 は 論理 的 な プロ ッ ト が 逆 緩 し 
て いる と いう 指摘 が し ば し ば な され る 。 だ が 、 そ れ は は た し て 「 聞 
緩 」 な の だ ろう つか? われ われ は お むしろ この 作品 の 中 に 、 否定 神 学 
的 思考 に 対す る クイ ー ン の 抵抗 を 見 出す べき で は な い だ ろ うつ か? 
な ぜ な ら そ こ に は 、 探偵 小説 を シス テム の 全体 性 と いう 呪 纏 か ら 解 
放し 、 微 視 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン の 一 回 性 に 向かっ て 新た に 開い 
て いく 回 路 の 可能 性 が 密か に 示さ れ て いる か ら で あ る 。 


エラ リー・ ク イー ン は 、 少 な く と も 三 冊 の 密室 長編 を 発表 し て い 
る 。 『 チ ャ イナ 槽 の 謎 』『 ニ ッ ポ ン 西 か し 鳥 ど り の 謎 』『 帝 王 死 
す 』 が それ で ある 。 そ の うち 、 後 の 二 つ で は 、「 密 室 か ら の 凶器 の 
消失 」 が トリ ッ ク の 眼目 に な っ て いる 。 


この 二 作 に 先駆 ける 作品 と し て 、『 ア メリ カ 銃 の 謎 』 を 挙げ て 
も 、 大 き な 異 論 は 出 な い だ ろ う 。 "アメ リカ 銃 の 謎 』 そ の も の は 、 
「 密室 人 」 の 範 は ん 量 ち ゅ うに 入れ に くい 作品 だ と 思う が 、「『 凶 
器 の 消失 」 の 不可 能 性 に 着目 すれ ば 、 こ れ も 立 派 な 「 準 密室 」 状況 
を 扱っ て いる 。 極端 な 吉 い 方 を すれ ば 、『 ニ ッ ポ ン 極 鳥 の 謎 』 と 
『 帝 王 死 す 』 の トリ ッ ク は 、『 ア メリ カ 名 の 謎 』 の 二番煎じ 、 三 番 
煎じ で ある と いえ な くも な い )。 


も ちろ ん これ は 、 ク イー ン を 没 お と し め て いる の で は な い 。 お し 
ろ そ れ は 、 ク イー ン の 作品 に 見 られ る 反復 強迫 的 な モチ ー フ の 一 貫 
性 と し て ある か ら だ 。 


クイ ー ン の 小説 で は 、 凶 器 に 限ら ず 、 さ ま ざ ま な 品物 一 と り わ け 
重要 な 証拠 物件 一 が 「 密 室 」、 な いし 警察 の 厳重 な 監視 下 に 置か れ 
た 「『 準 密室 」 状況 か ら 、 煙 の よう に 消え 失う せ て し まう 。 劇場 か ら 
被害 者 の シル クハ ッ ト が 消失 し (『 ロ ー マ 帆 子 の 謎 』 ) 、 死 ん だ 大 
富豪 の 屋敷 か ら は 遺 吉 状 が 消失 する (『 ギ リシア 格 の 謎 』 ) 。 満員 
の 路面 電車 の 車両 内 に は 手袋 が 見 当たら ず (『 X の 慈 劇 』 ) 、 《 黒 
い 家 》 に 隠さ れ た 遺産 は 家中 を 探し て も どこ に も 見 つか ら な い 
(「 神 の 灯 」) 、 等 々 。 


「 宝 捜し の 冒険 」 や 「 ト ロイ ヤ の 馬 」 の よう な 「 不 可能 居 姿 」 の 

ケー ス も 、 こ れ に 準ずる も の と 見 て ! い だ ろう つう 。 あ る い は 、 重 要 な 
証人 を 乗せ た 列車 が 色 こ つ 然 ぜん と 消え て し まう 「 七 月 の 雪 つ ぶ 

て 」。 エ ラリ ー が 密書 の 運び 人 を 買っ て 出る 「 黒い 台帳 」 と いつ へ 
ン テ コ リン な ショ ー ト ショ ー ト も ある が 、 こ れ は 同じ モチ ー フ を 

「 犯 人 」 の 視点 か ら 描い た 作品 と 見 な すこ と が で きよ う 。 こ こ で 使 
われ て いる 小道 具 も 、『 ア メリ カ 銃 の 謎 』『 帝 王 死 す 』 の 凶器 を 連 
想 さ せる も の だ 。 


いわ ゆる 後期 作品 で も 、 こ うし た 「 消失 」 の モチ ー フ は 放棄 され 
な い 。『 ク イー ン 和 警視 自身 の 事件 』 の 枕 ま くら カバ ー、 あ る い は 
『 ガ ラス の 村 』 の 二 十 四 本 の た き 木 の 扱い が そう で ある よう に 。 意 
地 の 悪 い 見 方 を すれ ば 、『 真 倫 の 家 』 な ど は 、 た だ それ だ け で 成り 
立つ て いる よう な 長編 で ある 。 


これ ら の 例 は すべ て 、 た だ 単に その 品物 の 行方 が わか ら な く な る 
だ け で は な く 、 い っ た ん し ら み つぶ し の 捜索 を 受け た も の の 、 捜 査 
官 の 填 点 を つく 意外 な 隠し 場所 に 隠さ れ て いる か 、 あ る い は トリ ッ 
キー な 経路 を へ て 、 外 部 に 持ち 去ら れ て いる か の いずれ か で ある 。 
すなわち 、 何 ら か の 不可 能 興 味 を 惹 じ ゃ っ 起き する 書き 方 に な っ て 
いる 。 


こう し た 観点 か ら 見 る と 、『 チ ャ イナ 村 の 謎 』 と いう 作品 は 、 や 
は り 興 味 深い 特異 性 を 備え て いる よう だ 。 こ の 小説 で は 、 犯 行 現場 
か ら 被 害 者 の XX xx が 「『 消 失 」 す る 。 と ころ が 、 エ ラリ ー は 解決 
編 に 至る まで その 「 消 失 」 に 気づか な いふ り を し て 、 読 者 を 出し 抜 
こう と する 。 し か も 実際 に は 、 x x x x は 犯行 現場 か ら 消 え 失 せ て 
し まっ た の で は な い 。 


それ は 初め か ら な か っ た の で ある 。 


以前 、 わ た し は 「 大 量 死 と 密室 」 と いう 試論 の 中 で 、『 チ ャ イナ 
樽 の 謎 』 と いう 小説 の 「 密 室 」 物 と し て の 特異 性 を 論じ た こと が あ 
る 。『 本 格 ミ ステ リ の 現在 』 (笠井 潔 編 ) の 中 に 収め られ て いる の 
で 、 人 興味 の ある 方 は 目 を 通し て も ら え る と 嬉 つ れ し い 。 


と ころ が 、 わ た し は 最近 、『 ス ペイ ン 岬 の 謎 』 を 再読 し て 、 そ の 
プロ ッ ト が 「 足 跡 の な い 毅 人 」 の 定石 の 裏 を か く よ う に 構成 され て 
いる こと に 初め て 思い 当たっ た - 一 われ な が ら う か つ な 話 だ が 、 
"チャ イナ 構 の 謎 』 で 試み られ た 「『 密 室 」 の 「 脱 - 不 可能 化 」 と まっ 
た く 同 じ 手 続き が 、 そ の 次 に 書か れ た 『 ス ペイ ン 岬 の 謎 』 の 「『 足 跡 
の 不在 」 を めぐ る 論証 で も 繰り 返さ れ て いる こと に 、 今 に な っ て よ 
う や く 気 づい た の で ある 。 


右 の よう な 観点 か ら 『 ス ペイ ン 岬 の 謎 』 を 読み 下す と 、 そ の プ 
ロッ ト が 非常 に よく 練 ら れ て いる こと に あら た め て 荻 か され る 。 と 
いつ の も 、『 チ ャ イナ 槽 の 謎 』 の 「 あべ こ べ の 密室 」 と 、 死 体 を 含 
め た 犯行 現場 の 奇妙 な 「 あべ こ べ ,」 性 の 結び つき は 、 あ まり に も 突 
拍子 が な く て 、 強 い イ ン パ クト を 受け る 反面 、 や や つい て いき か ね 
る と ころ も ある の だ が 、『 ス ペイ ン 岬 の 謎 』 の 「『 足 跡 の 不在 」 か ら 


導 か れる 巧妙 な ロジ ッ ク と 、「 一 余 ま と わ め ぬ 全 裸 の 男 の 死体 」 と い 
う 奇 妙 な 謎 の 解明 は 、 犯 人 の 行動 が 再 構成 され る 解決 編 に お いて 、 
何 の 違 和 感 も な く 、 見 事 に つなぎ 合わ され て いる 。 お そら く ク イー 
ン は 、 前 作 に 対す る 批 章 を 元 服 し よう と し た の だ ろう 。 あ まり に も 
その プロ ッ ト が 洗練 され て いる の で 、『 ス ペイ ン 岬 の 謎 』 の 狙 ね ら 
い が 、 「 足跡 の な い 角 人 」 ト リッ ク の 逆説 的 な 処理 に ある こと を 見 
過ごし て し まう ほど で ある 。 


わた し に と っ て 興味 深い の は 、『 チ ャ イナ 椿 の 謎 』 に し ろ 、『 ス 
ベ ペイン 岬 の 謎 』 に し ろ 、「 密 室 」、 あ る い は 『 足跡 の な い 毅 人 」 
テー マ を 扱い な が ら 、「 脱 - 不 可能 化 」、 す な わ ち 冒頭 の 謎 の 不可 能 
性 を いっ た ん カッ コ に 入れ て し まう よう な 書き 方 を 、 ク イー ン が あ 
えて 選ん で いる 、 と いう こと だ 。 吉 いか えれ ば 、「 あべ こ べ の 犯行 
現場 」 や ' 一 余 ま と わ ぬ 全裸 の 男 の 死体 」 と いつ 奇妙 な 謎 は 、 ト 
リッ ク の 眼目 に お ける 謎 の 「 不 可能 興味 の 不在 」 を 補 売 する た め 
に 、 わ ざわ ざ 導 入 さ れ た も の に ほか な ら な い 。 


さら に この 二 作 か ら 前 に さか の ぼっ て 、『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 と い 
う 作品 を 見 て みよ う 。 ひ ょ っ と し た ら ク イー ン は 、 山 火事 に よっ て 
閉じ 込め られ た 容疑 者 た ち 以 外 の 人 物 、 炎 の ライ ン の 外側 に いる 第 
三 者 を 、 本 当 は 犯人 に し た か っ た の で は な いか 、 と いつ ふう に 思え 
て くる 。『 シ ャ ム 双 子 の 謎 』 の 犯人 の 隠し 方 が 九 に ね じ く れ て いる 
の は 、 お そら くそ の せい だ ろう 。 いわば 閉ざさ れ た 空間 の 内 部 に 、 
到達 し えな い 外 部 を 折り 畳む お よう つ に ( = クラ イン の 副 つぼ ? ) 持ち 
込 も うと し た 結果 で ある に ちがい な い 。 


前 述 の 「 大 量 死 と 密室 」 の 中 で 、 わ た し は GLIKL」 チ ェ ス タ ト ン 
の 「 折 れ た 剣 」 を 引き 合い に 出し て いる 。 も ちろ ん クイ ー ン の 作品 
に 、 チ ェ ス タ ト ン の 影 響 が は っ きり と 見 られ る の は 、『 チ ャ イナ 樽 
の 謎 』 に 限ら な い 。 そ の 証拠 は ! く ら で も 挙げ られ る と 思う が 、 と 
けり あえ ず こ こ で は 、「 見 えな い 人 」 と 『X の 慈 劇 』 の 照 応 を 指摘 し 
て お くに と ど め る 。 


同じ よう に チェ スタ トン の 強い 影響 を 受け た 作家 に 、 カ ー が い 
る 。 この 点 に つい て は 、 江 戸川 乱歩 が 「 カー 問答 」 の 中 で 述べ て い 


る の で 、 繰 り 返 し は すま い 。 た だ し ひと つ だ け 記 し て お く な ら 、 あ 
また の 密室 トリ ッ ク が 、 互 い に 独立 し た 自然 発生 的 な 霊感 の 寄せ 集 
めで は な く 、 ひ と つの 体 和 糸 を 形作っ て いる こと を 最初 に 自覚 し た の 
は 、 お そら く チ ェ ス タ ト ン その 人 だ ろう 。 そ う で な けれ ば 、 プ ブラ ウ 
ン 神 父 纏 が あれ ほど 父 異 に 満ち た 密室 トリ ッ ク の 無尽 蔵 の 宝庫 で 

あっ た こと は 説明 で き な い 。 


と ころ で 、「 見 えな い 人 」 と いう 作品 の 眼目 は 、「 密室 」 ト リッ 
ク な の だ ろう つか ? それ と も 、「 意 外 な 犯人 」 ト リッ ク に ある の だ 
ろ つ か? だ が 、 お そら く 作 者 自身 に と っ て この よう な 設問 に 意味 
は な い 。 チ ェ ス タ ト ン の 不可 能 興 味 と 逆説 は 、 トリ ッ ク の 中 に 涯 こ 
ん 然 ぜ ん 一 本 
と も で きる 。 チ ェ ス タ ト ン の 小説 を 読む 謎 が 論理 で あり 、 論 理 
人 を な ) 離 し て いな 

。 ちょ うど 『 復 興 期 の 精神 』 の 著者 で ある 花田 清 輝 が 、 ル ネ サ ン 
美術 の 先駆 者 と され る ジョ ッ ト の 絵画 に 「 生 と 死 の 韻律 」 を 同時 
Ne し て まつ よう に 


思う に 、 こ れ は 稀 け 有 つ の 例 だ 。 お そら く 、 か れ の 時 代 が 、 中 世 
の 夕暮 れ 、 ま た は 近世 の 夜 あ け に あたっ て お り 、 高 まろ つと する 生 
の 韻律 と 、 消 え 去 ろう と する 死 の 韻律 と が 、 反 ほのか な 光 の 漂う 、 
この 間 か ん 隙 げき の ひと と き に 、 た ゆ た い な が ら 、 和 合 し て いた た 
めで あろ う 。 い わ ば 、 か れ は 、 生 と 死 と の 分 解 を は や め は する が 、 
自分 自身 は 、 そ の 分 解 の 影響 を 、 す こし も 革 こ うつ むら な い 、 触 媒 の 
よう な 存在 で で も あっ た の で あろ うか 。 


(「 歌 一 ジョ ッ ト ・ ゴ ッ ホ ・ ゴ ー ガ ン 」) 


た し か に チェ スタ トン は 、 触媒 の よう な 存在 だ っ た と 吉 っ て いい 
だ ろう 。 や が て 探偵 小説 は 、 長 編 主体 の 黄金 時 代 を 迎え 、「 謎 と 褒 
理 の 韻律 」 は 、「 問題 編 一 解決 編 」 と いう 構え に よっ て 分 解 さ れ て 
し まう 。 カ ー と クイ ー ン が 、 チ ェ ス タ ト ン の 避 けが た い 影 響 下 に 出 
発し な が ら 、 お 互い に 別々 の 方 向 に 向かっ て 歩み 出し た よう に 。 


わた し が 思う に 、 あ る 面 で カー と クイ ー ン と いう の は 、 チ ェ ス タ 
トン と いう 父親 か ら 生 まれ た 、 血 を 分 RU 
る 。 し か し 、 チ ェ ス タ ト ン か ら カ ー が 受け 継い だ も の と 、 ク イー 


が 受け 継い だ も の は 、 一 枚 の コイ ン の 裏表 の よう に 対照 的 な も の で 
ある だ ろう 。 前 者 は 不可 能 興味 で あり 、 後 者 は 逆説 で ある 。 い や 、 
も っ と 単 刀 る 直入 に 吉 つ な ら 、 そ れこ そ 「 謎 の 韻 律 」 と 「 論 理 の 
律 」 に ほか な ら な い 。 和 花田 は 先 の 引用 に 続け て 、 次 の よう に 書い て 
いる 。 


と は いえ 、 現 在 私 に と っ て 必要 な も の は 、 ひ と つの 韻律 に よっ て 
つら ぬか れ た 力強い 歌 で あり 、 妥 協 を ゆる さ な い 、 あ れ か 、 こ れ 
か 、 の 立場 な の だ 。 ジ ョ ッ ト で は いか に も 不便 だ 。 そ こ で 、 い ささ 
か 独断 の きら い は ある で あろ つう が 、 ら ん 就 じ ゅ く 資 本 主義 時 代 に 
うま れ て きた 、 ふ た けり の ジョ ッ ト 、 お 互い に 無 二 の 親 友 で あり 、 し 
か も また 、 不 倶 で 戴 た い 天 て ん の 仙 き ゅ う 敵 て き で あっ た 、 ふ た 
けり の ジョ ッ ト - ゴ ッ ホ と ゴー ガン を 登場 させ 、 礎 放 に 書き すす め て 
ゆく こと に する 。 


many talesl」 た くさ ん の 物語 


『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル / 第 3 部 鳥 刺 し 男 編 』 の 刊行 に 合わ せ 
て 、 村 上 春樹 は 「 メ イキ ング ・ オ プ ブ ・『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』」 
と いう 自作 解説 的 な イン タビ ュー を 発表 し た (「 新 潮 」 一 九 九 五 年 
十 一 月 号 ) 。 そ の 中 で 、「 問題 が どん どん ふく らん で いっ て 、 謎 が 
ます ます 深まっ て いっ て 、 そ こ で 急 に 話 が 終わ る 」「 僕 の 考え る 
『 閉 じ な い 小 説 。 と いう も の の ある 種 の 極限 的 な 形 」 と し て 、「 第 
ー 部 、 第 二 部 で 『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』 と いう 話 は 終わ る は ず 
だ っ た 」 と 迷 べた 後 、 村 上 は 次 の よう な 発 吉 を し て いる 。 


例え ば エラ リー・ ク イー ン の 「 読 者 へ の 挑戦 」 っ て ある で し ょ 

う 。 こ こま で で すべ て の 手がかり は そろ いま し た 。 こ こま で よく 読 
め ば 読 者 の みな さん に も 犯人 は お 分 か り に な る は ず で す 、 と 。 あ れ 
が まあ 三 分 の 二 だ か 四 分 の 三 ど らい の と こ に で て くる 。 僕 は エラ 

リー・ ク イー ン っ て 十 代 の ころ よく 読ん だ ん だ けれ ど 、 い つも あの 
「 読者 へ の 挑戦 」 っ て いう と ころ まで が 、 好 きだ っ た ん で す 。 そ の 
あと を 読ん で いく と 、 た し か に 謎 は する する と 解 か れる ん だ けれ 

ど 、 な に か つま ら な い 。 「 読者 へ の 挑戦 」 ま で の 部 分 の 持っ て い 

た 、 わ くわ くす る 理不尽 な 部 分 が な く な っ て いる 。「 そ りゃ そう だ 
ろ つ けど 」 と いう と ころ が ある 。 だ か ら 僕 は 昔 か ら 、「 読 者 へ の 挑 
戦 」 ま で で 終わ っ て し まう 面白 い 小説 が あっ て も いい ん じゃ な いか 
と いう ふう に 、 漠 然 と 考え て た ん で す 。「 お 前 が 犯人 だ 」 と 誰か を 
は っ きり 指 さ す 必要 は な いん じゃ な いか と 。 そ うい う の を ジャ ン ル 
小説 じゃ な く て 、 い わ ゆ る プン ガク の 分 野 で や っ て みた ら どう だ ろ 
う 、 と いう 気持 ち も あ り ま し た 。 


この 発 喜 を 目 に し た 時 、 私 は な ん と な く 唐 突 で ちぐはぐ な EI 象 を 
受け た 。 た だ し 、 発 吉 の 内 容 そ の も の が 奇異 に 映っ た わけ で は な 
い 。 こ こ で 村上 が 吉 っ て いる こと は 、 か く ベ べつ 目新し い 意 見 で は な 
いし 、 お しろ ジャ ン ル 小説 と し て の 探偵 小説 が 、 い わ ゆ る プン ガク 
の 分 野 か ら 除 け 者 扱い され る 時 の 決ま り 文 名 に ほか な ら な いか ら 


だ 。 だ が 海外 ミス テリ ー、 特 に アメ リカ の ハー ド ボ イ ルド 小説 に 精 
通し て いる 村上 春樹 に と っ て 、 そ れ ぐ らい の こと は 百 も 承知 の は ず 
で ある 。 な ぜ 今 さら こん な わか りき っ た こと を 、 わ ざわ ざ 口 に し な 
けれ ば な ら な い の か 。 


須 に 落ち な か っ た の は それ だ け で な い 。 右 の 発 吉 に 続け て 、 村 上 
は 第 2 部 で 終わ っ た は ず の 『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 。』 の 完結 編 を あ 
ら た め て 書き 始め た 理由 を いく つか 人 挙げ て いる の だ が 、 そ の 中 で も 
う 一 度 ク イー ン を 引き 舎 い に 出し て いる 。 「 僕 は 第 一 部 、 第 二 部 を 
書い て いる 時 点 で 、 第 三 部 を 書く つも り は な か っ た か ら 、 謎 は 謎 と 
し て 、 上 自分 で は それ に 対す る 答え を 用 意 し て いな か っ た ん で す 。 

( 中 略 ) ほん と うに 正直 に 吉 っ て 、 僕 は 何 も 知 ら な か っ た 。 エ ラ 
リー・ ク イー ン 風 に 吉 え ば 、 そ うい う 意 味 で は 僕 も 読者 と 同じ 地平 
に 立っ て いた と いう こと に な り ま すね 」 


これ も わか り に くい 噂 え で ある 。 村 上 の 吉 わ ん と する と ころ が 理 
解 で き な い と いう つの で は な く 、 こ こ で も 「 エ ラリ ー・ ク イー ン 風 に 
吉 え ば 」 と いう 語句 が 前 後 の 文 且 か ら 浮 いて いる 。 な ぜ な ら ク イー 
ン の 小説 に 現れ る 「 わ くわ くす る 理不尽 な 」 謎 が 、 あ ら か じ め 定 め 
られ た 解決 か ら 論理 的 に 逆算 し て 作ら れ た も の に すぎ な いこ と を 読 
者 は 知っ て いる の だ か ら 。 こ れ は ば 発 吉 の 趣旨 に そぐわ な い 。 小説 の 
終わ り 方 、 答 の 出し 方 を めぐ る 議論 を する な ら 、 も っ と 適切 な 例 が 
ほか に いく ら で も ある は ず な の に 、 村 上 は あえ て クイ ー ン を 引き 合 
い に 出 すこ と で 論旨 を 混乱 させ て いる よう に 見 える 。 これら の 部 分 
は 抜い て し まっ た 方 が 、 話 が すっ きり する ぐら いな の だ 。 


と ころ が 、 未 尾 に 付 さ れ た 証 に は 、「 本 稿 は 一 九 九 五 年 七 月 九 
日 、 十 日 に 編集 部 が 行なっ た イン タ ヴ ュー を 村上 氏 が 整理 し た も の 
で す 」 と ある 。 と いう こと は 、 読 者 に 唐突 で ちぐはぐ な 印象 を 提 え 
る こと も 承知 の うえ で 、 村 上 は クイ ー ン へ の 吉 及 を 活字 に し た か っ 
た と 考え る ほか な い 。 そ う で な いな ら 、 整 理 する 段階 で 削除 すれ ば 
いい か ら だ 。 だ が 、 そ れ に し て も な ぜ 、 村 上 春樹 は ここ で エラ 
リー・ ク イー ン に 触れ る 必要 が あっ た の か 2? 白状 する が 、『 ね じ 
まき 鳥 ク ロニ クル 』 と いう 作品 を 読ん で も 、 私 は この 疑問 に 対す る 
答 を 見 \ い だ せな か っ た 。 


お ぼろ げ な が ら そ の 答 の し テ っ ー ば ル を つか ん だ よう に 思っ た の 
は 、 そ れ か ら 一 年 半 ほ ど 後 、『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。』 と いう 題名 の 
本 が 刊行 され た 時 で ある 。 し か し その 経緯 に つい て 述べ る 前 に 、 私 
は いっ た ん 時 計 の 針 を 過去 に 戻さ な けれ ば な ら な い - 一 一 九 八 二 年 、 
『 羊 を めぐ る 冒険 』 が 発表 され た 年 に 。 


村上 春樹 の 文章 に エラ リー・ ク イー ン の 名 前 が 現れ る の は 、 実 は 
「 メ イキ ング ・ オ プ ブ ・『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』」 で の 吉 及 が 初め 
て で は な い 。 初期 の 「 野 三 部 作 」 を 締め くく る 『 羊 を めぐ る 冒険 』 
の 中 に 、 ク イー ン に 触れ た 記 述 が すでに 存在 する か ら だ (これ は 偶 
然 に すぎ な い が 、 エ ラリ ー・ ク イー ン と いう 筆名 の 合作 者 の 片 割 
れ 、 フ レデ リッ ク ・ ダ ネイ が 死ん だ の は 、 一 九 八 二 年 九 月 三 日 。 
『 羊 を めぐ る 冒険 』 が 「 群 像 」 八 二 年 八 月 号 に 一 挙 掲載 され た 直後 
の 出来 事 で ある ) 。 


物語 が 始ま っ て まもなく 、 仕事 で 知り 合っ た 耳 の モデ ル の 女の子 

に せ が ま れ て 、 語 り 手 の 「 僕 」 が 自分 の プロ フィ ー ル を 明か す 場 面 
を 読み 返し て みよ う (「 第 三 章 1978/9 月 」 よ り 「1 鯨 の 
ベニ ス ・ 三 つの 職業 を 持つ 女 」 ) 。 そ の 自己 紹介 の 場面 で 、「 僕 」 
は こん な 人 台詞 を 吐い て いる 。 


エラ リー・ ク イー ン の 小説 の 犯人 は 全部 覚え て いる 。 ブ ルー スト 
の 『 失 われ た 時 を 求め て 』 も 揃い で 持っ て る けど 、 半 分 し か 読ん で 
な い 。 


クイ ー ン の 犯人 当て 小説 と 、 二 十 世紀 文学 の 最高 峰 と 呼ば れる 作 
品 を 並 置 し て 、 後 者 を 軽 ん じ る ポー ズ を 示す - こ うし た レト リッ ク 
は 、 典 型 的 な 村上 春樹 の アイ ロニ ー に ほか な ら な い 。 こ の 台詞 は 先 
の イン タビ ュー 中 の 発 吉 と 真っ 向 か ら 対立 し て いる が 、 も と も と ア 
イロ ニカ ル な 表現 な の だ か ら 、 そ の 対立 に 深い 意味 を 求め た り し な 
い 方 が い \ い だ ろう 。 


むし ろ 注 目 し た い の は 、「 ク イー ン の 小説 が 好き だ 」 な いし 「 全 
部 読ん で いる 」 で は な く 、「 犯 人 は 全部 覚え て いる 」 と いつ う 吉 い 回 
し が 使わ れ て いる こと で ある 。 こ の 喜 い 回 し に は 、 作 者 自身 が ク 
イー ン の 小説 に 熱中 し た 経験 の 持ち 主 で ある こと を 如 実 に うか が わ 
せる リア リティ が ある 。 と いつ の も 、 ク イー ン 以 外 の 作家 に 対し て 


こう いう 表現 が 用 いら れる こと は めった に な いし (クリ ステ ィ や 

カー の ファ ン は そん な 吉 い 方 は し な い ) 、 ク イー ン び いき の 読者 ほ 
どこ うし た 吉 い 回 し を 好む お こと は 、 経 験 的 に 立証 され て いる か ら 

だ 。 


その よう な 吉 い 回 し が 好ま れる の は 、 お むろ ん クイ ー ン の 作風 と 密 
接 な 関係 が ある 。 た と えば 、 有 栖 川 有 栖 は 初期 クイ ー ン 作品 の 特徴 
と し て 、① 高 度 の 論理 性 、②「 読者 へ の 挑戦 」 に 象徴 され る 遊戯 精 
神 、③ 結 末 ・ 犯 人 の 意外 性 、 の 三 点 を 挙げ て いる が 、 本 格 探偵 小説 
が 喪 退 する 一 九 三 〇 年 代 後 半 か ら 第 二 次 世 界 大 戦後 に か け て 、 ク 
イー ン の 作風 は 徐々 に 変化 し 、 や が て これ ら の 特徴 に 当て は ま ら な 
い 作 品 を 書く さよ つう つ に な っ て いく 。 ト レー ド マ ー ク と な っ た 「『 読者 へ 
の 挑戦 」 が 行わ れる の は 、 初 期 の 「 国 名 シリ ー ズ 」 に ほぼ 限ら れる 
し 、 四 〇 年 代 以 降 の 作品 で は 、 戦 前 の よう な 維 密 な ロジ ッ ク も 影 
ひそ め て いる 。 し か し そう し た 作風 の 変化 に も か か わら ず 、 ク イー 
ン の 関心 は 一 貫 し て 「 誰 が 犯人 か フー ダニ ッ ト ? 」 と いう 謎 に 向け 
られ て いた 。 「 意外 な 犯人 」 を 最も 効果 的 に 演出 する こと に 腐心 し 
続け た 作家 と 呼ん で も いい だ ろう つう 。 「 エラ リー・ ク イー ン の 小説 の 
犯人 は 全部 覚え て いる 」 と いう 吉 い 回 し が 選ば れる の は 、 そ の せい 
で ある 。 


と ころ で 、 こ の 単純 な セン テン ス に は 見 逃す こと の で き な い 欠落 
が ある 。 よ く 知 られ て いる よう に 、 ク イー ン の 小説 に は 、 作 者 と 同 
名 の 探偵 エラ リー・ ク イー ン が 登場 する 。 つ まり エラ リー・ ク イー 
ン と は 、 作 中 の 「 探 偵 の 名 前 」 で も ある 。 そ れ に 対し て 「 誰 が 犯人 
か フー ダニ ッ ト ? 」 と いう 問い は 、 そ の 答 と し て 必然 的 に 「 犯 人 の 
名 前 」 を 要求 する だ ろう 。 吉 い 換え れ ば 右 の セン テン ス は 、 読 者 が 
クイ ー ン の 小説 の 「 犯人 と 探偵 の 名 前 」 を 覚え て いる こと を 意味 す 
る と いっ て いし 1。 


ここ か ら 抜 け 落 ち て いる の は 、 「 被害 者 の 名 前 」 に ほか な ら な 
い 。 た だ し 「 僕 」 の 台詞 に 見 られ る 「 被害 者 」 の 欠落 は 、 村 上 春樹 
が し ば し ば 用 いる 修辞 的 な レティ サン ス ( = 故意 の 吉 い 落と し ) と 
は 無縁 の も の だ ろう 。 な ぜ な ら そ の 欠落 は 、 本 格 探偵 小説 が 原理 的 
に は らん で いる 問題 に 由来 する の だ か ら 。 


「 国名 シリ ー ズ 」 に 代表 され る 英 米 黄 金 時 代 の ゲー ム 探 偵 小説 の 基 
本 構造 は 、 殺 人 事件 を 構成 する 「 犯 人 被害 者 一 探偵 」 の 三 者 関係 
を 、「 作 者 」 対 「 読 者 」 の 対決 図式 に 重ね 合わ せる た め 、 被害 者 の 
項 を カッ コ に 入れ て ( = 死体 ) 消去 し 、「 犯人 」 対 「 探 偵 」 の 知恵 
比べ に 焦点 を 絞る こと で 成立 し て いる 。 し た が っ て 「 読 者 へ の 挑 


戦 」 が 行わ れる 場 で は 、「 被害 者 の 名 前 」 は 始め か ら ほ と ん ど 問 題 
た りえ な い 。 極端 な 話 、A、 B、C と いう 記号 で も か まわ な い ほ ど 
で ある 。 ア ガサ ・ ク リス ティ の 『 ABC 殺 人 事件 』 (一 九 三 五 ) 
は 、 ま さ に その よう な 思想 を 体現 する 作品 と いえ る し 、 ク イー ン の 
『 チ ャ イナ 村 の 謎 』( 一 九 三 四 ) に 至っ て は 、 す べ て の 謎 が 解き 明 
か され る の に 、 被害 者 の 名 前 ( 登場 人 物 表 に は 、「 統 然 と 現われ た 
無名 氏 」 と 記さ れ て いる ) だ け は 最後 まで 不詳 の まま 、 物 語 が 終 
わっ て し まう 。 だ が 、 探 偵 エ ラリ ー は 断固 と し て こう 宣 吉 する の 
だ 、「 名 前 は わか り ま せん が 、 そ れ は 重要 で も な ん で も な い 」 と 。 


笠井 潔 に よれ ば 、 黄 金 時 代 の ゲー ム 探 偵 小説 に 「 死 者 の 無名 性 」 
と いう 主題 を も た らし た の は 、 第 一 次 世界 大 戦 に お ける 未 曽 有 の 

「 大量 死 」 経 験 で ある と いう 。 そ うい う 意 味 で は 「 国 名 シリ ー ズ 」 
期 の エラ リー・ ク イー ン は 、 ま さ に 「 大 戦 間 」 の 時 代 の 申し 子 だ っ 
た と いう わけ だ 。 し か し すでに 述べ た よう に 、 ク イー ン は 三 〇 年 代 
後 ギ ギ か ら 第 二 次 世 界 大 戦後 に か け て 、 そ の 作風 を 変え て いく 。 そ の 
過程 で 作 中 の 探偵 エラ リー は 幾度 も 自分 自身 の 論理 に 裏切ら れ 、 事 
件 の 解決 に 失敗 す W る だ け で な く 、 自 ら も 致命 的 な ダメ ー ジ を 受け る 
こと に な る - 一 ちょ うど 村上 春樹 が 『 約 束 さ れ た 場所 で 』 の 「 あ と が 
き 」 で こう 述べ て いる よう に 。 " そし て 一 見 整合 的 に 見 える 吉 葉 や 
論理 に 従っ て 、 つ まく 現実 の 一 部 を 排除 で きた と 思っ て も 、 そ の 拝 
除 さ れ た 現実 は 、 必 ず ど こ か で 待ち 伏せ し て あな た に 復讐 する こと 
で し ょ う 」。 とりわけ 一 九 四 九 年 に 発表 され た 『 九 尾 の 猫 』 と いう 
作品 で は 、 ゲ ー ム 探偵 小説 の 基本 構造 を 覆す よう な 著しい 態度 変更 
が 行わ れ て いる 。 


『 九 尾 の 猫 』 は 、 手 当たり し だ い に 毅 人 を 犯し 、 ニ ュー ヨー ク 全 市 
を 岩 所 させ る 連続 絞 毅 魔 《 猫 ) を 追う エラ リー と 彼 の 父親 クイ ー ン 
警視 の 物語 で ある 。 こ の 小説 で 描か れる 連続 紋 人 の 件 数 は 、 未 遂に 
終わ る も の を 含め て 十 件 に 及ぶ が (その 中 の ひと り は 、 地 下 鉄 の 構 
内 で 毅 さ れる ) 、 こ れ に 中 盤 の 「 猫 暴動 , と 呼ば れる 市 民 パ ニッ ク 
の 犠牲 者 も 加え る と 、 ク イー ン の 作品 の 中 で も 、 ま た 本 格 探偵 小説 
の 常識 か ら 考 えて も 、 群 を 抜い た 多数 の 「 被害 者 」 が 扱わ れ て い 

る 。 単 純 に 考え れ ば 、 死 者 の 数 が 増え れ ば 増え る ほど ( 九 〇 年 代 に 


流行 し た サイ コス リラ ー が そう で ある よう に ) 、 そ れ ぞ れ の 人 物 の 
生前 の 顔 だ ち は 希 薄 に な る は ず だ が 、 に も か か わら ず 、 こ の 小説 で 
クイ ー ン が や ろう つと し た こと は 、 そ れ と は まっ た く 正 反対 の こと な 
の で ある 。 


クイ ー ン の 評伝 『 エ ラリ イ ・ ク イー ン の 世界 』 を 書い た フラ ン シ 
ス ・ ネ ヴィ ンズ ・ ジ ュ ニ ア は 、『 九 尾 の 猫 』 に つい て 次 の よう に 書 
いて いる 。 


し か し 、『 九 尾 の 猫 』 で クイ ー ン は 人 間 性 や 抽象 的 な 一 般 大 則 、 
群 押 に 対し て 気 び ず か し い 軽 蔵 を 示し て いる も の の 、 同 時 に また 彼 
が 創造 し た 個々 の 人 間 た ち 、 彼 に よっ て 生気 を 吹き まこ まれ た ほとん 
どす べ て の 登場 人 物 を (中略 ) いか に 深く 愛し て いる か も 示し て い 
る 。 〈 猫 ) の 犠牲 者 た ち で さえ 、 誰 一 人 と し て 生前 の 姿 は 見 られ ず 
他人 の 口 を 通し て 語ら れる だ け な の に 生き て いる 人 々 と 同じ ぐら い 
迫真 的 で ある 。 一 人 一 人 が 周到 に 描か れ 、 は っ きり し た 特徴 を え 
られ て 単なる 、 統 計上 の 数 字 で は な く 、 れ っ き と し た 人 間 に な っ て 
いる 。 そ し て 犠牲 者 や 生き 残っ た 人 々 、 大 勢 の 警官 や 役人 、 そ し て 
無数 の 傍観 者 た ちの 人 生 を 織り な すこ と に よっ て 一 彼ら の 一 人 一 人 
が いか に 生き 、 何 を 考え 、 望 み 、 恐 れる か 、 そ れ ぞ れ ど ん な と ころ 
に 住み 、 ど ん な こと を し て いる か を 描き 出す こと に よっ て - 一 ニュ ー 
ヨー ク と いう 町 が 本 来 の 完全 な 姿 で 浮か びあ が っ て いる 。 


吉 い 換え れ ば 『 九 尾 の 猫 』 で クイ ー ン は 、 従来 の ゲー ム 探 偵 小説 
の 構造 か ら 消 去 さ れ て いた 「 被害 者 の 物語 ( 名 前 ) 」 を 回 復 し よう 
と 努め て いる 。 こ の 小説 の 原題 は Cat of Many Tails と いう も の だ 
が 、tails ( 尾 ) と いう 語 が 同音 の tales ( 物語 ) に か け て ある の は 一 
目 瞭 然 だ ろう 。many tales_I」 た くさ ん の 物語 。 こ の タイ トル は 、 都 
市 の さま ざま な 階層 に 属す る さま ざま な 人 物 の 日 常 を で きる 限り 綱 
維 し 、 複 数 の 声 で 語ら れる 「 被害 者 た ちの 物語 」 の ディ テー ル を 積 
み 重 ね る こと に よっ て 、 ク イー ン が 事件 を 取り 巻く フラ クタ ル な 全 
体 像 を 形 作 ろ うと し て いた こと を 示し て いる 。 


さら に 象徴 的 な の は 、 こ の 本 の 巻末 に 「 名 前 に 関す る ノー ト 」 と 
題 さ れ た 補遺 の ペー ジ が つい て いて 、 作 中 に 登場 する あら ゆる 人 名 
の リス ト が 並ん で いる こと だ 。 ク イー ン は この リス ト の 冒頭 に 、 次 
の よう な 往 を 付 し て いる 。「 フ ィ ク ショ ン の 目的 の 一 つが 人 生 を 鏡 


に 写す こと だ と すれ ば 、 そ の 中 の 人 物 や 場所 も 実生 活 に お ける と 同 
様 に 一 名 前 を 通じ て 一 確立 し た も の で な けれ ば な ら な い 」 


『 九 尾 の 猫 』 の 執筆 動機 が 、 ナ チ ス に よる ユダ ヤ 人 の 大 量 虐 殺 と い 
う 現代 史 の 悪夢 に 端 を 発し て いる こと は 疑い えな い ( エラ リー・ ク 
イー ン 、 す な わ ち フレ デリ ッ ク ・ ダ ネイ と マン フレ ッ ド ・ BL リー 
の 二 人 は 、 ブ ルッ クリ ン の ユダ ヤ や 系 移民 の 子 と し て 生ま れ た ) 。 物 
語 の ほとん ど 終 わり 近く 、 事 件 の 真 の 解決 を 求め て ウィ ー ン に 飛ん 
だ エラ リー が 、 精 神 分 析 の 世界 的 権威 ベラ ・ セ リグ マン 教授 と 交わ 
す や り と り の 中 で 、 作 者 は ユダ ヤ 人 強制 収容 所 の 死体 の 山 に つい て 
吉 及 し て いる 。 ご くさ り げ な い 書 き 方 だ が 、『 九 尾 の 猫 』 の 中 心 と 
な る 主題 は 、 こ の 箇所 に 集約 され て いる と いっ て も 過 吉 で は な い 。 


「 そ れ が あま り 単 純 す ぎ た た め に わか ら な か っ た の だ と 私 は 思い ま 
す 。 そ れ が 単純 な こと と 、 毅 人 の 件 数 が あま り に も 多く 、 事 件 が あ 
まり に も 長 び いた た めで す 。 ま た これ が 、 導 人 の 件 数 が ふえ る に つ 
れ て 個々 の 被害 者 の 特徴 が ば ぼやけ 、 ご っ ちゃ に な っ て し まう 種類 の 
事件 だ どっ た せい も あり ます 。 終り ご ろ の 世間 の E 象 で は 、 畜 殺 場 に 
送り こま れ た 同じ よう な 九 頭 の 牛 の 死体 の 山 と いう 感じ で し た 。 ベ 
ル ゼ ン や 、 ブ プ ブー ヘン ワル ト や 、 ア ウシ ュ ビ ッ ツ や 、 マ イダ ネッ ク の 
虐 紋 され た 死体 の 写真 を 見 る の と 同じ 反応 で 、 個 々 の 区 別 は な く 、 

た だ の 死 で し た 」 


「 ク イー ン 君 、 事 実 の 方 の 話 は ? 」 か すか な いら だ ちと 、 別 の 何 か 
が こも っ た 声 だ っ た 。 そ の と き エ ラリ イ は 、 ユ ダ ヤ 系 の ポー ラン ド 
人 医師 と 結婚 し た ベラ ・ セ リグ マン の 一 人 娘 が トレ ブリ ンカ で 死ん 
だ こと を 突然 、 思 い 出 し た 。 一 つ ー つ の 死 を 特別 の も の に する の は 
愛 だ と エラ リ イ は 思っ た 。 愛 だ け だ と 吉 っ て いい!。 


お むろ ん ここ で いつ う 「 愛 」 と は 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 説い て いる よう 
な それ で は な い 。 む し ろ そ れ は 、 「 被害 者 た ちの 名 前 」 と 切り 離し 
て 考え る こと の で き な い よう な 何 か で ある 。 


ずい ぶん 長い 回 り 道 に な っ て し まっ た が 、 こ こま で が 単なる 脱線 

で な いこ と は 、 村 上 春樹 の 読者 の 目 に も 明らか だ と 思う 。 一 九 九 五 
年 三 月 二 十 日 に 起こ っ た 「 地下 鉄 サ リン 事件 」 の 数 多い 被害 者 へ の 
イン タビ ュー を まとめ た 『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 』 と いう 作品 は 、 ノ 
ン フ ィ ク ショ ン と 小説 と いう 違い こそ あれ 、『 九 尾 の 猫 』 に こめ ら 
れ た 祈り と 同じ 動機 で 書か れ て いる か ら で あ る 。 


た と えば 村上 春樹 は "アン ダー グラ ウン ド 。』 の 序文 「 はじめに,」 
の 中 で 、 自 ら の 取材 スタ ンス を 次 の よう に 説明 し て いる 。 


その よう に イン タビ ュ イ ー の 個人 的 な 背景 の 取材 に 多く の 時 間 と 
部 分 を 割 い た の は 、「 被害 者 」 一 人 ひと り の 顔 だ ちの 細部 を 少し で 
も 明確 に あり あり と 浮か びあ が ら せ た か っ た か ら だ 。 そ こ に いる 生 
身 の 人 間 を 「 顔 の な い 多 く の 被 害 者 の 一 人 ( ワン ・ オ ブ ・ ゼ ム ) 」 
で 終わ ら せ た く な か っ た か ら だ 。 ( 中略 ) 


その よう な 姿勢 で 取材 し た の は 、「 加害 者 = オウ ム 関 係 者 」 の 一 
人 ひと り の プロ フィ ー ル が マス コミ の 取材 な ど に よっ て 細部 まで 明 
確 に され 、 一 種 魅惑 的 な 情報 や 物語 と し て 世間 に あま ね く 伝 播 さ れ 
た の に 対し て 、 も う 一 方 の 「 被 害 者 = 一 般 市 民 」 の プロ フィ ー ル の 
扱い が 、 ま る で と っ て つけ た みた い だ っ た か ら で あ る 。 そ こ に ある 
の は ほとん どの 場合 た だ の 与え られ た 役割 (「 通 行人 A 」 ) で あ 
)、 人 が 耳 を 傾け た く な る よう ね な 物語 が 提供 され る こと は きわ め て 
橋 で あっ た 。 そ し て それ ら の 数 少な い 物 語 も 、 パ ター ン 化 され た 文 
肛 上 で し か 語ら れ な か っ た 。 


ここ で 村上 が 批 す る 一 般 マ スコ ミ 報 道 の 文脈 と は 、 先 に 述べ た 
ゲー ム 探 偵 小 説 の 基本 構造 と パラ レル な も の だ 。 そ こ で は 「 犯 人 = 
加害 者 」 の 名 前 を 明らか に する こと が 最 重 要 な 関心 事 で あり 、「 被 
害 者 」 の リア ル な 顔 だ ち は 八 切り 型 イ メー ジ の 殺 列 に よっ て 消去 さ 
れる 。 い っ た ん 「 被害 者 」 の 項 を カッ コ に 入れ て し まえ ば 、「 犯 人 
/ 作者 」 対 「 探 偵 / 読者 」 の 安定 的 な 図式 を 手 に 入れ る こと が で き 
る か ら だ 。 初期 クイ ー ン が 行なっ た 「 読 者 へ の 挑戦 」 は 、 ま さ に こ 
うし た 図式 を 拠り どころ に し て 成立 し て いた 。 


お そら くそ れ は 一 般 マ スコ ミ の 文 服 が 、 被 害 者 た ち を 「 傷 つけ ら 
れ た イノ セン ト な 一 般 市 民 」 と いう イメ ー ジ で きっ ちり と 固定 し て 
し まい た か っ た か ら だ ろう つ 。 も っ と つっ こん で 喜 つ な ら 、 被害 者 た 
ち に り リアル な 顔 が な い 方 が 、 文 服 の 展開 は 楽に な る わけ だ 。 そ し て 
「 ( 顔 の な い ) 健全 な 市 民 」 対 「 顔 の ある 悪党 た ち 」 と いう 古典 的 
な 対比 に よっ て 、 絵 は ずい ぶん 作り や すく な る 。 


私 は で きる こと な ら 、 そ の 固定 され た 図式 を 外し た いと 思っ た 。 


クイ ー ン が 『 九 尾 の 猫 』 に お いて 、 ゲ ー ム 探偵 小説 の 安定 的 な 図 
式 を 離れ 、 被害 者 の 物語 」 を 回 復 し よ つ と 努め た こと は 、 こ こま 
で に 見 て きた 通り で ある 。 つ まり 村上 春樹 が 『 ア ンダ ー グ ラウ ン 
ド 』 の 序文 で 述べ て いる こと は 、『 九 尾 の 猫 』 の 作者 に も その まま 
当て は まる 。 と いう より 、 村 上 が クイ ー ン の 作品 を 反復 し た と いっ 
た 方 が より 正確 だ ろう 。 両 作品 の 間 に は それ 以外 に も 、 い くつ か の 
奇妙 な 暗 合 が ある か ら だ 。① 村 上 春樹 は 一 九 四 九 年 、 す な わ ち 『 九 
尾 の 猫 』 が 発表 され た 年 に 生ま れ た 。 ぐ @② 総 勢 六 十 名 に 及ぶ 人 名 ( 実 
名 と 仮名 が 混在 する ) を 並べ た 『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。』 の 目次 は 、 
『 九 尾 の 猫 』 の 巻末 に 付 さ れ た 『 名 前 に 関す る ノー ト 」 と 見 ま が う 
よう な も の で ある 。 ぐ 村上 春樹 は "アン ダー グラ ウン ド 。』 の 取材 と 
刊行 に 前 後 し て 、 心 理 療法 家 の 河 合 隼雄 と 対話 を 繰り 返し 、 河 合 か 
ら 「 ひ と つの 心理 的 な 区 切り を つけ る た め の ヒ ント 」( 『 約 束 さ れ 
た 場所 で 』 の 「 まえがき 」 より ) を 与え られ た こと に 感謝 し て いる 
が 、 こ の 二 人 の 師弟 の よう な や り と り は 、 精 神 分 析 医 の セリ グマ ン 
教授 が 、 度 重なる 失敗 に よっ て 自信 を 喪失 し た 探偵 エラ リー に 『「 一 
つの 大 き な 、 真 実 の 教訓 」 を 授け る 『 九 尾 の 猫 』 の ラス トシ ー ン と 
酷 人 也 し て いる .……。 


ここ で 冒頭 の 疑問 に 戻 ろ る う 。 私 が 最初 に 抱い た 疑問 は 、 な ぜ 村 上 
春樹 は 「 メ イキ ング ・ オ プ ・『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』」 の 中 で 、 
唐突 に エラ リー・ ク イー ン の 「 読 者 へ の 挑戦 」 に 触れ る 必要 が あっ 
た の か 、 と いう も の だ っ た 。 し か し ここ まで 見 て きた よう に 、 イ ン 
タビ ュー 中 で の クイ ー ン へ の 吉 及 を 、『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』 の 
成立 に 関わ る 問題 か ら 切 り 離 し 、『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。』 の 執筆 動 
機 を 予告 する 発 吉 と し て 受け 取れ ば 、 そ の 唐突 で ちぐはぐ な 印象 も 


ほぼ 解消 で きる 。 


「 読 者 へ の 挑戦 」 を めぐ る 議論 の わか り づ ら さ も 、『 ア ンダ ー グ ラ 
ウン ド 』 と 、 オ ウム 信者 へ の イン タビ ュー を まとめ た 続 人 編 『 約 束 さ 
れ た 場所 で 』 の 関係 に つい て 語っ た も の と 見 な せ ば 、 か な けり クリ ア 
に な る は ず だ 。 端 的 に いっ て 、「 オ ウム = 加害 者 」 側 の 視点 を 意図 
的 に 排除 し た 前 者 の 取材 姿勢 は 、「『 お 前 が 犯人 だ 』 と 誰か を は っ 
きり 指 さ す 必要 は な いん じゃ な いか 」 と いう 「 漠然 と し た 考え 」 の 
具体 化 に ほか な ら な い 。 一 方 、 村 上 は 『 約 束 さ れ た 場所 で 』 の 「 ま 
え が き 」 で 、 そ の 後に 起こ っ た 気持 ちの 変化 に つい て 、 次 の よう に 
記し て いる 。 


で も その 仕事 を 終え て 、 本 が 出版 され 、 あ れ や これ や の 波 が 去っ 
て 事態 が 一 段落 し た あと 、 私 の 中 で 少し ずつ 「 オ ウム 真理 教 と は 
いっ た い 何 だ っ た の か ? 」 と いう 疑問 が 膨らん で きた 。 ( 中 略 ) 


『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。』 の 中 で は 、 オ ウム 真理 教団 と いう 存在 は 、 
な ん の 前 触れ も な し に 日 常に 唐突 ご に 襲い か か っ て く る (正体 不明 の 
脅威 = ブラッ ク ・ ボ ックス ) と し て 捉え られ て いた わけ だ が 、 今度 
は その プラ ッ ク ・ ボ ックス の 中 身 を 、 私 な り に ある 程度 開い て みよ 
うと 思っ た 。 


ブラック ・ ボ ックス の 中 身 を 開く と いう 作業 は 、「 加害 者 = 犯 
人 」 の 名 前 を 明らか に する こと 以外 の 何 物 で も な い だ ろ う 。 エ ラ 
リー・ ク イー ン 風 に 吉 え ば 、 そ の 作業 は 「 読 者 へ の 挑戦 」 ま で で 終 
わっ て し まっ た 小説 の 解決 編 を 、 新 た に も つう 一 度 書き 始め る こと に 
相当 する わけ だ 。 し た が っ て 「 メ イキ ング ・ オ プ ブ ・『 ね じ ま き 人 和 鳥 ク 
ロニ クル 』」 の 中 で クイ ー ン に つい て 触れ た 箇所 は 、『 ア ンダ ー グ 
ラウ ンド 。』 二 部 作 の 成立 過程 を あら か じ め ト レー ス す る も の だ と 
いっ て いい は ず で ある 。 


も っ と も 、 こ の イン タビ ュー が 行わ れ た 九 五 年 七 月 の 時 点 で 、 村 
上 春樹 が 「 地下 鉄 サ リン 事件 」 の 被害 者 に 対す る 取材 を 準備 し て い 
た か どう か は 詳らか で な いし 、 ま た 『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。』 を 構想 
する に 当たっ て 、 村上 が クイ ー ン の 『 九 尾 の 猫 』 を 念頭 に 置い て い 
た こと を 証明 する の は 不可 能 で ある (お し ろ そ う で な か っ た 可能 性 
の 方 が 高い ) 。 だ が 、 イ ンタ ビュ ー の 内 容 を 村上 春樹 自身 が 整理 し 


た 「 メ イキ ング ・ オ プ ブ ・『 ね じ ま き 鳥 ク ロニ クル 』」 の スタ イル 
は 、『 ア ンダ ー グ ラウ ンド 。 の 方 法 を 先取 りす る も の で は な か っ た 
か 。 そ し て 、 ク イー ン の 態度 変更 と 近年 の 村上 春樹 の それ の 間 に 、 
ある 種 の 共通 の パタ ー ン を 見 い だ す こと は けっ し て 不可 能 で は な 
し 1。 


村上 春樹 に よる エラ リー・ ク イー ン の 反復 そこ に は 半 世 紀 を 隔 


て た 奇妙 な 暗 合 と し か 吉 い よう の な い 、 二 十 世紀 と いう 時 代 に まつ 
わる 重要 な 何 か が ひそ ん で いる の で は な い だ ろ うか 。 
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法 月 谷 大 郎 大量 死 と 密室 一 笠井 潔 褒 」( 笠井 潔 編 "本 格 ミ ステ リ 
の 現在 』 所 収 、 国 書 刊 行 会 


複雑 な 殺人 芸術 The Complex Art of 
Murder 


「 主 人 公 ヒ ー ロ ー と し て の 探偵 と 作家 」 The Writer as Detective 
Hero ( 一 九 六 五 ) と いう 有名 な 探偵 小説 論 の 中 で 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ 
ルド は 彼 の プロ ッ ト 作 法 に つい て 、 レ イモ ンド ・ チ ャ ンド ラー を 引 
き 合 い に 出 し な が ら 次 の よう に 迷 KK べ て いる 。 


チャ ンド ラー は 、 部 分 が 全体 より 重要 で ある か の よう に 、 す ぐれ 
た 場面 を いく つも つく り だ す た め の すぐ れ た プロ ッ ト を 立て た 。 私 
は プロ ッ ト を 、 作 品 の 意味 を 伝え る 手段 と みな し て いる 。 プ ロッ ト 
は 現代 社会 と 司 じ よう に 複 鈴 に 入り くん で いる べき だ が 、 語 られ る 
物語 に つい て 真実 を 玉 べ る べく 充分 に 均衡 が 保 た れ て いな けれ ば な 
ら な いしい)。 探偵 小説 の 結末 の 意外 性 は 、 作品 全体 の 構成 を 通じ て 逆行 
する 韻 劇 的 な 震動 を そ を な えて いな けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 物 語 の 
骨組 み は 単 一 で 、 し か も 意図 され た も の で な けれ ば な ら な いと いう 
こと で ある 。 ( 小 鷹 信 光 訳 、 傍 点 法 月 ) 


右 の 傍点 を 付 し た 箇所 は 、 ま わり くど い 吉 い 回 し が 用 いら れ て い 
る が 、 要 する に 「 探 偵 小説 は フェ ア に 書か れ な けれ ば な ら な い 」 と 
いう 趣旨 に 解す る べき で は な いか 。 ヴァン ・ ダ イン 風 に 吉 い 換え れ 
ば 、「 犯 人 が 探偵 自身 に た いし て 当然 用 いる も の 以外 の べ て ん 、 あ 
る い は ご ま か し を 、 故 意 に 読者 に た いし て も て あそん で は な ら な 
い 」(「 推 理 小説 作法 の 二 十 則 」 ) と いう こと で ある 。 


ここ で ヴァ ン ・ ダ イン に 吉 及 し て も 、 け っ し て 場違い で は な い は 
ず で ある 。 な ぜ な ら 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 キ チ ナ ー 高 校 に 在学 
し た 十 七 歳 の 時 、 学 園 誌 The Grumbler に 友人 の グレ アム ・ キ ャ ム 
ベル と の 合作 で 、Philo France, in the Zuider Zee と ! つ ファ イロ ・ 
ヴァ ンス の パロ ディ を 発表 し て いる か ら だ ( 小 應 信光 編 「 作 品 と 生 
涯 」/「 ミ ステ リマ ガ ジ ン 」 一 九 人 三 年 十 一 月 号 )。 


また 彼 は それ に 先だって 、 十 六 歳 の 時 、 同 じ 学 園 誌 に シャ ー ロ ッ 


ク ・ ホ ー ム ズ の パロ ディ 「 南 洋 サ ウス ・ シ ー ス ー プ 会 社 事件 」 (日 
暮 雅 通訳 、「 創 元 推理 14」 ) を 発表 し て いる 。 訳 者 に よれ ば 、「 ロ 
ス ・ マ ク ド ナ ルド は この 頃 か ら 探 偵 小説 に 魅力 を 感じ て いた わけ だ 
が 、 推 理 を 主 と す る 理屈 っ ぽい 探偵 小説 に 不満 を も っ て いた こと 
は 、 こ の パロ ディ か ら よ くわ か る 」 と いう 。 し か し 、 た と え 不 満 を 
感じ て いた と し て も 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が 早く か ら 伝 統 的 な 探偵 
小説 に 親しみ 、 こ の ジャ ン ル に 固有 の 形式 を 熟知 し て いた こと は ま 
ちがい な い 。 


「 探 偵 小 説 は フェ ア に 書か れ な けれ ば な ら な い 」 と いう 主張 自体 
は 、 た し か に あり ふれ た も の で ある 。 し か し この 主張 を 実現 する た 
め に 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が 選ん だ 方 法 は けっ し て あり ふれ た も の 
で は な か っ た 。 彼 は 人 ハメット や チャ ンド ラー が 確立 し た 私 立 探偵 の 
一 人 移 一 視点 に よる 記 を 、 フ ェ ア プ レイ を 実現 する た め の 有 効 な 
武器 と し て 再発 見 し た の で ある 。 


「 主 人 公 と し て の 探偵 と 作家 」 と いう 評論 は 、 実 は ハー ド ボ イ ルド 

論 で は な く て 、 ま すず 第 一 に 、 作 家 と 探偵 の 関係 作 に つい て 論じ た も 
の で あり 、 あ る い は それ 以上 に 、 探 偵 小 説 の 技法 論 と し て 書か れ た 
部 分 が か な り の 割合 を 占め て いる 。 こ の 褒 が ポー と ドイ ル に つい て 
の 記述 か ら 始 まる の は その た め だ 。 注目 すべ き は 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ 
ルド が 「 語 り 手 と 探偵 の 分 離 」 が も た ら す 利点 と 欠点 に つい て 述べ 
て いる 箇所 で ある 。 


ポー の 最初 の 探偵 小説 は 、 ほ か に も 原型 と みな すべ き 要 素 を 備え 
て いる 。 とり わけ 指摘 すべ きこ と は その 叙述 法 で ある 。 ここ で は 、 
物語 の 語り 手 で ある 「 私 」 は 、 探 偵 デ ュ パ ン で は な い 。 主人 公 を 語 
けり 手 と 探偵 に 分 離さ せる こと に は いく つか の 利点 が ある 。 さ ほど 重 
要 で な い 事 柄 を 除外 する こと も で きる し 、 解決 を 引き の ば す 役 に も 
立つ 。 さ ら に 重要 な こと は 、 作 家 が 不 必要 な 困惑 を 感じ ず に 主人 公 
で ある 探偵 を 読者 に 示し 、 ま た ポー が 「 モ ル グ 街 の 親 人 」 で 示し て 
いる よう に 、 感 情 的 に あつ か い の お むず か し い 題 材 を うま く 処 理 し 、 
さら に は 作家 自身 が その 感情 の 渦 か ら 一 歩 し り ぞ く こ と も 可能 な ら 
し め る こと で ある 。 


一 方 、 主 人 公 を 分 離さ せる こと に よっ て 生じ る 欠点 は 、 デ ュ パ ン 
の 後継 者 、 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 冒険 談 に より 如 実 に あら われ 


て いる 。 作家 の 自己 投影 の 片割れ で ある 語り 手 は 、 も つう 一 方 の 分 稀 
で ある 主人 公 ( 探偵 ) に 向け た 盲目 的 と さえ いえ る 区 美 の 姿勢 を 押 
し つけ られ 、 偉 大 な 主人 公 ( ホー ムズ ) に 対す る 語り 手 ( ワ ト ス ン 
博士 ) の 替 嘆 の 念 を 読者 は わか ちあ わ さ れ る こと に な る 。 自我 を お 
さえ きれ ず に 表 出 し て し まう この 自己 愛 的 な ファ ンタ ジー の 有 要素 
が 、 ど う や ら 探 偵 小 説 と いう 伝統 的 な 形式 の 中 に きず き あ げ ら れ て 
いる らし い 。 


ロス ・ マ ク ド ナ ル iP 右 に 示さ れ た よう な 「 語 り 手 と 探 
偵 の 分 離 」 を 、 リ ュ ウ ・ ア ー チ ャ ー と いつ 一 人 移 一 視点 の カメ ラ ア 
際 二 人 に 生き の し た と いえ る だ ろう つう 。 そ うつ 
し た 彼 の 作風 が 確立 され た の は 、 一 九 六 〇 年 代 の 前 半 に 書か れ た 
『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』『 縛 模様 の 震 格 車 。『 さ お び け 』- 一 いわ ゆる 


「 不幸 な 娘 」 三 \ 崎 六助 ) の 時 期 で あ 
る 。 精 で は 、 ー 由 人 スマ ク 節 」 と も いわ れ ち 簡 多 の 文体 の 完成 


が 、「 探 偵 小 説 は フェ ア に 書か れ な けれ ば な ら な い 」 と いう 伝統 的 
な 本 格 ミ ステ リ の 基本 ルー ル と 不可 分 の 関係 に あっ た こと を 、 

『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 を 中 心 に 再 確認 し て いき た い ( 次 節 以降 
で 、『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』『 結 模様 の 霊 格 車 。『 さ お むけ 。』 の 真 
相 、 及 び ト リッ ク に 触れ ます ) 。 


野崎 六助 は 次 の よう に 書い て いる 。 「 完 成 期 に お ける マク ドナ ル 
ド は 、 こ れ は だ れ も よ く 指 摘 し えて いな い の か も し れ な い が 、 本 格 
ゲー ム 探 偵 小 説 の 要素 を 、 まる で 本 探 も な く 取 り 込 ん で くる 。 一 貫 
し て そう な の だ 。 明 瞭 な 要素 と は つま り 、 連 続 級 人 、 替 え 玉 トリ ッ 
ク 、 犯 人 捜し 、 な ど で あ る 。 多 分 に 様式 化 さ れ た それ で ある 。 こ う 


し た 点 を マク ドナ ルド の 独創 と 断 じ る こと は 無理 だ と し て も 、 単 な 
る 思い つき で な く ( 思い つき に し て は 強烈 すぎ る 情念 で ) 、 か れ 
が 、 こ れ ら を 自己 の 小説 に 導入 し た こと は 、 特 筆 さ れ て し か る べき 
で は な い だ ろ うか 」(『 北 米 探偵 小説 論 』 ) 


お ろ ん 、 そ うな の だ 。 の みな ら ず 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が 導入 し 
た 要素 は 、 連 続 疫 人 、 替 え 玉 トリ ッ ク 、 犯 人 捜し 、 な ど と いっ た 人 外 
観 上 の 特徴 に に とどまら な い 。 彼 は 伝統 的 な 本 格 ミ ステ リ に お ける 
フェ アプ レイ 問題 を 強く 意識 し た うえ で 、 本 格 ミ ステ リ 作 家 顔 負け 
の アク ロバ ッ ト 的 叙 迷 と ダブ ル ・ ミ ー ニ ング の 技法 を 駆使 し て い 
る 。 こ の こと は 、 様 式 化 さ れ た ゲー ム 探 偵 小 説 の 要素 の 導入 が 、 単 
な る 思い つき の 域 を こえ 、 文体 の レベ ル に まで 深い 影響 を 及ぼ し て 
いる こと を 示し て いる 。 こ れ か ら 見 て いく よう に 、 凝 っ た 比 只 と 対 
照 法 を 多用 し た 、「 ロス マク 節 」 と いわ れる 彼 独特 の 文体 は 、 ゲ ー 
ム 探 偵 小説 に お ける 統 述 上 の 制約 と 切っ て も 切れ な い 関 係 に ある か 
ら だ 。 


『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 (一 ベー ) は 、「 不幸 な 娘 」 三 部 作 の 皮 
切り で ある だ け で な く 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド の 作風 を 決定 づけ た 作 
者 の 代表 作 で ある 。 


この 小説 は 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド の 作品 の 多く が そう で ある よう 
に 、 ひ と り の 娘 が 失 貴 する と ころ か ら 始 まる 。 プロ ッ ト は 要約 で き 
な い ほ ど 複 雑 に 入り 組ん で いる が 、 枝 葉 の 部 分 を 削ぎ 落と し 、 物 語 
の 核 と な る 着想 を 取り 出す と 、「 娘 が 実 の 母親 に 化け る 」 と いう 替 
え 玉 トリ ッ ク が 土台 に 据え られ て いる 。 主要 な 登場 人 物 は 、 メ ド 
ウ ・ フ ァ ー ム ズ の 富豪 ホー マー・ ウ ィ チ ャ リー と 離婚 し た 妻 キ ャ サ 
リン 、 ウ ィ チ ャ リー 夫妻 の ひと り 娘 フィ ー ビ 、 そ し て フィ ー ビ の 叔 
父 ( ホ ー マ ー の 妹 の 夫 ) カー ル ・ ト レヴ ァ 。 


事件 の 背景 は 、 次 の よう な も の だ 。 フィー ビ は 、 キ ャ サリ ン と ト 
レヴ ァ の 婚前 交渉 に よっ て 生ま れ た 娘 で 、 二 十 年 後 、 二 人 の 不倫 が 
再燃 し た こと が 連続 級 人 の 引き 金 と な る 。 トレ ヴァ は 保身 の た め 、 
愛す る キャ サリ ン を 自ら の 手 で 級 害 する が 、 被 害 者 が 現場 に 居合 わ 
せ た 娘 に 「 あ な た の お 父さん が 、 こ ん な こと を し た の よ 」 と 吉 い 残 
し て 死ん だ た め 、 フ ィ ー ビ は ホー マー の 犯行 と 誠 解 し て し まう 。 犯 
行 を 別 ぎ つけ た 悪徳 不動 産業 者 ベン ・ メ リマ ン は 、 キ ャ サリ ン に 振 
けり 出さ れ た 別居 手当 の 小切手 を 詐取 し よう と た くら み 、 フ ィ ー ビ を 
脅迫 し て 死ん だ 母親 の 替え 玉 に 仕立 て 上 げ る 。 彼女 は も と も と 母親 


似 の 娘 だ っ た が 、 ち ょ うど 妊娠 し て いた つえ に 、 両 親 が 破局 を 迎え 
る きっ か が け を 作っ た と いう 固 悪 感 か ら 過 食 症 に 陥っ て 、 別 人 の よう 
に 体重 が 増え て いた と いう 設定 。 


物語 の 冒頭 、 ホ ー マ ー か ら 失 中 し た フィ ー ビ の 捜索 を 依頼 され た 
ー チ ャ ー は 、 離 婚 し た 母親 が 娘 の 居所 を 知っ て いる に ちがい な い 
と に らん で 、 キ ャ サリ ン の 行方 を 追う 。 小説 の 第 11 章 で 、 ア ー 
チャ ー は ハシ エン ダ ・ イ ン と いう ホテ ル の 酒場 に た どり 着き 、 キ ャ 
サリ ン に 抗 装 し た 娘 の フィ ー ビ と 接触 する 。 も ちろ ん この 時 点 で 、 
当 の キャ サリ ン は すでに 死体 と な っ て いる の だ が 、 ア ー チ ャ ー は ま 
だ その 事実 を つか ん で いな い 。 の みな ら ず 、 三 ヵ月 前 か ら の 足取り 
が プッ ツリ 途絶 えて いる こと か ら 、 フ ィ ー ビ は も うっ 死ん で いる の で 
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な っ て 、 ア ー ー は 母 娘 入 れ 替 わり の トリ ッ ク に 気づか な いま 

ま 、 直り HD ビ フィ ビ か ら 情 報 を 得 よ うと し て 四苦八苦 
し た あげ く 、 様 子 を 見 に きた トレ ヴァ に 背後 か ら 殴 られ て 失神 、 彼 
女 を 取り 逃がし て し まう 。 


さら に 第 20 章 で は 、 海 中 に 遺棄 され て いた キャ サリ ン の 死体 が 発 
見 され 、 犯 行 の 発覚 を 恐 れ た トレ ヴァ は 、 死 体 の 身元 を フィ ー ビ と 
偽証 する 。 そ れ に よっ て 事件 は ます ます 紛 劉 する が 、 ト レヴ ァ の 偽 
証 は その 場 し の ぎの も の で し か な く 、 や が て アー チャ ー は サナ トリ 
ウム に 入院 し て いた フィ ー ビ を 発見 する 。 


『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』。 は 、 そ の 慈 劇 性 と 文体 的 な 完成 度 が 高く 評 
価 さ れ て いる 反面 、 こ の 替え 玉 ト リッ ク に 関し て は 、 発 表 当 時 か ら 
批 剤 が 絶え な い 。 た と えば 、 国 産 人 ハー ド ボ イ ルド の 第 一 人 者 で ある 
結城 昌治 が 、 こ の くだ り に 対す る 不満 か ら 『 暗 い 落 日 』 (一 九 六 
五 ) の メイ ン ・ ト リッ ク を 着想 し た の は 有名 な 話 だ し 、「 本格 ミス 
テリ を 楽し りお よ うに 」 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド の 作品 を 楽し ん だ と いう 
瀬戸 川 猛 資 「 ミ ステ リマ ガ ジ ン 」( 一 九 八 三 年 十 一 月 号 ) の 追 
悼 特集 に 寄せ た エ ッ セ イ で 、「 世評 の 高い "ウィ チャ リー 家 の 女 』 
は 駄目 。 ト リッ ク が アホ ら し すぎ て 大 幅 に 減点 で ある 」 ( 「 隠 れ 口 
ス ・ マ ク 」) と 吉 い 切っ て いる 。 


替え 玉 ト リッ ク に 対し て 、 最 も 痛烈 な 批 旭 を し た の は 、 『 推 
理 小説 を 科学 する 』 (一 九 八 三 ) の 著者 、 呼 上 道 雄 だ ろ つ 。 星 上 は 
「 生体 情報 科学 」 の 研究 NE 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 
女 』 の トリ ッ ク の 科学 性 を 検討 し アー チャー が フィ ー ビ の 接 装 に 


気づか な いと いう こと は あり えな いと 結論 し て いる 。 以 下 、 少 し 長 
く な る が 、 引 用 し て みよ う 。 


し か し 、 彼 女 は 正確 に 二 十 一 歳 で 、 母 親 は 四 十 を こし て いる 。 


そし て 、 ア ー チ ャ ー と の 会 話 の 途中 で 、 彼 女 は 隣室 で 吐い て い 
る 。 し た た か に 酔っ て いた の で ある 。 厚 化粧 し て いる 若い 女 が 意識 
的 に 大 食し て ふと り 、 作 り けり 声 を し て いれ ば 、 遠 く か ら 見 れ ば 、 ご ま 
か され る だ ろう 。 四 十 歳 に は みえ る か も し れ な い 。 し か し 、 ひ どく 
酔っ て し まえ ば 、 作 り 声 も で き な く な る 。 


それ に 妊娠 初期 の 若い 女 と いう の は 、 す ご く 美 し いも の だ 。 体 
じゅ つう か ら 形 容 の で き な い 上 魅力 を 発散 する 。 そ の 女 と 長 時 間 、 体 の 
くっ つく くら いい 近く に いて 、 そ の 女 の か も し だ す 全 体 の ムー ド を 
吸っ て いれ ば 、 そ れ は 四 十 歳 す ぎの 女性 だ と は どう し て も 見 えな い 
だ ろう 。 


(中略 ) 


読者 は ロス ・ マ ク ド ナ ルド の 過 誠 に 気づか れ た で あろ うか 。 彼 は 
科学 的 真実 の より どこ ろ を 形式 に も と め て いる 。 ニ 十 一 歳 の 女性 で 
も 、 厚 化粧 を し て 、 髪 の 色 を 変え 、 そ の 他 そ の 他 の 形式 的 変化 を 身 
に 体 すれ ば 、 四 十 歳 を こし た 女性 と 見 られ うる と 考え て いる 。 


し か し 、 わ た し た ち は 科 学 的 実在 を つね に 感 得 する 。 形 式 を こえ 
て 、 感 じ と る の で ある 。 そ の 限り 、 二 十 歳 以 上 の 年 齢 差 は 絶 体 絶 合 
に あら われ 、 ど ん な 手段 を 講じ て も 、 と りさ れ な い 。 


ロス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 ア ー チ ャ ー 探 偵 が キャ サリ ン に 化け た 
フィ ー ベ に 接近 する シー ン を 、 な ぜ な が な が と 描写 し た か 。 探偵 自 
身 が こん な に まで 接近 し て 長 時 間 観 察し 、 会 話 を か わし て も わか ら 
な か っ た フィ ー ベ の 拐 装 の みごと さ を 強 調 し た か っ た の だ 。 それに 
よっ て 、 こ の 身代わり トリ ッ ク の 絶妙 さ を 読者 に つよ く 印 象 づ け よ 
うと し た の だ ろう 。 


し か し 、 彼 の 力 み は 逆 に この 作品 の 科学 的 真実 を 消し 去っ て し 
まっ た 。 文学 と し て 、 あ る い は 推理 小説 と し て は と に か く 、 科 学 的 
に みれ ば あき ら か に そう で ある 。 


ここ で 時 上 が 述べ て いる こと は 、 ま っ た く の 正 論 で ある 。 アー 

チャ ー が フィ ー ビ の 接 装 を 見 破れ な か っ た の は 、 名 探偵 に ある まじ 
き ボ ポカ と し か 計 いよ う が な い 。『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 と いう 作品 
に 対し て 、 読 者 が 抱く 不満 も そこ に 発し て いる 。 


し か し アー チャ ー が 犯し た 致命 的 失策 を 、 そ の まま ロス ・ マ ク ド 
ナル ド の 過 話 と 直結 で きる だ ろ つ か 。 と いつ の も 、 真 相 を 知っ た つう 
え で も うつ 一度 、 こ の 第 11 章 を 読み 返す と 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が 意 
図 的 に 非常 に 奇妙 で 、 不 自然 な 文体 を 用い て いる こと が わか る か ら 
で ある 。 こ の 文体 の 検討 を 抜き に し て 、 替 え 玉 トリ ッ ク の 是非 を 論 
じ る の は 、 作 者 に 対し て フェ ア で は な い だ ろ っ う 。 


た と えば 、 次 の よう な 描写 を 見 て みよ う ( 以下 の 引用 は 、 小 笠原 
豊 樹 訳 、 八 ヤ カ ワ ・ ミ ステ リ 文 庫 版 に よる ) 。 


「 新 らし い ゲ ー ム を し た く て た ま ら な い 退 屈し きっ た 子供 の よう な 
口調 で ある 」(p.139 ) 


「 女 は くら や み の な か に 立ち 、 わ た し が まっ すぐ 歩い て 行く と 、 自 
然 、 そ の 体 に ぶつ か っ た 。 思 っ た より 、 や わら か く て 、 あ た た か な 
体 で ある 」 (p.141 ) 


「 今 まで に 証人 か ら 聞 いて いた いろ ん な 行動 の 主として は 、 ず い 応 
ん 下手 くそ で 、 無 邪気 な や り 方 で ある 」(p.142 ) 


「 女 は 別 の 唄 を 口ずさみ な が ら 、 電 燈 の スイ ッ チ に 手 を の ば し た 。 
その 歌声 は 、 お どろ く ほ ど 軽 快 で 、 若 々 し か っ た 」(p.143 ) 


「 か つて は 可愛 い 娘 だ っ た に ちがい な い 。 フ ィ ー ビ と お な じ く らい 
可愛 い 娘 だ っ た の だ ろう 」 (p.144 ) 


「 わ た し は バス ルー ム か ら タ オル を 持っ て 来 て や っ た 。 女 は それ を 
引っ た くり 、 顔 と 頸 を 丹念 に 拭 い た 。 化 粧 が ほとん ど 落 ち て し まう 
と 、 女 は ずっ と 若く 、 お きだ し に 見 えた 」(p.149 ) 


「 わ た し は 廻 れ 右 し て 、 部 屋 を 横切り 、 戸 口 へ 急い だ 。 若 い 娘 の よ 
うな 笑い 声 が 、 つ し ろか ら 追 いか け て きた 」(p.155 ) 


こう し た 措 写 は 、 畔 上 の 吉 う 「 その 女 の か も し だ す 全 体 の ムー 

ド 」 に ほか な ら な い 。 い ずれ も 比 只 的 な 修辞 が 用 いら れ て いる が 、 
これ ら の 描写 を 字義 通り に 受け 取れ ば 、 ア ー チ ャ ー が 対面 し て いる 
の は 、「 年 齢 不相応 に 背伸び し た 若い 娘 」 以 外 の 何者 で も な い の で 
は な い だ ろ うか 。 つ まり ロス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 レ トリ カル な 表現 
を 用 いる ふけ り を し な が ら 、 あ か ら さ まな 真実 を その まま 描い て い 

る 。 


に も か か わら ず 、 (アー チャ ー だ け で な く ) 読者 も 入れ 替わり に 
気づか な い の は 、 作 者 の 筆 が 若 さ と 老い 、 美 し さと 醒 さ 、 過 去 と 現 
在 と いっ た 対比 効果 コン トラ スト を 文体 の 隅 々 に まで 行き 渡ら せ て 
いる た め 、 あ り の まま の 描写 で あり な が ら 、 逆 の EH 象 を 持つ よう に 
仕向 けら れ て いる か ら で あ る 。 こ の 替え 玉 ト リッ ク は 、 比 只 と 対照 
法 を 駆使 し た ロス ・ マ ク ド ナ ルド の レト リカ ル な 文体 な し で は 成立 
し えな いと いう こと だ 。 


こう し た 表現 方 法 の 二重性 は 、 地 の 文 に お ける 描写 に 限ら な い 。 
アー チャ ー と キャ サリ ン に 失 し た フィ ー ビ の 間 で 交わ され る 会 話 の 
端々 に も 、 フ ィ ー ビ が 年齢 と 外見 を ご ま か し て いる こと 、 あ る い は 
フィ ー ビ 自 身 の 偽 ら ざ る 本 心 が か な り 露 骨 に 示さ れ て いる 。 い くつ 
か 引用 し よう ( 文中 の 傍点 は 、 法 月 に よる ) 。 


「 お いく つ で す ? 」 


「 年 は 吉 わ な いこ と に し て いる の 。 な ん と な れ ば 、 わ た し は 百 歳 で 
すか ら ね 。 バ イロ ン 帰 が 三 十 五 だ か 六 だ か の 年 に に 、 イ タリ ア だ っ た 
か どこ か の ホテ ル で 、 年 を 訳 か れ て 百 歳 だ っ て 答え た ん で すっ て 
ね 。 そ の 気持 、 分 る わ 」(p.138 ) 


「 あん た の 気持 が 問題 な ん じゃ な い 。 わ た し は フィ ー ビ を 探し 出し 
た い だ け さ 」 


「 だ か ら 、 わ た し は 知り ませ ん て ば 。 あ の 日 別れ て 以来 、 逢 っ て な 
いわ 」 そ の 声 に は 思わ ず 知 ら ず 、 喪 失 感 が に じみ 出 て いた 。 
(p.153 ) 


「 あの 子 が 、 ど こ か へ 行く 計画 だ っ た こと は 知っ て いた わ 。 ボ ー ル 
ダー・ ビ ー チ に 帰り た く な いっ て 、 タ クシ ー の な か で 計 っ て いた 。 
ボー イ ・ フ レン ド か ら 逃 げ 出 し た か っ た ら し いわ 。 それに 、 ほ か に 
も いろ いろ 、 わ けが あっ た らし い の よ 」 最後 の 文句 は 、 急 に 曖昧 に 
た だ 。 


「 どん な わけ が ? 」 


「 忘れ た わ 。 学校 が 面白 く な か っ た ら し し 1 の 。 どこ か へ 行っ て 、 ーー 
人 で 生活 し て 、 な ん と か 自分 の 力 で 救 わ れ た か っ た の よ 」 ま る で 嫌 
喜 の よう に 抑揚 の な い 喋 り 方 だ っ た が 、 そ の 内 容 に は 真実 の 感情 が 
感じ られ た 。「 フ ィ ー ビ は そう 吉 っ て た わ 」 て (p.153 ) 


「 そ れ は よく な いね 。 フ ィ ー ビ は 、 ど こ へ 行く か 吉 わ な か っ た ? 」 


喜 わ な か っ た わ 。 自 分 で も 、 ど こと は っ きり 決め て いな か っ た み 
本 


「 し か し 、 行 先 を ほのめかす ぐら い の こ と は し た 筐 だ 」 


け よ 、 わた し に 2 $ っ て いる こと は ,」 女 は 自 人 ) が 忠 く まで 来 て し まっ 
た こと を 語っ て いる よう だ っ た 。 慈 し み が 、 女 の くち びる を ゆがめ 
て いた 。 (p.154 ) 


これ ら の 例 で も 明らか な よう に 、 母 親 に 失 し た フィ ー ビ は 会 話 の 
中 で 再三 、 本 来 の 自分 が 置か れ た 立場 に つい て 口 を すべ ら せ て し ま 
う 。 彼女 が 口 に する 吉 葉 の ほとん ど が 、 ダ ブル ・ ミ ー ニ ング の 色 合 
い を 帯び て いる と いっ て も いし いい!。 


さら に 原文 に 当たる と 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が この 章 で の 二 人 の 
対話 に 、 異 常 と も いえ る ほど の 神経 を 注 ! で いる こと が より は っ き 


けり する 。 小 笠原 豊 樹 の 訳文 は 詩 的 セン ス に あふ れ た 名 訳 だ が 、 残念 
な が ら 、 原 文 の 持つ 二 重 の ニュ アン ス の すべ て を 日 本 語 に 移し 替え 
る こと に は 成功 し て いな いと 思わ れる 。 どちら か と いえ ば 、 ア ー 
チャ ー の 主観 に 寄り か か っ た 解釈 と な っ て お り 、 読 者 に 対し て ミス 
リー ド を 助長 する 翻訳 に な か っ て いる よう だ 。 重箱 の 隅 を つつ く よ う 
だ が 、 二 点 ほ ど 顕 著 な 例 を 挙げ て お こう 。 


私 立 探 偵 で ある と 素性 を 明か し た アー チャ ー に 対し て 、 母 親 に 拐 
し た フィ ー ビ は 、 な せ ぜ 自 分 を 追い か ける の か 、 離 婚 以 来 、 娘 と は 
逢っ て いな いと 主張 する 。 


「 ウ ソ だ 。 あ ん た は 娘 さ ん が どう な っ て も 構わ な い の か 」 
「 自 分 さえ 、 ど うな る か 分 ら な いん だ も の 」(p.151 ) 


この や けり と り は 、 原 文 で は こう な っ て いる (引用 は 、BANTAM 
BOOKS 版 に よる ) 。 


"Youre lying. Dont you care whats happened to her?" 


TT dont even care what's happened to me." 


フィ ー ビ の 答 は 、 ア ー チ ャ ー の 質問 を その まま 投げ 返す よう かな 構 
文 に な っ て いる の で 、 そ れ が 母親 に な りき っ た は ぐら か し の 演技 な 
の か 、 あ る い は "her=me" と いう つう 吉 外 の ニュ アン ス 、 す な わ ち 
フィ ー ビ の 地 が 出 て し まっ た 人 台詞 な の か 、 き わ ど いと ころ で 区 別 で 
き な い 。 し か し 小笠 原 訳 で は 、 質 問 を 反復 する よう な 答 の リズ ム が 
消え た せい で 、 後 者 の ニュ アン ス も 薄れ て いる 。 


さら に 同じ 供述 を 繰り 返す フィ ー ビ に 対し て 、「 い や 、 人 逢っ て い 
る 。 去 年 の 十 一 月 二 日 、 ご 主人 の 出航 の 日 に 、 あ ん た は フィ ー ビ と 
一 緒 に 船 か ら 下 り て - 一 」 と アー チャ ー が 問い つめ る と 、 彼 女 は 次 の 
よう に 答え る 。 


「 ご 主人 な ん て 喜 わ な いで 。 あ の ひと は 、 も う - 一 も う 夫 じゃ な いん 
だ か ら 」 


「 そ れ じ ゃ 、 元 の ご 主人 だ 」(p.152 ) 


原文 で は 、 フ ィ ー ビ の 答 は こう 記さ れ て いる 。 


"Dont call him my husband. He isnt Llisnt my husband." 


小笠 原 訳 で は 「 も う 」 と いう 副詞 を 補っ て いる の で 、 彼女 が 夫 と 
離婚 し た と いう 事実 に に だ わっ て いる だ け の よう に 読め て し まう が 
( アーチャー も そう 解釈 する ) 、 フ ィ ー ビ が ここ で 吉 い よど ん だ の 
は 、「 彼 は 自分 の 夫 で は な い ! ( 本 当 は 父親 な の だ ) 」 と いう 無意識 
の 抗議 が 頭 を も た げ て きた か ら に ほか な ら な い !。 


ロス ・ マ ク ド ナ ルド が 、 本 格 ミ ステ リ 作 家 顔 負け の アク ロバ ッ ト 
的 叙 迷 と て ダブル ・ ミ ー ニ ング の 技法 を 駆使 し て いる こと は 、 こ こま 
で 見 て きた 通り で ある 。 こ うし た 技法 へ の 拘 泥 が な けれ ば 、「 ロス 
マク 節 」 と 称 さ れる 彼 の 文体 の 完成 も あり えな か っ た と いう つこ と 
に 、 だ れ し も 異論 は な い だ ろ うつ 。 


『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の 第 11 章 の 文章 に は 、 も つう ひと つ 重 要 な 特 
徴 が ある 。 そ れ は 、 作 者 が 地 の 文 で キヤ サリ ン に 失 し た フィ ー ビ を 
描写 する 際 、 一度 も 「 キ ャ サリ ン 」 な いし 「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ 
リー 」 と いう 固有 名 誤 を 用 いて いな いと いう 点 で ある (会話 文 を 除 
く ) 。 地 の 文 に お ける 彼女 の 描写 に は "woman" と いう つう 名詞 

か 、"she" と いう 代名詞 し か 使わ れ て いな い ( 小笠原 訳 で は 、 い ずれ 
も 「 女 」 と いう 訳語 が 当て られ て いる ) 。 


た だ し 地 の 文 で 、「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー 」 と いう 呼称 が まっ た 
く 使わ れ て いな いと いう わけ で は な い 。 が 、 そ れ ら は キャ サリ ン に 
失 し た フィ ー ビ を 措 写 する 文章 で は な いり 。 


具体 的 に 見 て みよ う 。 小 笠原 訳 で は 「 ミセ ス ・ ウ ィ チ ャ リー」 と 
いう 語 が 、 地 の 文 の 中 に 四 回 現れ る 。 


( 1 ) 「 見 る か ら に 頭 が 悪 そ う で 、 エ レガ ント な フロ ント の 青年 
が 、 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー と いう 方 は お 泊り に な っ て お り ま せん と 
吉 っ た 」(p.133 ) 


( 2 ) 「 か と 思う と 、 わ た し は 反射 的 に 、 こ の 酒場 か ら 、 ハ シ エ ン 
ダ ・ イ ン か ら 、 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー か ら 逃 げ 出 し て し まい た いと 
も 感じ た 」(p.137 ) 


(3 ) 「 わ た し が 求め て いた の は 、 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー と の 個人 
的 な 関係 だ っ た 。 質問 され て いる と は 知ら ず に 、 相 手 が 自 発 的 に 何 
で も 喋っ て くれ る よう な 、 そ うい うつ 関係 で ある 」 (p.137-138 ) 


( 4 )「 紙 入れ に は 、 和 紙幣 が ぎっ し り 詰 まっ て いた 。 紙幣 の ほか に 
は 、 去 年 発行 の ミセ ス ・ ウ ィ チ ャ リー 名 義 の 運転 免許 証 が ある 。 住 
所 は メド ウ ・ フ ァ ー ム ズ の ルー ラル ・ ル ー ト ニ 二 番 地 に な っ て いる 」 
(p.148 ) 


参考 の た め に 、 そ れ ぞ れ に 対応 する 原文 を 示 そ う (アン ダー ライ 
ン は 、 法 月 に よる ) 。 


( 1 ) "The elegant vacuous youth at the registration desk said that 


ATI9UHOA 人 AA"SJIA 


was not registered." 


( 2 ) Thad a counterimpulse to walk out of the bar and away 


mp 
(CD 
較 


( 3 ) "What I was hoping for was a personal relationship with 


from the Hacienda and 


ATIT9UHOA AA "STA 


, the kind of relationship in which she would talk 
freely without knowing she was being questioned." 


( 4 ) "The wallet was thick with bills. It also held a driver's licence 


ATrT9HOAAA J9UIOH "SIIA 


issued the Drevious year to , Rural Route Two, Meadow 


Farms: 


まず ( 2 ) の ケー ス か ら 。 原文 を 見 れ ば わか る 通り 、 こ の 箇所 で 
は 代名詞 "her' が 用 いら れ て お り 、「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー 」 と いう 
訳語 を 当て た の は 、 訳 者 の 勇み足 で は な いか 。 


次 に ( 1 ) お よび ( 4 ) の ケー ス 。 ( 1 ) は フロ ント の 青年 の 答 
を その まま 記し た も の で あり 、 ま た ミセ ス ・ ウ ィ チ ャ リー は に 実際 に 
ホテ ル に 泊まっ て いな か っ た の だ か ら 、 こ の 記述 は あり の まま の 真 
実 を 記し た も の で ある 。 ( 4 ) の 場合 も 同様 。 フ ィ ー ビ は 変装 の た 
め に 、Mrs. Homer Wycherly 名 義 の 運転 免許 証 を 持ち 歩い て いた だ 
け で 、 彼 女 が 免許 証 の 名 義人 本 人 だ と いう 記 は な い 。 し た が っ 
て 、 こ れ も 虚 偽 の 記 述 に は 当たら な い 。 


若干 の 問題 を 含ん で いる の は ( 3 ) の ケー ス だ が 、 こ の 箇所 は 目 
の 前 に いる 女 の 描 写 で は な く 、 ア ー チ ャ ー の 内 面 描写 で ある 。 き わ 
どい こと は きわ どい が 、 ア ー チ ャ ー が その よう に 思っ た こと 自体 は 
嘘 で は な い 。 し た が っ て 、 こ れ も 虚 偽 の 表記 に は 当たら な い 。 


( 1 ) ( 3 ) ( 4 ) の それ ぞ れ の ケー ス を 見 れ ば わか る よう に 、 口 
ス ・ マ ク ド ナ ルド は その 記述 が 虚 人 秦 に な ら な いと いう と ころ を 意図 
的 に 選ん で 、「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー 」 と いう 呼称 を 用 いて いる 。 

それ 以外 の 箇所 で は 、 そ の 呼称 を 排除 し て いる 。 な ぜ か と いえ ば 、 

その 女 は 母親 の キャ サリ ン に 失 し た フィ ー ビ で あっ て 、「 ミ セス ・ 
ウィ チャ リー 」 で は な いか ら だ 。 た と え ア ー チ ャ ー が 主観 的 に そう 
麟 断 し て いた と し て も 、 地 の 文 の 客観 性 を 歪め る の は フェ ア で は な 
い 、 と 作者 が 麟 断 し た か ら で あ る 。 


と ころ で 、 綾 辻 行人 は 「 伊 園 家 の 崩 壊 」(『 ど ん どん 橋 、 落 ち 
た 』 に 収録 ) と いう 作品 の 中 で 、 作 者 自身 と 作 中 人 物 の 対話 の 形 を 
借り な が ら 、「 本 格 ミ ステ リ の 基本 的 な ルー ル 」「 フェア プレ イ の 
精神 」 に 関し て 、「 と りあ えす ず 僕 が 最も 重要 だ と 思っ て いる の は 、 
『 三 人 稼 の 地 の 文 に 虚偽 の 記述 が あっ て は な ら な い 』 と いう こと で 
す 」 と 前 置き し て 、 次 の よう に 書い て いる 。 


「 三人称 の 地 の 文 ? 」 


- そう 。 三 人 称 の 記述 と いう つの は 原理 的 に 、 す べ て の 真実 を あら か 
じ め 知 っ て いる は ず で ある 、 い わ ゆ る 「 神 の 視点 , が その 上 位 に 控 
えて いて 、 記 述 内 容 の 客観 性 ・ 正 当 性 を 保証 し て いる わけ で す 。 だ 
か ら 、 三 人 移 記 述 に お いて は 、 会 話 文 以外 の 地 の 文 で で た ら め を 書 
く こ と は 許さ れ な い 。 事 実に 反する こと を 事実 で ある か の よう に 明 
記し て お いて 、『 手 が か り は 出揃っ た 』 と 云う の は アン フェ ア だ る ろ 
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「 そ れ も ま あ 、 そ う で し ょ うな 。 た と えば 、 秘 密 の 通路 な どど こ に 
も な いと 書い て お き な が ら 、 実 は その 部 屋 に は 隠し 岩 が あっ た 、 と 
いつ よう な ? 」 


「 そ う で す 。 厳密 に 云え ば 、 実 は その 人 物 が 男性 で ある の に 、『 彼 
女 』 と 書く と か 、 実 は 自殺 や 事故 死 で ちる の に 『 級 人 』『 し 』 と 
書く と か 、 実 は 死ん だ ふり を し て いる だ け な の に 『 死 ん で いる 』 と 
書く と か 、 そ うい っ た 記述 も あっ て は いけ な いと 、 そ こま で こだわ 
る 作家 も いま す 。 僕 も こだわ る 方 で すね 」 


重要 な の は この 次 で ある 。 三人称 の ケー ス に 続い て 、 綾 辻 は 一 人 
稼 の ケー ス に つい て こう 迷 べ る 。 


「 定 が び ず か し い の は 、 こ れ が 一 人 和 の 記述 に な っ た 場合 で す 。 
『 私 』 と か " 僕 』 に よる 一 人 称 で 事件 が 語ら れ て いる 場合 、 理論 上 
そこ か ら は 神 の 視点 , が 排除 され る こと に な り ま す 。 あ くま で も 
0 べら れる わけ で すか ら 、 お の ず と 事実 

の 議 認 紹 と いつ も の が 混在 し て く る だ ろ つ 。 実は ある 人 物 が 男性 だ っ 
た と し て も 、 そ の 時 点 で 『 私 』 が 『 女 性 で ある 』 と 信じ て いれ ば 、 
地 の 文 に も その よう に 書か れ て し まう 。 こ れ は 致し 方 な いこ と な わ 
は で すま 。 


そこ で 、 一 人 称 の 記述 に 何ら か の ルー ル を 設け る と し た な ら 、 
"故意 に 虚 履 の 記 林 を し て は な ら な い 』 と いう つこ と に な る で し ょ う 
か 。 そ の 状況 に お いて 不可 避 で あっ た 謀 認 に つい て は 仕方 な い 、 た 
だ し わざ と 嘘 を つい て は いけ な い - 一 と (以下 略 ) 」 


こう し た 綾辻 の 要約 に 従え ば 、 ア ー チ ャ ー の 一 人 称 で 書か れ た 
『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の 第 11 章 で 、 母 親 の キャ サリン に 接 し た 
フィ ー ビ を 、 地 の 文 で 「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー」 と 表記 し て も 、 ア 
ン フ ェ ア に は 当たら な いと いう こと に な る 。 そ の 状況 に お いて は 、 
不可 避 で あっ た 人 物 斉 論 な の だ か ら 。 と ころ が 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ル 
ド は 一 貫 し て 、「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー 」 と いう 呼称 を 地 の 文 か ら 
排除 する 。 つ まり この 小説 は 、 終 始 一 貫 し て アー チャ ー と いう カメ 
ラ ア イ を 通し て 物語 られ て いる が 、 に も か か わら ず 「 神 の 視点 , が 
排除 され て いな いと いう こと を 意味 する 。 


お むろ ん 、 こ れ は 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド が より 厳格 な フェ アプ レイ 
の 基準 を 自ら に 課 し て いた こと を 意味 する が 、 同 時 に こう し た 文体 
は 、 端 的 に 吉 っ て 、 奇 妙 で あり 、 不 自然 で ある ( これ は ある 意味 で 
は 、 探 偵 と ワ ト ス ン 博 士 の 混交 に ほか な ら な い ) 。 ロ ス ・ マ ク ド ナ 
ルド の 作品 世界 は 、 こ の よう に 双 盾 する 文体 に よっ て 描か れ て いる 
の だ 。 


ロス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 次 の よう に 洩らし て いる - 一 アー チャ ー は 
わた し だ が 、 わ た し は アー チャ ー で は な い 、 と 。 こ の 意味 あり げ な 
述懐 は 、 作 者 と 探偵 の 関係 に つい て 述べ て いる と 同時 に 、 彼 の 文体 
に 混在 する 主観 的 な 一 人 稼 と “ 神 の 視点 , の 間 の 緊張 関係 を 説明 し 
た も の で は な い だ ろ うか が 。 


た と え ア ー チ ャ ー の 一 人 移 一 視点 に よっ て 弘 ら れ て いて も 、 地 の 
文 で は アー チャ ー の 主観 を こえ た 客観 性 一 物語 に つい て の 真実 一 
を 維持 し な けれ ば な ら な いと いう ルー ル が 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド の 
文体 を 強く 支配 し て いた こと は 、 こ こま で に 見 て きた 通り で ある 。 
『 さ お むけ 』( 一 九 六 四 ) と いう 作品 を 読む と 、 こ の ルー ル が 彼 の 文 
体 だ け で な く 、 物 語 の プロ ッ ト を も 左右 し て いた こと が わか る 。 


紙 数 が 尽き か け て いる の で 、 先 を 急 ご う 。『 さ お むけ 』 に お いて 
も 、 プ ロッ ト の 中 心 に 据え られ る の は 、『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 と 
同様 、 女 性 の 入れ 替わり トリ ッ ク で ある 。 こ の 作品 で は 、 ロ イ ・ ブ 
ラッ ド シ ョ ー と いう 男性 と 結婚 し た 女性 (上 院 議員 の 娘 レ ティ 
シャ ) が 、 彼 の 実 の 母親 と し て ふる まう 、 と いう トリ ッ ク が 用 いら 


れ て いる 。 す な わ ち 、「 嫁 が 店 に な りか わる 」 と いう つも の だ 。 


いつ うま で も な く 、 こ れ は 「 娘 が 母親 に な りか わる 」 と いう トリ ッ 
ク の 変形 で ある 。 し か し この 入れ 替わり トリ ッ ク に 関し て は 、 

『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の よう な 血縁 の 連続 性 や 遺伝 的 な 母 娘 の 相 
似 性 が 、 い っ さい 排除 され て いる 。 そ の か わり 、 プ ロッ ト の 前 面 に 
出 て くる の は 「 呼 称 の 同一 性 」 に ほか な ら な い 。 


『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 と は ちがっ て 、『 さ お むけ 』 の 犯人 は 物語 の 
ご く 早 い 段 階 で 、 ロ イ の 母親 と し て アー チャ ー の 前 に 登場 する が 、 
ロス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 地 の 文 で 彼女 を 「 ミ セス ・ ブ ラッ ド 

ショ ー」 と 記 し て いる 。 ア ー チ ャ ー は この 時 点 で 、 彼 女 を ロイ の 
実 評 だ と 思い 込ん で いる が 、「 ミ セス ・ プ ラッ ド シ ョ ー 」 と いう 記 
述 は 、 客 観 的 に 見 て も アン フェ ア で は な い 。 な ぜ な ら 、 彼 女 は ロイ 
と 結婚 し て いた の だ か ら 。「 ミ セス ・ ブ ラッ ド シ ョ ー 」 と いう 呼称 
自体 が 、 二 重 の 意味 を 持っ て いる と いう こと で ある 。 


『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 と いう 作品 の キー ワー ド が 「 ミ セス ・ ウ ィ 
チャ リー」 だ っ た と すれ ば 、『 さ お け 』 の それ は 「 ミ セス ・ プ ラッ 
ド シ ョ ー 」 で ある 。 後者 が 前 者 の 第 ニラ ウン ド で ある こと は 明らか 
だ ろう 。 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド は 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の 第 11 章 の 
地 の 文 で 、 母 親 に 失 装 し た フィ ー ビ を 「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ リー」 と 
記述 する こと が で きず 、 妥 協 的 な 手段 と し て 代名詞 "she" を 多用 する 
こと し か で き な か っ た 。 彼 は 華 慌 な 文体 の 技巧 に よっ て 、 そ の 弊 を 
免れ よう と し た が 、 や は けり そう し た 描写 に は 不 自 然 さ が つき ま と 
つ 。 

つま り 、 仮 に 作者 自身 が 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 の 替え 玉 ト リッ 
ク に 不満 を 抱い て いた と し て も 、 そ れ は 入れ 替わり の 現実 的 な 成否 
に 関わ る も の で は な く 、 あ くま で も 文体 上 の 制約 に 発する 不満 だ っ 
た と いう こと で ある 。 


ロス ・ マ ク ド ナ ルド は 、 虚偽 の 記述 を 避け つつ 、 よ り 自 然 な 固有 
名 詞 に よる 記述 を 行う 方 法論 を 求め た 。 そ の 結果 、 生 まれ た の が 
「 ミ セス ・ プ ラッ ド シ ョ ー」 と いう 呼称 に 含ま れ た ダ プ ブル ・ ミ ー ニ 
ング で あり 、『 さ お け 。』 の 「 嫁 と の 入れ 替わり 」 と いう トリ ッ ク 
で あっ た と いう こと だ 。 こ れ は 読者 の 思い 込み を 逆手 に 取っ た 、 一 
種 の 叙 迷 ト リッ ク に ほか な ら な い 。『 さ お むけ 』 に は 「 ミ セス ・ プ 
ラッ ド シ ョ ー」 が 何 度 も 登場 する が 、 そ の 登場 シー ン は 『 ウ ィ チ ャ 


リー 家 の 女 』 の 第 11 章 の よう な 不 自然 に 衣 の 力 が 入っ た 描写 を 免れ 
て いる 。 


吉 い 換え れ ば 、『 さ お むけ 』 の プロ ッ ト ( = 犯人 の 設定 ) は 、 こ れ 
まで 喜 わ れ て きた よう に 、 単 に 精神 分 析 的 な 図式 か ら 出 て きた も の 
で は あり えな い 。 こ れ は 「 ミセ ス ・ ブ ラッ ド シ ョ ー 」 と いう 呼称 
が 、 プ ラッ ド シ ョ ー 家 の 「」 と 「 嫁 」 に 対し て 同様 に 用 いら れる 
と いう 慣例 抜き に は 成立 し な い ト リッ ク な の で ある 。 ロ ス ・ マ ク ド 
ナル ド 自 身 が 、『 さ むけ 』 を みず か ら の 最高 の プロ ッ ト と 自画 自賛 
し て いる の は 、 お そら く 叙 述 レ ベル に お ける 固有 名 詞 の 処理 を 不 自 
然 な は ほころび な し に な し と げ る こと が で きた こと に 関わ っ て いる 。 
こう し た 意味 で も 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド の 作風 は 、 探 偵 小 説 の フェ 
アプ レイ 問題 と 切っ て も 切れ な い 関 係 に ある と いえ る 。 


ロス ・ マ ク ド ナ ルド が 登場 人 物 の 名 前 に 奇妙 な 執着 を 示し て いた 
こと は 、『 さ お むけ 。』 の 前 作 『 締 模様 の 霊 板 車 。 (一 ニニ ) を 読 
で も 明らか で ある ( 犯人 の 動機 や ラス トシ ー ン の 書き 方 に 関し て 
は 、『 さ お む おけ 』 の パイ ロッ ト 版 と いえ な くも な い ) 。 この 作品 の 隠 
れ た テー マ は 、「 名 前 を 変え る 」 と いつ こと だ 。 作 中 人 物 た ち は 、 
さま ざま な 理由 か ら 名 前 を 変え 、 あ る い は 変え た いと 希望 する 。 た 
と えば イ ゾ ベ ル と いう 女性 は 再 婚 する こと に よっ て 、「 ミ セス ・ 
ジェ イメ ッ ト 」 か ら 「 ミ セス ・ ブ ラッ クウ ェ ル 」 に 名 前 を 変え る 
が 、 ア ー チ ャ ー は 二 人 が 同一 人 物 だ と いう こと に な か な か 気づか な 
い 。 こ こ に も 書く こと を 禁じ られ た 名 前 、「 ミセ ス ・ ウ ィ チ ャ 
リー 」 の こだま が 響い て いる と いっ て よい しり 。 


興味 深い の は 、 こ うし た 作 中 人 物 の 名 前 、 と り わ け 「 ミ セス ・ 
某 」 と 、 作 者 自身 の ペン ネー ム の 関係 で ある 。 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド 
は 、 初 期 の アー チャ ー が 登場 し な い 作品 で は 、 本 名 の ケネス ・ ミ 
ラー 名 義 を 用 いて いた 。 し か し 、 ア ー チ ャ ー・ シ リー スズ 第 一 作 『 動 
く 標 的 』 を 発表 する 際 に 、 す で に ミス テリ 作家 と し て よく 知ら れ て 
いた 妻 の マー ガレ ッ ト ・ ミ ラー と の 混同 を 避け る た め 、 ジ ョ ン ・ マ 
ク ド ナ ルド と 筆名 を 改め て いる (この 筆名 は 彼 の 父親 、 ジ ョ ン ・ マ 
ク ド ナ ルド ・ ミ ラー に 由来 する が 、 そ の 後 、 ジ ョ ン ・ DL マクド ナ 
ルド の 抗議 を 受け て 、 ジ ョ ン ・ ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド ーー ロス ・ マ ク ド 
ナル ド に 改名 を 強い られ た ) 。 つ まり リュ ウ ・ ア ー チ ャ ー と いう つう 主 
人 公 が 誕生 する の と 同時 に 、 ロ ス ・ マ ク ド ナ ルド は ミラ ー と いう つ 父 
方 の 姓 を 失っ た こと に な る 。 筆名 と し て 残っ た の は 、「 ミ セス ・ ミ 
ラー 」 の 方 だ っ た 。 


これ を 皮肉 と 吉 わ ず し て 、 何 と 呼ん だ らい い だ ろ う 。 ロ ス ・ マ ク 
ドナ ルド と いう 作家 は 、「 父 の 名 ノム ・ デ ュ ・ ペ ー ル 」( ミラ ー 
姓 ) を 女 に 奪わ れ て し まっ た 男 な の だ か ら 。 「 ミ セス ・ ウ ィ チ ャ 
リー 」 や 「 ミ セス ・ ブ ラッ ド シ ョ ー 」 と いう 名 前 へ の 執 効 な こだわ 
けり が 、 ミ ステ リ と し て の 高い 完成 度 を 誇る 『 ウ ィ チ ャ リー 家 の 女 』 
『 さ お むけ 』 に 結実 し た の も 、 た ぶん その こと と 無関係 で は な い は ず 
で ある 。 


批評 家 と いう 囚人 - あ と が き に か えて 


「 刑務 所 の 独房 に 似 て いる の が この 部 屋 の 魅力 だ 」 
一 笠井 潔 『 バ イ バ イ 、 エ ンジ ェ ル ョ 』 


今回 の テー マ は "囚われ の 名 探偵 」。 安 楽 椅子 探偵 アー ムチ ェ 
ア ・ デ ィ テ クティ ヴ の レア ケー ス と し て 、 刑 務 所 の 独房 に 拘禁 され 
た 探偵 に つい て 考え て みよ っ う 。 


『 ド ン ・ イ シド ロ ・ バ パロ ディ 六 つ の 難事件 』 は 、 ボ ル へ ヘス と 親友 


ビオ ス の 合作 コン ビ が 、 一 九 中 二 年 に ス 
ペイ ン s で 発表 し た 安 朱 椅子 角 條 物 の 運 作 集 で ある 。 主人 公 ドン ・ 
イシ ドロ は プ ブエノスアイレス の 理髪 店 主 だ っ た が 、 身 に 覚え の な い 
殺人 の 罪 で 懲役 刑 に 服 し て いる 。 奇怪 な 事件 に 遭遇 し た さま ざま な 
人 物 が 独房 を 訪れ 、 相 談 を 持ち か ける と 、 ド ン ・ イ シド ロ は その 場 
を 一 歩も 動く こと な く 、 た ち ど こ ろ に 真相 を 看破 し て し まう と いう 
設定 。 ボ ル ヘ へ ヘス らし か ら め ぬ 俗 っ ぱい 語り 口 と トリ ッ キ ー な 着想 で 統 
ー さ れ た この 連作 は 、 ブ プラ ウン 神父 へ の オマ ー ジ ュ と 呼ん で さ し つ 
か えな い だ ろ っ うつ 。 SA 
好き で あり 、 と り わ け G チェ スタ トン に 傾倒 し て いた こと は 
よく 知ら れ て いる が 、 拉 1 お は チエ ス タク ドジ 財 な の 眼光 
紙 育 に 徹する 名 探偵 が 独房 の 囚人 で ある と いう つ 逆 説 に ほか な ら な 
し 1。 


だ が 、 別 の 意味 で 興味 深い の は 、 ド ン ・ イ シド ロ の 前 歴 が 理髪 師 
と され て いる こと だ 。 理髪 師 は 、 バ ビ ロ ニ ア の ハン ムラ ビ 法 典 に も 
記述 の ある 世界 最 古 の 職業 の ひと つ で 、 中 世に は 傷 の 手当 て や 採血 
な ど 外 科 医 の 業務 も 兼任 し て いた 。 ル ネ サ ンス 期 に 入る と 、 医学 と 
同様 に ラテ ン 語 の 読解 力 が 要求 され 、 理 髪 師 も 語学 力 の 有無 に よっ 
て ラン ク 付 けさ れ た と いう 。 専門 職 と し て 医師 と 分 分 離さ れ た の は ル 
イ 十 四 世 の 時 代 で 、 現 在 、 理容 店 に 見 られ る 赤 ・ 青 ・ 白 の サイ ン 
ポー ル は 、 動 脈 、 静 脈 、 包 帯 を 表し た か つて の 名 な 残 ご ! り (最初 は 
血液 の 赤 と 包 帯 の 白 の 二 色 で 、 青 は 後 か ら 加 わっ た と いう 説 も あ 
る ) だ と 吉 わ れ て いる 。 


外科 医 だ け で は な い 。 理髪 師 の 仕事 は 、 精 神 科 医 に も 似 て いる 。 
店 を 訪れ た 客 は 、 同和 和 に DI で ぐ お らき どら この 
い 世 間 話 に 興じ 、 時 に は 仕事 の スト レス や 家庭 で の 悩み に つい て 打 
ち 明 ける 。 理髪 師 は 小気味 よく 八 サ ミ を 鳴ら し な が ら 、 丁 寧 に 客 の 
吉 葉 に 相 梓 を 打ち 、 身 の 上 話 に 同情 し た けり 、 世 故に た けた アド バイ 
ス を し て くれ る 。 そ し て 、 髪 を カッ ト し 終え る と 、 彼 は 吉 う つう 。 


「 頭 を 洗わ むせ て プレ イン ・ ウ ォ ッ シュ いた だ きま す 」 


語呂合わせ は さて お き 、 こ こ で 喜 い た い の は 、 ド ン ・ イ シド ロ な 
る 人 物 を 、 外 科 医 と 精神 科 医 の 顔 を 併せ 持ち 、 ラ テン 語 の 教養 と 人 
間 心理 の 洞察 に 通じ た イン テリ と 想定 し て も か まわ な いと いう こと 
だ 。 「 訳者 解説 」 に よれ ば 、 作 者 た ち は も と も と 「 学 校 の 理事 長 を 
し て いる ドイ ツ 人 の プラ エト リウ ス 博 士 と いう 人 物 を 創造 し 、 温 厚 
で 知 的 な この 人 物 が 実は 級 人 鬼 で 、 自 分 の 学校 の 子供 た ち を 次 々 に 
紋 し て 行く と いう 推理 小説 仕立 て の 作品 」 を 構想 し て いた と いう 。 
リラ ックス し て 身 を まかせ きっ た 客 の 喉 に 、 鋭 い 剃 か み 刀 そり の 包 
を 当て る ドン ・ イ シド ロ の 姿 を 思い 描い て みよ う 。 彼 の 横顔 は 、 独 
房 に 閉じ こめ られ た も うつ ひと り の 人 物 と 重なっ て こない だ ろ つ か? 


その 人 物 と は 一 言わ ず と 知れ た 「 人 食い ハン ニ バ ル 」 こと レク 

ー 博 士 。 一 流 の 精神 科 医 で あり 、 卓 抜 し た 外科 医 の 腕 を 持つ 超人 
的 サイ コキ ラー で ある 。 彼 が 初め て 読者 の 前 に 登場 し た 時 の 台 誤 
は 、 ア フタ ー シ ェ ー プ ブ ・ ロ ーション の 匂い に 関す る も の だ っ た 。 


トマ ス ・ ハ リス が 創造 し た 伝説 的 キャ ラク ター、『 レ ッ ド ・ ド ラ 
ゴン 』『 羊 た ちの 沈黙 。 『 ル ハル ハンニバル 』 の 三 部 作 を 通じ て 「 サ イ 
示 オプ ・ ザ ・ サ イコ 」 の イメ ー ジ を 決定 づけ た ハン ニ バ ル ・ レ ク 

ー 博 士 の プロ フィ ー ル に つい て 、 あ ら た め て 紹介 する 必要 は な い 
2 ここ で 重要 な の は 、 作 者 が レク ター 博士 の 天才 的 知性 を 到 
調 し た 結果 、『 羊 た ちの 沈黙 』 の 作 中 で 彼 の 果たす 役割 が 、 古 典 的 
な 本 格 ミ ステ リ に お ける 安楽 椅子 探偵 の それ と 完全 に 一 致し て し 
まっ た こと で ある 。 レク ター 博士 は 厳重 な 隔離 房 に 拘禁 され な が 
ら 、F B+ 促 練 生 ク ラリ ス の 報告 を 聞く だ け で 、 度 呈 ぎ 毅 人 鬼 
「 バ バッファ ロウ ゥ ・ ビ ル 」 の 犯行 を こと ご と く 嘉 い 当 て る 。 該 博 な 知 
識 と 思わ せ ぶ りな 沈黙 、 そ し て 神 の ご と き 推 理 。 野 崎 六 助 は 『 ア メ 
リカ ン ・ ミ ステ リ の 時 代 』 の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 


探偵 は 批評 家 で あり 、 犯 人 は 芸術 家 で ある と いう 古典 探偵 小説 の 

定式 が ある 。 ヴ ァ ン ・ ダ イン は 、 こ こ か ら か れ の 名 探偵 の 方 法 を 説 
明 し て いっ た が 、 こ れ が セッ クス 級 人 に お ける プロ ファ イラ ー の 方 
法 に 相似 で ある こと は 、 す で に 指摘 し た 。 GLIKLI チ ェ ス タ ト ン ふ 
う の 逆 閲 を 弄 す る な ら 、 創 造 的 な 芸術 家 に な る た め に は 、 探 偵 で あ 
る こと か ら 人 逸脱 せ ね ば な ら な い 。 し か し レク ター は 事情 が 許さ ず 
「 芸術 家 と し て の 犯人 」 か ら 「 批 評 家 と し て の 探偵 」 に 転落 し て し 
まっ た 人 物 だ 。 逆 説 が も うつ 一 度 パ ラド キシ カル に 逆転 し た 。 チ ェ ス 
タ ト ン で すら 思い つか な か っ た サカ サマ の 存在 だ 。 か れ に 自由 は な 
い 。 か れ は 「 芸術 家 」 と し て 振る 舞う 自由 を 奪わ れ た 「 解 説 家 」 と 
し て の 探偵 に すぎ な い の だ 。 そ れ が 、 か れ が 物語 の 内 に と ど ま る た 
め の 唯 一 つの 方 法 だ っ た 。 


レク ター 博士 は 『 羊 た ちの 沈黙 』 の 後半 で 脱獄 し 、 晴 れ て 自由 の 
身 と な る が 、 こ の くだ り に つい て 野崎 は 次 の よう に 補足 する 。 


探偵 か ら の 逸脱 。 も と も と か れ は 、 ク ラリ ス と の 関係 に お いて し 
か 探偵 役 で な か っ た か ら 、 実 行 は 容易 だ っ た 。 し か し か れ は 崩壊 す 
る の で は な い 。 自己 保存 こそ か れ の 本 貧 だ っ た 。 だ が この 役割 を 捨 
て 、 制 約 を 取り 払っ て し まう と 、 か れ に は 居場所 が な く な る 。 か れ 
の 選択 は 、 物 語 の 外側 に 出る こと だ け だ っ た 。 出 る 。 文字通り 、 か 
れ は 飛び 出す の で ある 。 か れ は 厳重 な 隔離 房 か ら 脱獄 する の だ 。 


こう し て レク ター 博士 は 物語 の 外側 に 出る 。 だ が 、 ド ン ・ イ シド 
口 の 完 日 は 晴れ る こと が な い 。 彼 は 「 足る こと を 知る べき だ 」 と 
喜 っ て 、 独 房 の 内 側 に と ど ま る 。 相 あい 似 に た 風貌 を 持つ 二 人 の 
「 囚われ の 名 探偵 」 の 運命 の 分 岐 点 は 、 い っ た い ど こ に ある の だ ろ 
つが ? 


『 イ シド ロ ・ パ ロディ 』 の 「 序 吉 」 に は 、「 犯罪 捜査 を 描い た 記録 
は 山 ほ ど あ り ま す が 、 征 獄 に 閉じ こめ られ た 最初 の 探偵 と いう 貯 誉 
に 輝い て いる の は 、 ド ン ・ イ シド ロ で し ょ う 」 と いう 一 文 が ある 。 
重箱 の 隅 を つつ く よ う だ が 、 こ れ は 必ず し も 正確 な 記述 で は な い 。 


ドン ・ イ シド ロ 以 前 に 、 少 な く と も 二 人 の 探偵 が 独房 に 閉じ こめ ら 
れ た ケー ス が 存在 する か ら だ 。 い ずれ も 短編 ミス テリ 史上 に 名 を 残 
す 偉 大 な 名 探偵 が 遭遇 し た 事件 の 記録 で ある 。 


ひと り は 、 ジ ャ ッ ク ・ フ ッ ト レ ル が 創造 し た 「 思 考 機械 」 こ と 
SLFLIXLI ヴ ァ ン ・ ド ゥ ー ゼ ン 教 授 。 教 授 は 「 十 三 号 独房 の 問題 」 
(一 九 〇 五 ) で 『 死刑 囚 牙 房 か ら 一 週間 以内 に 脱出 する 」 と いう 賭 
け に 挑戦 し 、 頭 脳 の 力 に よっ て 見 事 脱獄 に 成功 する 。 も う ひ とり 
は 、TLHSLH ス トリ プリ ング が 生み 出し た ヘン リー・ ポ ジオ リ 教 
受 。「 ベ ナレ ス へ の 道 」( 一 ルル ニ ホ ) に お いて 、 ポ ジオ リ は トリ ニ 
ダー ド 島 の 大 富豪 の 坦 の 花嫁 を 殺し た 疑い で 投獄 され 、 独 房 の 中 で 
戦 像 すべ き 真 相 に 到達 する 。 面 白い の は 、 前 者 が 「 思 考 機械 」 の 初 
登場 作品 で あり 、 後 者 が ポジ オリ の 「 最 後 の 事件 」 (その後 も シ 
リー ズ は 書き 継が れ て いる が ) に 相当 する こと だ 。 両 者 の 対照 的 な 
結末 は 、 レ クタ ー 博 士 と ドン ・ イ シド ロ の 境遇 に それ ぞ れ 対応 し て 
いる の で は な いか が 。 


「 思考 機械 」 は 、 レ クタ ー 博 士 の 遠い 祖先 で ある 。 独創 的 な アイ 
ディ ア 、 キ ャ ラク ター 作り の 妙 、 ジ ャ ー ナ リス ト 特 有 の 早い スト ー 
リー 展開 で 人 気 を 博 し た フッ トレ ル の 作風 は 、 ア メリ カ の 現代 ミス 
テリ の 特徴 を すべ て 先取 り し て いた と いっ て も 過 吉 で は な い 。「 思 
考 機械 」 は 新聞 記者 人 人 ッ チン ソン ・ ハ ッ チ を 手足 の よう に 動か す 安 
楽 椅子 探偵 で 、 後 年 レッ クス ・ ス タウ ト に よっ て 完成 され た アメ リ 
探偵 小説 特有 の 「 頭 脳 」 と 「 行 動 」 の 分 業 体制 は 、 す で に フッ ト 
レル の 段階 で その 原型 が 作ら れ て いる 。 レクター 博士 と クラ リス 衣 
練 生 の 関係 も 、 そ の ヴァ リエ ーション な の で ある 。 


「 十 三 号 独房 の 問題 」 は 、「 密室 か ら の 脱出 」 を テー マ に し た 裏 返 
し の 本 格 ミ ステ リ だ が (アル セー ヌ ・ ル パン の 初期 短編 に も 、 同 様 
の 作例 が ある ) 、 タ イム リミット の 設定 や サス ペン ス フ ル な 中 段 の 
挿話 な ど 、 短 編 で あり な が ら 、 現 代 的 な スト ー リ ー テ リン グ の 感覚 
に あふ れ て いる 。 さ ら に この 作品 は 、「 犯人 は 創造 的 な 芸術 家 だ 

が 、 探 偵 は 批評 家 に すぎ な い 」 と いう チェ スタ トン の 定式 (「 青 い 
十字 架 」、 一 ルー 〇 ) を 、 ア メリ カ 的 な 野 放 図 さ に よっ て あら か じ 
め 軽 々 と 乗り 越え て し まっ て いる 。 「 思 考 機械 」 は 独房 か ら 脱 出す 
る こと で 、「 芸 術 家 」 と 「 批評 家 」 の 境界 を 無効 に し て し まつ か ら 
だ 。『 羊 た ちの 沈黙 , で 、 レ クタ ー 博 士 が 脱獄 を 成功 させ る の も 、 
ある 意味 で は 「 思 考 機械 」 の 二番煎じ に すぎ な い 。 


で は 、 も う 一 方 の ポジ オリ 教授 は どう か 。 彼 の 探偵 纏 は アイ ロ 
ニー に 満ち て お り 、 名 探偵 と いえ ども 、 け っ し て 物語 を 支配 する 特 


権 的 な 立場 を 約束 され て は いな い 。「 ベナレス へ の 道 」 で 、 獄中 の 
ポジ オリ は 、 和 花嫁 し の 真犯人 を 推理 し て 意外 な 真相 を 導く 。 つ ま 
り 探偵 と し て の 使命 を 全う し て いる に も か か わら ず 、 彼 は 独房 か ら 
解放 され る こと は な い 。 「 探偵 = 批 評 家 」 と は 、「 吉 語 の 定 獄 」 に 
幽閉 され た 囚人 に ほか な ら な いか ら だ 。 の みな ら ず 、 ポ ジオ リ が 拘 
禁 さ れ た 独房 は 、 文 字 通り 彼 の 「 桶 」 と 化し て し まう ( 計 ) 。 


「 ベ ナレ ス へ の 道 」 の 結末 は 、 ボ ル ヘ へ ス が 単独 で 書い た メタ ミス テ 
リ の 珠玉 作 「 死 と コン パス 」( 一 思 四 二 ) の ラス ト で 、 名 探偵 レン 
ロッ ト を 見 舞っ た 運命 と 酷似 し て いる 。 そ の 「 死 と コン パス 」 が 収 
め ら れ た 『 伝 奇 集 』 の 第 一 部 「 八 岐 の 園 」( 一 九 四 一 ) の 序文 に 、 
ボル ヘス は こう 記し た 。 「 記 大 な 書物 を 物 す る こと 、 数 分 間 で 語り 
つく せる ひと つの 着想 を 五 百 ペ ー ジ に わた っ て 展開 する の は 、 労 の 
み 多 く て 功 少 な い 狂 気 の さ た で ある 。 も っ と まし な 方 法 は 、 そ れ ら 
の 書物 が すでに 存在 する と 見 せ か け て 、 有 要約 か 解説 を 差し だ すこ と 
だ 」。 こ こ で も ボル へ ヘ へ ス は 、「 芸 術 家 」 に な る 必要 な ど な い 、 足 る 
こと を 知っ た 「 批 評 家 = 囚人 」 に と ど ま る べき だ 、 と 主張 し て いる 
よう だ 。 


ふた た び 『 イ シド ロ ・ パ ロディ 』 に 話 を 戻 そ う 。 こ の 本 の 主役 は 
独房 の 中 の 探偵 だ が 、 じ つ は も う ひ と り 、 連 作 を 通じ て 、 物 語 の 裏 
の 主人 公 と いう べき 強烈 な キャ ラク ター が 登場 する 。 姿 を 見 せる た 
びに 衣 書 き の 変わ る 怪人 、 ヘ ル パ シ オ ・ モ ン テ ネ グロ で ある 。 彼 は 
連作 中 の 四 編 に 姿 を 見 せ 、 ナ ル シ ス ティ ッ ク な 鱗 じ ょ う 舌 ぜ つ と 大 
げ さ な ふる まい で ドン ・ イ シド ロロ を 閉口 させ る 。 と ころ が お か し な 
こと に 、 作 中 で 最も 精彩 を 放っ て いる 人 物 は 、 こ の モン テ ネ グ ロ に 
ほか な ら な い の だ 。 彼 は 誇大 妄想 的 な 自 移 「 芸術 家 」 で 、「 ゴリ ア 
ドキ ン の 夜 」 事件 を きっ か け に 、 妨 館 を 経営 する 皇女 フィ ヨド ロ ヴ 
ナ を 妻 と する 。 社 交界 の 大 物 に な っ た モン テ ネ グ ロロ は 、 趣 味 で 犯 固 
捜査 に 携わり な が ら 、 着 実に 立身 出世 の 階段 を 上 っ て いる よう だ 。 


モン テ ネ グ ロロ は 「 アル ゼン チン 文学 輸 林 院 」 と いう 尊大 な 肩 書き 
を 添え て 、 本 書 の 「 序 吉 」 ま で 書い て いる 。 お 遊び と は いえ 、 作 者 
た ち が こ の キャ ラク ター に ある 種 の 特権 的 な 地位 を 弓 えて いる こと 
を 見 逃し て は な ら な い 。 ド ン ・ イ シド ロ が 宇 獄 の 中 に 、 つ まけ り 「 批 
評 家 」 で ある こと に と ど ま る の に 対し 、 誇 大 妄想 的 な 「 芸術 家 」 の 
カリ カチ ュ ア と し て 描か れ た モン テ ネ ゲ グロ は 、 文 字 通 り の 意味 で 、 
物語 の 外側 に 飛び 出す こと に 成功 し て いる の だ か ら 。 


この よう に 見 て いく と 、 ド ン ・ イ シド ロ と モン テ ネ グ ロ の や り と 
り は 、 定 獄 の 内 と 外 で 二 人 の レク ター 博士 が 語り 合う ヴァ ー チ ャ ル 
な 対話 に 等 し い の で は な いか 。『 羊 た ちの 沈黙 』 に お ける 囚われ の 
「 批 評 家 」 と 、『 ハ ン ニ バル 。』 で 神話 的 ヒー ロー と し て 再 登 場 する 
誇大 妄想 的 な 「 芸 術 家 」。 三 部 作 の 揮 と う 尾 び を 飾る 『 ハ ン ニ バ 
ル 』 の ラス ト で 、 和 皇女 クラ リス を 手 に 入れ た レク ター 博士 が 、 二 人 
の 安住 の 地 と し て 、『 イ シド ロ ・ パ ロディ 』 の 舞台 と な っ た ブ エ ノ 
ス ア イレ ス を 選ん だ の は 、 で きす ぎ た 暗 合 と いう ほか な い 。 


( 往 ) 安楽 椅子 探偵 と 「 模 棚 」 の アナ ロジ ー に つい て は 、 大 森 滋 樹 
「 物語 の ジェ ッ ト マ シー ン 」(「 創 元 推理 20 」 ) を 参照 。 


【 初出 一 覧 : 海外 編 】 


ミス テリ ー 通 に な る た め の 1 0 0 冊 ( 海 外 編 ) 『 小 説 
TRIPPER』 一 九 九 七 年 冬季 号 


三 人 の ピー ター - ラ ヴ ゼ イ 、 デ ィ キ ンス ン & フォー ク - 『 猟 大 
クラブ 』 (ビー タラ ャ ラウ セイ う "ニス テリ マカ ジン ショ 一 九 九 比 
年 十 二 月 号 

子供 た ち は (幽霊 ) に な る 『 消 えた 少年 た ち 』( オ ー ス ン ・ ス 

コッ ト ・ カ ー ド ) 『 あ うろ 一 ら 』 一 九 九 人 年 春 号 

組 育 の イギリス 人 パト リッ ク ・ ク ェ エン ティ ン 『 わ が 子 は 毅 人 者 
( 大 久保 康雄 訳 / 創 元 推理 文庫 ) 一 九 九 九 年 十 月 

スパ イ 小 説 を 二乗 し た スパ イ 小 説 スタ ン ・ リ ー『 ラ イブ ラリ ー・ 
ファ イル 。』 ( 島田 三蔵 訳 / 創 元 推理 文庫 ) 二 〇 OOC 年 四 月 

「 ポ ラー ル の 法王 」 - も う ひ と り の ルプ ラン - ミッ シェ ル ・ ル 
ブラ ン "殺人 四重奏 』( 負 木 豊 訳 / 創 元 推理 文庫 ) 二 〇 OO 年 十 
ー 月 


謎 解き の 鬼 ジル ・ マ ゴー ン 『 騙 し 絵 の 棋 』( 中 村 有 和希 訳 / 創 元 推 
理 文庫 ) 二 〇 OO 年 十 二 月 


作家 オー サー、 脚 本 家 ラ イタ ー、 編 集 者 エディ ター、 探 偵 ス ルー 
ス エラ リ イ ・ ク イー ン "犯罪 カレ ンダ ー。』 (宇野 利 泰 訳 / 人 ハヤ カ 
ワ 文 庫 ) 二 O 〇 二 年 八 月 


"タフ,。 ノヴェル と 知 的 パズル の 結合 ロー レン ス ・ ブ ロッ ク 『 死 
者 の 長い 列 』( 田口 俊樹 訳 / 二見 文庫 ) 二 OC ニ 年 十 二 月 


スペ シャ ル X の 基 マイ ケル ・ ス レイ ド 『 暗 黒 大 陸 の 悪 圭 』( 夏 
来 健次 訳 / 文春 文庫 ) 二 〇 〇 三 年 十 月 


~ カ ジュ アル ,, な 本 格 アガ サ ・ ク リス ティ ー『ABC 導 人 事件 』 


( 堀内 静子 訳 / 八 ヤ カワ 文庫 ) 二 O 〇 三 年 十 一 月 


鬼 に 金棒 ジェ フリ ー・ デ ィ ー ヴ ァ ー『 魔 術 師 』 (池田 真紀 子 訳 / 
文藝 春秋 ) 二 〇 〇 四 年 十 月 


この 人 を 見 よ クリ スト ファ ー・ プ リー スト "魔法 』 ( 古沢 嘉 通 
訳 / 八 ヤ カワ 文庫 ) 二 〇 〇 五 年 一 月 


ヴェ ー ル を 脱い だ 「 第 二 の 光 輪 へ イロ ー」 ジョ ン ・ エ ヴァ ンズ 
『 悪 魔 の 宋 光 』( 佐々 木 愛 訳 / 論 創 社 ) 二 〇 〇 六 年 五 月 


か れ ら は 一 人 で は 生き られ な い 野崎 六助 『 北 米 探偵 小説 論 』( 双 
葉 文庫 ) 二 〇 〇 六 年 六 月 


初期 クイ ー ン 論 "現代 思 想 / メ タ ・ ミ ステ リー。』 (青土 社 ) 一 
九 九 五 年 二 月 号 


ー カ 三 二 年 の 傑作 群 を めぐ っ て 『 名 探偵 の 世紀 』( 原 書房) 一 
九 九 年 十 一 月 


密室 一 クイ ー ン の 場合 『 大 密室 』 (新潮 社 ) 一 九 九 九 年 六 月 


many talesL!」 た くさ ん の 物語 "ユリイカ 臨時 増刊 / 村上 春樹 を 読 
む 。』 (青土 社 ) 二 〇 OO 年 三 月 


複 条 な 角 人 芸術 The Complex Art of Murder 『 ユ リ イ カ 臨時 増刊 
/ ジ ェ イ ムズ ・ エ ルロイ 。』 (青土 社 ) 二 O 〇 OO 年 十 二 月 号 


批評 家 と いう 囚人 - あ と が き に か えて - 『 ジ ャ ー ロ 。』( 光 文 
社 ) 二 〇 OO 年 冬 号 


本 作品 は 、 二 〇 〇 七 年 一 月 、 小 社 よ り 単 行 本 と し て 刊行 され た も の 
を 電子 書籍 化し た も の で す 。 


e 本 電子 書籍 内 の 外部 リン ク に 関し て 


ご 利用 の 端末 に よっ て は 、 リ ンク 機能 が 制限 され 正しく 動作 し な い 
場合 が あり ます 。 ま た 、 リ ンク 先 の w e b サ イト 、 メ ー ル アド レ 
ス 、 電 話 番号 は 、 事 前 の ご 連絡 な く 削 除 あ る い は 変更 され る こと も 
ご ざい ます 。 ご 了承 くだ さい 。 


法 の り 月 づき 給 り ん 太 た 郎 ろ う ミ ステ リー 塾 じ ゅ く 海 か い 外 が い 
編 へ ん 


複 ふ く 雑 ざ つ な 綱 さ つ 人 じん 芸 げ い 術 じ ゅ つ 
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⑥Rintaro Noriduki 2013 
発行 者 負 木 折 
発行 所 株 式 会 社 講談 社 
東京 都 文 京 区 音 所 ニ - 一 二 - ニ ー 
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9 本 電子 書籍 は 、 購 入 者 個人 の 閲覧 の 目的 の た め に の み 、 フ ァイル 
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